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ま え が き 

 

                                            教職キャリアセンター 

                                            教科教育学研究部門代表   丹 藤 博 文 

 

  平成 29 年 2 月 14 日、新しい学習指導要領が公表されました。本誌がお手元に届く頃に

は、すでに告示されていると思われます。教科教育学研究部門においても、平成 28 年度は

中央教育審議会「中間まとめ」および「答申」をふまえその動向や特色について議論し、

座談会として意見交流を行いました。座談会の内容は、「SCOPEⅢ No.7」として愛知県

内の学校に例年通り配布されます。 

 改訂のポイントとして、ごく大雑把に言ってしまえば、未来社会を切り拓いていく子ど

もの「資質・能力を一層確実に育成」するために、「主体的・対話的で深い学び」を授業

で具体化するということになろうかと思います。「何ができるようになるか」を明確化す

るために、①知識・技能、②思考力・判断力・表現力等、③学びに向かう力・人間性とい

う 3 つの柱が立てられています。また、「各学校におけるカリキュラム・マネジメント」

の改善と工夫が求められていることも特色と言えるでしょう。 

 何をもってして「深い学び」と言えるのか、そのためにはどうすればいいのか。「学習

の効果の最大化を図るカリキュラム・マネジメントを確立」するとは具体的にどういうこ

となのか。課題や難問は山積しています。各教科の授業改善のみならず、学校全体、ある

いは「チーム学校」としての経営が問われてもいます。 

 大学・附属学校共同研究会は、学習指導要領によって示された新たなヴィジョン・教育

課題など、学校現場が抱える諸問題について議論し研究を推進する必要があります。教員

養成大学・附属学校の存在それ自体が問われる昨今、大学と附属学校の共同研究が、その

道筋を照らし発信していかねばならないことは確かです。本報告書の成果が広く活用され

ることを願うばかりです。 

 最後になりましたが、ご多用の中、貴重な研究成果をご執筆・ご寄稿いただいた皆様に

敬意を表するとともに、深く感謝申し上げます。 

                                                            平成 29 年 2 月 16 日 
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第 1 部 各部門・分科会の夏期一斉研修報告 

  



各部門・分科会の夏期威一斉研修報告 
 
◆国語分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15：00～16：00 
２）場 所：第一人文棟 2 階 国語演習室 
３）参加者：増田光香（附属名古屋小学校） 本多克行（附属岡崎小学校） 

上條聡、松山宜申、横井祐亮、田部翔理（附属名古屋中学校） 
熊谷等、志賀正章、森卓也、青木宏羽（附属岡崎中学校） 
岩崎知博、戸田康代（附属高等学校） 有働裕、丹藤博文、砂川誠司（大学） 

４）内 容：①各附属、大学からの近況報告 
②予算の配分と使途について 
③報告書の作成について 
④「教育実習の手引き」作成について 
⑤大学と附属学校の共同研究のあり方について 

 
◆書写・書道分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15：00～17：00 
２）場 所：国語書道演習室 
３）参加者：川瀬英幹（附属高等学校） 木村博昭、衣川彰人（大学） 
４）内 容：【共通の話題】 

・新学習指導要領に関する中教審答申待ちの書写・書道の状況 
・小学校低学年における水書ペンの使用に関して 
・小学校低学年の毛筆の授業実施について 
・春日井市（書の町）を中心とした地区の毛筆書写（小学校低学年）の実施

と影響 
【高校】 
・高校芸術科書道の現状と課題について 
・鑑賞、書道史重視の傾向 
・書Ⅰ、書Ⅱ、書Ⅲはすべて実施できる状態（附属高） 
・生徒に考えさせることを重視している。（附属高） 
・教科書について（採択・使用に説明必要） 
・教育実習について。受け入れの実態など 
【大学】 
・書道ゼミの選択について 
・書道免許状について 
・合宿について 
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・学生の実技レベルについて 
・部活の状況について 
・改修工事にともなう図書館の利用について 

 
◆社会分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15：00～16：30 
２）場 所：第一人文棟 3 階 会議室  
３）参加者：前野協太（附属名古屋小学校） 大羽佳洋、高井規行（附属岡崎小学校） 

大河内信博、後藤俊輔、三村将行、沼山季代典（附属名古屋小学校） 
安井文一、伊倉剛（附属岡崎中学校） 
酒井類、財田由紀、田中博章、小田原健一、伊吹憲治（附属高校） 
近藤裕幸（大学） 

４）内 容：①各附属学校の研究動向の報告 
各学校 15 分発表、5 分質疑応答 

②今年度の活動費・交通費について 
附属名古屋中学校 

③その他（よりよい共同研究に向けての意見交換） 
 
◆算数・数学分科会 
１）日 時：平成 28 年 7 月 30 日（土）9：00 分～ 

平成 28 年 12 月 10 日（土）12：00 分～ 
２）場 所：自然科学棟１階 数学教育共同研究室（118） 
３）参加者：繁野圭介、高橋宏、林拓実、小林達也（附属名古屋小学校） 

福井宏、加藤良彦（附属岡崎小学校） 
牛田孝文、梶田章浩、山中啓、高橋寿典（附属名古屋中学校） 
小笠原真、小林克久、清水康博（附属岡崎中学校） 
増田朋美、森永敦樹（附属高校） 
佐々木徹郎、飯島康之、小谷健司、山田篤史、青山和裕、髙井吾朗（大学） 

４）内 容：①昨年度の報告書の説明 
②今年度の報告書の作成計画 
③サポート実習等，教員養成改革の実状 
④教育実習の実状や意見 
⑤今年度予算の使途 

 
◆理科分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水） 15：00～17：00 
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２）場 所：自然科学棟 理科教育授業研究室 
３）参加者：○今井将、尾形卓也、佐野雄一、早瀬義之（附属名古屋小学校）， 

○牧野修平、森川晋平、伊藤一真、近藤健司（附属名古屋中学校） 
○小嶋功、青島加苗、安形和之、足立達彦、伊藤聖大（附属高等学校） 

      △大鹿聖公、星博幸、戸倉則正、遠藤優介（大学） 
（○は部会代表・話題提供者、△は司会者） 

４）内 容：①部会運営の確認：構成員紹介の後、分科会の運営や研究紀要の執筆分担、

活動費の使用等について説明し、例年通りに進めていくことを確認した。 
②研究報告・協議等：附属学校の理科部代表者による教科研究の取組みの動

向について報告を受け、質疑応答・意見交換を行った。児童生徒の科学的

な問題解決に向けての研究課題の提案、教材開発の追究、理科課題研究の

実施などに関して、各校での取り組みについての課題共有が行われた。 
③その他：情報交換、教育実習での課題や状況など大学と附属学校がかかわ

る課題についての意見交換を行った。 
 
◆生活科分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15：00～17 時 
２）場 所：人文情報棟１階 会議室 
３）参加者：加藤大知、入谷翔太郎（附属名古屋小学校） 

河合泰宏、浅倉見枝子（附属岡崎小学校） 
野田敦敬、中野真志、加納誠司（大学） 
大学院生活科教育領域院生 ７名 

４）内 容：①両附属小学校より、一学期の授業実践、今年度の研究発表会の概要、最近

の子どもの様子等についての報告があった。それをもとに質疑応答を行い、

生活科教育及び総合的な学習の理論と実践について協議した。 
②報告書の作成についての役割分担等について確認した。 

 
◆音楽分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15：00～ 
２）場 所：音楽棟 第１講義室 
３）参加者：市江真理子、小出真規子、長岡知里（附属名古屋小学校） 

蕃洋一郎、高松未来（附属岡崎小学校） 
安立豊子、粥川宏輝（附属名古屋中学校） 
伊吹拓実（附属岡崎中学校） 國府華子、新山王政和（大学） 

４）内 容：①新研究がスタートしている学校から、状況説明があった。 
②各学校の研究状況について情報交換を行った。 

―7―



③報告書の原稿執筆について確認した。 
④文部科学省学習指導要領改訂に関する情報交換を行った。 
⑤名古屋小学校に取り組んで頂いたモジュール学習（短時間学習活動） 

 
◆図画工作・美術分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15：00〜 
２）場 所：美術・技術・家政棟 2 階 美術教員共同研究室 
３）参加者：瀬之口真一、磯部裕一、土屋薫（附属名古屋小学校） 

神門大知、原田健一（附属岡崎小学校） 秋田英彦（附属名古屋中学校） 
谷隼志（附属岡崎中学校） 神谷宜欣（附属特別支援学校） 
礒部洋司、鷹巣純、富山祥瑞、永江智尚、樋口一成、松本昭彦、杉林英彦（大

学） 
４）内 容：①分科会予算の配分について 

②今年度の活動方針について 
③報告書作成について（役割分担） 
④その他 

 
◆保健体育分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水） 
２）場 所：保健体育講義室Ⅰ 
３）参加者：橋本浩司、水谷佳弘、林瑛一（附属名古屋小学校） 

榊原章仁、坂野仁志、渡辺美穂（附属岡崎小学校） 
黒岡孝信（附属高校） 山下純平、縄田亮太、鈴木一成（大学） 

４）内 容：①平成 28 年度大学・附属学校共同研究会の運営について 
②報告書 
・執筆要項及び原稿依頼について 
研究発表会等の終了後、データを鈴木一成までメールで送信する。 

③運営費 
・物品購入費 分科会として 40,000 円程度 
・交通費 附属教員 1 名、2,200 円程度（12 月末までに申請） 

大学教員 1 名、1,400 円程度（12 月末までに申請） 
※1 人あたり、2 回まで申請可 

 

◆技術分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15：30～16：30 
２）場 所：技術教育講座 教員共同研究室（202 号室） 
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３）参加者：長澤啓介（附属岡崎中学校） 
太田弘一、本多満正、鎌田敏之、磯部征尊（大学）  
オブザーバー：青山陽介（春日井市立味美中学校） 

４）内 容：①研究会予算の用途について話し合った。 
②技術教育講座の紀要発行についての紹介を行った。 
③今年度の活動方針については，各校の主体性を尊重することを確認した。 

 
◆家庭分科会： 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15：00～ 
２）場 所：美術・技術・家政棟 家庭管理実験実習室 
３）参加者：伊藤寛之、山𡶜𡶜𡶜𡶜（附属𡶜𡶜𡶜𡶜学校） 青𡶜𡶜美𡶜（附属岡崎𡶜学校） 

武藤良𡶜（附属岡崎中学校） 
板倉厚一、加藤祥𡶜、関根美貴、山根真理（大学） 

４）内 容：①研究報告書の執筆について検討し、持ち回りで岡崎𡶜学校に決定した。 
②分科会予算の使途について検討した。 
③各附属から教育実践状況の報告があった。 
④附属学校教員と大学教員による情報交換を行った。 

 
◆英語分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15：00～16：30 
２）場 所：第一人文棟 6 階 英語教員共同研究室 
３）参加者：廣川幸平（附属岡崎𡶜学校） 

伊藤慎治、髙野賢一郎、岩塚知和、栗林和徳（附属𡶜𡶜𡶜中学校） 
齋川浩、大橋博幸（附属岡崎中学校） 
稲葉みどり、高橋美由紀、田口達也（大学） 

４）内 容：①研究予算の用途について 
②報告書執筆担当校について 
〇平成 28 年度は附属高校 

③『教育実習の手引き』の見直しについての確認 
④研究情報交換について、その他 

 
◆道徳・特別活動分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15:00～16:30 
２）場 所：愛知教育大学第一人文棟 416 講義室 
３）参加者：伊藤昭良（附属𡶜𡶜𡶜𡶜学校） 松井幹宗（附属岡崎𡶜学校） 

高𣘺𣘺𣘺𣘺（附属𡶜𡶜𡶜中学校） 志賀充規（附属岡崎中学校） 
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山口匡、黒川雅幸、小嶋佳子、鈴木伸子、高橋靖子、藤木大介、下村美刈、

野平慎二（大学・学校教育講座） 中山弘之（大学・教職実践講座） 
４）内 容：①分科会予算について 

②報告書について 
③「教育実地研究（教育実習）の手引」の見直しについて 
④「道徳教育の研究」のシラバスについて 
⑤その他 

 
◆養護分科会 
１）日 時：平成 28 年 8 月 3 日（水）15：00～16：30 
２）場 所：養護教育１号棟１階 第 2 演習室 
３）参加者：小出雪恵（附属名古屋小学校） 平井さとみ（附属岡崎小学校） 

森慶恵（附属名古屋中学校） 下林瑞枝（附属岡崎中学校） 
大野志保（附属高等学校） 川西せつ子（附属特別支援学校） 
山田浩平、岡本陽、福田博美（大学） 

４）内 容：①健康診断の項目の変更によって現場での工夫と困ったことについて報告お

よび意見交換を行った。 
②その他 

 
◆幼児教育及び小学校低学年教育分科会 
１）日 時：平成 28 年 6 月 10 日（金）13：30〜17：00 
２）場 所：附属幼稚園 
３）参加者：池田紀代美、野崎三千代、磯村正樹、井川典子、小林優子、新村典子（附属

幼稚園） 
鈴木裕子、林牧子、新井美保子、麓洋介（大学） 

４）内 容：①研究協議会にむけての研究状況の報告，討議 
②研究紀要執筆に向けての討議 
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第２部 分科会･プロジェクトからの研究報告 

  



国語分科会    ← １ページ目には分科会名を１２ポイント使用し記入し、枠で囲む。  

これからの言語生活を求めて 

愛知教育大学附属名古屋小学校 
      増田光香 澤野佑輔 水野晋吾 矢野健太 
     愛知教育大学附属岡崎小学校 
      本田克行 山盛誠治 
     愛知教育大学附属名古屋中学校 
      上條聡 松山宜申 横井祐亮 田部翔理 
     愛知教育大学附属岡崎中学校 
      熊谷等 志賀正章 森卓也 青木宏羽 
     愛知教育大学附属高等学校 
      岩崎知博 横井健 渡邉寛吾 竹内美奈子 
     愛知教育大学 
      中田敏夫 佐藤洋一 有働裕 丹藤博文 砂川誠司 
 
 なぜ学校で国語を学習しなければならないのか。カリキュラムに国語が含まれている以上、その答えを

見出さなくとも、国語の授業は実施可能である。しかし、その答えが曖昧なまま行われる国語の授業はど

こか空虚な活動に感じられてならない。活発に発言が行われ、いかにも主体的に取り組んでいるように見

える子どもの姿も、刹那的な快楽を求めるだけの姿と重なってしまう。何のために、私たちは国語を、そ

れも学校で、子どもたちに教える必要があるのだろうか。 
 答えはひとつではない。教師の国語に対する思いや願いの数だけそれはある。人によっては、伝統文化

を伝えるためだとというかもしれない。あるいは心情を豊かにするためだというかもしれない。ところが、

そのようなありふれた抽象的な言い方で納得してしまうことが、国語を学習する理由を曖昧なまま放置し

てよい気分にさせるのである。そうであってはならないという思いから、私たちはそれを新たな言語生活

を生み出すためだと考えた。 
情報が多様化しているという。ほんとうにそうなのか。パターンが増えただけではないのか。協働が大

事だという。ではひとりではできることはどこまでなのか。読書量が減ってきているという。ずっと言わ

れているのだが…。結局のところ、似たような言説に何十年と翻弄され続けてきたのが国語科なのかもし

れない。もしかすると、このままでは言語生活を切り開いていく力は育たないのかもしれない。そう考え

たとき、私たち自身、そして子どもたちにも、自らを取り巻く社会・文化、そこにおける言語生活そのも

のを相対化して捉えることが必要であると私たちは考えることとなった。学校においてこそ、それは学ば

れるべきものである。なぜなら、他者との関わりの中にしか、相対化の契機は生まれないからである。 
附属名古屋小学校では、「建設的な合意形成」という言語生活を設定した。附属岡崎小学校ではテクスト

の言語を吟味しつづける学習者像を描く。附属名古屋中学校は批判的思考を頼りにしながら、表現する力

を求め、附属岡崎中学校は「昭和」と「平成」をめぐって学習者自身が調査を行った。どれも他者の言語

を丁寧に捉え、場合によっては自らの言語によってそれを捉え返すものである。あたりまえのものをあた

りまえとしてとらえず、立ち止まり、考え、実行するものである。このような行為を繰り返し行っていく

ことが、これからの言語生活にとって大事になるのではないかという仮説のもと、試行錯誤しながら事業

を行った。ぜひ一読していただき、諸先生方からご指導ご批判を賜りたい。 
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Ⅰ「『これからの社会を生き抜く子』の育成（３年次）」（附属名古屋小学校） 
１ 「これからの社会を生き抜く子」に迫るために必要な力について 
 これからの社会は、それぞれの立場の違いを理解した上で、建設的に合意形成をしていくことが重要で

ある。そのためには、考えを伝え合う中で、自分の考えを主張するだけでなく、相手の考えを受け入れ、

建設的に合意形成をすることができる力が必要となる。また、学習指導要領の国語科の目標には、伝え合

う力を高めると明記されており、互いの考えを伝え合い、建設的に合意形成をする力を身に付けることが

期待されている。そこで、本校国語科は、子どもたちに身に付けさせる力を以下のように設定した。 
 

 
 
２ 指導方法の工夫 
 (１) 付箋を用いた可視化による、少人数での伝え合い活動の流れ 

 子どもたちが、より建設的に合意形成できるようにするために、少人数での伝え合い活動において、付

箋を用いた可視化を取り入れることにした。少人数での伝え合い活動では、ペアでの伝え合い活動や４～

５人程度のグループによる伝え合い活動を行う。低学年では、ペアによる伝え合い活動、中学年以降では

グループでの伝え合い活動を主に行う。付箋を用いた伝え合い活動は、以下のような手順で進める。 

１ 自分の考えの根拠を付箋（黄）に書く。 
２ 伝え合い活動のルールを確認する。 
３ グループでの伝え合い活動で、一人ずつ考えを発表し、考えをホワイトボード上に書いた上で、 
  根拠を書いた付箋（黄）をホワイトボードに貼る。 
４ 合意形成を目指して、考えを伝え合う。 

 ・ ホワイトボード上で、出てきた考えを仲間分けする。 

 ・ 考えに根拠を加える場合は付箋（青）に書き、ホワイトボードに貼って付け足す。 
５ グループの考えをまとめる。 
 
 (２) 授業実践 
   ① 授業の実際（『一つの花』（４年下光村図書）の第４時） 

 学習課題は、「プラットホームでのお父さんの気持ちについて考えよう」である。伝え合い活動のルール

を確認した後、「可視化」ができるように、各グループにホワイトボードと付箋を渡した。 
〈Ａ児のグループの伝え合い活動の様子、ホワイトボードへのメモ役：Ｂ児〉 
 Ａ児：戦争へ行くと、ゆみ子と会えなくなるから「悲しい気持ち」だと思うよ。 
   （考えをホワイトボードに書き、根拠を書いた付箋【黄①】をホワイトボードに貼る。）（Ｂ～Ｄ児同様。） 
 Ｄ児：「悲しい気持ち」と「さみしい気持ち」は、一つにまとめられるかな。 
 Ｂ児：みんなの考えは、「悲しい」「戦争に行きたくない」「ありがたい」の三つの気持ちに分けられるかな。 
 Ｃ児：「悲しい気持ち」と「戦争に行きたくない気持ち」は、会えなくなるからという同じ根拠だね。どちら

の気持ちの方が強いのか、考えよう。 

 Ｂ児：他に根拠はないかな。（全員が、教科書を開いて確認をする。） 

 Ａ児：「まるで戦争に行く人ではないかのように」から、「戦争に行きたくない気持ち」が分かるよ。 
   （Ａ児が新しく見つけた考えの根拠を付箋【青①】に書き、ホワイトボードに貼る。） 
 Ｂ児：「ホームのはし」や「小さくばんざい」からも分かるね。 
   （Ｂ児が新しく見つけた考えの根拠を付箋【青②】に書き、ホワイトボードに貼る。） 
 Ｄ児：こう考えると、「戦争に行きたくないという気持ち」が強いのかな。 
 Ａ児：そうだね。じゃあ、「会えなくなる」は「戦争に行きたくない気持ち」の根拠だね。 

   （新しく付箋【青③】に理由を書き、「戦争に行きたくない気持ち」の根拠のところに貼る。） 

 Ｃ児：みんなの考えを聞いていると、全て、「戦争に行きたくない気持ち」につながっているね。 
 Ａ児：グループの考えをまとめると、「会えなくなるから、戦争に行きたくない」気持ちかな。 
 Ｂ児：そうだね。（Ｂ児は、賛成のハンドサインを出してうなずく。「戦争に行きたくない」に赤○を付ける。） 

課題に対する自分の考えを伝え合う中で、建設的に合意形成をすることができる力。 

 

「これからの社会を生き抜く子」に迫るために必要な力 
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   ② 分析・考察 
 少人数での伝え合い活動では、考えの根拠を付箋に書くことで、自分の考えや考えの根拠を明確にして

説明できた。また、新たに見つけた根拠を付箋の色を変えて書き足させることで、伝え合い活動の過程が

視覚的に確認しやすくなった。さらに、ホワイトボード上で、考えと根拠を区別して確認できるため、考

えを整理しやすくなり、伝え合い活動の時間を十分に確保できるようになった。なお、低学年においても、

プリントに考えを書き、理由を付箋に書いて貼らせることを通して、互いの考えを比べたりつなげたりし

やすくなった。各授業の最後には、全ての子どもたちが、互いの考えを比べたりつなげたりすることで、

学習課題に対して答えを導き出し、学級全体で建設的に合意形成する様子が見られた。 
 以上のことから、付箋を用いた可視化による少人数での伝え合い活動を行うことで、建設的に合意形成

することができたと考えられる。 
 
３ 指導方法の確立〈少人数での伝え合い活動〉 
  【工夫】可視化を取り入れた少人数での伝え合い活動 

     ペアでの伝え合い（低学年） 

    ・ 白紙を活用して、自分の考えを直接プリントに書き、理由を書いた付箋を貼り、 

            視覚的に伝え合い       の内容を確認できるようにする。 

     グループでの伝え合い（中・高学年） 

    ・ ホワイトボードを活用して、出された考えを全て記述し、視覚的に伝え合いの内 

            容を確認できるようにする。また、始めに順番に考えを発表し、その考えに対して、 

            全員が意見を言うようにする。 

  【工夫】少人数での伝え合い活動のルールの確認 

    ルールを示すことで、友達の考えを傾聴したり、視覚的に考えを確認したりしながら、 

        合意形成ができるようにする。 

  ・ 友達の考えを受け止めよう、理解しよう  ・ 考え→理由の順で話そう 

  ・ よい聞き手になろう           ・ 考えを比べたりつなげたりしよう 

  ・ たくさん書いて「見える化」しよう    ・ みんなで参加しよう 

  【工夫】付箋を用いた可視化による伝え合い活動の手順 

    付箋に書かせることで、自分の考えや考えの根拠を明確にして説明しやすくする。また、 

      新たに見つけた根拠を、付箋の色を変えて書き足させることで、伝え合い活動の過程を視覚 

   的に確認しやすくする。また、ホワイトボード上で、考えと考えの根拠を区別して確認させ 

   ることで、考えを整理しやすくする。 

  １ 一人ずつ考えを発表し、考えをホワイトボード上に書いた上で、根拠を書いた付箋 

   （青）をホワイトボードに貼る。 

  ２ 合意形成を目指して、考えを伝え合う。 

   ・ ホワイトボード上で、出てきた考えを仲間分けする。 

   ・ 考えの根拠を加える場合は付箋（青）に書き、ホワイトボードに貼って付け足す。 

  ３ グループの考えをまとめる。 

 
（増田光香） 

 

 
Ⅱ 思いや考えを伝え合うなかで ことばの力を磨く子ども（附属岡崎小学校） 
１.国語科でめざす子どもの姿 
 仲間と思いや考えを伝え合うなかで，登場人物の気持ちや関係の変化を，ことばを通して見つめること

は，自分の表現したいことを適切に表現できることばを吟味する姿につながる。これは，ことばによって

より正しく物事を理解することであり，自分のなかに芽生えた思いや考えを適切に表現するためのことば

を精選しようと，ことばの力を磨いた姿と言える。国語科では，ことばに対するその子なりのものの見方

や考え方，感じ方をもとに，仲間と思いや考えを伝え合うなかで，ことばに込められた意味や気持ちを深

く読み取ったり，自分の思いや考えをより適切に表現できるようにことばを吟味したりする姿，つまり，
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ことばの力を磨く子どもの姿を引き出したいと考えている。 
 

２.教材の価値 
 教材文の表現を根拠に登場人物の気持ちや関係の変化をとらえ，ことばに込められた意味を深く考えら

れるようになってほしいという願いをかけた。その願いを具現するため，ことばに着目して追究できる「ラ

イオンのひみつ」を教材に選定した。本教材には，次のような価値があると考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３.かかわり合いにおける教師支援と追究の実際 
（１）仲間と考えを伝え合うなかで，よりよい判断・決定をしながら，新たな追究の方向性を見いだす 
「もう二度と動くことができない，石像のライオンの気持ちをはっきりさせたい」という問題意識をもち，

ひとり調べを進めていくなかで，多くの子たち

が「満足しているところもあるけど，満足して

いないところもある」という考えで停滞し，さ

らに石像のライオンの心情と，その変容につい

て考えを深めていくところでつまずき，停滞し

ていていた。そこで，ここまでのひとり調べを

通して得た子どもたちの考えをかかわらせてい

くことで，新たな追及の方向性を見いだしてい

く姿を引き出そうと考えた。 

Ｔ 

 

 

 

Ｃｎ 

Ｔ 

司 

 

Ｔ 

美沙希 

 

34 

 

 

 

35 

36 

37 

 

38 

39 

 

ふうん。…ちょっとさ，ここで聞いてみたいんだけど，ここ，「できることならふたりをぎゅうっとだきしめたい」んだよ

ね。ここについて，智仁くんは満足している。だって，助けられたほうが大きいから。好実さんも，助けなかっ

たらぎゅうっとも思わないんじゃないの。だから，満足している。でも，心桜さんや結那さんや悠也くんは，ここ

は満足していないんじゃないかなと考えているよ。みんなはどう？ 

満足している。していない。 

司くんは？ 

満足のほうが強い。今までは，「えっへん！」なんてはじめについていなかったんだけど，最後だけついてい

るし，ついているけど，あの，14ページは，「できることならぎゅうっとだきしめたいのです」は，少し残念。 

これが強くて，こっちは小さい。だから，全体としてこっちではないか。なるほど。美沙希さんはどうですか？ 

えっと，私もほとんどのことに満足していると思うんだけど，なんか，あれ，最初のほうかな。えっと，６ページく

らいまでは，公園に行って楽しむことが，えっと，自分の夢だったけど，サラが弱々しく歩いてきてから，あれ 

・「動いてみたい」以外には何の思いもなく，楽しいとか悲しいとかいう気持ちもわからなかった石

像のライオンが，自分の傍らで凍死しそうになっている女の子と赤ん坊がこのままでは「ぼくみた

い」になってしまうことに気づいたことで，初めて悲しみという感情を抱き，「助けたい」と強く

願ったことで動けるようになった。そのたった一回のチャンスを使って，二人の命の助けることで，

自分の生に価値を見出し，自己を肯定的にとらえられるようになった物語である。石像のライオン

の心情の変容から，自分以外の誰かのために動く，「やさしくおもいやりのあるこころ」をもって

生きていくことのすばらしさを感じられる教材である。 
・周りの人のために何かをしたいと思いを高めている子どもたちは，たった一度しかない動けるチャ

ンスを，自分の夢の達成のためではなく，人を助けるために使った石像のライオンの心情や行動に

ついて書かれたことばに着目し，その変容を的確にとらえながら物語を読み進められる。 
・二度と動くことができなくなった石像のライオンが「まんぞくそうに」していることについて，２

人を助けることができたからという考えや，感情をもつことができたからという考え，本当は満足

していないのではないかという考えなどのずれや違いをかかわらせることで，問題意識を明確にも

ち，読み深めていくことができる。 
 

 まんぞくしている部分とまんぞくしてない部分がある。14 ページ

の文には，「できることなら」って書いてあって，残念な感じだけ

ど，14 ページのライオンの表情は，笑っていて，まんぞくしている

感じがでているから，まんぞくしている部分とまんぞくしていない部

分があると思います。ライオンは，サラと弟を助けて，まんぞくして

ると思うし，二人を助けちゃったから，もう二度と動けなくて，残念

だと思います。  

・石ぞうのライオンの心情シール数【プラス●●マイナス●●】                           

（11 月 8 日 心桜の学習記録） 
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 かかわり合いのなかで，「できることならふ

たりをぎゅうとだきしめたい」という叙述につ

いて，満足しているという考えと，満足してい

ないという考え，そして，満足しているけれど

少し満足していないという考えが出されたタイ

ミングで，「ぎゅうっと」について「このこと

ばがなくなったら，これとこれ。どう違うの」

（Ｔ50）と，教師が出た。そして，「ぎゅうっ

と」を抜いた文章と元の文章を音読したあと，

ぬいぐるみを用いて動作化して比較する場を設

けた。心桜は，３人の動作化を見て，「だきし

めたい気持ちの強さ」を表していると考え，「ラ

イオンも二人のことを愛してる」という考えを

もった。そして，どうして石ぞうのライオンが

こんなにも強く二人のことを思っているのかという問題意識をもち，新たな追究の見通しをもって，さ

らにひとり調べに取り組んでいった。右の心桜の学習記録からは，この新たな追究を通して，石像のラ

イオンの心情を深くとらえるだけでなく「変化をもたらしたのは，サラと赤ちゃんだ」と石像のライオ

ンの変容の原因まで考えを及ぼしていることがわかる。 
 

 

 

 

Ｔ 

遼 

 

Ｔ 

 

心桜 

Ｔ 

Ｃｎ 

Ｔ 

奈桜 

Ｔ 

 

 

Ｃｎ 

Ｃｎ 

Ｔ 

 

 

 

40 

41 

 

42 

 

43 

44 

45 

46 

 

47 

 

 

48 

49 

50 

，夢を捨てて，なんか，捨てるというか，それで，サラと赤ちゃんのために動きたいと思っているから，ほんで

，動き終わって，13ページ，あの，劇をやってみてわかったんだけど，たてがみとか前足とかをさわられたら

，なんか，すごいうれしい気分だったから，満足していると思う。 

これが，助けたほうに変わった。なるほど。…遼くん。 

僕は満足していると思います。理由は，「できることなら」と書いてあるので，あまり，もしもできたらの話で，そ

うはそんなに思ってないと思います。 

ふうん，このことばに着目して。じゃあ，もしさ，抱きしめたいという気持ちが強かったら，どんなことばが入ると

思う？心桜さん，どう？ 

絶対に。 

できることならと，絶対は違うの？ 

違う。 

はい，じゃあ，奈桜さん。 

私は，満足していると思います。理由は，赤ちゃんとサラが14ページのところで抱きしめてくれたからです。 

ふうん。…じゃあ，ちょっと，ここの部分をもう少し，石像のライオンの気持ちで考えてみようか。今，遼くんと心

桜さんが，この，「できることなら」ということばに注目して，ライオンの気持ちに迫っていったよね。じゃあ，これ

，もし，このことばがなかったらどう？ 

え，何これ？だきしめたい？できることならふたりをだきしめたい？ 

できることならふたりをぎゅうっとだきしめたい？ぎゅうっと？ 

このことばがなくなったら，これとこれ。どう違うの？…ちょっと，動作でやってみようか。 

私が見ていて分かった事は，三人がだきしめている時を見て，「できることなら二人をだきしめたい」だと，みんな軽くだ

きしめていたけど，「できることなら二人をぎゅうっとだきしめたい」だと，おもいっきりというか，強くだきしめていたから，「ぎゅ

うっと」がないのとあるのとの違いは，だきしめる強さとか，だきしめたい気持ちの強さだと思います。予想は，14ページの

絵で，サラと赤ちゃんが「助けてくれてありがとう！」ってだきしめてくれているから，ライオンもうれしくなって，ライオンも二人

のことを愛してると思う。      

（11月15日 心桜の学習記録） 
 石ぞうのライオンが，どうして二人のことを強く思っているかとい

うと，だきしめられてうれしいからだと思います。理由は，サラと弟

は，ライオンに助けてもらえて，そのお礼にライオンに会いに来てく

れて，ライオンをだきしめて，お礼をしていて，それが，ライオンに伝

わって，ライオンもうれしくなって，助けてあげた特別な人だから，

二人のことを強く思うんだと思います。サラと赤ちゃんを助けて，

たのしいとか，かなしいとか，うれしいとか感じられるようになっ

て，この変化をもたらしてくれたのは，サラと赤ちゃんだと思いま

す。理由は，サラと赤ちゃんと出会わないで，公園で，遊んで

いたら，遊んだうれしさや，まん足感を感じることができて，これで

も十分変化はあるけど，「ぎゅうっと」と思ったのは，サラと弟を助

けて，もう二度と動けなくなってから思ったわけだから，変化をも

たらしたのは，サラと赤ちゃんだと思います。 

 （１１月２８日 心桜の学習記録）                           
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（２）学びをふり返ることで，自己の成長を実感する姿を引き出す 

心桜は，学習をふり返り，「やさしいおもいやりの心がある人生」を送れるようになった石像のライオ

ンを幸せと感じ，「友達がこまっていたら，相談にのって，こわいことでも友達のためにがんばりたい」

と書いた。この心桜の姿は，ことばを吟味して石像のライオンの心情を追究し，自分の生活のなかへ還

元しようとする姿であると考えられることから，自己の学びを実感した姿と考える。 
（山盛誠治） 

 
 
Ⅲ 言葉を用いて熟考し，自分の考えを筋道を立てて表現することができる子どもを育む国語科の授業（附

属名古屋中学校） 
１  共同研究と日程 
  全体研究テーマ   意識的に吟味した考えを表現することができる子どもの育成 

            －批判的思考を用いた授業の創造－（３年次） 

  国語科研究テーマ   言葉を用いて熟考し，自分の考えを筋道を立てて表現することができる子ども

を育む国語科の授業 

    共同研究の日程………５月 31日，６月 20日，８月３日，９月 23日，９月 30日，２月７日 

２  共同研究者 
  附属中学校……松山宜申・上條 聡・横井祐亮・田部翔理 

  大学……丹藤博文  

３ 研究発表会（９月 30 日）の授業 
    横井 祐亮教諭   ２年Ａ組 意見文を書こう 

                            ―随筆『字のない葉書』（向田邦子／光村図書）― 

    田部 翔理教諭   ３年Ｄ組 人物評を書こう 

               ―小説『握手』（井上ひさし／光村図書）― 

４ 研究内容 
  (1) 国語科で目指す子ども像 

   言葉を用いて熟考し，自分の考えを筋道を立てて表現することができる子ども 

 (2) 国語科ではぐくみたい資質や能力 

      ○ 読んだり，聞いたりしたことを熟考して，自分の考えを形成する力 

   ○ 形成した自分の考えを筋道を立てて文章や談話として表現する力 

   ※ 国語に対する認識を深めたり国語を尊重したりする態度を喚起しつつ，上記のような能力をは

ぐくんでいく。 

 (3) ３年次の研究のねらい 

      研究３年次では，批判的思考を用いた関わり合いを促す手だての具体的な方法を引き続き見直して

いくとともに，批判的思考の四つのプロセスを，自分の考えを表現する際にも同様に位置づけること

が国語科の育みたい資質や能力を育むことに有効であったかを，付箋紙や表現した文章を見取ること

により検証する。 
 

 私は，石像のライオンの，公園に行きたいというゆめはかなわなかったけど，助けなかった人生のことを考えると助けた人生の

方がまだいいと思うから，赤いシールは４まいで，青シールは１まいです。（略）やさしいおもいやりの心がある人生は，しあわせ

だと思うし，公園に行けなくてもサラ姉弟が愛してくれているから，十分いい人生を送っていると思います。 

 ライオンのひみつの授業で学んだことは，ライオンが自分のゆめをすててまでサラ姉弟を助けたおもいやりの心，助けたゆうか

んな心を学びました。私も友達がこまっていたら，相談にのって，こわいことでも友達のためにがんばりたいです。これが，石像の

ライオンのやさしいおもいやりのある心だと思います。                    

・石ぞうのライオンの心情シールの数【プラス●●●● マイナス●】           （１２月６日 心桜のふりかえり作文）         
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  (4) 研究の内容  

    ア  横井実践について 

本単元では，「言語活動」として「筆者の主張と根拠となる文章表現に着目して意見文を書く」こと

を設定した。そして，筆者の主張と根拠となる文章表現に着目して意見文を書くための作品として，

『字のない葉書』を取り上げた。数十年前の出来事を，大人になった筆者が第三者的に振り返るエピ

ソードが挿入された作品を用いて，娘である筆者の視点から述べられた父親の姿や，それらを通して

表される心情を捉えさせることを通して，筆者の父親の人物像についての自分の考えを形成させるこ

とができると考えた。また，その後「筆者はこの父親を理想的と捉えているか」というテーマで意見

文を書くことで，筆者の父親に対する心情を表すために必要な要素を選択し，読み手に納得させるた

めの文章表現を用いて自分の考えを表現することができると考えた。 

授業では最初に，「言語活動」として筆者の主張と根拠となる文章表現に着目して意見文を書くこと

を知らせた。その後，これまでに学習した意見文について，内容，知識技能，価値といった観点から

振り返らせ，書き手の主張とそれを支える根拠が整理して書かれた文章であることを確認した。 

次に，筆者の考えが述べられた文章表現に着目することを伝え，筆者にとっての父親の人物像につ

いての自分の考えを形成させるために「ひとり読み」に取り組ませた。 

続いての「読みの交流」では，文章中で取り上げられた二つのエピソードのそれぞれに焦点を絞っ

て行い，「筆者にとってこの父親は理想的か」についての自分の考えを形成させた。また，批判的思考

のプロセスを用いて，対象や他者，自分自身との関わり合いを促していった。 

「読みの交流」後は，「筆者はこの父親を理想的と捉えているか」というテーマで意見文の記述と相

互交流を行った。意見文の記述では，主張したい内容を読み手に納得させるための構成や述べ方の工

夫について考えさせ，その後の交流では，書き手が工夫したと思われるところが，書き手の意図と合

致し，読み手を納得させることに役立っているのかについて，グループで意見交換をさせた。 

    イ 田部実践について 

本単元では，「言語活動」として「登場人物の立場に着目して人物評を書く」ことを設定した。そし

て，人物評を書くための作品として，『握手』を取り上げた。子どもに対して保護者として接するだけ

でなく，時には実の親のような接し方をしたり，別の場面では宗教家としての一面をのぞかせたりす

るルロイ修道士について，それぞれの立場に着目して言動の意味や意図を捉えさせることを通して，

読み手である子どもも，作品に対して複数の視点を獲得しながら，人物像についての自分の考えを形

成することができると考えた。 

授業では最初に，「言語活動」として，「登場人物の立場に着目して人物評を書く」ことを知らせた。

その後，作品を批評するために読む際に必要な観点について，内容，知識技能，価値といった観点か

ら振り返らせた。 

次に，登場人物の言動と，それをする際の登場人物の立場に着目することを伝え，ルロイ修道士の

人物像についての自分の考えを形成させるために「ひとり読み」に取り組ませた。 

続いての「読みの交流」では，ルロイ修道士の言動の対象である相手と意図に焦点を絞って，それ

ぞれの立場におけるルロイ修道士の言動を捉えさせることを通して，ルロイ修道士の人物像について

の自分の考えを形成させた。また，批判的思考のプロセスを用いて，対象や他者，自分自身との関わ

り合いを促していった。 

「読みの交流」後は，ルロイ修道士についての人物評の記述と相互交流を行った。人物評の記述で

は，書き手である子どもが，ルロイ修道士に対してどのような視点をもっているのか，それによって

ルロイ修道士のどのような面が強調されるのかといったことについて，根拠の示し方や述べ方につい

て考えさせ，その後の交流では，根拠として示した内容が主張を支えるものとして適切であるかにつ

いて，グループで意見交換をさせた。 

(5) 研究の成果と課題 

「言語活動」を設定し，それを子どもたちに示した上で「ひとり読み」や「読みの交流」を行わせ

たことで，どのようなことに着目して作品を読むとよいのか，どのようなことを捉えていくとよいの
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かを明確にし，捉えたことを基にして，父親に対する筆者の立ち位置についての自分の考えを形成さ

せたり，登場人物の人物像についての自分の考えを形成させたりすることができた。また，意見文や

人物評の記述においても，「読みの交流」で形成してきた自分の考えを基に改めて作品についての自分

の考えを形成する機会を設けたことで，何を主張したいのかを明確にさせるとともに，自分の考えの

根拠とするものが，相手を納得させるのに十分なものであるかについて考えさせることができ，より

説得力のある文章を書くことができるようになった。 

「読みの交流」においては，教師からの問い返しに加え，発表された考えに対して子どもたちから

疑問点を挙げさせることを行い，批判的思考のプロセスを用いた関わり合いを促すことで，子どもた

ちは発表された考えについて改めて根拠を見つめ直すことができた。また，表現活動では，文章を推

敲する場面において，文章から捉えた構成や文章表現がもたらす効果を明確に示したり，その構成や

文章表現を用いる必要性について問い返しを行ったりしながら意見交流を行い，批判的思考のプロセ

スを用いた関わり合いを促すことで，指摘をする子どもは自分がつかんだ意図についての根拠を明確

に示すことができ，指摘された子どもは，その内容を取り入れるべきかを十分に吟味することができ

るようになった。そして，読み手を納得させるために文章構造を工夫したり，文章表現を見直したり

することができるようになった。 

一方で，他者の発言の根拠を十分に捉えることができない子どもの姿が，「読みの交流」でも，文章

の推敲でも見られた。教師が子どもたちの発言の主旨や筋道を的確に捉えた上で，問い返しの内容や

タイミング，推敲の前に子どもに示す観点などを見直すことで，子どもたちに主体的で適切な関わり

合いを促すことの重要性が改めて明確になった。 

（上條聡） 

 

 
Ⅳ 言葉のつながりに着目して書き手の思いを理解し、仲間と関わることで読みを深める子どもの育成 

―中２ 昭和のよさを綴ったエッセイから生き方を考える―（附属岡崎中学校） 
 

１ 本単元で目ざす子どもの姿 
 平成の時代に警鐘を鳴らすエッセイから筆者の主張を読み取り、仲間と関わりながら、時代による相手

を思いやる心のあり方を追究していくことで、自分の生まれた時代に誇りをもって生きていく。 
 
２ 単元の構想 
（１）教材について 

 本教材は、倉本聰氏が齢 80、傘寿のしるしに、昭和の生活を綴ったエッセイである。電化製品や情報機

器が発達し、便利になった今の生活をあたりまえに感じている子どもは、倉本氏の言葉に疑問を感じ、昭

和時代の「深さ」を求めて動き始める。また、「遺言」という題名に込められた意味を考えることで、自分

たちが昭和について学び、後世に語り継ぐことのできる最後の世代であることを自覚する。平成の時代に

警鐘を鳴らす倉本氏の言葉を吟味し、平成という時代や人の心を見つめ直すことで、誇りをもって生きる

ための指針を得ることができると考える。 
（２）子どもの思いと教師のてだて 

 見つめる段階では、現代から遡って、昭和 30年代の日本に興味がもてるように、「ライバルは、1964年」

ＡＣジャパンのＣＭを提示する。子どもは、2020年の東京オリンピックに向けて更に進化していく平成時

代が、1964年の東京オリンピックが行われた昭和の時代に心の豊かさで負けているのかという疑問を抱き

始める。そこで、昭和時代にあった心の豊かさに迫ることができるように、平成の時代に警鐘を鳴らすエ

ッセイ「昭和からの遺言」（倉本聰）の一部を提示する。子どもは、作品を読み進める中で、「全てがずっ

と深かった」という印象的なメッセージに着目する。 

 深める段階では、昭和時代に「深さ」の正体を求めて追究を始めた子どもが、昭和時代を生きた人に話

を聞いたり、昭和時代を描いた映画を見たり、昭和時代の漫画、歌詞を読んだりして、人や地域との関わ
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り、自然との関わり、家族の在り方、教育・しつけ、四季の感じ方、豊かさへの欲、戦争からの復興など

の視点から昭和に生きた人々の姿を分析する。そこで、平成時代にも「深さ」があることに気づけるよう

に、昭和の「深さ」とは、相手を思いやる心だと考える子どもの意見を取り上げ、平成時代は「深さ」を

失ったという意見と結びつけて問い返す。追究してきた昭和時代の「深さ」を自分たちの生活と照らし合

わせて考えた子どもは、平成時代に生きる私たちにも人を思う心はあることに気づく。 

 広げる段階では、平成時代のよさを見つめ直せるように、便利というものが「深さ」を消したと主張す

る筆者の考えに疑問をもつ子どもの意見を取り上げる。便利になったことで多様化した平成という時代を

見つめ直した子どもは、昭和とは違う平成時代をどのように生きていけばよいか考え始める。時代が変わ

っても相手を思いやる心は変わらないことに気づけるように、ＡＣジャパンのラジオＣＭ「ライバルは、

1964年」の言葉を根拠に、やりたいことができる時代に何かが足りないと考えている子どもの意見を取り

上げる。平成は、性別や年齢に関係なく、個性や自由が尊重される時代であり、また、昭和時代とは比べ

ものにならない数の情報や社会問題、その解決手段が世の中に溢れている。時代とともに進化していくも

のに対応していくしなやかさと、時代が変わっても変わらず大事にしなければならない人を思いやる心を

大切にしながら、子どもは、自分が生まれた平成という時代に生きる夢を語り始める。 

 
３ 授業の分析 
 夏休みが明けて、気になったニュースの感想交流を行った。リオデジャネイロオリンピックでの選手の

活躍や、次の東京オリンピックへの期待と不安に意見が集中した。技術が進歩し生活が豊かになっている

一方で、複雑化した社会に課題が山積している日本の現状を見直した子どもに、教師は、現代から遡って、

前回の東京オリンピックが行われた昭和 30年代の日本に興味がもてるように、ＡＣジャパンのＣＭ「ライ

バルは、1964年」を提示した。子どもは「あの頃の日本人に、暮らしの豊かさだけじゃなく、心の豊かさ

でも、ぜったい負けるな」という言葉に注目して、ＣＭの意図を考えた。仲間の考えも知りたいと思った

子どもに、教師は感想交流の場を設定した。 
 
 
 
 
 
 子どもは、今の日本に足りていないものがあると考えた。授業日記に「昭和と今は違うのだと思う。昭

和にはあった心の豊かさが、今はない。お父さんやお母さんが昔はよかったとよく話している」と記した。

教師との対話をとおして、子どもは、ゲームやスマートフォンが発達した今、顔を合わせて人と話すこと

の少なくなった経験と、両親の幼い頃の生活の様子を照らし合わせて、昭和時代と平成時代の心の豊かさ

を比較し始めた。しかし、昭和時代のことがよくわからないため、子どもは比較に行き詰まった。そこで、

昭和時代にあった心の豊かさに迫ることができるように、教師は昭和時代の生き方を綴ったエッセイ「昭

和からの遺言」（倉本聰）の一部を提示した。子どもは、「昭和からの遺言」にある言葉を吟味し、昭和時

代に生きた人の思いを知った。子どもは、「人と人とのつながりが深かった」という言葉を根拠にして、昭

和時代にあった心の豊かさについて考えた。自分の考えを確かめたいと思った子どもに、教師は、昭和時

代にあった心の豊かさとは何かについて感想を交流する場を設定した。 
 
 
  
 
 
 
 
 授業の終わりに、子どもは次のように授業日記を書いた。 

Ａ男：技術が進歩して生活は豊かになったけれど、今の日本に足りていないものがあるのだろうか。 
Ｂ男：負けるなということは、今の日本は心の豊かさで、昔の日本に負けているということなのか。 
Ｃ男：昔を知らないから、負けているかどうかなんてわからない。 
Ｄ女：そもそも、心の豊かさが何かはっきりとわからない。 

Ｅ男：便利ではなかったから、大変な中で得られる何かだ。時間をかけたり、手間をかけたりすること

だ。 
Ｆ男：物事を深く見ること。効率重視ではなくて、一つ一つを深く感じることだ。 
Ｇ男：大変だったからこそ助け合って、人に優しくなれたのだ。人を大切にしている。人と人とのつな

がりが深い。 
Ｈ男：深く見ることが、「昭和の原人の生き方」だ。生きている実感みたいなものではないか。 
Ｉ女：「心の豊かさ」が「深さ」と関係している。 
Ｊ男：心も深さも形がなくて見えない。 
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 仲間と関わりながら作品を読み進める中で、昭和には「深さ」があったから心が豊かだったのではない

かという思いが生まれた子どもは、「昭和からの遺言」にある「深さ」の正体が知りたいと考えた。 
 昭和時代の「深さ」の正体を求めて追究を始めた子どもは、昭和時代を生きた人に話を聞いたり、昭和

時代を描いた映画を見たり、昭和時代の漫画、歌詞を読んだりした。そして、人や地域との関わり、自然

との関わり、家族のあり方、教育・しつけ、四季の感じ方、豊かさへの欲、戦争からの復興などの視点か

ら昭和に生きた人々の姿を分析した。昭和の「深さ」とは、相手を思いやる心だと考えた子どもは、追究

してきた昭和時代の「深さ」を自分の生活と照らし合わせて考えた。子どもは、平成時代に生きる自分に

も人を思いやる心はあることに気づいた。 

 平成という時代を見つめ直した子どもは、便利というものが「深さ」を消したと主張する筆者の考えに

疑問をもった。平成は、性別や年齢に関係なく、個性や自由が尊重される時代であり、また、便利になっ

たことで、昭和時代とは比べものにならない数の情報や課題が世の中に溢れて多様化しているとわかった。

時代とともに変化していくものに対応していくしなやかさと、時代が変わっても変わらず大事にしなけれ

ばならない人を思いやる心を大切にしながら、子どもは、自分が生まれた平成という時代の生き方を語り

始めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
４ 研究の成果と課題 
 仲間と関わることで、エッセイを読み返して言葉を吟味し、自分の考えを再構築していく子どもの姿が

見られた。 

 意見交流を主導する板書の工夫や意図的指名ができるように、子どもの考えを前時までに見とり、どの

考えに焦点化して深めていくか、十分に構想して意見交流の場を設定したい。 

（青木宏羽） 

＜Ｂ男の単元まとめより＞ 
 筆者は、平成のよさを認めながら、昭和の深さを堂々と語っている。昭和の「深さ」とは、かけた手

間や時間、人とのつながりから生まれた相手を思いやる心だ。商店街には活気がみなぎっていたし、季

節の移り変わりや土地の風情をじっくり味わっていた。子どもは外で思いっきり遊び、地域の親父は自

分の子でなくても叱っていた。不便だった分、人の温かさがそこら中にあった。便利になったことで平

成時代に「深さ」は消えたのではないかと考えたけれど、それは違うと思う。時代が違うのだから、昭

和時代と全く同じようには生きていけない。昭和のよさを現代風にアレンジして、現代なりに適応して

いかなくてはならない。平成時代は、男性だけではなく、女性も活躍できる世の中になった。効率化に

よって時間に余裕ができて、やりたいことがやれるようになった。簡単に人とつながれるようになった。

便利になったことで選択肢が増えた。やろうと思えば何でもできる時代に、何を意識するかで変わって

いく。平成、そしてこれからの時代は、「便利さ」によって生まれた「自由」をフル活用して突き進む

というのが僕の提案する平成時代の生き方だ。多くの人と出会いながら、自分の夢を全力で追いかけれ

ば、生き方が深くなり、よりよい未来にしていけると思う。 

「深さ」とは何なのかということが、「心の豊かさ」につながっている気がした。形がないものなら何

で表現するのか、生きていることそれこそが「深さ」なのか、これから考えていきたい。 
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社会分科会 

社会の一員として意思決定を形成する力を育む社会科の授業 

− 附属名古屋中学校第 59回教育研究発表会に参加して − 

 

大河内信博・後藤俊輔・三村将行・沼山季代典（附属名古屋中学校） 

明壁佳樹・澁谷晃平（大学院 社会科教育専攻） 

バトゲレル・バトドルジ（研究生） 

近藤裕幸（社会科教育講座） 

 

  平成 28 年 9 月 30 日（金），愛知教育大学附属名古屋中学校（以下 附属名古屋中学校）において，

第 59 回教育研究発表会が開かれた。同校では「意識的に吟味した考えを表現することができる子ど

もの育成－批判的思考を用いた授業の創造－」というテーマを掲げ研究が進められている。今年度は，

特に「社会の一員として意思決定を形成する力を育む社会科の授業」という研究主題のもと，第 1 学

年の歴史の授業と，第 2 学年の地理の授業が公開された。 
 本稿では，まず附属名古屋中学校の社会科の授業理論と方法等について述べ，次に今回の授業の意

図や指導過程を概観し，最後にこの授業実践を参観した大学院生と外国籍の研究生がこの附属中学校

の実践をどのようにとらえたのかを報告したい。 
Ⅰ. 附属名古屋中学校の社会科 

１．授業理論と方法 
  附属名古屋学校社会科が育てたい子ども像は「社会の一員として意思決定を形成することができる

子ども」である。その目指す子ども像に近づけるために，その資質である社会の一員として意思決定

を形成しようとする態度を育みながら，「判断基準を吟味し，吟味した判断基準を基に課題の解決策

を比較した上で，概念的知識を踏まえて意思決定を形成することができる力」を身に付けることを

目指している。 
  その力を育むために，単元を 4 つの場で構成している。第 1 に「考えをもつ場」である。子どもた

ちが社会的事象に触れたときに生じた疑問や，子どもたち自身が将来直面するであろう諸問題を踏

まえた追究課題を教師が提示し，子どもたちが初発の意思決定を形成する場である。第 2 は「考えを

広げる場（個々の討論:批判的思考を用いる場面）」であり，追究課題に関わる社会的事象を多面的・

多角的に考察し，意思決定を形成する場である。第 3 は「考えを深める場」であり，重視すべき判断

基準について議論をしながら吟味し，その判断基準を基に追究課題について議論しながら概念的知識

を導き出し，それを踏まえて意思決定を形成する場である。第 4 は「考えをいかす場」であり，追究

課題で学習したことをいかして意思決定を形成することができるような意見文課題を教師が提示し，

子どもたちが意思決定を形成する場である。 
 以上 4 つの場を通して，「社会の一員として意思決定を形成することができる子ども」を育成しよ

うとしている。その際，批判的思考を用いる場面を，「考えを広げる場」における「個々の討論」に

設定し，その際に批判的思考を用いて自分の意思決定について検討させることで，根拠とその解釈の

つながりや追究課題に関わる社会的事象が及ぼす様々な立場への影響等がより明らかになった意思

決定を形成することができるようになり，多くの人に分かりやすい意思決定を形成することにつな

がると考える。 
 「個々の討論」では，はじめに追究課題についての意思決定をトゥールミンモデルを使って表現
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させる。次に，その図や資料を見せ，他者に自分の意思決定の内容を説明させる。トゥールミンモデ

ルを用いる理由は，思考過程を可視化させることで自他の意思決定を捉えやすくさせ，批判的思考を

用いやすくさせるためである。 
 聞いている子どもには，複数の「切り口」を比較できる判断基準が設定できているか，資料の読み

取りとその解釈に矛盾や飛躍はないかといった意思決定の要点を教師が提示し，それを満たせてい

るかを考えながら説明を聞かせる。 
 その後，説明された意思決定について小集団で検討させる。このようにして自分の意思決定に対

して他者がどのように考えているのかを知り，自分の意思決定において誤っている可能性のある部

分や不足している可能性のある部分について把握する活動を批判的思考の「情報の明確化」のプロ

セスと位置づける。 
 次に，この「情報の明確化」で捉えた可能性が本当に誤りや不足であるかどうかを，教師が提示し

た意思決定の要点を基に振り返って検討させる。この活動を批判的思考の「推論の土台の検討」の

プロセスと位置づける。この「推論の土台の検討」のプロセスにおいて，他者から聞いた意見に疑

問が生じた場合には，再度他者から意見を聞かせて明確にさせる。この「情報の明確化」「推論の土

台の検討」のプロセスにおける活動において，自分の意思決定の中で練り直すべき部分を明確にさ

せていく。その後，明確になった練り直すべき部分に対して，削除させたり，追記させたりして改善

させ，意思決定を形成させていく。この活動を批判的思考の「推論」のプロセスと位置づける。最

後に，改善された図を基に自分の意思決定を文章で表現させる。この活動を批判的思考の「行動決

定」のプロセスと位置づける。  
２．評価方法  
 本実践の評価方法は，意見文の記述内容の変容を捉えることで，資質や能力が育まれたかを評価す

る。その理由は，意見文課題について意思決定を形成していくためには，「考えを深める場」までに

繰り返し意思決定を形成してきたように，判断基準を吟味し，吟味した判断基準を基に課題の解決策

を比較した上で，概念的知識を踏まえて意思決定を形成する必要があるからである。評価するに当

たっては，育みたい資質や能力は，観点別評価の 4観点全てに関わっているが，「思考・判断・表現」

に焦点化して見取ることにする。なぜならば，育みたい資質や能力は，「資料活用の技能」や「知

識・理解」の観点で育まれた能力を活用して意思決定を形成し，意思決定を形成するときに「関

心・意欲・態度」の観点で育まれた資質がいかされ，最終的に「思考・判断・表現」の能力によって

意思決定されるからである。 
 手だての有効性の検証方法としては，意見文のみならず，カルテ(それぞれの場で行った意思決定

を記述する用紙)の記述内容を「目指す子ども像を具体化した評価規準」を基に作成した各単元の評

価基準に照らし合わせて全体傾向を見取っていく。また，前単元の学級の全体傾向が顕著に表れてい

る子どもを抽出生徒に設定し，具体的な変容を見取っていく。  
３．これまでの指導 
 1 年次（平成 26 年度）では，単元の流れの中に四つの場を設定し，「個々の討論」に批判的思考を

用いる場を設定することで，根拠とその解釈のつながりを明らかにし，重視すべき立場が明らかに

なった判断基準を基に意思決定を形成することにつながった。しかし，「個々の討論」において，自分

の意思決定を練り直すかどうかについて理由を明確にしないまま決めてしまったことで，取り入れ

る必要のない他者の意見を取り入れてしまい，意思決定の改善につながらない子どもが見られた。ま

た，判断基準に重視する立場が明らかになっていない子どももまだ見られた。  
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  2 年次（平成 27 年度）では，「個々の討論」において，意思決定の要点を基に自分の意思決定を振

り返らせた。さらに，「集団の討論」や「意見文」の記述前に，「個々の討論」で批判的思考を用いて

検討したことを喚起させる場面を設定した。そうすることで，「個々の討論」を通して捉えた自分の

意思決定の誤りや不足の可能性を，意思決定の要点と照らし合わせながら振り返らせることができ，

練り直す理由を明確にさせて意思決定を形成することができるようになった。しかし，以下の二つの

点において課題が見つかった。一つ目は，意見文の記述において，時代の特色や地域的特色，社会の

状況といった追究課題の背景を基に判断基準の吟味をすることができない子どもが見られたことで

ある。これは，「基準の討論」において，複数の判断基準から重視すべきものを決める際に，細かな

言葉の違いについて議論をしてしまい，追究課題の背景を基に議論をすることが不十分であったこ

とが原因と考える。二つ目は，意見文の記述において，概念的知識に関わる記述が抽象的で，踏まえ

られているかが曖昧になってしまったことである。これは，「集団の討論」において，議論が進むに

つれて根拠の不明確な意見が述べられたり，判断基準からずれた議論になってしまったりしたこと

で，社会的事象が及ぼす様々な立場への影響が明らかにならず，概念的知識と社会的事象を結び付け

ることが不十分だったことが原因と考える。  
  3 年次（平成 28 年度）では，「基準の討論」において，追究課題の背景となる時代の特色や地域的

特色，社会の状況を改めて明らかにさせながら，どの判断基準を重視すべきかを議論させる活動を

重視した。そうすることで，生徒が追究課題の背景を基に判断基準を吟味することができるように

なることを期待したためである。さらに，「集団の討論」によって，判断基準からずれた議論や根拠が

不明確な議論が起こったときには，教師や他の子どもがそれを指摘することで「個々の討論」で批

判的思考を用いて検討したことを喚起させて自分の意思決定を振り返らせる。そうすることで，議

論を通して，社会的事象が及ぼす様々な立場への影響を明らかにし，概念的知識と社会事象を結び付

けることで，概念的知識を踏まえて意思決定を形成させやすくしていくと考えたからである。 
 以上の考えを受け，3 年次で実践された授業が今回の「古代から中世へ」（第１学年）と「日本の諸

地域〜東北地方〜」（第 2 学年）である。 
 

Ⅱ.授業実践「古代から中世へ」（第 1学年）（８時間完了 本時６／８） 

１．指導の意図 
 前時までに，平安時代の「摂関政治」「院政」が為政者や民衆にどのような影響を与えていたのかを

資料から読み取らせ，追究課題「平安時代で最も不安定だった政治体制はどれか」に対する意思決定

を形成させてきた。そして，前時は「個々の討論」を行い，トゥールミンモデルを基にした図に意思

決定を表現させ，それを基に小集団で自分の意思決定について検討させた。授業の最後に，「個々の討

論」を踏まえて，追究課題において重視すべきと考える判断基準とその理由を付箋紙にまとめさせて

授業を終えた。 
 本時は，学級全体で「基準の討論」を行い，追究課題において最も重視すべき判断基準について議

論することで，為政者，民衆がどのような姿になれば政治は不安定になるのかを考えさせる。そして，

次時の「集団の討論」に向けて，学級として最も重視すべきと考える判断基準を決定させる。 
事前に，前時の最後に書かせた付箋紙の一覧を配布しておき，他の子どもがどのような理由で判断基

準を決定しているのかを把握させておく。はじめに，小集団で最も重視すべき判断基準について議論

させる。ここでは，順番に重視すべきと考える判断基準とその理由について発表させ，小集団で一つ

に決定させ，ホワイトボードにまとめさせる。このとき，似たような立場を重視していると考えられ
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る判断基準を教師が分類して黒板に貼り，どういう意図で分類したかを考えさせることで，政治が不

安定になるのに大きな影響を与えるのはどのような立場の人々かを明らかにさせる。次に，重視して

いる立場ごとに，なぜその立場を重視すべきなのかを考えさせる。ここでは，平安時代の特色を基に，

なぜその立場を重視すべきなのかを主張させることで，為政者や民衆がどのような姿になれば政治が

不安定になるのかを明らかにさせる。次に，学級全体で最も重視すべき判断基準について議論する。

ここでは，為政者と民衆のどちらが政治を不安定にさせるのにより大きな影響を与えたのかを考えさ

せることで，政治を不安定にさせる要素について明らかにしていく。このとき，追究課題の背景とな

る時代の特色に基づかない議論が行われたら，教師が議論を一度止めて整理し，平安時代の特色に関

わる社会的事象を用いて主張するように促す。最後に，学級としてどの判断基準を最も重視するか，

挙手をさせて決定する。その後，決定した判断基準を基に，自分が振り分けられた切り口について考

えたことを付箋紙にまとめさせて授業を終える。 
 このように「基準の討論」を行うことで，子どもたちは政治に影響を与えるのはどのような立場の

人々か，それらの人々は政治にどのような影響を与えたのかということに気付き，多角的に追究課題

を捉えることができるようになると考える。 
２．本時の目標 

 ○  追究課題について多角的に考察し，重視すべき判断基準を吟味して決定することができ

る。【思考・判断・表現】 

 ○  追究課題において重視すべき判断基準を吟味する際に，追究課題の背景となる時代の特

色に関わる資料を選択し，まとめることができる。【資料活用の技能】 

３．準備 

   学習プリント，付箋紙一覧，ホワイトボード，マーカー，イレイサー 

４．指導過程 

 ：本時の課題  ：学習活動  ：予想される子どもの反応   ※：指導上の留意点  評：評価 

 

時 主な学習活動 指導上の留意点 

 

 

 

 

15 

分 

 

 

 

 

 

 

 

  

※１ 事前に，前時の最後に書かせた 
付箋紙の一覧を配布しておき，他の子ど

もがどのような理由で判断基準を決定

しているのかを把握させておく。 
 
※２  「個々の討論」を行った小集団で

座席を班隊形にした状態で授業を始め

る。 
※３ 小集団の中で順番に，自分が重 
視すべきと考える判断基準とその理由

を発表させる。 
※４ 小集団で重視すべきと考える判

 

  ※１，２，３，４ 

 

 

 

 

 

 

為政者を重視している判断基準の例 

「為政者の権力」「為政者の統率力」 

「為政者の安定した税収」 

民衆を重視している判断基準の例 

 

 

 

 

 

追究課題について重視すべき判断基準は何だろう

か？ 

小集団で判断基準について議論し，ホワイトボード

にまとめる 
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15 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「民衆の支持」「民衆の不満」 

「民衆の生活の安定」 

 

 

 

断基準を一つに決定させ，ホワイトボー

ドに書かせる。 
※５ 似たような立場を重視している

と考えられる判断基準を教師が分類し

て黒板に貼り，どういう意図で分類した

かを考えさせる。 
※６ 平安時代の特色「様々な立場の人

が自分の利益を追求する中で政治に影

響力をもち，政治体制が変化していった

不安定な時代」を板書しておき，討論の

際に意識できるようにする。 
※７ その立場の何を重視すべきなの

かを，平安時代の特色を基に議論させ

る。 
※８ 「為政者の○○」「民衆の○○」

といったように，それぞれの立場のどこ

に着目していくべきかを決定させる。 
※９ できるだけ子どもたちの意見を

まとめて判断基準の言葉を決定するよ

うにするが，語句の細かな違いで議論が

膠着してしまった場合には，議論の内容

を踏まえて教師が決定する。 
※10 発表の際には，「～だから，こち

らの判断基準の方が政治を不安定にさ

せることにつながる」と主張させる。 
※11  平安時代の特色に基づかない議

論が行われたら，教師が議論を一度止め

て整理し，平安時代の特色に関わる社会

的事象を用いて主張するように促す。 
評 追究課題について多角的に考察し

重視すべき判断基準を吟味して決定す

ることができたか。         

【思考・判断・表現】 
評 追究課題において重視すべき判断

基準を吟味する際に，追究課題の背景と

なる時代の特色に関わる資料を選択し，

まとめることができたか。       

【資料活用の技能】 

 

  

  

 

 

 その立場の何を重視すべきなのかを議論し，立場ご

とに判断基準を決定する 

 

 

 ※５，６，７，８，９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「為政者の権力」を判断基準にした理由の例 

・保元・平治の乱後に平氏の台頭を許したように，「為

政者の権力」が低下すると，新たな為政者が生まれて

政治が不安定になることから，平安時代の特色につな

がるので，「為政者の権力」で考えるべき。 

「民衆の支持」を判断基準にした理由の例 

・藤原氏を外戚としない後三条天皇とそれを支持する

人々が藤原氏から権力を奪ったように，「民衆の支持」

が低下すると，政治体制が崩壊して政治が不安定にな

ることから，平安時代の特色につながるので，「民衆

の支持」で考えるべき。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 追究課題において重視すべき判断基準を決定する  

 

 ※10，11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「為政者の権力」 

・「民衆の支持」があったとしても，「為政者の権力」

が低下すれば，保元・平治の乱後の平氏の台頭のよう

に，新たに権力を握ろうとする者が表れた時に抑える

ことができないから，「為政者の権力」が低下する方

が政治が不安定になることにつながる。 

「民衆の支持」 

・「為政者の権力」があったとしても，「民衆の支持」

が低下すれば，後三条天皇らように，その権力を低下

させようとする反対勢力が現れるから，「民衆の支持」

が低下する方が政治が不安定になることにつながる。 
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５ 

分 

 

 

 

 

 

 決定した判断基準を基に，追究課題に対する自 

分の考えとその理由を付箋紙にまとめる 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.授業実践「日本の諸地域〜東北地方〜」（第 2学年）（10時間完了 本時９／10） 

１．指導の意図 
 前時までに，「食文化」「伝統的工芸品」「祭り」という東北地方の生活文化が生まれた背景や社会の

変化による変容，それが担い手，利用者に及ぼす影響について考えさせ，追究課題「東北地方の生活

文化の中で最も守り育てるべきものは何か」に対する意思決定を形成させてきた。そして，前時の「基

準の討論」では，追究課題において重視すべき判断基準を，地域的特色を基に議論することで決定さ

せた。その上で，振り分けられた切り口で追究課題に対して意思決定を形成させ，その理由を簡潔に

付箋紙に書かせた。 
本時では，東北地方の生活文化によって担い手や利用者の生活がどのようなものになっているのかに

ついて議論させながら，東北地方の生活文化は，社会の変化により変容しながらも，担い手が固有性

を維持し，利用者に利益をもたらしていることに気付かせたい。そして，生活文化の継承と人々の生

活に関わる概念的知識を導き出し，これまでの学習を踏まえて追究課題に対して意思決定を形成して

いくことを期待している。 
 はじめに，判断基準を基に自分の切り口の優位性を主張させる。その後，主張された切り口の優位

性や配布した付箋紙の一覧を基に，異なる切り口への反論を，近くの座席の人と相談しながら考えさ

せた上で，主張させる。他の切り口へ反論する際には，自分の切り口と比較しながら主張するように

心掛けさせる。これを行わせるために，「（他の切り口への反論の主張）それに比べ自分の切り口は～」

という定型文を子どもたちには示しておく。議論の途中，判断基準からずれた意見や根拠の不明確な

意見が出された場合には，批判的思考を用いて検討したことを喚起させて，意思決定の要点を基に自

分の主張を振り返らせ，議論の修正を図っていく。このように，他の切り口への反論と自分の切り口

の優位性を主張し合う中で，東北地方の生活文化によって，担い手や利用者の生活がどのようなもの

になっているのかを明らかにさせる。その後，この単元全体の学習内容を俯瞰させるために「どうす

れば生活文化は継承されるのか」と発問することで，「担い手が固有性を維持しながら社会の変化に対

応し，利用者もより多くの人が必要として求めれば，生活文化は継承される」という概念的知識を導

き出させる。 
２．本時の目標 

○  追究課題について，自他の判断基準を吟味し，決定した判断基準を基に切り口を比較しながら意

思決定を形成してきたことや，本時で議論をしたことをいかし，概念的知識を導き出すことがで

きる。                                【思考・判断・表現】 

○  生活文化は，社会の変化により変容しながらも，担い手が固有性を維持し，利用者に利益をもた

らしていることを，東北地方の地域的特色を踏まえて理解することができる。【知識・理解】 

３．準備
 

      学習プリント，付箋紙一覧
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４．指導過程
 

 ：追究課題  ：学習内容  ：予想される子どもの反応   ※：指導上の留意点   評：評価 

 

時 主な学習の流れ 指導上の留意点 

 

 

 

 

12分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 
※１ 子どもたちの考えをまとめた付箋紙の

一覧を事前に配布し，個々の意思決定を知らせ

ておく。 
※２ 同じ切り口を選択した子ども同士を近

くの座席に配置する。 
※３ 自分が用いた資料を明確にさせながら

主張させる。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「東北地方の生活文化の中で最も守り育てるべ

きものは何か」 

 

 

  

  自分の切り口の優位性を主張する  

  ※１，２，３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 食文化 」 

・少子高齢化によって食文化を支える第一次産業

が衰退したり，都市化に伴って伝統的な製法が

できなくなるなど担い手による固有性の維持

が困難な状況であるから。 

・東北地方の郷土料理やご当地グルメは東北地方

を訪れる観光客にとって魅力的なものであり，

観光目的の上位に挙げられるなど，利用者の需

要が高いから。 

「 伝統的工芸品 」 

・少子高齢化によって30歳未満の伝統産業従業者

数の割合は激減したり，産業規模が縮小して継

続が困難になったりするなど，担い手による固

有性の維持が困難な状況であるから。 

・伝統的工芸品は，BITOWAという会津塗の現代風

の新ブランドがつくられたり，伝統工芸の体験

教室が開かれ外国からも多くの観光客が訪れ

たりするなど，利用者の需要が高まっているか

ら。 

「 祭り 」 

・少子高齢化や東日本大震災によって地域社会の

維持が困難な地域では担い手が祭りを行うこと

が難しく固有性の維持が困難な状況であるから。 

・東北四大祭りなどの東北地方の祭りは，全国で

も上位の動員数を誇る祭りであり，ねぶた祭は海

外公演も行われるなど，利用者の需要が高いから

。 
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20分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  他の切り口に対する反論を述べる   

※４ 三つの切り口の主張が終ったところで，

他の切り口の主張に対してどう考えるのかを，

近くの座席の人と意見交換させた上で，他者の

主張や付箋紙の記述を踏まえて，他の切り口に

対する反論を考えさせる。 
 
※５ 判断基準からずれた意見や根拠が不明

確な意見に対して，子どもから指摘する発言が

なければ，教師が問題箇所を指摘し，何が問題

なのかを学級全体に問い返すことで批判的思

考を用いて検討したことを喚起させ，判断基準

を基に議論することや，根拠を明確にして議論

することを促す。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※４，５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 食文化 」 

・どの切り口も少子高齢化の影響を受けて担い手

による固有性の維持が困難な状況であるが，「

伝統的工芸品」は技術後継者訓練校の設立，「

祭り」は重要無形文化財に登録され，保存会に

よって保護・伝承するなど，担い手による固有

性の維持の対策をしている。それに比べ「食文

化」は少子高齢化の対策ができておらず，固有

性の維持が最も困難な状況であるので，「食文

化」が最も守り育てるべきものである。 

・どの切り口も利用者の需要はあるが，「伝統的

工芸品」は高価な物が多く安価な外国製品の方

が需要が高く，祭りは寒さの厳しい冬の祭りの

入込数が少なくなっており，利用者の需要が限

定的である。それに比べ「食文化」は旅行先で

郷土料理を食べたり，全国の小売店でご当地グ

ルメを購入したりできるため，利用者の需要の

幅が広く，利用者の需要が最も高いので，「食

文化」が最も守り育てるべきものである。 

「  伝統的工芸品 」 

・どの切り口も産業として成り立っているが，「

食文化」は芋煮会のように伝統行事として地域

で伝承，「祭り」は，保存会によって学校教育

で伝承され，産業だけでなく，生活にも根付か

せながら，担い手による固有性の維持の対策を

している。それに比べ「伝統的工芸品」は，日

常使用が難しかったり，高価なものが多かった

りするため，生活には根付いておらず，担い手

による固有性の維持が最も困難な状況である

ので，「伝統的工芸品」が最も守り育てるべき

ものである。 

・どの切り口もグローバル化の影響を受けている

が，「食文化」は食の洋風化によって郷土料理

を食べる機会が減少しており，「祭り」も海外

公演を行っているが「祭り」自体に変化は見ら

れない。それに比べ「伝統的工芸品」はBITOWA

のように外国人の生活スタイルに合わせてア
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18分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レンジされており，より多くの人からの需要が

見込まれるため，「伝統的工芸品」が最も守り

育てるべきものである。 

「 祭り 」 

・どの切り口も社会の変化によって，担い手によ

る固有性の維持が困難な状況であるが，「食文

化」はご当地グルメの開発，「伝統的工芸品」

はユニバーサルデザイン化や新ブランドの開

発により，若者や海外の人などに向けてアレン

ジを加えるなど，担い手による固有性の維持の

対策をしている。それに比べ「祭り」は，東北

六魂祭が始まったが，被災の激しい地域では祭

りの開催が困難な状況が続いており，固有性の

維持が最も困難であるので，「祭り」が最も守

り育てるべきものである。 

・どの切り口もグローバル化の影響を受けている

が，「食文化」は食の洋風化による嗜好の変化

や核家族化によって家庭で郷土料理が食べら

れなくなる，「伝統的工芸品」は安価な海外製

品の需要が高まるなど，利用者の需要の低下が

見られる。それに比べ「祭り」はねぶた祭りや

竿燈祭りの海外公演が行われるなど利用者の

需要を高めているので，「祭り」が最も守り育

てるべきものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※６ これまでの学習や議論の内容を踏まえ

て考えさせる。 
※７ なぜそのように考えたかについて，学習

内容と関わらせながら，資料を基に理由を述べ

させる。 
※８ 発表された考えの中で，立場ごとに概念

的知識に必要だと考えるものについて考えを

主張させる。その後，子どもが選んだ言葉に対

して教師が補足をし，概念的知識の言葉に整え

ていく。 
評  追究課題について，自他の判断基準を吟味

し，決定した判断基準を基に切り口を比較しな

がら意思決定を形成してきたことや，本時で議

論をしたことをいかし，概念的知識を導き出す

ことができたか。 
【思考・判断・表現】 
評   生活文化は，社会の変化により変容しな

がらも，担い手が固有性を維持し，利用者に利

益をもたらしていることを，東北地方の特色を

踏まえて理解することができたか。              
【知識・理解】 
 

   

 

 

 「どうすれば生活文化は継承されるか」につい

て考えることで概念的知識を導き出す 

 

 

  ※６，７，８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・担い手が少子高齢化や東日本大震災などの社会

の変化に対応して固有性を維持していくが大

切なのではないか。 

・より多くの利用者が，必要として求めればよい

のではないか。 

・担い手が固有性を維持しながら社会の変化に対

応し，利用者もより多くの人が必要として求め

れば，継承される。 
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Ⅳ. 大学院生と研究生による所見 

１．複数の意見を踏まえた意思決定ができる社会科授業（愛知教育大学大学院 2 年 明壁佳樹・澁谷

晃平） 
 今回は，「社会の一員として意思決定を形成する力を育む社会科の授業」という研究主題を掲げてい

る第 1 学年の歴史の授業と，第 2 学年の地理の授業を参観した。以下，それぞれの授業の概要と課題

を述べ，最後に 2 つの授業をふまえてまとめを行いたい。 
（１）第 1 学年歴史授業『古代から中世へ』（明壁） 
 本授業は，「古代から中世へ」という単元（8 時間完了）のなかの第 6 時間目であった。本授業では，

「基準の討論」という追究課題を考えていくための判断基準を，「為政者の権力」か「民衆の支持」，

どちらに定めるのかをクラス内で決定していくための話し合いが行われた。 
 まず初めに，1 グループ 3 名のグループに分かれ，そのグループのなかで，どの基準にするのか話

し合いが行われた。その話合いの結果，1 つのグループ以外，すべてのグループが「民衆の支持」と

いう基準を支持していた。「民衆の支持」を支持していたグループは，「後三条天皇のように，天皇や

武士などの支持が下がると，反乱や戦が起こって，世の中が不安定になる」という主張であった。一

方，「為政者の権力」を支持していたグループは，「民衆の支持があっても，為政者の権力が低下する

と，他の為政者が台頭したり，反乱が起こっても抑えることができなかったりするから，世の中は不

安定になる」という主張であった。 
 2 つの基準の主張が出終わってからは，どちらの基準で話し合っていく方がよいのか，クラス内の

生徒同士で議論が行われた。どちらの主張も，それまでの学習で見てきた資料を基に，主張が繰り返

された。「民衆の支持」を支持する生徒からは，承平・天慶の乱を事例に出し，民衆の支持の低下が，

反乱や戦の原因であると，主張していた。「為政者の権力」を支持する生徒からは，民衆の支持があっ

ても，保元・平治の乱によって，為政者の権力が低下することがあると主張していた。 
 授業の最後には，どちらの基準に設定するのか多数決が採られた。結果としては，8 割近くの生徒

が「民衆の支持」に賛成していた。 
 本授業の課題は，協議会のなかでも話し合われた追究課題を考えていく際の「為政者の権力」と「民

衆の支持」という判断基準の設定である。子どもたちの話し合いのなかでは，「民衆」の定義が曖昧で

あった。「民衆」には，天皇や後の時代に為政者になる武士も含まれていた。そのため，農業中心の民

衆に関する話が全く出てこず，都が中心となった話し合いであったため，生徒たちは，歴史の一部分

しか見えていなかったように感じる。歴史やその当時の社会について考えさせるためには，もっと広

い範囲について考えられるような基準を設けるべきだったと考える。 
 
（２）第 2 学年地理授業『日本の諸地域～東北地方を事例に～』（澁谷） 
第 2 学年 D 組では，地理的分野の『日本の諸地域～東北地方を事例に～』の授業が行われた。本単元

は「東北地方の生活文化の中で最も守り育てるべきものは何か」を追究課題に設定し，最後には「担

い手が固有性を維持しながら社会の変化に対応し，利用者よりも多くの人が必要として求めれば，継

承される」という概念的知識の獲得を目指すものとなっている。本授業は 10 時間完了の 9 時間目で

あり，追究課題についての「集団の討論」が行われた。ここまでの学習で生徒たちは「A.食文化」，「B.
伝統工芸品」，「C.祭り」の 3 つの切り口から追究課題に対して意思決定をしており，ここにおける討

論は各々の立場から自らの主張の優位性を主張するためのものである。「集団の討論」において生徒た

ちはこれまでの学習を通して獲得してきた知識を生かして自らの立場から主張を展開していた。個々
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の発言内容からも，それは感じ取ることができた。優位性を主張した後の，他の切り口の主張に対す

る反論の場においても，相手の主張を踏まえた反論ができており，この点から見ても本授業は，研究

会のテーマでもある「批判的思考を用いた授業の創造」を達成できていたのではないかと考えられる。 
  しかし，気になる点も見受けられた。討論の中でなされるそれぞれの立場の主張を見ると，「何を守

っていくか」，「どのように守っていくことができるか」は具体的に考えられているが，「何のために，

守っていく必要があるのか」が明確でなかったような印象を受けた。これらを乗り越えるために必要

なのは，追究課題の切実性である。つまり，追究課題を考えることが，生徒たちにとってどのような

意義があるのかが明確にするべきではないか，ということである。たしかに，東北は生徒たちにとっ

て遠い地方であり，課題に切実性をもたせることは難しい。しかし，東北地方の文化を守ることは，

「地方の過疎化」といった日本の課題を乗り越え，ひいては「地方創生」へとつながる。このような

観点から追究課題に当たらせ，「なぜ，東北の文化を守り育てる必要があるのか」についてクラスで共

通認識をもせることで，討論はより充実したものとなるのではないかと考える。 
（３）まとめ 
  最後にまとめとして，本研究会における社会科授業の成果と課題を述べる。 
  本研究会において社会科では「社会の一員として意思決定を形成する力を育む社会科の授業」が研

究主題に掲げられており，討論を中心とした授業が展開されていた。その討論では，根拠を明確に示

すことができた発言が多く見られた。これは討論に至るまでの生徒たちの調べ学習において，資料を

有効に使えていたことの証明といえるだろう。また，本研究会における授業では，「切り口」を明確に

して授業が展開されていた。「切り口」を示すことで生徒は自分たちが何を学べばよいか，討論におい

て何を主張するべきかを理解しており，授業の流れが参加者にとっても見学者にとってもわかりやす

いものとなっていた。 
   課題はあるものの，2 つの授業における討論では，複数の立場に分かれて考えることで，追究課題

に対して多角的に考えることができていた。これからの社会科授業においては，１つの物事に対する

多面的な見方を提供できる学習がより重要となっていく。しかし，その中で異なる意見に出会ったと

き，その意見を切り捨ててはいけない。意見が分かれたとき，それらの意見を統合して課題に対する

意思決定を行える討論，このような討論を社会科授業では目指していくべきではないだろうか。 
 
２．モンゴルの教育と比較して（愛知教育大学研究生 バトゲレル・バトドルジ） 
 附属学校の社会科の授業をモンゴルの授業と比較すると，まず授業の構成や流れはモンゴルの社会

科の授業のそれとほぼ同じである。机配置の形態がコの字であるのは，モンゴルでもよく見られる形

である。一方，授業が始まる 10 分程前に 2 人の生徒が教師の代わりに発問していたが，これはモン

ゴルではほどんどみられない学習活動であり，生徒たちが自分で調べ，考え，理解し，発言する能力

を身につけているように思えた。次に気づいた点は，各生徒のワークシートの利用の仕方についてで

ある。ワークシートには資料集や新聞など教科書以外の資料があり，活用していた。そのような資料

集はモンゴルではみられない。 
 授業の進行はモンゴルのそれと類似していて，教師が発問し，生徒が答え，その答えを議論させて

いた。教師が切り口Ａ・Ｂ・Ｃを黒板に書き，それに対して生徒が賛成・否定を述べ，その生徒の意

見を教師は板書していた。この際，答えた生徒の意見が無視されることがないのは特に良い点だと思

った。モンゴルの授業では生徒の答えを教師が黒板に書くことはほとんどない。議論・討論の結果で

意見が変わった生徒もいて，切り口Ａ・Ｂ・Ｃの賛成の状態をもう一回調べてまとめに進んでいたの
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はよかったのではないだろうか。 
 さらに，クラスの全生徒の中で，半分ぐらい発言・発問・討論していたのは良い点だと思った。最

多で，一人が 10 回発言した。しかし，50 分の中で一回も発言しなかった生徒は 10 人ぐらいもいた。

ただ，モンゴルでも授業がそのような流れになるのは普通であり，積極的な少数生徒によって授業が

進められるのは多く見られる。 
 今日の授業をモンゴルの授業と比較すれば，生徒の活動が大部分を占めており，教師が指導・支援

に徹し，生徒の自発的活動を援助していることが良い点であると思った。 
 

（了） 
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 算数・数学分科会 
 
 

算数の授業において〔考えを高める場〕を有効に機能させるために 

 
 

愛知教育大学・数学教育講座 
山田篤史 

 
 
 
 

１．はじめに 

 本学の名古屋附属小学校・算数科（以降，「名附小算数科」と略記する）における近年の研究テーマは，

「これからの社会を生き抜く子」であるが，名附小算数科では，この目標に迫るために必要な力を「課題

を解決するために適している考えの数理的な処理のよさに気づくことができる力」と捉え，その育成を教

科の研究テーマに据えている。また，名附小算数科では，従来から，問題解決過程を意識した下の図１の

ような〔つかむ場〕〔考えをもつ場〕〔考えを高める場〕〔振り返る場〕という学習の流れを基本にして

授業プロセスを構想・構成してきているのも特徴的な点である（愛知教育大学附属名古屋小学校, 2016, 
p.42）。 

 
図１：名附小算数科が設定する基本的な授業の流れ 

 上記のような目標と指導プロセスの枠組みに照らせば，図１における〔考えを高める場〕に注目が集ま

るのは自然なことである。 
 まず，数理的な処理のよさに気付くためには，多様な数理的な処理を比較検討するプロセスが重要にな

る。さらに，問題解決の過程を踏まえた授業では，自力解決を通じて児童が考え出したアイデアを集団的

な解決を通じてより良いアイデアへと練り上げていくプロセスが重要になるため，そうした思考が具体化

されることが多い〔考えを高める場〕は，研究テーマを掘り下げるために注目すべきポイントであろう。 
 しかし，特定の授業で〔考えを高める場〕を有効に機能させるためには，実際には，その前段階〔つか

む場〕〔考えをもつ場〕が如何に充実しているかが鍵になるし，継続的に〔考えを高める場〕を有効に機

能させ続けるためには（よりよい数学的思考態度を長期に渡って形成していくためには），その後段階

〔振り返る場〕における学習が問題になるはずだ。 
 もちろん，名附小算数科の研究が専ら〔考えを高める場〕だけに注目しているわけではないし，むしろ

教師が提示した問題と，今までの問題との違いから，本時の課題と

なることをつかみ，そこから学習のめあてを立てる。 
〔つかむ場〕 

本時の問題に関係のありそうな既習内容（算数の芽）を想起するこ

とで解決の見通しをもち，自力解決する。 
〔考えをもつ場〕 

全体での話し合いをすることで，自分と他者，他者と他者の考えを

比較し，考えを高める。 
〔考えを高める場〕 

〔振り返る場〕 学習内容より得られた成果や解決方法をまとめ，それらを使って適用

題に取り組み，考え方や知識の定着を図る。 
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指導の「流れ」を大切にしていると見られる。ただし，予め「指導の流れ」を想定する場合，具体的な授

業実践では，常に「授業のスムーズな進行」と「各段階における思考・活動の充実」が葛藤するため，そ

れに関わって注意すべき指導のポイントも幾つか存在することになる。 
 本稿では，上記のような問題意識を背景にし，〔考えを高める場〕を有効に機能させ（続け）るための

指導のポイントについて改めて検討することで，名附小算数科の研究を更に発展させるための方向性を探

る試みをしてみたい。 
 

２．〔考えを高める場〕を有効に機能させるための〔考えをもつ場〕の充実 

 〔考えを高める場〕で，「課題を解決するために適している考えの数理的な処理のよさに気づき」，考

えを高めていくためには，当然ながら，その前段階の〔考えをもつ場〕の充実が必要不可欠である。中で

も本稿で注目したいのは，名附小算数科独特の指導の工夫である「算数の芽」の存在である。 
 「算数の芽」は，図１にあるとおり「本時の問題に関係のありそうな既習内容」を指し，それを見通し

の前段階で児童に考えさせる，謂わば「問題理解」と「見通し」を繋ぐ知識・技能・アイデア等々の素朴

な検討段階と言えよう。この段階は非常に重要であるが，見通しの段階に（時に過剰な）時間を取ったり，

いきなりヒントカードを出したりするなど，それほど工夫の無い指導がなされることもしばしばである。

しかし，算数・数学の学習では，既習事項を使用したり発展させたりすることが多いのであるから，当該

問題に関係のありそうな既習内容を「先ずは一旦多数出してみる」という活動は非常に重要になるだろう。 
 そもそも，児童は（そして時に教師も），正答に一直線にたどり着けるようなアイデアや解法を求めが

ちであるが，そうした思考態度は多くの危険をはらむものである。例えば，最もエレガントな解法に「最

初から」たどり着けることは滅多にないにもかかわらず，それを望むのであれば，それは「狭い問題群に

対する最もエレガントな解法の記憶」に行き着くことになる。常に記憶から情報を取り出すことができれ

ばよいが，全ての問題と解法を記憶できるわけではないのだから，そうした学習方略はいつか破綻するの

だ。また，名附小算数科の研究テーマに近づけて考えるなら，算数的な処理のよさに気づくためには，最

初からエレガントな処理に目を向けるというより，多数の素朴なアイデアを試し，比較し，徐々にそれら

を発展・統合・一般化して，よいものにしていくプロセスこそが重要になるだろう。 
 ただし，こうした「算数の芽」の提示がよりよき思考態度の形成に繋がるためには，当然ながら，算数

の芽として提示された既習内容が「確かに当該問題の解決に寄与した」という経験の蓄積が重要になるは

ずである。そして，「算数の芽」が，そうした位置づけを持ち，授業の中で「明示的に」そうした取り扱

いを受けているか，が問題になる。例えば，愛知教育大学附属名古屋小学校(2016)に掲載されている具体

的な板書を見ただけでは，そうした取り扱いがあるかは，黒板には「明示的な形で」残っていないのであ

る。 
 例えば，図２の板書（愛知教育大学附属名古屋小学校, 2016, p.48）では，「算数の芽」の部分に，「10
のまとまり」「まとまりとばら」「いくつといくつ」「たしざん」という４項目が挙がり，見通しに基づ

く解法が３つ（①〜③）が挙がっているが，「③ 10 のまとまりとばら」に関しては，算数の芽の「10 の

まとまり」と「まとまりとばら」のアイデアを統合したものであるし，ホワイトボードの記述を見てみる

と，「10と 10で 20」のように「いくつといくつ」というアイデアをより具体的に使ったものと見ること

もできる。この場合，「算数の芽」の方にナンバリングがあって解法のナンバリングとの対応が付いてい

たり，両者が線で結ばれていたりするだけでも，板書の印象は異なったものになるだろう。 
 このように，〔考えを高める場〕では，「算数の芽」として板書された事項のどれが，どの見通しに繋

がっているかを確認する機会を持ち，それを「板書に残しておくこと」が重要になるだろう。そのタイミ

ングは，見通しの提示の段階でも，最終的な振り返りの直前段階でも，どちらでも構わない。重要なポイ

ントは，そうした黒板上でのアイデアの繋がりや発展の仕方の可視化にあり，それが次節に述べるような

〔振り返る場〕の充実に繋がっていくと考えられるのだ。 
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図２：「20より大きい数を数えたり表したりしてみよう」第１時の板書 (p.48) 

 

３．〔考えを高める場〕を有効に機能させ続けるための〔振り返る場〕の充実 

 図１を見る限り，名附小算数科の〔振り返る場〕は，「学習内容より得られた成果や解決方法をまとめ，

それらを使って適用題に取り組み，考え方や知識の定着を図る」活動が中心になりがちであろう。実際，

図２の板書右下の「できるかな」の部分を見ても，板書の上には適用題の解法が残っているだけである。 
 基本的な授業の流れを例示する上で，様々な振り返り活動を例示せず，研究テーマに直結する部分だけ

を例示する仕方は，研究紀要上では問題ない。〔考えを高める場〕の【はっけんタイム】では，見通しに

基づく解法の考え方を選択し，その考えの数理的な処理のよさを見つけ，同じく【えらびタイム】では，

発表された様々な数理的処理のよさを比較して，考えを選択していく，という授業の流れがある。この流

れからすれば，最終的な〔振り返る場〕で，自分の選択した考えで適用題を解いてみるという活動を仕組

むことは，極自然な方法論であろう。 
 しかし，ここでの授業の流れが問題解決の過程を背景にしていることを考えれば，そして，「算数の芽」

（すなわち，以前の学習内容）から繋がる一連のアイデアの発展の系譜・経緯が黒板に残っていることを

考えれば，「適用題を解く」という活動しか板書として残さないのは，あまりに勿体ないと言わざるを得

ないだろう。 
 例えば，平成 28 年 8 月 26 日の中央教育審議会教育課程部会算数・数学ワーキンググループ報告「算

数・数学ワーキンググループにおける審議の取りまとめ（報告）」における「資料４」で取り上げられて

いる下の図３を見てみよう（この図は，平成 28 年 12 月 21 日の中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、

中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」の別添

資料４—３でも取り上げられており，次期学習指導要領の考え方に基づく算数・数学授業を構成する上で

非常に重要な方向性を示していると目される図である）。 
 この図３を見て分かるように，ここでの問題解決過程を踏まえた授業には，A1→B→C→D1と A2→B→
C→D2 という２つのループが想定されており，そこには「数学的に表現した問題」「焦点化した問題」

「結果」を中心にした相互の行き交いやループの繰り返しが含意されている。問題解決的な授業の継続に

よる「数学的な見方・考え方」の育成にとって，このループは非常に重要であり，「（問題を考え，解決

する活動を通して）数学を創る」という，謂わば「数学の創り方」「数学の学び方」「数学化」のモデル

の典型と目されるものである。 
 この図３の学習の捉え方を名附小算数科の研究に引き寄せて考えるなら，「基本的な授業の流れ」（図

１）の〔振り返る場〕が「次の」〔つかむ場〕に明示的に繋がるようにすることが重要になる。そして，

その意味で，〔振り返る場〕が適用題の解決に終わってしまうのは勿体ないと思われるのだ。というのも，

名附小算数科の実践には，過去の問題解決的な学習のループを踏まえて新たなループを形成していくため

のスターターの役目になる「算数の芽」が，既に指導に位置づけられており，前時の〔振り返る場〕が次

時の〔つかむ場〕に自然に繋がるというループが，ある意味では図１に含意されていると考えられるから

である。 
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図３：中央教育審議会算数・数学ワーキンググループで取りまとめられた「問題発見・解決の過程

を踏まえた学習過程のイメージ」 

 ただし，児童がこのループを自発的に回すことができるようにすることは，実践上の課題となる。その

ための指導の工夫は様々考えられるだろうが，これまでの議論で鍵になると考えられるものは，前節の最

後で述べた「黒板上でのアイデアの繋がりや発展の仕方の可視化」であろう。〔考えを高める場〕を有効

に機能させ続けるためには，〔考えを高める場〕での学習活動が大切であることを，児童自身が実感でき

なければならない。〔考えを高める場〕での学習活動で我々が大切だと考え，児童にもその大切さを実感

してもらうためのポイントの１つは，「算数の芽」（すなわち，問題から連想される既習事項）から始ま

るアイデアの繋がりや発展・統合の仕方，すなわち，算数・数学が創られていく様子を具体的に示して理

解させていくことである。そうしたアイデアの繋がりや発展・統合の仕方は，図２のように整理された板

書があったとしても，「一目で」把握することは（特に幼い児童には）難しい。その意味で，「黒板上で

のアイデアの繋がりや発展の仕方の可視化」は重要なのだ。そうした指導上の工夫も盛り込んで，〔考え

を高める場〕ではもちろん，〔振り返る場〕においても改めて，本時のアイデアの繋がりや発展・統合の

仕方を「黒板上でのその可視化を利用して」振り返るという活動を充実させていくことが，〔考えを高め

る場〕を持続的に機能させるために重要だと考えられるのである。 
 

４．おわりに 

 本稿では，名附小算数科が取り組んでいる問題解決的な授業の流れの中の〔考えを高める場〕を有効に

機能させる（させ続ける）ための指導のポイントについて２点ほど検討してきた。 
 その第１のポイントは，「算数の芽」で児童から提示されたアイデアが「見通し」に基づく解法に至る

までにどのように繋がり発展していったかを黒板上で可視化することであった。そうした可視化は，〔考

えを高める場〕での学習活動が〔考えをもつ場〕に基づくものであることの理解，すなわち，「算数の芽

として提示した既習内容は，確かに当該問題の解決に寄与するものだ」という理解に繋がり，算数・数学

学習に関するよりよき思考態度を育てることに貢献すると考えられるからである。 
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 第２のポイントは，そうした可視化を利用して，〔振り返る場〕でも，算数の芽において提示したアイ

デアが，どのように解法に繋がり，どのように発展・統合してきたかを，改めて「俯瞰する形で」振り返

る活動を設ける（そして板書にもその記録を残しておく）必要があるのではないか，という点である。問

題解決の過程を基盤にした学習は，例えば図３における２つのループのように，当該授業で扱う問題（多

分に「数学的に表現した問題」「焦点化した問題」）の解決に留まらず，それが現実世界や数学の世界で

の新たな問題解決・数学化に繋がるような学習，すなわち算数・数学の創り方（算数・数学での学習の進

め方）の学習をも，常に想定するものである。そうした学習のループを構成するためには，既習事項から

始まるアイデアの繋がりやその発展・統合の変遷を一目で把握し，次の学習に直ぐに活かすことができる

ようにしておくという学習の機会が必要と考えられる。名附小算数科の実践には，正にそうした指導に好

適な「算数の芽」が位置付いているのであるから，〔振り返る場〕で適用題の解決が中心になるのはあま

りに勿体ないと感じられる。現在の研究テーマにおいては〔振り返る場〕が適用題の解決で締め括られる

のは問題ないが，今後，現在の研究テーマを発展させる場合には，上記のような指導の方向性も考慮され

るべきかもしれない。 
 図１のような（１時間での）学習の流れを基本にする授業構成のスタイルは，今や全国的に普及・浸透

していると考えられる。その意味では，名附小算数科に限らず，そうした学習の流れを基盤にしつつも，

図３における学習のループをどのように単元の学習に組み込んでいくかが，今後の課題になるだろう。 
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科学的な見方や考え方を深める理科の授業 

－批判的思考を用いた上で考えを競合させることを通して－ 

 

愛知教育大学附属名古屋中学校 近藤健司、森川晋平、牧野修平、伊藤一真 

 

 

 

１ はじめに 

平成 24 年度より現行の学習指導要領が全面実施された。文部科学省は、「生きる力」の理念は

変わらないとしながらも、特に、言語活動の充実に関しては主な改善事項の一番最初に挙げられて

おり、思考力、判断力、表現力といった能力の基盤になるのは言語の能力であるとしている。理科

の改訂に当たっての基本的な考え方の中には、「目的意識をもって観察、実験などを行うことにつ

いては従前のものを継承し、その上で、観察、実験の結果を分析して解釈する能力や、導き出した

自らの考えを表現する能力の育成に重点を置く。このことは、言語力の育成という教科横断の改善

点とも関係している」１）とある。 

  そこで、我々は前研究でこれまでに行ってきた、子どもたちが書いたり話したりする活動、すな

わち理科における言語活動とは何かを考えた。そして、言語活動で重視すべき点として、ソシュー

ルが述べている「単語が意味するものは、私たちをとりまく世界を構成する事物を何らかの基準で

切り分けた結果（中略）例えば、「ネコ」という単語は（中略）この単語が意味することができる

モノは一つ（一匹）だけではなく、ネコであればどれでも構いません。（中略）単語の意味を知っ

ているということは、その単語が表す事物の集合の性質を知っているということです」２）という文

章に注目した。すなわち、単語レベルの言葉は概念そのものを表すラベルであり、認識に先立って

言葉を知っておかなければ、たとえ「ネコ」を観察したとしても、それが「ネコ」であると認識す

ることはできないということである。また、我々はハンソンが述べている「すでに認識する側が持

っている見方や考え方（理論）によって、自然事象に対する解釈が影響を受ける」３）という文章（観

察の理論負荷性）に注目した。すなわち、観察、実験は必ずしも客観性をもっておらず、観察、実

験の結果は子どもによって解釈がなされ、子どもの内面に構成されると考えられる。したがって、

同じ観察、実験を行わせても、子どもによっては誤った概念や知識が構成されてしまうこともあり

得るということである。だからこそ、子どもの考えを話合いによって競合させ、自分とは異なる考

えの存在に気付かせ、自分の考えを話合いによって見直させる必要がある。なお、ここでいう考え

とは、課題に対する予想とその理由のことである。これらのことから、子どもがより科学的な概念

や知識を構成するためには、子ども同士の考えを競合させることが必要であり、考えの競合をさせ

るためには、自分の考えを書いたり話したりさせる必要があると考えた。なぜなら、子どもたちは、

自分の考えを書いたり話したりする過程で、日常の生活経験及び既存の概念や知識を関係付けると

ともに意味付けることがなされ、考えそのものが精緻なものになっていくからである。そこで、我

々は、理科における言語活動とは、「子どもの考えの競合を起こす話合いを通して、科学的な見方

や考え方を深めることを促すこと」であると考え、研究を進めた。その結果、より科学的な概念や

知識を構成するために、三つの場（課題を把握する場、基礎的知識や技能を習得する場、基礎的知

識や技能を活用して話合う場）を設定する学習活動の構成や、単元の概念や知識の変容を把握する

とともに、その変容を子ども自身に自覚させることなど、子どもたちの科学的な見方や考え方を深

める手だてを開発することができた。また、子どもの考えの競合を起こす話合いを通して、子ども

たちが科学的な見方や考え方を深めていく様子を見ることができた。 
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・自然の事物・現象に対する知的好奇心をもたせ，子どもに課題を
把握させる

課題を把握する場（把握する場）

・より科学的な概念や知識の構成に必要な知識や技能を習得させる

基礎的知識や技能を習得する場（習得する場）

・批判的思考を用いた上で，習得した知識，技能を活用した子ども
たちの考えを競合させ，より科学的な概念や知識を構成させる

基礎的知識や技能を活用して話し合う場（話合いの場）

よ
り
科
学
的
な
概
念
や
知
識
の
構
成

・自分の考えを書いたり，話したりすることによる考えの精緻化

しかし、競合を起こす話合いから、子どもたちが科学的な見方や考え方を深めていく過程には課

題が残った。自分とは異なる考えの存在に気付かせ、自分の考えを話合いによって見直させること

で、子どもたちは観察、実験の結果をより科学的な解釈へ向かわせることができたが、その解釈を

受け入れられない子どもも見られた。自分とは異なる考えの存在に気付かせるだけでなく、自分と

は異なる考えの科学的な見方や考え方を明らかにしたり、その考えが科学的な裏付けに基づいてい

るかを検討したり、矛盾がないか推論したりすることが必要であったと考えた。そこで、我々は、

「批判的思考を用いて自分とは異なる考えを意識的に吟味させ、その上で自分の考えと競合させる

ことが、科学的な見方や考え方を深めることを促していく」と考えた。 

２ 理科で目指す子ども像 

  我々は、理科の授業を通して、次のような子どもを育てたいと考えている。 

より科学的な概念や知識を構成することを通して、科学的な見方や考え方を深めることができ

る子ども 

「科学的な見方や考え方」とは、次の五つを踏まえた見方や考え方であるとした。 

○ より広い範囲の事物・現象を説明することができる。 

○ 首尾一貫性を備えている。 

○ 他の理論と互いに矛盾しない調和性を備えている。 

○ 単純な文や数式で表現することが可能である。 

○ これまでの理論に比べて有用と考えられる。 

さらに、「科学的な見方や考え方を深める」とは、理科の学習を通して、これまでの見方や考え

方が科学的な見方や考え方と合致することを自覚して自信を強めることや、より科学的な見方や考

え方に変容することを指している。 

３ 育みたい資質や能力 

 理科で目指す子どもを育てるためには、以下の資質や能力を育む必要がある。 

自分のもつ科学的な概念や知識の状況を文章に表す能力 

日常の生活経験及び既存の概念同士が関係付けられるとともに意味付けられることで学習内容

の概念や知識は構成される。そこで、我々は日常の生活経験及び既存の概念や知識の科学的な裏付

けを明らかにし、取捨選択して学習対象の概念や知識に関係付けるとともに意味付けることによっ

て、より科学的な概念や知識の構成ができると考えた。そのため、自分のもつ概念や知識の状況を

文章に表した後にメタ認知させ、科学的な見方や考え方になっているかを明示的に把握させる。な

お、日常の生活経験及び既存の概念や知識を関係付けるとともに意味付けようとする態度を喚起し

つつ、状況を適切に文章表現する能力を育む必要があることは言うまでもない。 

４ 研究の内容 

 理科で育みたい資質や能力を育むために、次の四つの手だてを講じる。また、育みたい資質や能

力がどの程度育まれたかを見取るために評価を行う。 

(1) 育みたい資質や能力を育むための手だて 

ア より科学的な概念や知識の構成を促す学習活動の構成に関する手だて 

子どもたちのより科学的な概念や知識の構成を促すため単元で三つの場を設定する。 

始めの「課題を把握する場（把握する場）」

は、子どもたちに学習課題を把握させるため

に設定する。ここでは子どもたちの知的好奇

心を刺激することができるような課題やそ

の提示方法を工夫する。 

「基礎的知識や技能を習得する場（習得す

る場）」は、より科学的な概念や知識の構成

に必要な知識や技能を習得させるために設定

する。ここでは、実感を伴った観察、実験（体

験活動）を行う。この実感を伴った観察、実験（体験活動）により、子どもたちは様々な感覚 
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を通して自然の事物・現象と関わり、多面的で豊富な知識や技能を習得することができる。また、

授業では、習得した知識や技能を「分かりシート」に文章に表した後に把握させる。こうした活

動により、次の場で子どもたちは習得した知識や技能に支えられて積極的に思考し、自分の考え

をもつようになることが期待できる。 

次の「基礎的知識や技能を活用して話し合う場（話合いの場）」では、批判的思考を用いた上

で子どもの考えの競合を起こさせる。この話合いの場では次の二つの働きをねらいとしている。

一つは、自らの考えを書いたり話したりすることによって起こる考えの精緻化という働きである。

授業では、学習プリントに自分の考えを書き、必要に応じて、小集団による話合いを行わせる。

この話合いでは、主に、自分の考えを書いたり、話したりすることによる考えの精緻化を目指す

ため、考えを一つにまとめて合意形成を図る必要はない。二つ目は、書いたり話したりしたこと

を基にした他者とのやりとりの中で、子どもたちの考えの競合を引き起こす働きである。授業で

は、学級全体の話合いを行わせる。 

イ 批判的思考を用いてより科学的な概念や知識を構成させるための手だて 

自分とは異なる考えの存在に気付き、その考えを意識的に吟味し、その上で自分の考えと競合

させることが、より科学的な概念や知識の構成を促すと考える。自分とは異なる考えを把握し【情

報の明確化】、それを支える根拠が科学的な裏付けに基づいているか分析する【推論の土台の検

討】。そして、課題と主張、根拠の関係が論理的なものかを判断し、その考えを自分なりに解釈

する【推論】。最後に解釈した考えを書く【行動決定】。これら一連の思考をすること、すなわ

ち批判的思考を用いることによって、より科学的な概念や知識を構成させることができ、それゆ

え自分の考えをより科学的な見方や考え方に深めていくと考える。授業では、話合いの場で他者

の考えを意識的に吟味する場面を設定する。 

ウ 単元全体を通してより科学的な概念や知識を構成させるための手だて 

各単元において学習する概念や知識をより科学的に構成させるために、各単元の学習内容に関

わる最も基本となる概念や知識を「単元の中核となる概念や知識」として設定し、それを先行オ

ーガナイザーとして与える。そして、それぞれの学習課題で扱う事物・現象について、常に「単

元の中核となる概念や知識」との関係を考えさせ続ける。このことにより、子どもたちは日常の

生活経験及び既存の概念や知識、単元内で新たに構成した概念や知識を関係付けるとともに意味

付けることができ、より科学的な概念や知識を構成させることができると考える。 

エ 単元の概念や知識の変容を把握するとともに、その変容を子ども自身に自覚させるための手だ

て 

科学的な見方や考え方を深めさせるためには、子どもたちの概念や知識がどのように構成され

ており、またどのような誤った概念や知識をもっているのかを教師が把握する必要がある。そこ

で、単元の始めに、子どもたちに概念マップを描かせることで概念や知識の状況を把握する。こ

れを単元の始めにおける評価として用いる。また、単元の終わりに、子どもたちに概念マップを

描かせ、単元の始めに描いた概念マップと比較することで概念や知識の変容を明示的に把握する。

これを単元の終わりにおける評価として用いる。なお、学習内容が多い単元については、単元の

中盤においても子どもたちに概念マップを描かせて、細やかに概念や知識の変容の状況を把握す

る。このように、概念マップの比較をすることにより、育みたい資質や能力の高まりを教師が評

価することができると考える。また、この概念マップの比較は子どもたち自身にも行わせる。そ

して、自分の概念や知識の状況がどのように変容したかを自分自身でメタ認知させる。すなわち、

子どもは自分は学習する概念や知識のうち何をどの程度分かっていたのか、さらに何をどの程度

分かることができたのかを明示的に把握することができ、その後の概念や知識の構成がより強く

促されると考える。 

(2) 資質や能力がどの程度育まれたかの評価について 

概念マップは、単元の中核となる概念や知識に関する概念ラベル（「中核概念ラベル」）を含む

複数の概念ラベルを提示した上で、必要であれば自由に概念ラベルを付け足して作成させる。この

時、「中核概念ラベル」と線で結ぶとともに、リンクワードの記述、すなわち関係付けるとともに

意味付けがなされた他の概念ラベルの個数を測定し、単元の始めと終わりで比較する。なお、学習 
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内容が多い単元については、単元の中盤においても子どもたちに概念マップを描かせて比較す

る。 

これにより、日常の生活経験及び既存の概念や知識を関係付けるとともに意味付けることがど

の程度できたかどうかを定量的かつ定性的に評価していく。一つ一つのリンクワードの内容やそ

れぞれの授業における科学的な概念や知識の状況がどのような文章に表されているかを把握する

ために抽出生徒を設定し、抽出生徒の概念マップや学習プリント、「分かりシート」への記述を

中心に見取り、日常の生活経験及び既存の概念や知識を関係付けるとともに意味付けることがど

のようになされたのかを明らかにしていく。 

５ 実践例：単元「仕事」（第３学年） 

 (1) 単元構成の意図 

 本単元では、「仕事」に関する観察、実験を行わせることで、「仕事」についてのより科学的

な概念や知識を構成させていきたいと考えた。そのために、「仕事とは物体に加えた力の大きさ

とその向きに動かした距離の積であり、その大きさは道具を使っても変わらない。」という「仕

事に関する概念や知識」を単元の中核となる概念や知識に位置づけ、それを先行オーガナイザー

として子どもたちに与えた。この概念や知識を基に、常に理科における仕事や仕事率、道具を使

わない仕事、道具を使った仕事について考察することができるような単元を構成した。 

(2) 抽出生徒の設定について 

「育みたい資質や能力」を基に、単元の始めの概念マップから学級の全体傾向と同様である子

どもを選び、抽出生徒（以下、生徒Ａ）を設定した。 

① 単元の始めの概念マップの評価 

   ア 学級全体の様子 

単元の始めに、「仕事」についての概念マップを描かせた。「仕事」を中核概念ラベルと

位置付け、中核概念ラベルと線で結ぶとともに、リンクワードの記述、すなわち関係付ける

とともに意味付けがなされた個数を測定した。なお、生徒数は 38、教師が与えた概念ラベル

の総数は６である。学級全体の中核概念ラベルに対して関係付けるとともに意味付けがなさ

れた個数の分布を見ると、多くの子どもが中核概念ラベル「仕事」と他の概念ラベルを関係

付けるとともに意味付けることができなかった。中核概念ラベルを他のラベルと関係付ける

ことができなかったり、関係付けることはできたものの、誤った意味付けをしたりしている

子どもが多かった。また、概念マップ全体としても、関係付けが十分でない子どもや概念マ

ップ全体の関係付けはあるものの、誤った意味付けしている子どもも多かった。これらのこ

とから、「仕事」についての科学的な概念や知識は十分に構成されていないものと考えた。 

イ 生徒Ａの実態 

生徒Ａが作成した概念マッ

プでは、中核概念ラベル「仕事」

に関係付けるとともに意味付け

がなされた概念ラベルの個数は

０個であった。「仕事」と「仕

事率」や「力」、「仕事の原理」、

「道具」を関係付けることはで

きていたものの、誤った意味付

けがなされていた。また、概念

マップ全体としての関係付けも十分ではなかった。これらのことから、「仕事」についての

科学的な概念や知識は十分に構成されていないものと考えた。 

 (3) 授業実践 

① 把握する場、習得する場について 

把握する場では、「仕事とは何かを調べる。」という学習課題を知的好奇心を刺激するよう

に提示するために、重い荷物を子どもに持ち上げさせ、持ち上げている最中と持ち上げた後の

静止した状態で、子どもに仕事をしているか質問した。どちらも仕事をしているという子ども 
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の答えに対して、理科における「仕事をしている」状態は持ち上げている最中には使えるが、静止し

た状態では使えないことを伝えた。その後、先行オーガナイザーとして、「仕事とは物体に加えた力

の大きさとその向きに動かした距離の積であり、その大きさは道具を使っても変わらない。」という

「仕事に関する概念や知識」を単元の中核となる概念や知識として与えた。 

習得する場では、理科における仕事や仕事率、道具を使わない仕事、道具を使った仕事について学

習を進めた。ここでは、各班で実験を行わせるとともに、教材の工夫として、大型滑車装置を使った

実験を行わせることで、実感を伴った観察、実験を行わせるようにした。そして、「分かりシート」

を書かせる際には、「仕事」をはじめ「力」「距離」「仕事率」「仕事の原理」の概念ラベルのうち、

学習内容に関わるものをキーワードとして与え、習得した概念や知識を文章で表させた。 

学級全体では、与えられたキーワードを用いて、「理科における仕事」「仕事率」「道具を使わな

い仕事」「道具を使った仕事」「仕事の原理」について記述することができた子どもが多く、中核概

念ラベルである「仕事」と他の概念ラベルを関係付けるとともに意味付けることができるようになっ

たことが読み取れた。また、動滑車を使ったときに加える力が半分になるのは物体を２本のロープで

支えることや動滑車が増えると物体を支えるロープが増えて加える力が小さくなることについての記

述も見られた。このことから、「仕事」についての知識や技能の習得が進んでいると考えられた。 

生徒Ａは「分かりシート」に、「仕事とは、物体に加えた力の大きさとその向きに動かした積でも

とめられる。」「仕事率とは１秒間あたりにどれだけ仕事をするかという割合のこと」という記述が

見られた。「仕事とは」の説明に「距離」が用いられていないが、続けて「その時は、距離はｍを用

いる。」とあり「距離」について意識したことが伺え、図にも「距離」を表していた。また、「仕事

の原理とは」という直接的な記述はないが、仕事の原理を用いて考える場合の具体例や道具が増えて

も仕事の原理が成り立つといった記述をしたりしていた。このように、多くの記述に「仕事」と他の

概念ラベルが用いられていることから、中核概念ラベルである「仕事」と他の概念ラベルを関係付け

るとともに意味付けることができるようになったことが読み取れた。また、複数の動滑車を用いたと

きにも仕事の原理が成り立つことを物体を支える部分の数と関連付けて記述したりしていた。このこ

とから、「仕事」についての知識や技能の習得が進んでいると考えられた。 
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②  話合いの場について 

話合いの場において、「定滑車１個と動滑車１個を組み合わせた装置のいすに体重が 50 ㎏の人

が座り、ロープを自分で引いていすを 20㎝持ち上げるには、ロープを何㎝引けばよいのだろうか。」

と発問した。そして、「仕事に関する概念や知識」を基に予想をもたせ、自分の考えを学習プリン

トに記述させた後に、班での話合いを行わせ、自分の考えの精緻化を図った。子どもたちは学習プ

リントに記述していないことを付け加えて話していたり、別の言葉に言い直して説明したりしてお

り、話合いの中で自分の考えの精緻化が進む様子が見られた。 

次に、競合を起こす話合いのために誤概念を含む代表的な考えについて意図的に指名をし説明さ

せた。代表的な考え【情報】について、自分とは異なる考えを把握させ【情報の明確化】、それを

支える根拠が科学的な裏付けに基づいているか分析し【推論の土台の検討】、そして、課題と主張、

根拠の関係が論理的なものかを判断して自分なりに解釈し【推論】、代表的な考えに対する自分の

考えを書かせた【行動決定】。その上で、競合を起こす話合いを行わせた。 

 ここでは、動滑車や定滑車の特徴については習得した知識を活用しているものの、物体が何本の

ロープで支えられているかについては考えていない「ロープを 40㎝引けばよい。」という考えと、

正答である「ロープを 60 ㎝引けばよい。」という考えを代表的な考えとして発表させた。ただし

「ロープを 60㎝引けばよい。」という考えについては、「引く力は２分の１で距離は２倍の 40㎝

引けばよいのだが、自分の位置が 20 ㎝上がるのでそのぶん上を持つことになり、40 足す 20 で 60

になる。」という誤概念を含む理由と、「３本で支えているから力が３分の１になり、仕事の原理

で引く長さが３倍の 60㎝になる。」という科学的な根拠に基づく理由を発表させた。 

 そして、考えが分かりにくかったときには質問をさせ、代表的な考えについて明確にさせた後、

それぞれの考えについて批判的思考を用いて考えさせた。子どもたちは、明確になった代表的な考

えや自分の考えについて「分かりシート」や以前の学習プリントを基に根拠が科学的な裏付けに基

づいているか分析していた。子どもたちの学習プリントには、「ロープを 40 ㎝引けばよい。」と

いう考えについては「定滑車は力の向きを変えるだけの道具で、動滑車は力を加える距離が２倍に

なる道具なのでそこに間違いはない。」と科学的な裏付けに基づいているかを分析した記述や「道

具の性質については考えられているが、他人がロープを引いたときと自分で引いたときの違いにつ

いて考えられていない。」と課題と主張、根拠の関係が論理的でないと判断した記述が見られた。

また、「ロープを 60 ㎝引けばよい。」という考えについては「引く力が２分の１、引く距離が３

倍で仕事の原理が成り立つのか。」と科学的な裏付けに基づいているかを分析した記述や「自分が

引くことで自分を支えるロープが３本になる。だから仕事の原理で引く長さが３倍になる。」と課

題と主張、根拠の関係から論理的に判断した記述が見られた。 

  競合を起こす話合いでは、批判的思考を用いて考えたことを基に質問や意見が発表された。「ロ

ープを 40 ㎝引けばよい。」という考えについて、「自分でひもを引いたときと他人がひもを引い

たときで同じという根拠がないのではないか。」という質問が出され、これに対して答えることが

できる子どもはおらず、「ロープを 40 ㎝引けばよい。」という考えを支える科学的な根拠が不足

していることや、動滑車２つで物体を持ち上げた時はロープが４本で支えていて力が４分の１にな

るといった前時に学習したことを根拠に、今回は力が３分の１になるという「ロープを 60 ㎝引け

ばよい。」を支持する意見が発表された。批判的思考を用いて考える場面や競合を起こす話合いの

場面では多くの子どもが「分かりシート」や以前の学習プリントを見直して、科学的な根拠を確認

する姿が見られた。 

   表は子どもが「ロープを引く長さは 60㎝であ

る」といつ考え出したかといつ自信をもったか

をプリントに表させて集計したものである。批

判的思考や競合を起こす話合い、確証実験を通

して子どもたちは代表的な考えについて科学的

な裏付けがあるか分析したり、論理的なものか

を判断したりしていくことで、次第に「ロープ

を 60㎝引けばよい。」に考えを変容させるとともに自信をもっていったことが読み取れた。生徒 

ひもを何㎝ひけばよいか 考え出した 自信をもった 

最初の自分の考え 15人 ２人 

批判的思考後 ７人 10人 

競合を起こす話合い後 ６人 ６人 

確証実験後 ９人 19人 
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Ａは、最初の自分の考えを「支える部分が３つになっているから３分の１でひっぱる。長さが仕

事の原理より３倍になる。60㎝。」と説明していた。班での話合いの場面では、学習プリントに

ない「手がロープにかかっているから」と説明を加えていた。 

   批判的思考を用いて考える場面では、「ロープを 40㎝引けばよい。」という考えに対して「ロ

ープを引くのが自分というのと関わっていないのではないか。」、「ロープを 60㎝引けばよい。」

という考えに対しては「引く力が２分の１、引く距離が３倍で仕事の原理が成り立つのか。」「１

本のひもにかかる力の大きさはどこも同じだということを使っている。」といった科学的な裏付

けに基づいているかを分析した記述や課題と主張、根拠の関係が論理的か分析した記述が見られ

た。そして、この場面で自分の考えに自信をもったと表している。このことから、生徒Ａは「班

での話合いの場」で自分の考えを精緻なものにし、「批判的思考を用いて考える場」で自分の考

えに対する自信を強めることができたと考える。 

③ 概念マップについて 

単元の終わりに概念マップを描かせた。学級全体の中核概念ラベルと関係付けるとともに意味

付けがなされた個数の分布を見ると、単元の始めに比べて、中核概念ラベル「仕事」に関係付け

るとともに意味付けることができた概念ラベルの個数が増えたことが分かった。これらのことか

ら「仕事」について、より科学的な概念や知識が構成されたものと考える。また、単元の始めと、

終わりの概念マップを見比べて、「概念ラベルの書いてある数が全然違う。」「まとまりをつく

って説明できるようになっていた」「それぞれの関係の内容を細かく書けるようになった。」な

どと記述をしていることから、自分の概念や知識とその変容をメタ認知させることができたと考

える。 

生徒Ａが作成した概念マッ

プでは、中核概念ラベル「仕

事」に関係付けるとともに意

味付けがなされた概念ラベル

の個数は４個であった。具体

的には、中核概念ラベル「仕

事」を「力」や「距離」「仕

事率」「仕事の原理」に関係

付けるとともに意味付けがな

されており、「力」と「距離」

のリンクワードには「力（Ｎ）

×距離（ｍ）で仕事（Ｊ）は求められる。」、「仕事率」のリンクワードには「仕事（Ｊ）÷仕

事をするのにかかった時間（秒）で仕事率（Ｗ）は求められる。」、「仕事の原理」のリンクワ

ードには「動滑車や坂道、てこを使っても、仕事の大きさは変わらない。これを仕事の原理とい

う。」と記述している。このことから、「仕事」について、より科学的な概念や知識が構成され

たものと考える。また、生徒Ａは単元の始めと終わりの概念マップを見比べて、概念ラベル一つ

一つの意味を正しく理解したことで、概念ラベル同士をつなげるようになり、学習前と比べて図

が広がるとともに説明を多く書けるようになったことを記述している。 

６ 実践を終えての考察 

  概念マップの単元の始めと終わりにおける

学級全体の中核概念ラベルに対して関係付け

るとともに意味付けがなされた個数の平均値

の変容は表の通りである。 

 概念マップの中核概念ラベルに対する関係

付けるとともに意味付けがなされた個数の平均値が、単元の始めと比べ単元の終わりの方が増えた

ことが分かる。このことから、四つの手だてが「仕事」についてのより科学的な概念や知識を構成

させるのに有効であったと考える。 

 班での話合いを行わせることで自分の考えの精緻化を図ったことは、子どもたちが学習プリント

中核概念ラベル「仕事」 平均値 

単元の始め 0.34 

単元の終わり 4.13 

  （生徒数 38、教師が与えた概念ラベル総数６） 
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に記述していないことを付け加えて説明したり別の言葉に言い直して説明したりすることから有

効であったと考える。そして、それぞれの考えについて批判的思考を用いて考えさせたときに、科

学的な根拠の有無についてや課題と主張、根拠の関係について分析した記述が多く見られたことか

ら、自分の考えを精緻なものにすることが情報の明確化につながり、批判的思考を用いてより科学

的な概念や知識を構成させることに有効であったと考える。 

 また、批判的思考を用いる場面や競合を起こす話合いの場面で、これまでに習得した概念や知識

を用いる姿が見られた。このことから、習得する場での教材の工夫や授業で構成した概念や知識を

キーワードを用いて「分かりシート」に書かせ、把握させたことは競合をより起こし、より科学的

な見方や考え方を深めることにつながったと考える。 

７ おわりに 

本年度は、自分の考えを精緻なものにすることに焦点を当て、研究を進めてきた。自分の考えを

人に話して伝えることで自分の考えが精緻なものになること、そしてそれが、批判的思考を用いる

場面での思考の深さにつながることが、授業の様子から検証することができた。また、「習得する

場」における教材を工夫したり、「分かりシート」にキーワードを使って書かせたりすることは、

基礎的知識や技能を習得することに有効であることが、授業の様子や学習プリントと「分かりシー

ト」の記述から検証できた。今後の課題は、四つの手だてが有効であるかを検証していない単元に

ついての授業実践を行い、その有効性の検証を重ねていくことである。また、小集団での話合いの

場面で、話合いの形態や聞き手の問い返し方を工夫することで、より考えを精緻なものにする必要

があると考える。これらの課題解決を目指して「科学的な見方や考え方を深める理科の授業」の在

り方を確立していきたい。 
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附属名古屋中学校の研究報告を読んで 

愛知教育大学附属岡崎小学校 理科部 伊藤成将 
 
子どもが「それぞれの関係の内容を細かく書けるようになった」と自分の概念や知識の変容を自覚でき

るようになりました。これは、習得した知識や技能をその都度「分かりシート」に文章でまとめさせたり、

概念マップを単元の始め、中盤、終わりと描かせ仕事に対する科学的な概念や知識の広がりを感じさせた

りしたからでしょう。先生方の取り組みのよさを感じました。 

Ｐ２の目指す子ども像には「より科学的な概念や知識を構成することを通して、科学的な見方や考え方

を深めることができる」とありますが、「より科学的な概念や知識を構成する」ことと「科学的な見方や

考え方を深める」こととの関係にわかりづらさを感じました。それは、Ｐ１Ｌ24「より科学的な概念や知

識を構成するためには、子ども同士の考えを競合させることが必要」としながらも、Ｐ２Ｌ７「自分の考

えと競合させることとが、科学的な見方や考え方を深める」とあるために、２つが並列の関係にあるよう

に感じるからです。２つの関係性を整理するとともに、「科学的な見方や考え方を深める」と同じように

「より科学的な概念や知識を構成する」とは何かについて示すと先生方のお考えがより伝わると思います。 

手立てアの「『基礎的知識や技能を活用して話し合う場（話合いの場）』では、批判的思考を用いた上

で子どもの考えの競合を起こさせる」と手立てイ「自分とは異なる考えの存在に気付き、その考えを意識

的に吟味し、その上で自分の考えと競合させる」との違いにわかりにくさを感じました。それは、どちら

も同じ話合いの場で講じる手立てだからです。手立てを講じる場面やその対象など違いを明確にすること

で、それぞれの手だての有効性を検証することができます。 

手立ての有効性の検証にわかりにくさを感じる部分がありました。例えば、P５Ｌ25 で「『仕事』につ

いて知識や技能の習得が進んでいると考えられた」とありますが、ここでは、実感を伴った観察や実験を

行い、さらに習得した知識や技能を「分かりシート」に文章で表し、知識や技能習得できたことで、目指

す子ども像である「科学的な見方や考え方を深まる」姿が見られたかどうかを示す必要があります。 

 

 

附属名古屋中学校の論文を読んで 

愛知教育大学附属名古屋小学校 理科部 今井 将 
 
平成２９年度から、附属名古屋幼稚園、小学校、中学校において、「名古屋キャンパスプロジェクト」

という三校園が連携した研究に取り組んでいく。現在、小学校、中学校で育てていきたい生徒・児童像

を探っている。そんな中で、附属名古屋中学校の「科学的な見方や考え方を深める理科授業」の研究が

目指す子ども像「より科学的な概念や知識を構成することを通して、科学的な見方や考え方を深めるこ

とができる子ども」は、幼小中と系統的な理科の授業を行うにあたり、とても大切にしていかなければ

ならないことであると考える。 

附属小学校では、問題解決学習を大切に行っている。子どもたちは問題を把握し、予想と根拠を考え

子どもたちの予想に基づいた観察実験を行う。観察実験から得られた結果を分析し、科学的な見方や考

え方（附属小では、実証性や再現性、客観性を満たしたものと定義している）を導き出している。この

一連の流れは、附属名古屋中学校が行っている四つの手だての中の「より科学的な概念や知識の構成を

促す学習活動の構成に関する手だて」に近い。知的好奇心を刺激するような課題の提示を行い、「分か

りシート」による知識や技能の習得、批判的思考を用いた子どもたちの考えの競合。これらを小学校レ

ベルにすると今、我々が行っていることになるのかと思う。「分かりシート」は小学校でも活用できる

と感じた。このシートがあれば、自分が今どれだけのものを理解しているのかが見て分かるし、結果か

らの考察にも役立ち、結論に導かせるためにもとてもよいと思う。他にも中学校で行われている手だて

「批判的思考を用いてより科学的な概念や知識を構成させるための手だて」や「単元全体を通してより

科学的な概念や知識を構成させるための手だて」、「単元の概念や知識の変容を把握するとともに、そ

の変容を子ども自身に自覚させるための手だて」など、どれも子どもたちに身につけさせたい理科の資

質や能力を高めるために必要な手だてであると感じた。 

最後に課題であると書かれている、「話し合いの形態、聞き手の問い返し方」は小学校でも課題であ

る。理科としての話し合いや聞き合いとは何かを我々も探っていきたい。 
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附属名古屋中学校の研究報告に対するコメント 

 

理科教育講座 遠藤 優介 

 

 

 附属名古屋中学校では、理科の授業を通して育むべき子ども像として、「より科学的な概念や知

識を構成することを通して、科学的な見方や考え方を深めることができる子ども」を設定し、四つ

の手立てを通した特色ある研究実践を展開している。その中でキーワードとなっているのが、副題

にも表れている「批判的思考（critical thinking）」である。紙幅の都合上、詳細は割愛するが、

論理的、省察的あるいは目標指向的な側面から特徴付けられるこの思考は、21世紀に求められる汎

用的スキルとしても重要視されており、それを理科授業の中に明確に取り入れ、実践している点は

特筆に値するものと思われる。 

 研究３年次である本年度は、批判的思考を用いる前に小集団での話合い活動を取り入れることに

より、生徒自身の考えの精緻化を図ることが目指されている。このことは、考えの精緻化が進むこ

とで、批判的思考を用いる過程での情報の明確化がスムーズに行われるという前提から導かれるも

のである。特に、生徒達の思考の精緻化に対する「小集団での話合い」という手立ての意義として

は、大きく二つあるように思われる。一つは、自分自身の考えの振り返り・再整理という面からの

意義である。小集団の話合いでは、まず自分の考えを短時間で班員に説明することが求められる。

ごく限られた時間内で考えを他者に伝えるためには、自分の考えのポイントとなる部分はどこにあ

るのかを的確に捉えていなければならない。その意味で、自分の考えに再度目を向けさせ、頭の中

をもう一度整理することが促されると考えられる。もう一つは、他者との違いや自分にはなかった

視点への気づきという面からの意義である。これは、自身の考えを説明した後の他者からの問い返

し、あるいは他者の考えを聞くといった場面と関連が深い。考えを精緻なものにしていく過程にお

いて、とりわけ子ども達の場合、自分一人で考えているだけではなかなかその域を脱しきれない面

も往々にして想定され得る。他者の意見との比較や、他者からの指摘によってはじめて気づくとい

う経験をお持ちの方も多いのではないだろうか。つまり、他者との相互作用によってより豊かな気

づきが促され、自身の考えの精緻化に寄与するものと思われる。報告にもあるように、これら手立

ての実際の成果については本年度の実践においても認められているところであり、より効果的な話

合いの在り方や成果の見取り方等についての検討が引き続き求められよう。 

 さらに、本年度の研究実践では、上記に加え研究２年次からの継続で、「習得する場」における

教材の工夫や「分かりシート」の有効的な活用という点もねらいとされている。教材の工夫という

点についていえば、大型の滑車装置を理科室内に設置し、それを用いた生徒参加型のダイナミック

な実験が取り入れられ、生徒の実感を伴った理解が促進されている様子が窺える。本研究実践で取

り上げた単元以外においても、こうした教材の案出、蓄積が望まれよう。また、「分かりシート」

の有効的な活用という点についていえば、特に批判的思考を用いて考える場面や競合を起こす話合

いの場面で、「分かりシート」の記述内容を振り返る生徒が多く見られたことが報告されている。

筆者自身も授業実践を参観する中で、そうした生徒の姿を多く目の当たりにしており、自らの主張

を支える根拠が科学的に妥当なものであるか否かを、それまでの学習で習得してきた科学的知識を

使って吟味する姿勢が生徒の中に定着してきているものと考えられる。こうした姿勢を大切にしつ

つ、例えば確証実験後にも根強く残る生徒独自の考え方を取り上げながら、その妥当性を検証する

ためのさらなる実験を計画・実施させるような活動へと繋げていくと、理科での学びも一層深まり

のあるものになると思われる。 

 以上述べてきたように、批判的思考を中核に据えて科学的な見方や考え方の育成を目指す附属名

古屋中学校の研究実践は、個々に講じられている手立ても含めて、今後の理科授業構成を展望する

上で多くの示唆を与えてくれるものといえる。本年度までの研究蓄積をベースに、さらなる研究の

進展が期待されるところである。 
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生活科分科会 

仲間とのかかわり合いから、目標を追究していく子どもたち 
 

愛知教育大学 教育学研究科 発達教育科学専攻 生活科教育領域１年 
市川真基・鋤柄圭祐・羽實昂也 

 
 

実践１愛知教育大学附属名古屋小学校 研究発表協議会 

平成28年６月１日（水） 公開授業（9:45～10:30） 場所：生活科実習園 
第２学年２組 生活科 単元名：「きれいなお花だ るんるんるん」 
学習指導要領内容領域：（７）「動植物の飼育・栽培」 
 
Ⅰ．授業の概要 
１．単元について 

本単元は、学習指導要領の内容⑺「動植物の飼育・栽培」を受けるものである。本単元では、＜花＞

を学習材として取り上げ、花の世話をしたり、様子や成長を記録したりすることを中心に取り組んで行

く。 

 子どもたちは花を育てることに対する自分なりの願いを生かしながら、自分が育てたい花を数種類ず

つ選び、世話の仕方を工夫して育てていく。活動をする中で子どもたちは、花が咲くように、【水の与え

方】【育てる場所】【土】などを意識しながら、いろいろと試しながら学びを進めていくだろう。このよ

うな活動を通して、植物に対して親しみをもち、大切にしようとする気持ちを高めることができると考

える。そして、「花が咲くと嬉しいなぁ。」「花によって育ち方が違うんだなぁ。」「種類が違っても、育ち

やすい条件は同じなんだなぁ。」などと気付きの質を高めていくのであろう。 

２．単元目標 

 ○ 花を栽培することに対する自分なりの願いを基に、進んで世話をしたり、様子や成長を観察した

りすることができる。また、自分が育てた花だけでなく、植物全般に対して親しみをもち、大切に

していこうとすることができる。                   ＜関心・意欲・態度＞ 

 ○ 花にあった世話の仕方について、【水の与え方】【育てる場所】【土】などを意識しながら試行錯誤

し、自分なりに工夫することができる。また、自分が考えたことや得た気付きを、実物やイラスト、

言葉を用いながら表現することができる。                  ＜思考・表現＞ 

 ○ 「どの花も、日光をよく当てると、きれいに花が咲くんだね。」「みんなで花を育てると、もっと

花がきれいに見えるんだね。」「花が元気に咲いていると、自分もみんなも、いい気持ちになるんだ

な。花も嬉しそうだな。」などと気付くことができる。              ＜気付き＞ 

３．本時の指導 

 １ 本時の目標 

 ○ 自分や友達が育てた花で、自分も、みんなも、花も喜ぶ寄せ植えがしたいという願いを生かし

ながら、進んでよりよい寄せ植えについて考え、取り組むことができる。＜関心・意欲・態度＞ 

  ○ よりよい寄せ植えにするためにグループのめあてを考え、めあてを達成するためにはどのよう

にしていけばよいかを考えることができる。また、自分の考えや気付きを実物やイラスト、言葉

を用いて表現することができる。                     ＜思考・表現＞ 

 ○ 「友達の育てた花も一緒に植えると、花も喜んでいるようだな。」「友達と寄せ植えをすると、

一人でやっているより、よいものができるんだな。」などと気付くことができる。 ＜気付き＞ 
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 ２ 指導過程（太字部分が工夫した指導方法） 

 

学 習 活 動 指導上の留意点 
学
習
活
動
１ 

１ 自分たちが育てた花を寄せ植えし
て、花も喜ぶ寄せ植えがしたいという
願いを基に、課題を設定する。 

○ 前時の終わりにもった願いを想起させる。 
○ 子どもたちに本時の活動内容を問いかけ、それを認めた
り、確かめたりして、本時の課題を設定する。 

 
 

２分   

学
習
活
動
２ 

２ 課題を解決するために、みんなで話
し合う。 

① グループのめあてを決める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② グループのめあての達成に向けて、
話し合いながら活動する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○ これまでの気付きやかかわり方を基に、みんなでどのよう
な寄せ植えを作りたいかを問いかける。 

○ グループ毎にホワイトボードを配付し、付箋紙に自分の考
えを書かせ、ホワイトボードに貼りながら発表させる。 

○ ホワイトボードに貼られた考えから、似た考えは重ねて貼
らせ、統合できそうな考えは線で囲ませ、比較できそうな考
えは線で結ばせるようにする。その際、考えの根拠を共通理
解しながら話し合いができるよう、付箋紙に表出されている
考えに対して、質問したり、確認したりさせる。 

○ それぞれのグループのめあてを発表させる。 
○ グループのめあての達成に向けて、何をしたらいいのかを
問いかける。 

○ これまでの活動を通して深めてきた対象への気付きやか
かわり方を基にして、話し合うようにさせる。 

○ 話し合いをする際には言葉だけでなく、イラストを見せた
り、実物を動かしたりしながら発表させる。 

○ 考えの根拠を共通理解しながら話し合いができるよう、付
箋紙に表出されている考えに対して、質問したり、確認した
りさせる。 

○ グループのめあてに合うかどうかという基準で考え、足り
ない部分を補ったり、互いのよい点を統合したりしながらよ
りよい考えが導き出せるようにする。 

○ 話し合いで出された考えを基に、グループのめあての達成
に向けて必要なものをそろえさせる。 

○ 子どもたちが必要とするであろう材料や道具を準備して、
十分な活動ができるように保障する。 

○ 活動の行き詰まったグループに対して、めあてに立ち返っ
て話し合いを続けるよう、声がけをする。 

 
 

50分   

学
習
活
動
３ 

３ 活動を振り返る。 
 ① 学習を振り返り、気づいたことを

学習プリントに記述する。 
② 次時への願いをもつ。 

 
○ グループのめあての達成に向けて取り組んだことを想起
させ、そこから気付いたことを発表させる。 

○ 「自分も、みんなも、花も喜ぶ寄せ植え」について、自分
の願いを発表させる。 

10分   

 

 
これまでの活動を通して深めてきた対象への気付きやかかわり方を基にして、自分の考えをもち、その上でそ

れぞれの考えを尊重し合いながら話し合い、よりよい考えを導き出す姿。 

「工夫した指導方法で見られる子どもの姿 

 
自分も、みんなも、花も喜ぶ寄せ植えをしよう 

めあて 
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Ⅱ．授業者の想い 
１．単元構想の経緯 
 子どもたちは1年生活科「こんな花を咲かせたいな」で自分が選んだ花を1つ育て、2 年生にな

り「野菜を育てよう」を行っている。しかし、花に対する気付きを野菜と関連させることができな

い子どもがいた。そのため、自分の思いや願いだけで学習が進んでしまい、失敗するケースが多々

見られ、自信をなくす子どもがたくさんいた。つまり、花を学習材とすることで子どもたちは最初

から学習に自信を持って取り組むことができ、さらに栽培に対する子どもたちの気付きをより深め、

定着させることによって、子どもたちの自信がより高まると考え、本単元を構想した。 
２．出合う段階 
ここでは、子どもたちに対象と出合わせ、自分なりの願いを持たせる。導入部分では１年生のと

きの活動を思い出させた後、資料を見せ、見比べさせた。「１本でも綺麗だけど集まったほうがもっ

ときれい。」「たくさん集まった方が花も楽しそう。」といった思いが出され、いくつかの花を育てた

いという願いを子どもがもった。そして実際に咲いている花やラベルの写真を見て、育てたい花を

決め、植えた。 
３．試す段階１ 
出合う段階でもった願いを基に花を育て、気付いたことを付箋に書き、書き溜めておく。そして

書き溜めた付箋の中からみんなに知らせたい気付きを、スペシャル発見カードというマグネットシ

ートに書き、それを整理して黒板に貼らせていく。整理されたスペシャル発見カードを基に活動を

振り返ることで、水の与え方、土の入れ方や肥料の与え方を含めた土、プランターの向きを含めた

置き場所、以上の３つの視点を子どもたちが見つけた。なお、整理することのできない気付きをそ

の他として認めている。この気付きが活かす段階で生きてくる可能性があるためである。 
４．試す段階２ 
ここでは３つの視点を基に、更に対象への気付きや関わり方を深めるために、グループの友だち

と交流を行った。子どもたちは対象への気付きや関わり方の深まりを実感することができ、さらに

取り組んでいけることがあることに気付くことができた。交流活動を通し、子どもたちは実際に友

だちが育てた花をしっかりと見ることになる。自分の育てた花との違いに気付くことで、友達の花

をもっとしっかり観察したい、絵を描きたいという願いを全員がもつことができた。ちょうど図工

で絵の具を使っており、そこで学んだことを活かしたいと発言する子どももいたため、絵の具を使

うことも認めた。 
５．活かす段階 
まず、友だちの花を描くことによって、その良さに子どもたちは気付くことができた。そして、

子どもたちは自分の育てた花と友だちの花を寄せ植えすれば、自分も、それを見るみんなも、そし

て花も喜ぶのではないかという思いをもった。その思いをまとめて、めあてを「自分も、みんなも、

花も喜ぶ寄せ植えをしよう」とした。本時ではまず、グループのめあてを決める場面を設けた。こ

こでは課題を具体化させ、自らの課題として認識できるよう、誰に、どう思ってほしいかというこ

とを中心にして考えさせた。子どもたちは黄色の付箋に自分の考えを書き、それをホワイトボード

に貼りながらグループのめあてを決めていった。中には、付箋に書かずに言葉だけで、めあてを決

めるグループもあったが、話し合いのツールとして付箋を用いているだけなので、しっかりとした

合意形成がなされていれば、使う必要がないと考え、現段階ではよしとした。それぞれのグループ

のめあてが決まったところで、次はめあての達成に向けて話合い、活動する場面を設けた。まず始

めに、グループのめあてを決めた方法と同様に自分の考えを出させた後、それを具体的に説明する

ために、イラストを描いたり、実際に動かせたりしながら考えを出し合った。困ったときにはグル

ープのめあてを思い出させることで、よりよい考えを導き出していくことができると考えた。 
６．今後の展開 
子どもたちには常にめあてを振り返らせ、そのめあてを達成するために、どのようにしていけば

よいのかを考えさせる。実際に活動させながら考えさせることで、もっと花の種類を増やしたくな

ったり、置き場所を変えたりすると思う。自分たちが育てた花がたくさんの人たちから認められる
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ことで、花を育てたいという思いがより一層強くなり、活動が充実することで気付きの質が高まる

と考えられる。さらに、それに付随する虫や他の植物の気付きも得ることができると考えている。

もっと大きな、例えば「通学路に花を植えたい」とか「大きなお花畑を作りたい」といったような

さらなる願いが生まれるかもしれない。今後そのような姿を楽しみにしている。 
 
Ⅲ．協議内容 
１．質疑応答 
・「グループ構成に意図はあったのか」という質問。 
→春から３つの単元を行ってきたが、前回の単元の活動班と同じ班で現在班活動を行った。前回

の班活動では自分の思いや願いに突っ走ってしまい、班活動がなかなか協働的に行えなかった

様子が目立ったからである。 
・「軽石の使い方に工夫はあったのか」という質問。 
→軽石の使い方などは、「置くとかわいい」「花も喜ぶだろう」という考えのもと、デコレーショ

ンすることにこだわったのではないだろうか。また、「土の上に置くと、虫が近づきにくい、雑

草が生えにくい」などの考えがある子どももいた。 
２．協議 
・「子どものこだわり」と「教師の思い」に違いがあったのではないかという意見があった。これは

生活科において最も大切なことであり、子どもと対象の距離をよく観察し、子どもが何を一番大

切にしていきたいのかを教師が考え続けなければならないのである。 
・「寄せ植えをいかに完成させるか」という点に子どものこだわりがあれば、自分の花は目立つ必要

がない。子どもの気付きをつなげ、活かす段階にもっていかなければ子どもたちの意欲も続いて

いかないであろう。 
 

Ⅳ．助言指導の内容（共同研究者：中野真志先生，助言者：水谷和幸先生） 
１．思い・願いをもたせることが大切 
 同じ花を育てるのは、共通認識が見つけられやすい。しかし、色んな花を育てることで多様性が

見えてくるが、共通の基盤がないために話し合いが難しい。 
 種から育てることで「枯らしたくない」などの思いが生まれ、無造作にしなかったのではないだ

ろうか。そうした愛着が生まれることで、子どもの思い・願いが深まったのではないかと思うが、

時間的制約で実現可能な部分と不可能な部分があった。 
 栽培活動は子どもの意欲が持続しにくい。子どもたちのめあて「みんなを笑顔にしたい」「綺麗な

鉢植えにしたい」「みんなが喜ぶ鉢植えにしたい」というものがいくつか出てきたことから「花はみ

んなを喜ばせるよ、笑顔にさせるよ」といった気付きが得られたのではないだろうか。 
 子どもたちにとって、花が既に咲いていたからアレンジングだけの形になっていた。花が咲いて

いなかったら、自分の咲く花を予想し、色んな意見が出せたのかもしれない。 
２．今後の方向性 
飼育活動は子どもとのふれあいを通し、対象との距離が近くなっていくうちに、活動の中で乗り

越えていかなければならない経過として気付きが得られるのではないだろうか。つまり、気付きの

質を高めていくには、いかに対象との距離を近づけるかということになるのではないだろうか。 
 互いに同じ悩みを抱えた子ども同士が交流し合うことで、飼育活動の悩みを解決していく。ゲス

トティーチャーに来てもらい、悩みに対して示唆をもらうこともありではないだろうか。また、友

達に伝えていくことも交流である。活動を活性化させるためには交流活動が重要になってくるので

はないだろうか。 
 思考と表現が密接に結びついている低学年の特性を生かしている活動を行える生活科であるから

こそ、対象物に近づいて考えることができる活動が見られるのではないだろうか。 
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Ⅴ．授業を観察して 
１．授業が始まる前の子どもたちの様子 
本実践を私たち大学院生が観察し一番に感じたことは、子どもが花に対して確かな愛着があり、

花を大切にしようという思いが充分に膨らんでいることであった。本実践は屋外の生活科実習園で

行われた。初めて参観させて頂いたのだが、子どもたちが活動するには充分なスペースがあり、伸

び伸びと活動ができる環境が整えられていることに感動した。いち早く会場に着いた私たちの前に

子ども達が横２列で歩いてきた。中には少し緊張したような顔をした子どももいたが基本的に多く

の子どもがにこやかな顔をしていた。それは外に出て活動ができる喜びというよりも、花をいよい

よ植えることができるという少しワクワクやドキドキに似た気持ちであり、それを子どもたちの表

情から感じ取ることができた。 
２．学習活動中の子どもたちの様子 
 実践が始まり、導入部分では、前時までに行った活動とそれまでの思いや願いを想起させるよう

な支援がされた。そこでも積極的に発言する子どもに対してしっかりその思いに共感しながら聞く

子どもの姿から、花に対して全員が同じように「綺麗な寄せ植えにしたい」という思いを抱いてい

るように思えた。前時までの思いや願いを想起させた後に、グループ活動になった。グループ活動

では主に寄せ植えをどのようにしていくかを交流する場面であったが、付箋紙を駆使しながら子ど

もはその付箋紙に思いや願いを書き、ホワイトボードに貼っていた。自身の意見を可視化すること

で、その意見がグループ内で共有され、更に寄せ植えに対して意見を深めていく姿があった。 
 そして本時のメインとなる寄せ植えの活動に入っていった。この寄せ植えの活動で２つ印象に残

った場面を挙げたい。１つ目は、各グループで１つの植木鉢に対して児童が１つ１つの活動に役割

と責任を持ち合わせながら活動を行っていたことである。役割の部分よりもここでは責任という部

分に注目したい。特に花を植える前の土などを敷き詰める作業の場面では、あるグループから「お

花さんの気持ちを考えて」というような声が聞こえた。今まで関わってきた花に対しての気持ちが

主張された一場面だと私は捉えた。２つ目は、あるグループが活動時間の終わりに近づく中で、花

を植え終え水を与える場面での出来事だ。そのグループ内で「時間を守れるか」という授業に対す

る不安と「お水を与えないとお花が枯れてしまう」という花の命を大切に扱いたいという思いが混

在していた。そしてグループが選択したのは水を与える方だった。もちろん時間は終わりに近づき、

既に片づけをしていたグループもあった。しかし、このグループは花に水を与えることを選択した。

それは授業の時間を守るといった規律的な視点から考えれば、必ずしも良い行動とはいえない。だ

が生活科の内容（７）の「動植物の飼育・栽培」では「命をいとおしむ感覚が育つ」とある。この

グループではその感覚が大いに育まれているのではないか。結果的に少し振り返り活動に遅れてし

まってはいたが、その表情は充実感に満ち溢れていた。飼育・栽培活動では、このように生命を大

切にする子どもの姿が期待される。 
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実践２愛知教育大学附属岡崎小学校 研究発表協議会 

 
平成28年11月15日（火） 公開授業（9:45～10:30） 場所：2年1組教室 
第２学年1組 くすのき学習 単元名：「楽しさいっぱい！ ぼく・わたしのお店へようこそ」 
 
Ⅰ．授業の概要 
１．教材について 

 子どもたちへの思いや願いを具現するため、仲間と協力して二七市に出店する「子ども二七市」

を教材に剪定した。本教材には次のような教材性がると考えた。 

・ 本校から近い八幡町商店街で定期的に開催される二七市に出かけ、お店を運営されている方

やお客さんの考え方やお客さんの考絵にふれることで、お店・お客双方の立場に目を向ける

ことができ、人と人との心のつながりの素晴らしさに気付くことができる。 

・ 60年以上の歴史のある二七市だが、最近は出店数が減り、かつての活気が感じられなくなり

つつある。そんな二七市の現状を知ることや子ども向けの職業体験施設「キッザニア」での

仕事体験や「子ども城下町」での出店体験のある仲間の話を聞くことで「自分たちも楽しい

お店を開きたい」という思いや願いをもち、活動に向かうことができる。 

・ 子どもたちの商品は売れないことが予想される。その際に仲間の店と比較したり、二七市で

お店を運営されている方やお客さんの意見を聞いたり、お店とお客さんのやりとりの様子を

観察したりすることで、人の心のあたたかさが二七市の重要なセールスポイントであること

に気づき、自分のお店を見直すことができる。 

  

２．単元目標 

 ○ 二七市に自分たちのお店を出し、品物を売るという目標を達成するために、二七市のお店屋

さんやお客さんとふれあうことで、人との交流の大切さに気づき、進んで人とかかわろうとす

ることのできる子どもにしたい。 

 ○ 二七市の方やお客さんに喜ばれるために、お店を出そうと仲間と協力して繰り返しお客さん

への呼びかけの練習をしたり商品や売り方の工夫をしたりして、自分たちのお店にするという

目標に向けて努力し続けようとするという目標に向けて努力し続けようとする子どもにした

い。 

 

３．本時の指導 

 １ 本時の目標 

 ○ 二七市で店を開いてみて思ったことを伝え合い、「売れなかった」という困りごとについ

て考えるなかで、お店を工夫するだけでなく、お客さんの立場（お客さんの喜ぶ顔が見られ

るような接し方）になってお店を運営している仲間の活動のよさを感じ、自分の活動を見直

していく姿を引き出したい。 
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２ 指導過程 

児童の学習活動・予想される発言や思考 教師の支援 
１．前時の交流 
二七市にお店を出して感じたことを発表する。 
「お店を変えたら売れるようになった。」 
「描いた絵を 2 枚も買ってくれた人がいてうれしかっ

た。」 
「あんまり売れなかったよ。」 
「売れなかったから難しいと思った。」 

各自二七市にお店を出したことを思い出し、どのように行

ったかを想起する。 
 
２．意見を通しての交流 
「Y のまねをしたら上手と言われて嬉しかった。でもあま

り商品は売れなかったから教えてほしい。」 
「お客さんが喜ぶことをやりたい。」 
 
 
 
 
 
 
３．Yの接客の映像を視聴する 
ビデオを真剣に視聴し、Yがどのように行っているか見る。 
 
 
 
 

１．意図的にAを第1発言者で指名す

る。 
→A に楽しかったと感じている気持ち

を語らせる。 
・その後「うまくいかず困った」と考

えている子どもの考えを「困りごと」

として板書に対比的に位置づけ、どう

したら売れるのか考えたいという意識

を引き出せるようにする。 
 
２．お客さんの立場で接客するとよい

と気づいているYの考えに目が向くよ

うに、Kを意図的に指名する。 
 
 
 
 
 
 
 
３．Y のお店の様子のビデオ映像を視

聴する。 
→お客さんの立場になってお店を運営

することが大切だと気づかせ、自分の

活動を見直そうとする姿を引き出すよ

うにする。 
 

 

 
 
 
 
 
 

・なんでYさんのお店よかったのかな。 
・このままじゃ売れないのかな。 
・どうしたらYさんのお店のようになるのか

な。 
 

・Yさんのお店をまねしてみよう。 
・このままのお店じゃいけない。 
・お客さんは何してほしいんだろう。 
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Ⅱ．授業者の想い 
１．教材との出会いとこれまでの流れ 

 学校の周りを探検することで八幡町商店街の二七市に出会った子どもたち。二七市の代表の方

からお話を聞くことで、お店の数が減っていることを知ると同時に、見学することで二七市の様

子を知り「何か一緒にできないかな」と考え始める。子どもたちが二七市に行き始めてから一ヶ月、

その間、計５回の活動を行った。繰り返し活動を行った結果、子どもたちは二七市やそこにいる人々

への思い入れが強くなっているように感じている。そんな中子どもたちから自分たちで二七市にお店

を出店したいという願いが生まれる。この段階では子どもたちは自分たちのお店への思いや願いが高

まっている一方で、同時に２年生の子どもたちは「お客さんがなかなか来ないな」「商品が売れないな」

など出店することの難しさを感じ、多くの子どもたちはそれぞれ行き詰まりを感じている。 

 愛知教育大学附属岡崎小学校では振り返りの活動で、振り返りカードに書かれている子どもの言葉

の意図を深く理解するために教師は子どもたち一人一人と時間をかけて対話をしている。教師と子ど

もが対話をしている際、通常なら個別学習を行っているが2，3週間前から「ドリルは嫌だ、そんなこ

とよりお店の準備をしたい、相談をしたい、絶対うるさくしないからやらせてくれ」と子どもが訴え

始めた。子どものお店に対する思いや願い活動し始めた頃よりもかなり強まっていることが分かる。 

 

2．本時の授業に当たって 
 本時の授業は、「売ることが楽しい子どもたちにお客さん目線に気がついて欲しい」と想定して設定

したものである。実際に二七市で店を開いてみて思ったことを伝え合う中で「楽しかった」と考える

子どもたちと「困った」と考える子どもたちの意見を引き出し、板書を通して、楽しいだけでなく困

りごとをかかえている子どもがいることに目を向けさせる。自分のお店の商品は全く売れなかったと

考える児童の発言が出たところで「どうしたら売れるようになるかな。」と問い返し、課題を焦点化す

る。そこで、お客さんの立場になって接客すると多くのお客さんが集まってくることに気付いている

児童を意図的に指名し語らせる。児童の話や接客の様子を撮った映像を見せることで、困りごとをか

かえている子どもたちがお客さんの立場になって活動するよさを実感し、自分の活動を見直そうとす

る姿を引き出そうした。 

 

３．今後の展開 
 本授業では子どもたちは困りごとを理解し、じゃあ何をしようという解決策を見出そうとする姿が

見られこれは良い意味で教師が願う子どもの姿を超えてきていた。 

 今後は、お客さんの視点で考えようという意識が高まったり、お店屋さんやお客さんにアンケート

をとったりインタビューをしたりする中で「お客さんが楽しめる」お店に近づけていく。 

 また協議会の中では接客の仕方や売り上げを伸ばすことのもっと奥にある、二七市らしさやそこに

存在する人々の姿をもっと活動を通して深く捉えることで二七市への関わり方やお店の追究が深まっ

ていくのではないかという意見もでた。 

 

―57―



Ⅲ．協議内容 
1. 質疑応答 

・抽出時Yはどのような追究を行ってきたのか？ 

→子どもたちにとって遠い存在である市場とは何かを知るために見せた報道番組を通してものを売

るお店ではなくサービスを提供するマッサージ店の魅力に気づいていた。また回数を重ね接客の仕方

を試行錯誤する中で、ひざ掛けを出したりコミュニケーションをとったりするなど、より良いマッサ

ージ店のあり方の追究をしていた。 

・自分たちも、お客さんも楽しめるようにするための今後の支援は？ 

→お店の商品がなかなか売れなくて困っている子どもたちは、お客さんのニーズに合っていない商品

は売れないということを強く感じ始めている。今後は本授業で学んだお客さんへの接し方と、お客さ

んが求めるものは何かという２つの課題を合わせて声かけをしていく。 

 
2. 協議 

◯「子どもたちが一度みんなで自分たちの目的を確認する場面が必要ではないか。」 

 子どもたちが目指しているものがバラバラなように感じられた。とにかく売りたいという子もいれば、

お客さんに喜んでもらいたいという子もいる。売上を伸ばしたいという気持ちは入り口としては良いが、

どこかで、私たちは一体何を目指しているのかを全員で確認する時間を作るべきである。 

◯「自分の良さや得意なこととお客さんのニーズを考えるべき」 

 抽出時Yの接客の仕方を核に授業は展開されていったが、全員がYさんのマネをしてマッサージ店

を開けば良いのではなく、自分の好きなこと、得意なこと、できることを考えてそれを生かすことで売

り上げが伸びるだけでなくその奥にある自分の良さとお客さんの求めるものに気づき、「自分もお客さ

んも楽しい」に近づけるのではないか。 

◯「人と人との触れ合いを感じること」 

 働くことには「経済的な意義」「生産的な意義」「社会的意義」「人間的な意義」の４つの意味がある。

まだ子どもたちは経済的な面や、生産的な意義にとどまってしまっている。もっとお店を出している人

やそこにいるお客さんなど二七市にいる人々に話を聞くなどして何が楽しみでここに来ているかとい

う部分に触れられると人との触れ合いを感じることができるのではないか。 

 

Ⅳ．助言指導の内容（助言者 豊川市立東部中学校 白井博司校長先生） 
二七市の教材観とは 

 二七市は情感を感じられる場である。子どもたちにはいいお店屋さんを作ることや、たくさんお客さ

んを呼ぶことではなく二七市の代表の方をはじめ、周りの人に手伝ってもらいながら自分たちの店が成

り立っていること、みんなで支え合っていることに気付いてもらいたい。 

 みんなで支え合いながら今日まで続いている二七市の温かさに気付いたとき、それを例えば本にして

発進しようとしたときに二七市という深い教材は生きるだろう。これからも続く活動の中で、お手伝い

などを通して本当の二七市のあたたかい情感に触れていってほしい。 
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Ⅴ．授業を観察して 
 

 今回本学級の授業を参観して、多くの児童が活発であったのが印象的であった。本時のテーマで

ある「二七市に自分たちのお店を出してみて思ったこと」に関して児童がそれぞれ思いや意見を語

っていた。本時までの活動として二七市に実際にお店を出すだけでなく、インタビューも行い自分

たちの考えを深める手立ても行っていたことが、学級掲示物の中にも示されており児童に貴重な経

験が積まれていることが伝わってきた。 
 さて先述したように本時の交流活動のテーマが「二七市を出してみて思ったこと」について交流

する単元であった。指導案の中では女子児童が数人抽出されており、単元内でもその女子児童の意

見が他の児童に様々な影響を与えていたのではないかと感じる。女子児童Aの最初の発言で「お店

をやってお客さんがニコニコして帰って楽しかった」と語った。直後の女子児童Bは「自分は成長

した」、というように語った。それは１回目と２回目の売り上げを比較した結果の意見である。それ

から数人の児童も１回目との比較で成長したと思う点を発表していた。それぞれの活動が主体的に

行えていたからこそ、このような発言ができるのではないかと思う。数名の児童が発表した後に女

子児童Ｙが発表した。Y は「皆に教えてあげたいことが２つある」と話した。１つはお客さんに対

してＹが実践していることであった。Ｙは教師が事前に指導案の中でも抽出した児童の１人であっ

た。このＹの発言に対して児童はＹのお店で行われている良い所とお客さんにも注目していった。 
 その後、偶然ビデオに撮影されていた二七市にマッサージ店を出店していたＹの班の活動を児童

に見せた。Y のお店での活動を見ている児童たちは映像を真剣に視ている様子からも、Y の接客の

仕方やお店の雰囲気から自分の班へ何か吸収できないかと模索する意欲が見えた。それは本単元の

目標にある「お客さんの立場になって（中略）自分の活動を見直していく姿を引き出していく」こ

とができていたと思われる。最後にビデオを見終わり、それぞれ意見が出たが、最後に「練習した

い」という言葉が出た。今までも練習とまではいかないが子どもたちの中である程度シミュレーシ

ョンを行い、お店を出していたと思う。本時から児童の中で少なからず前時までになかった視点が

広がったと考えている。それは自分達の活動を見直すだけでなく、より良いお店にしていくために

必要な有効な時間であったのではないかと思う。 
 子どもたちの主体的な姿勢がこれまでの活動の充実による成功と課題を本時で語り合えたものと

思う。しかしある男子児童が積極的な発言を行っている中で今１つ取り上げきれていない場面が見

えた。その理由というのがクラスメイトとの人間関係によるものであった。普段から児童と接して

いる教師による見取りであるのでそこまで取り上げなかったとあるが、私はそのような児童をそれ

こそあえて取り上げることで濃い時間になると捉えている。くすのき学習だからこそ人間関係を超

えて本音を児童同士がぶつけ合う時間も時には必要である。私が見る限り児童によって満足度に違

いはあるかもしれないが、共通の目的に向かって進んでいると十分に感じることができた。子ども

の見取りが座席表にて示されていることから、交流活動を更に児童主体で展開していけば、より一

層の学びの質の高まりが期待できる。 
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音楽分科会  

小学校音楽科におけるモジュール学習（短時間学習活動） 

音楽教育講座・新山王政和 

モジュール学習計画作成者：名古屋小学校・市江真理子、小出真規子、長岡知里 

１．短時間学習に関わる議論 

次期学習指導要領に向けた改訂作業の中で示された H28年8月付「文科省教育課程部会教育課程特別企

画部会資料」に、「短時間学習」および「小学校の標準授業時間数の増加」の記述があることを重視し、

これに対応する一方策として、名古屋小学校音楽科（市江真理子、小出真規子、長岡知里）が積み上げて

きた「モジュール学習（短時間学習活動）」を紹介したい。これは名古屋小学校の教員が、これまでに継

続的に取り組んできた実践の成果に基づき、学習活動の内容を一覧表に整理したものであり、今回の学習

指導要領改訂に向けた対応策として提案するのみならず、週あたりに授業時数が十分ではない現状におい

て、音楽科の基礎基本の力を確実に付けさせる有効な方法の一つとして提案している。 

 

２．学習指導要領改訂案における小学校授業時数の増加 

 本来「モジュール学習（短時間学習活動）」とは、授業内の一部を割いて一定期間継続して行う反復活

動や授業外で補習的に行うものを指している。しかし次期学習指導要領に向けて示された「小学校の標準

授業時間数」は、中学年以上で年間授業枠を超えた時数が記されていることから、今後この短時間学習が

正規の授業時数を補完する重要な位置付けになるであろう。 

・3年生：現行945時間⇒改定案980時間（35増） ・4年生：現行980時間⇒改定案1015時間（35増） 

・5年生：現行980時間⇒改定案1015時間（35増） ・6年生：現行980時間⇒改定案1015時間（35増） 

 

３．モジュール学習（短時間学習活動）の整理 

H28年8月付の同じ文書では、短時間学習について特に項目を割いて次のように説明している。 

「～略～小学校高学年において年間 35単位時間増となる時数を確保するためには、ICT等も活用しながら

10～15分程度の短い時間を単位として繰り返し教科指導を行う短時間学習（帯学習、モジュール学習。以

下「短時間学習」という）を含めた柔軟なカリキュラムの設定～略～」という記述がある。ちなみにこの

短時間学習については、既に現行の指導要領「総則の解説（小学校）」及び「解説本文（中学校）」の中

に運用に関する記述があり、これによると一定の条件下で実施されたものは当該教科の年間授業時数に含

めることが可能とされている。よって授業外で短時間に行われているクラス合唱等の音楽活動等も、将来

的には各学校の判断により授業時数に組み込まれてしまう危険性を否定することはできない。 

 

４．モジュール学習（短時間学習活動）による試案作成の試み 

 短時間の学習活動を授業の中へ組み込んでいくことは、いずれ重要な課題の一つになるであろう。また

そこへ至る過渡期では、限られた授業時数の中で効率よく「音楽の基礎・基本」と「音楽の知識・技能」

を習得させる一方策として極めて有効である。よって本学附属名古屋小学校の市江真理子・小出真規子・

長岡知里の音楽科教諭により継続的に積み上げられてきた「小学校音楽科における基礎基本を身に付ける

ためのモジュール学習活動計画」および「各学年年間学習計画」を次頁以降に紹介したい。 

 

５．小学校音楽科における基礎基本を身に付けるためのモジュール学習活動計画（次頁以降に掲載） 

                                市江真理子（名古屋小学校音楽科） 

小出真規子（名古屋小学校音楽科） 

長岡知里（名古屋小学校音楽科） 
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ド
を
使
っ

 
て 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
さ
ま
ざ
ま
な
強
さ
で

 
打
つ

 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
異
な
る
リ
ズ
ム
で
呼
び

 
か
け
っ
こ
す
る

 

拍
の
流
れ
に
の
っ
て
歩
く

 
・
強
弱
を
変
え
て
歩
く

 
・
速
度
を
変
え
て
歩
く

 

 
拍
の
流
れ
に
の
っ
て
名
前

の
呼
び
か
け
っ
こ

 

歌 声 づ く り

 

「
さ
ん

ぽ
」

 
・
楽
曲

の
気

分
を

感
じ

取
っ

て
身
体

表
現

し
な
が
ら

の
斉

唱
 

「
わ

は
は

た
い

そ
う

」
 

・
姿
勢

の
確

認
 

・
口
形

を
意

識
し

た
斉

唱
 

「
ど
れ

み
の

キ
ャ

ン
デ

ィ
ー

」
 

・
ド
レ

ミ
体

操
を

取
り

入
れ

て
音

の
高

さ
を

意
識
し
た

斉
唱

 
「
ど
ん

な
ゆ

め
」

 
・

音
の

高
さ

を
意

識
し

た
斉
唱

 
「
ア
イ

ア
イ

」
 
 
・
互

い
の

歌
声

を
聴
く

こ
と
を
意

識
し

た
交

互
唱

 

発
表
曲

よ
り

抽
出

 
 

「
こぶ

たぬ
きつ

ねこ
」 

・
互
い
の
歌
声
を
聴
く
こ
と

を
意
識
し
た
交
互
唱
 

 
 
月

 
４
月

 
５
月

 
６
月

 
７
月
 
 
 
 
９
月
 
 
 
 
１
０
月
 
 
 
 
１
１
月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
２
月
 
 
 
 
１
月
 
 
２
月
 
 
３
月

 

題
材
名

 
（
時
数

）
 

音
楽
に

合
わ

せ
て

 

（
５
）

 

歌
で
よ

び
か

け
っ

こ
 

（
４
）

 

は
く
の

流
れ

と
 

リ
ズ
ム

 

（
６
）

 

楽
器
で

ド
レ

ミ
 

（
７
）

 

歌
う
の

大
す

き
 

（
４
）

 

い
い
音

み
つ

け
て

 

（
５
）

 

に
っ
ぽ

ん
の

う
た

 

み
ん
な

の
う

た
(1

) 

（
２
）

 

お
ま
つ

り
の

音
楽

 

（
５
）

 

よ
う
す

を
音

楽
で

 

（
８
）

 

み
ん
な

で
つ

く
ろ

う
 

お
別
れ

音
楽

会
 

(1
6)

 

み
ん
な

で
 

合
わ
せ

て
 

（
５
）

 

に
っ
ぽ

ん
の

う
た

 

み
ん
な

の
う

た
(2

) 

（
１
）

 

題
材

の
目

標
 

拍
の
流
れ
や
強
弱
の

違
い
か
ら
、
楽
曲
の
気

分
を
感
じ
取
り
、
様
子

を
想
像
し
な
が
ら
歌
っ

た
り
聴
い
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

 

問
い
と
答
え
の
仕
組

み
や
強
弱
の
変
化
か
ら

呼
び
掛
け
合
い
の
面
白

さ
を
感
じ
取
り
、
互
い

の
歌
声
を
聴
き
合
い
、

声
を
合
わ
せ
て
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

 

拍
の
流
れ
、
リ
ズ
ム

速
度
や
問
い
と
答
え
の

仕
組
み
か
ら
、
楽
曲
の

特
徴
を
感
じ
取
り
聴
い

た
り
表
現
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

旋
律
や
フ
レ
ー
ズ
か

ら
、
楽
曲
の
特
徴
を
感

じ
取
り
、
階
名
に
親
し

み
な
が
ら
、
簡
単
な
旋

律
を
演
奏
し
た
り
歌
っ

た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

 

音
色
や
リ
ズ
ム
か
ら

楽
曲
の
気
分
を
感
じ
取

り
、
自
分
の
歌
声
や
発

音
に
気
を
付
け
た
り
歌

詞
の
表
す
情
景
を
想
像

し
た
り
し
て
、
楽
曲
に

合
う
歌
い
方
を
工
夫
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

 

 
身
の
回
り
の
音
や
楽

曲
の
気
分
に
関
心
を
も

ち
、
そ
の
音
の
特
徴
や

楽
器
の
音
色
、
リ
ズ
ム

か
ら
、
楽
曲
の
気
分
を

感
じ
取
っ
て
聴
い
た
り

表
現
を
工
夫
し
た
り
す

 
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

 

 
音
色
や
フ
レ
ー
ズ
か
ら

楽
曲
の
気
分
を
感
じ
取
り

楽
曲
の
表
す
情
景
を
想
像

し
な
が
ら
、
気
持
ち
を
込

 
め
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

 

お
祭
り
の
音
楽
の
リ
ズ

ム
や
拍
の
流
れ
か
ら
、
楽

曲
の
気
分
を
感
じ
取
っ
て

聴
い
た
り
、
楽
曲
の
特
徴

を
生
か
し
て
表
現
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

 

音
色
、
反
復
の
仕
組
み

や
速
度
か
ら
、
楽
曲
の
表

す
様
子
の
変
化
を
感
じ
取

っ
て
聴
い
た
り
表
現
し
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

 

音
色
、
反
復
の
仕
組
み
や

速
度
か
ら
、
楽
曲
の
表
す
様

子
の
変
化
を
感
じ
取
っ
て
聴

い
た
り
表
現
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

リ
ズ
ム
や
拍
の
流
れ
か

ら
、
楽
曲
の
特
徴
を
感
じ
取

り
、
声
や
音
を
合
わ
せ
て
表

現
し
た
り
聴
い
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

旋
律
の
特
徴
か
ら
、
楽
曲

の
表
す
情
景
や
気
分
を
感
じ

取
り
、
楽
曲
の
情
景
に
合
っ

た
歌
い
方
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

 

モ
ュ

ー
ル

学
習

で
 

扱
う

要
素

や
仕

組
み

 
強
弱
 

 
拍
の
流
れ

 
強
弱
 

 
問
い
と
答
え

 

リ
ズ
ム
 
速
度

 
拍
の
流
れ

 
問
い
と
答
え

 

旋
律
 

 
フ
レ
ー
ズ

 
音
色
 
リ
ズ
ム

 
音
色
 
リ
ズ
ム

 
音
色
 

 
フ
レ
ー
ズ

 
リ
ズ
ム
 

 
拍
の
流
れ

 
音
色
 
速
度
 
反
復

 
リ
ズ
ム
 
強
弱

 
拍
の
流
れ

 
リ
ズ
ム

 
拍
の
流
れ

 
旋
律

 

モ ジ ュ ー ル 学 習 

音 楽 遊 び 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
さ
ま
ざ
ま
な

 
強
弱
で
打
つ

 
・
さ
ま
ざ
ま
な

 
気
分
で
打
つ

 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
呼
び
か
け
る
よ
う

に
交
互
に
打
つ

 
 

リ
ズ
ム
リ
レ
ー

 
・
拍
の
流
れ
に
の
っ

て
打
つ

 
  

鍵
盤

ハ
ー

モ
ニ

カ

模
奏

 
・
ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ

 
を
使
っ
て

 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・

手
拍

子
、

足
踏
 

み
、
ひ
ざ
打
ち
を

入
れ
て
打
つ

 
 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器

を
使
っ
て
打
つ

 
 

 
リ
ズ
ム
打
ち

 
・
左
右
の
手
で
交
互
に

打
つ

 
・
か
け
声
を
入
れ
て

 
 
打
つ

 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
強
弱
を
変
え
て
反
復

し
て
打
つ

 
・
さ
ま
ざ
ま
な
速
度
で

打
つ

 

 
リ
ズ
ム
打
ち

 
・

友
達

と
手

合
わ

せ
し

て
打
つ

 
・
３
拍
子
、
４
拍
子
で

 
打
つ

 

 

歌 声 づ く り 

「
校
歌
」

 
 

・
姿
勢
と
口
形
の
確

認
 

・
音
の
高
さ
を
意
識

し
た
斉
唱

 

｢ラ
ラ
ラ
歌
お
う
」

 
・
互
い
の
歌
声
を
聴

く
こ
と
を
意
識

し
た
交
互
唱

 

「
夏
だ
！
」

 
・
拍
の
流
れ
を
感
じ
取
っ
た
交
互
唱

 
 

「
ね
こ
だ
っ
て
 
サ
ッ
カ
ー
」

 
・
楽
曲
の
気
分
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
手
拍
子
を
入
れ
た
斉
唱

 
  

「
夕
や
け

 こ
や
け
」

 
・
フ
レ
ー
ズ
を
意
識
し
た
斉
唱

 
・
高
音
の
発
声
を
意
識
し
て
「
マ
」
で
歌
う

 
  

発
表
曲
よ
り
抽
出

 
   

「
モ
ー
ニ
ン
グ
・
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」

 
・
楽
曲
の
気
分
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
手
拍
子
を

入
れ
た
斉
唱

 
・
互
い
の
歌
声
を
聴
く
こ
と
を
意
識
し
た
部
分
二

部
合
唱
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 《
 第

１
学
年

 
音
楽
科
年
間
指

導
計
画
 
》

 
１

 
学

年
の

目
標

】
 

（
１

）
楽

し
く

音
楽

に
か

か
わ

り
、
音

楽
に

対
す

る
興

味
・

関
心

を
も

ち
、

音
楽

経
験

を
生

か
し

て
生

活
を

明
る

く
潤

い
の

あ
る

も
の

す
る

態
度

と
習

慣
を

育
て

る
。

 
（

２
）

基
礎

的
な

表
現

の
能

力
を

高
め

、
音

楽
表

現
の

楽
し

さ
に

気
付

く
よ

う
に

す
る

。
 

（
３

）
様

々
な

音
楽

に
親

し
む

よ
う
に

し
、

基
礎

的
な

鑑
賞

の
能

力
を

育
て

、
音

楽
を

味
わ

っ
て

聴
く

よ
う

に
す

る
。

 
２

 
評

価
の

観
点

 
（

１
）

〈
音

楽
へ

の
関

心
・

意
欲

・
態

度
〉
楽

し
く

音
楽

に
か

か
わ

り
、

音
や

音
楽

に
対

す
る

関
心

を
も

ち
、

音
楽

表
現

や
鑑

賞
の

学
習

に
自

ら
取

り
組

も
う

と
す
る

。
 

（
２

）
〈

音
楽

表
現

の
創

意
工

夫
〉
音

楽
を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
聴

き
取

り
、

そ
れ

ら
の

働
き

が
生

み
出

す
よ

さ
や

面
白

さ
な

ど
を

感
じ

取
り

な
が

ら
、

音
楽
表

現
を

工
夫

し
、

ど
の

よ
う

に
表

す
か

に
つ

い
て

思
い

や
意
図

を
も
っ

て
い

る
。

 
（

３
）

〈
音

楽
表

現
の

技
能

〉
音

楽
表

現
を
す

る
た

め
の

基
礎

的
な

技
能

を
身

に
付

け
、

歌
っ

た
り

、
楽

器
を

演
奏

し
た

り
、

音
楽

を
つ

く
っ

た
り

し
て

い
る

。
 

（
４

）
〈

鑑
賞

の
能

力
〉

音
楽

を
形
づ

く
っ
て

い
る

要
素

を
聴

き
取

り
、

そ
れ

ら
の

働
き

が
生

み
出

す
よ

さ
や

面
白

さ
な

ど
を

感
じ

取
り

な
が

ら
、

楽
曲

や
演

奏
の
楽

し
さ

に
気

付
き

、
味

わ
っ

て
聴

い
て

い
る

。
 

 
 
 
 
 
  

 
 

Ａ
 

 
表

 
 

現
 

Ｂ
 
鑑

 
賞

 
 

 
 〔

 
共

 
通

 
事

 
項

 
〕

 

歌
唱

の
活

動
 

器
楽

の
活

動
 

音
楽

 
づ

く
り

 
鑑

賞
の

 
活

動
 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

 
音
楽
の

 
仕
組
み
 

ア
 
イ

 
ウ

 
エ

 
ア

 
イ

 
ウ

 
エ

 
ア

 
イ

 
ア

 
イ

 
ウ

 
音 色 

リ ズ ム 

速 度 

旋 律 

強 弱 

フ レ ー ズ 
拍 の 流 れ 

反 復 

問 い と 答 え 

模 唱 ・ 暗 唱 （ 階 名 ） 

歌 詞 の 表 す 情 景 ・ 楽 曲 の 気 分 

自 分 の 歌 声 ・ 発 音 

互 い の 歌 声 

聴 奏 ・ 視 奏 （ リ ズ ム 譜 ） 

楽 曲 の 気 分 

音 色 

互 い の 楽 器 の 音 

音 楽 遊 び 

音 を 音 楽 に す る 

楽 曲 の 気 分 

要 素 の か か わ り 合 い 

楽 曲 や 演 奏 の 楽 し さ 

学
期

 
月

 
題

 
 

材
 

時
間
 

教
 

 
 

 
 

材
 

Ⅰ
 

(
2
2
) 

４
 

 
あ

つ
ま

れ
！

お
ん

が
く

な
か

ま
 

３
 

さ
ん

ぽ
 

こ
い

の
ぼ

り
 

め
だ

か
の

が
っ

こ
う

 
か

え
る

の
が

っ
し

ょ
う

 
ば

す
ご

っ
こ

 
 

い
ぬ

の
お

ま
わ

り
さ

ん
 

こ
と

り
の

う
た

 
ち

ゅ
う

り
っ

ぷ
 

や
ぎ

さ
ん

ゆ
う

び
ん

 
 

ち
ょ

う
ち

ょ
う

 
お

つ
か

い
あ

り
さ

ん
 

 
校

歌
 

わ
は

は
た

い
そ

う
 

ふ
し

ぎ
な

ポ
ケ

ッ
ト

 
ま

ね
っ

こ
う

た
 

◎
 
◎
 
○
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
〇

 
〇

 
◎
 

  
 

〇
 

  
  

５
 

 
お

ん
が

く
に

 
あ

わ
せ

て
 

８
 

か
も

つ
れ

っ
し

ゃ
 

♭
サ

ン
ダ

ー
バ

ー
ド

 
♭

な
み

を
こ

え
て

 
♭

ど
う

け
し

の
ギ

ャ
ロ

ッ
プ

 
♭

ピ
ン

ク
・

パ
ン

サ
ー

の
テ

ー
マ

 
♭

ぞ
う

 
（

共
）

ひ
ら

い
た

 ひ
ら

い
た

 
お

ち
ゃ

ら
か

 
な

べ
な

べ
 

♭
わ

ら
べ

う
た

（
共

）
か

た
つ

む
り

 
 

○
 
◎
 
○
 

  
  

 
 

  
  

  
◎
 
○
 
○
 
〇

 
〇

 
◎
 
○

 
○
 

 
◎
 

  
  

６
 

 
リ

ズ
ム

と
な

か
よ

し
 

７
 

ぶ
ん

ぶ
ん

ぶ
ん

 
♯

た
ん

と
 

う
ん

で
 

リ
ズ

ム
を

つ
く

ろ
う

 
し

ろ
く

ま
の

ジ
ェ

ン
カ

 
♭

ジ
ェ

ン
カ

 
わ

く
わ

く
キ

ッ
チ

ン
 

ポ
ン

ポ
ン

ポ
ッ

プ
コ

ー
ン

 
〇

 
〇

 
〇

 
 

 
 

 
 

 
◎

 
〇

 
〇

 
◎

 
 

◎
 
〇

 
 

 
 

◎
 
◎

 
 

６
 

 
こ

ん
に

ち
は

 
け

ん
ば

ん
ハ

ー
モ

ニ
カ

（
１

）
 

２
 

♯
ど

ん
な

 
お

と
が

 
す

る
か

な
 

♯
ど

の
 

お
と

で
 

あ
そ

ぼ
う

 
 

♪
ま

ほ
う

の
 

ど
 

 
 

 
 

〇
 
◎

 
◎

 
〇

 
 

 
 

 
 

◎
 
〇

 
〇

 
〇

 
 

 
 

 
 

７
 

に
っ

ぽ
ん

の
う

た
 

み
ん

な
の

う
た

 
２

 
（

共
）

う
み

 
た

な
ば

た
さ

ま
 

〇
 
◎

 
〇

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 
◎

 
 

 

Ⅱ
 

(
2
4
) 

９
 

ど
れ

み
と

 
な

か
よ

し
（

１
）

 
３

 
♭

ど
れ

み
の

 う
た

 
ど

れ
み

の
 キ

ャ
ン

デ
ィ

ー
 

〇
 
〇

 
〇

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
 
◎

 
 

 
 

 
◎

 
 

 
 

 
 

９
 

1
0
 

 

こ
ん

に
ち

は
 

け
ん

ば
ん

ハ
ー

モ
ニ

カ
（

２
）

 
６

 
♯

ど
れ

み
の

 お
と

で
 あ

そ
ぼ

う
 

♪
♯

あ
の

ね
 

♯
ど

れ
み

ふ
ぁ

そ
の

お
と

で
 あ

そ
ぼ

う
 

♪
ど

ん
ぐ

り
 ぐ

り
 ぐ

り
 

 
 

 
 

◎
 
〇

 
◎

 
〇

 
 

◎
 

 
 

 
〇

 
〇

 
 

◎
 

 
 

 
 

◎
 

1
0
 

ど
れ

み
と

 
な

か
よ

し
（

２
）

 
２

 
（

共
）

ひ
の

ま
る

 
た

き
び

 
〇

 
〇

 
◎

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 

 
◎

 
 

 
 

1
1
 

い
い

お
と

 
み

つ
け

て
 

３
 

♯
い

ろ
い

ろ
な

 お
と

を
 み

つ
け

よ
う

 
お

と
の

マ
ー

チ
 

 
 

 
 

 
 

 
◎

 
◎

 
 

 
 

 
◎

 
 

 
 

◎
 

 
 

 
 

1
1
 

お
と

で
 

よ
び

か
け

っ
こ

 
３

 
♯

が
っ

き
の

 お
と

で
 よ

び
か

け
っ

こ
し

て
 あ

そ
ぼ

う
 

♭
こ

う
し

ん
き

ょ
く

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〇
 
◎

 
 

 
 

◎
 
◎

 
 

 
◎

 
 

 
 

◎
 

1
2
 

よ
う

す
を

 
お

ん
が

く
で

 
７

 
♭

お
ど

る
こ

ね
こ

 
♯

す
ず

め
が

ち
ゅ

ん
 

♭
お

も
ち

ゃ
の

へ
い

た
い

 
お

も
ち

ゃ
の

チ
ャ

チ
ャ

チ
 

♯
ほ

し
の

お
ん

が
く

を
つ

く
ろ

う
 

お
し

ょ
う

が
つ

 
〇

 
◎

 
〇

 
 

 
 

 
 

 
〇

 
◎

 
◎

 
〇

 
◎

 
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

Ⅲ
 

(
2
2
) 

１
 

２
 

み
ん

な
で

つ
く

ろ
う

 
お

別
れ

音
楽

会
 

４
＋

1
2 

学
年

演
奏

曲
 

〇
 
◎

 
◎

 
〇

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 
〇

 
〇

 
〇

 
◎

 
 

◎
 

 
 

３
 

 
き

き
あ

っ
て

 
あ

わ
せ

て
 

６
 

も
り

の
 く

ま
さ

ん
 

♪
フ

ル
ー

ツ
ケ

ー
キ

 
ア

イ
ア

イ
 

こ
ぶ

た
ぬ

き
つ

ね
こ

 
う

れ
し

い
ひ

な
ま

つ
り

 
〇

 
〇

 
〇

 
◎

 
 

 
 

 
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
◎

 
 

◎
 

合
計

時
間

数
 

６
８

 
主

要
教

材
：

ｺ
ﾞ
ｼ
ｯ
ｸ
(

そ
の

他
明

朝
)
（

共
）

：
共

通
教

材
 ♪

：
器

楽
 

♯
：

音
楽

づ
く

り
 

♭
：

鑑
賞

 
１

 
５

 
２

 
１

 
１

 
１

 
２

 
１

 
１

 
４

 
２

 
２

 
１

 
５

 
２

 
２

 
４

 
３

 
２

 
５

 
１

 
３
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 《
 第

２
学
年

 
音
楽
科
年
間
指

導
計
画
 
》

 
１

 
【

学
年

の
目

標
】

 
（

１
）

楽
し

く
音

楽
に

か
か

わ
り

、
音

楽
に

対
す

る
興

味
・

関
心

を
も

ち
、

音
楽

経
験

を
生

か
し

て
生

活
を

明
る

く
潤

い
の

あ
る

も
の

す
る

態
度

と
習

慣
を

育
て

る
。

 
（

２
）

基
礎

的
な

表
現

の
能

力
を

高
め

、
音

楽
表

現
の

楽
し

さ
に

気
付

く
よ

う
に

す
る

。
 

（
３

）
様

々
な

音
楽

に
親

し
む

よ
う
に

し
、

基
礎

的
な

鑑
賞

の
能

力
を

育
て

、
音

楽
を

味
わ

っ
て

聴
く

よ
う

に
す

る
。

 
２

 
評

価
の

観
点

 
（

１
）

〈
音

楽
へ

の
関

心
・

意
欲

・
態

度
〉
楽

し
く

音
楽

に
か

か
わ

り
、

音
や

音
楽

に
対

す
る

関
心

を
も

ち
、

音
楽

表
現

や
鑑

賞
の

学
習

に
自

ら
取

り
組

も
う

と
す
る

。
 

（
２

）
〈

音
楽

表
現

の
創

意
工

夫
〉
音

楽
を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

を
聴

き
取

り
、

そ
れ

ら
の

働
き

が
生

み
出

す
よ

さ
や

面
白

さ
な

ど
を

感
じ

取
り

な
が

ら
、

音
楽
表

現
を

工
夫

し
、

ど
の

よ
う

に
表

す
か

に
つ

い
て

思
い

や
意
図

を
も

っ
て

い
る

。
 

（
３

）
〈

音
楽

表
現

の
技

能
〉

音
楽
表

現
を

す
る

た
め

の
基

礎
的

な
技

能
を

身
に

付
け

、
歌

っ
た

り
、

楽
器

を
演

奏
し

た
り
、

音
楽

を
つ

く
っ

た
り

し
て

い
る

。
 

（
４

）
〈

鑑
賞

の
能

力
〉

音
楽

を
形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
を

聴
き

取
り

、
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

よ
さ

や
面

白
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
な

が
ら

、
楽

曲
や

演
奏

の
楽

し
さ

に
気

付
き

、
味

わ
っ

て
聴

い
て

い
る

。
 

 
 
 
 
 
  

 
 

Ａ
 

 
表

 
 

現
 

Ｂ
 
鑑
 

賞
 
 

 
 〔

 
共

 
通

 
事

 
項

 
〕

 

歌
唱

の
活

動
 

器
楽

の
活

動
 

音
楽

 
づ

く
り

 
鑑

賞
の

 
活

動
 

音
楽

を
形

づ
く

っ
て

い
る

要
素

 
音
楽
の

 
仕
組
み
 

ア
 
イ

 
ウ

 
エ

 
ア

 
イ

 
ウ

 
エ

 
ア

 
イ

 
ア

 
イ

 
ウ

 
音 色 

リ ズ ム 

速 度 

旋 律 
強 弱 

フ レ ー ズ 

拍 の 流 れ 

反 復 

問 い と 答 え 

模 唱 ・ 暗 唱 （ 階 名 ） 

歌 詞 の 表 す 情 景 ・ 楽 曲 の 気 分 

自 分 の 歌 声 ・ 発 音 

互 い の 歌 声 

聴 奏 ・ 視 奏 （ リ ズ ム 譜 ） 

楽 曲 の 気 分 

音 色 

互 い の 楽 器 の 音 

音 楽 遊 び 

音 を 音 楽 に す る 

楽 曲 の 気 分 

要 素 の か か わ り 合 い 

楽 曲 や 演 奏 の 楽 し さ 

学
期

 
月

 
題

 
 

材
 

時
間
 

教
 

 
 

 
 

材
 

Ⅰ
 

(
2
2
)  

４
 

 
音

楽
に

 
合

わ
せ

て
 

５
 

ジ
ェ

ッ
ト

コ
ー

ス
タ

ー
 

♭
ジ

ェ
ッ

デ
ィ

ン
デ

デ
ン

 
♭

と
う

し
ん

ド
ー

イ
 

♭
か

め
ん

ぶ
と

う
会

の
ワ

ル
ツ

 
♭

マ
ン

ボ
ナ

ン
バ

ー
フ

ァ
イ

ブ
 

♭
ミ

ッ
シ

ョ
ン

イ
ン

ポ
ッ

シ
ブ

ル
の

テ
ー

マ
 

♭
ノ

ク
タ

ー
ン

だ
い

２
番

 小
さ

な
は

た
け

 校
歌

 
○

 
◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 
○

 
○

 
○

 
 

○
 

 
◎
 

 
◎
 

  
  

５
 

 
歌

で
 

よ
び

か
け

っ
こ

 
４

 
山

び
こ

 
ご

っ
こ

 
（

共
）

か
く

れ
ん

ぼ
 

あ
の

青
い

空
の

よ
う

に
 

ラ
ラ

ラ
歌

お
う

 
○

 
○

 
○

 
◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

◎
 

 
○

 
 

◎
 

５
 

 
は

く
の

 
な

が
れ

と
 

リ
ズ

ム
 

６
 

♭
ど

う
ぶ

つ
の

 歌
 

こ
い

ぬ
の

 ビ
ン

ゴ
 

♯
ど

う
ぶ

つ
ラ

ッ
プ

で
 あ

そ
ぼ

う
 

ぴ
ょ

ん
ぴ

ょ
こ

 ロ
ッ

ク
ン

ロ
ー

ル
 

♯
こ

と
ば

の
リ

ズ
ム

で
あ

そ
ぼ

う
 

夏
だ

！
 

や
お

や
の

 お
み

せ
 

ツ
ッ

ピ
ン

と
び

う
お

 
◎
 
○

 
 

○
 

 
 

 
 

◎
 
○

 
○

 
◎
 

 
 

◎
 
◎
 

 
 

 
◎
 

 
◎
 

７
 

楽
き

で
 

ド
レ

ミ
 

７
 

♯
ド

レ
ミ

で
 お

話
し

 
♪

か
え

る
の

 が
っ

し
ょ

う
 

♪
か

っ
こ

う
 

♪
ド

レ
ミ

の
ト

ン
ネ

ル
 

◎
 

 
 

○
 
◎
 

 
○

 
◎
 

 
○

 
 

 
 

 
 

 
◎
 

 
◎
 

 
 

○
 

Ⅱ
 

(
2
4
) 

９
 

歌
う

の
 

大
す

き
 

４
 

朝
の

 リ
ズ

ム
 

（
共

）
虫

の
こ

え
 

モ
ー

ニ
ン

グ
・

チ
ャ

チ
ャ

チ
ャ

 
ね

こ
だ

っ
て

 サ
ッ

カ
ー

 
つ

き
 

と
ん

ぼ
の

 め
が

ね
 

○
 
○

 
◎
 
○

 
 

 
◎
 
○

 
◎
 

 
 

 
 

◎
 
◎
 

 
 

 
 

 
 

 

1
0
 

い
い

音
 

み
つ

け
て

 
５

 
♯

ど
ん

な
 音

が
 き

こ
え

る
か

な
 

♭
ゆ

か
い

な
時

計
 

♪
森

の
 た

ん
け

ん
た

い
 

○
 
○

 
 

○
 
○

 
◎
 
◎
 
○

 
○

 
 

○
 
○

 
◎
 
◎
 
◎
 

 
 

 
 

 
 

○
 

1
1
 

に
っ

ぽ
ん

の
う

た
 

み
ん

な
の

う
た

（
１

）
 

２
 

（
共

）
夕

や
け

 こ
や

け
 

○
 
◎
 
◎
 
○

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 

 
 

○
 

 
◎
 

 
 

 

1
1
 

お
ま

つ
り

の
 

音
楽

 
５

 
村

ま
つ

り
 

♭
日

本
の

 た
い

こ
 

♯
お

ま
つ

り
の

 音
楽

を
 つ

く
ろ

う
 

お
ま

つ
り

ワ
ッ

シ
ョ

イ
 
○

 
◎
 

 
 

 
 

 
 

○
 
◎
 
○

 
◎
 

 
○

 
◎
 

 
 

 
 

◎
 

 
○

 

1
2
 

よ
う

す
を

 
音

楽
で

 
８

 
♭

そ
り

す
べ

り
 

こ
ぎ

つ
ね

 
♪

汽
車

は
走

る
 

♭
し

ゅ
っ

ぱ
つ

 
ジ

ン
グ

ル
ベ

ル
 

♭
ク

リ
ス

マ
ス

ソ
ン

グ
メ

ド
レ

ー
 

○
 
◎
 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 
◎
 
○

 
 

◎
 
○

 
 

◎
 
○

 
◎
 

 
○

 
 

 
◎
 

 

Ⅲ
 

(
2
2
) 

１
 

２
 

み
ん

な
で

つ
く

ろ
う

 
お

別
れ

音
楽

会
 

４
＋

1
2 

学
年

演
奏

曲
 

○
 
◎
 
◎
 
○

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 
○

 
〇

 
○

 
◎

 
 

◎
 

 
○

 

３
 

 
み

ん
な

で
 

合
わ

せ
て

 
５

 
ウ

ン
パ

ッ
パ

 
♭

テ
ィ

ッ
ク

リ
ン

グ
 

♪
チ

ャ
チ

ャ
 マ

ン
ボ

 
♪

ア
ン

ダ
ル

コ
の

歌
 

さ
ん

ぽ
 

音
楽

の
お

く
り

も
の

 
○

 
○

 
 

◎
 
○

 
○

 
○

 
◎
 

 
 

◎
 
○

 
 

 
◎
 

 
 

 
 

◎
 

 
 

３
 

に
っ

ぽ
ん

の
う

た
 

み
ん

な
の

う
た

（
２

）
 

１
 

（
共

）
春

が
き

た
 

○
 
◎
 
○

 
○

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

◎
 

 
○

 
 

 
 

合
計

時
間

数
 

６
８

 
主

要
教

材
：

ｺ
ﾞ
ｼ
ｯ
ｸ
(

そ
の

他
明

朝
)
（

共
）

：
共

通
教

材
 ♪

：
器

楽
 

♯
：

音
楽

づ
く

り
 

♭
：

鑑
賞

 
２

 
６

 
３

 
２

 
１

 
１

 
２

 
３

 
２

 
１

 
３

 
２

 
１

 
４

 
５

 
２

 
２

 
２

 
２

 
４

 
１

 
２
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《
第
３
学
年
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
年
間
計
画
》

 

《
第
４
学
年
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
年
間
計
画
》

 

月
 

 
４
月
 
 
 
 
 
 
 
 
５
月
 
 
 
 
 
 
 

 ６
月
 
 
 
 
 
 
 
 

 ７
月
 
 
 
９
月
 
 
 
 
 
 
 
 
１
０
月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
１
月
 
 
 
 
 
 
１
２
月
 

１
月
 
２
月
 
 
３
月

 

題
材
名

 
（
時
数

）
 

す
て
き

な
声

で

(３
) 

こ
ん
に

ち
は

 
リ
コ
ー

ダ
ー

(３
) 

楽
ふ
と
ド
レ
ミ

(３
) 

に
っ
ぽ
ん
の
う

た
 

み
ん
な
の
う
た
(1
) 

（
1）

 

せ
ん
り
つ
と
音
色
 

（
６
）

 

く
り
返
し
て
 

重
ね
て
 

（
４
）

 

め
ざ
せ
 

楽
器
名
人
(１

)

(１
) 

に
っ
ぽ
ん
の
う
た

み
ん
な
の
う
た
(2
)

（
１
）

 

め
ざ
せ
 

楽
器
名
人
(２

) 
(３

) 

世
界
の
 

歌
め
ぐ
り
（
1）

 
(３

) 

に
っ
ぽ
ん
の
う
た
 

み
ん
な
の
う
た
(3
)

（
３
）

 

世
界
の
 

歌
め
ぐ
り
(2
) 

（
２
）

 

え
ん
そ

う
の

く
ふ
う

 
（
３
）

 

音
楽
の

 
き
き
ど
こ
ろ

（
１
）

 

森
の
音
楽
を

 
つ
く
ろ
う

 
（
４
）

 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

 
お
別
れ
音
楽
会

 
（

16
）

 

気
持
ち
を
 

合
わ
せ
て
 

（
３
）

 

題
材
の

目
標

 

音
色
や
旋
律
か
ら
、

曲
想
を
感
じ
取
り
、歌

詞
や
旋
律
の
流
れ
を

生
か
し
た
表
現
を
工

夫
し
、呼

吸
や
発
音
の

仕
方
に
気
を
付
け
て

歌
う
こ
と
が
で
き
る
。 

音
色
や
旋
律
、問

い

と
答
え
の
仕
組
み
か

ら
、リ

コ
ー
ダ
ー
の
演

奏
の
よ
さ
や
面
白
さ

を
感
じ
取
り
、奏

法
に

気
を
付
け
て
演
奏
し

た
り
、味

わ
っ
て
聴
い

た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

  音
階
や
調
、
強
弱

か
ら
、楽

曲
の
特
徴

を
感
じ
取
り
、ハ

長
調
の
楽
譜
に
慣
れ

親
し
ん
で
 歌

っ
た

り
演
奏
し
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
 

リ
ズ
ム
や
拍
の
流

れ
か
ら
、日

本
の
歌
の

よ
さ
を
感
じ
取
り
、楽

曲
の
特
徴
を
生
か
し

て
歌
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

反
復
・
変
化
す
る
旋

律
や
楽
器
の
音
色
か

ら
、楽

曲
の
表
す
様
子

を
感
じ
取
り
、曲

想
に

合
わ
せ
て
歌
っ
た
り
、

楽
器
の
特
徴
を
捉
え

て
聴
い
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

音
の
重
な
り
、
反
復
す

る
リ
ズ
ム
か
ら
、
楽
曲
の

よ
さ
や
面
白
さ
を
感
じ

取
り
、
互
い
の
歌
声
や
楽

器
の
音
を
聴
き
合
っ
て

演
奏
し
た
り
、
楽
曲
の
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
聴
い

た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

旋
律
や
リ
ズ
ム
、

音
の
重
な
り
か
ら
、

曲
想
を
感
じ
取
り
、

曲
想
に
ふ
さ
わ
し

い
表
現
を
工
夫
し
、

音
色
や
奏
法
に
気

を
付
け
て
、演

奏
す

る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
 

歌
詞
や
旋
律
か

ら
、
楽
曲
が
表
す
様

子
を
感
じ
取
り
、
曲

想
に
合
っ
た
歌
い

方
を
工
夫
し
、
呼
吸

や
発
音
の
仕
方
に

気
を
付
け
て
、
歌
う

こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

リ
コ
ー
ダ
ー
の
音

色
や
音
の
重
な
り
か

ら
、楽

曲
の
よ
さ
や
美

し
さ
を
感
じ
取
り
、演

奏
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

拍
の
流
れ
や
旋

律
、
リ
ズ
ム
か
ら
、

日
本
や
世
界
の
子

ど
も
の
歌
の
特
徴

を
感
じ
取
り
、聴

い
た
り
表
現
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

音
色
や
フ
レ
ー
ズ
、
歌

詞
の
内
容
か
ら
、
楽
曲
の

山
を
感
じ
取
り
、
情
景
を

思
い
浮
か
べ
、
気
持
ち
を

込
め
て
歌
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

拍
の
流
れ
や
重

な
り
合
う
旋
律
か

ら
、
楽
曲
の
特
徴
を

感
じ
取
り
、
曲
想
を

生
か
し
た
表
現
を

工
夫
し
、
拍
の
流
れ

に
気
を
付
け
て
表

現
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

拍
の
流
れ
や
重

な
り
合
う
旋
律
か

ら
、楽

曲
の
特
徴
を

感
じ
取
り
、曲

想
を

生
か
し
た
表
現
を

工
夫
し
、拍

の
流
れ

に
気
を
付
け
て
表

現
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。 

楽
器
の
音
色

や
反
復
・
変
化

す
る

旋
律

か
ら
、
楽
曲
の
特

徴
を
感
じ
取
っ

て
聴
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

問
い
と
答
え
の

仕
組
み
や
楽
器
の

音
色
、速

度
や
強
弱

か
ら
、楽

曲
の
表
す

様
子
を
感
じ
取
り
、

ま
と
ま
り
の
あ
る

音
楽
を
つ
く
っ
た

り
、聴

い
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

音
色
や
強
弱
、音

の
重
な
り
か
ら
曲
想
を

感
じ
取
り
、歌

詞
の
内

容
を
生
か
し
て
表
情

豊
か
に
歌
う
こ
と
が

で
き
る
。

 

こ
れ
ま
で
の
学
習

を
生
か
し
て
、友

達
と

音
を
合
わ
せ
て
歌
唱

奏
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

モ
ジ

ュ
ー

ル
学習

で 
扱

う
要

素
や

仕組
み 

音
色

 
問
い
と
答
え

 
音
色
 
強
弱

 
リ
ズ
ム

 
音
色
 
強
弱

 
反
復
・
変
化

 
リ
ズ
ム
 

音
の
重
な
り

 
旋
律

 
旋
律

 
旋
律
 

音
の
重
な
り

 
リ
ズ
ム
 

拍
の
流
れ

 
強
弱
 
音
色
 

フ
レ
ー
ズ

 
旋
律
 

音
の
重
な
り

 
音
の
重
な
り
 

問
い
と
答
え

 反
復
・
変
化

 
強
弱
 

問
い
と
答
え

 
強
弱

 
音
の
重
な
り

 
強
弱
 

音
の
重
な
り
 

モ ジ ュ ー ル 学 習 

音 楽 遊 び 

 
リ
コ
ー
ダ
ー
模
奏

 
・
ソ
ラ
シ
を
使
っ

て
 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・

さ
ま

ざ
ま

な
強
弱
で

 

「
茶
つ
み
」

 
・
拍
の
流
れ
に
の

っ
て
手
遊
び

 
 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
さ
ま
ざ
ま
な
強
弱

 
・
強
さ
を
変
え
て

反
復

 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
異
な
る
リ
ズ
ム
を

重
ね
る

 

リ
コ
ー
ダ
ー
模
奏

 
・

ソ
ラ

シ
ド

を
使
っ
て

 

 
リ
コ
ー
ダ
ー
模
奏

 
・
ソ
ラ
シ
ド
レ
を

使
っ
て

 

「
十

五
夜

さ
ん

の
も
ち
つ
き
」

 
・

拍
の

流
れ

に
の

っ
て
手
遊
び

 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
さ
ま
ざ
ま
な
強
弱

 
・
フ
レ
ー
ズ
の
ま
と

 
ま
り
を
意
識
し
 
て

 リ
ズ
ム
打
ち

 
・

異
な

る
リ

ズ
ム
を
重
ね
る

 リ
ズ
ム
打
ち

 
・

異
な

る
リ

ズ
ム

を
重

ね
た

り
答

え
た
り
す
る

 

 
リ
ズ
ム
打
ち

 
・

異
な

る
リ

ズ
ム

を
、

強
弱

を
変

え
て
答
え
る

 

 
リ
ズ
ム
打
ち

 
・
異
な
る
リ
ズ
ム

を
、
強
弱
を
変

え
て
重
ね
る

 

歌 声 づ く り 

「
こ
の
山
光
る
」

 
・
姿
勢
と
口
形
の
確
認

 
・
フ
レ
ー
ズ
の
ま
と

ま
り
を
意
識
し

た
斉
唱

 

 
「
こ
の
山
光
る
」

 
・
高
い
声
の
響
き
を

意
識
し
た
斉
唱

 

  
「
こ
の
山
光
る
」

 
・
声
の
響
き
を
意
識
し

た
部
分
二
部
合
唱

 

 
 

「
ふ
じ
山
」

 
・
呼
吸
や
発
音
を
意

識
し
た
斉
唱

 
 

 
「
ふ
じ
山
」

 
・

フ
レ

ー
ズ

の
ま

と
ま

り
や

、
楽

曲
の

山
を

意
識

し

た
斉
唱

 
 

「
あ
り
が
と
う
の
花
」

 
・
声
の
重
な
り
を
意
識
し
た
部
分
二
部
合
唱

 発
表

曲
よ

り
抽

出
 

 
 

月
 

４
月

 
 

５
月

 
６
月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７
月
 
 
９
月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
０
月
 
１
１
月
 
１
２
月
 
 
１
月
 
２
月
 
３
月

 

題
材
名

 
（
時
数

）
 

に
っ
ぽ
ん
の
う
た
 

み
ん
な
の
う
た
(1
) 

（
4）

 

ひ
び
け
歌
声
 

(4
) 

ひ
ょ
う
し
と
 

せ
ん
り
つ
 

(4
)  

に
っ
ぽ
ん
の
う
た
 

み
ん
な
の
う
た
(2
) 

(2
) 

め
ざ
せ

楽
器

名
人

 
(1
) 

か
け
合
い
と
 

重
な
り
 

(2
) 

音
階
か
ら
 

音
楽
を
つ
く
ろ
う
 

(4
) 

せ
ん
り
つ
と
音
色
 

(4
) 

に
っ
ぽ
ん
の
う
た
 

み
ん
な
の
う
た
(3
) 

(2
) 

日
本
の
リ
ズ
ム
・
世

界
の
リ
ズ
ム
 

(6
) 

え
ん
そ
う
の
 

く
ふ
う
 

(8
) 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
 

お
別
れ
音
楽
会
 

(1
6)
 

音
楽
の
き
き
ど
ろ
 

(1
) 

気
持
ち
を
 

合
わ
せ
て
 

(2
) 

題
材
の

目
標

 

音
色
や
旋
律
か
ら
、
日

本
の
音
楽
の
雰
囲
気
を
感

じ
取
り
、
歌
詞
の
表
す
情

景
を
想
像
し
て
歌
っ
た

り
、
聴
い
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

い
ろ
い
ろ
な
歌
声
の
音

色
や
旋
律
か
ら
、
響
き
合

う
歌
声
の
美
し
さ
を
味
わ

っ
て
聴
い
た
り
、
声
を
合

わ
せ
て
歌
っ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

 
拍
の
流
れ
、
旋
律
、
強

弱
か
ら
、
拍
子
の
特
徴
や

楽
曲
の
よ
さ
を
感
じ
取

り
、
表
現
し
た
り
聴
い
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
 

う
に
す
る
。
 

旋
律
や
フ
レ
ー
ズ
か

ら
、
楽
曲
の
美
し
さ
を
感

じ
取
り
、
歌
詞
の
内
容
や

曲
想
を
生
か
し
て
歌
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

音
色
や
音
の
重
な
り
か

ら
楽
曲
の
特
徴
や
よ
さ
を

感
じ
取
り
、
曲
想
を
生
か

し
て
表
現
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

 

音
の
重
な
り
、
問
い
と

答
え
や
反
復
の
仕
組
み
か

ら
、
旋
律
の
掛
け
合
い
や

音
の
重
な
り
の
よ
さ
や
面

白
さ
を
感
じ
取
っ
て
、
聴

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

音
の
重
な
り
、
問
い
と

答
え
や
反
復
の
仕
組
み
か

ら
、
旋
律
の
掛
け
合
い
や

音
の
重
な
り
の
よ
さ
や
面

白
さ
を
感
じ
取
っ
て
、
聴

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

音
の
重
な
り
、
問
い
と

答
え
や
反
復
の
仕
組
み
か

ら
、
旋
律
の
掛
け
合
い
や

音
の
重
な
り
の
よ
さ
や
面

白
さ
を
感
じ
取
っ
て
、
聴

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

歌
詞
の
内
容
や
音
色
、

音
の
重
な
り
か
ら
、
歌
詞

の
表
す
情
景
や
曲
想
を
感

じ
取
り
、
互
い
の
歌
声
に

気
を
付
け
て
歌
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

反
復
す
る
リ
ズ
ム
や
楽

器
の
音
色
か
ら
、
日
本
や

世
界
の
様々

な
音
楽
の
特

徴
を
感
じ
取
り
、
リ
ズ
ム

の
面
白
さ
を
生
か
し
て
表

現
を
工
夫
し
た
り
、
聴
い

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

 

音
の
重
な
り
や
強
弱
の

変
化
か
ら
、
楽
曲
の
面
白

さ
を
感
じ
取
り
、
互
い
の

楽
器
の
音
を
聴
き
合
っ

て
、
演
奏
し
た
り
音
楽
を

つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

 

音
色
や
強
弱
、
音
の
重

な
り
か
ら
曲
想
を
感
じ
取

り
、
歌
詞
の
内
容
を
生
か

し
て
表
情
豊
か
に
歌
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。

 

旋
律
や
速
度
の
変
化
か

ら
、
楽
曲
の
美
し
さ
や
演

奏
の
よ
さ
を
感
じ
取
り
、

聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

音
の
重
な
り
や
音
色
か

ら
、
楽
曲
の
美
し
さ
を
感

じ
取
り
、
声
や
音
の
重
な

り
を
味
わ
い
な
が
ら
、
歌

っ
た
り
表
現
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

モ
ジ

ュ
ー

ル
学

習
で

 
扱

う
要

素
や

仕
組

み
 

音
色
 
旋
律

 
音
色
 
旋
律

 
旋
律
 
強
弱
 

 
拍
の
流
れ
 

 
旋
律
 
旋
律
 

 
強
弱

 
音
色

 
音
の
重
な
り

 
音
階
や
調
 
反
復

 
音
色
 
旋
律

 
音
色

 
音
の
重
な
り

 
音
色

 リ
ズ
ム

 反
復

 強
弱

  
音
の
重
な
り

 
問
い
と
答
え

 
強
弱

 
音
の
重
な
り

 
旋
律

 
音
色
 

 
音
の
重
な
り
 

 

モ ジ ュ ー ル 学 習 

音 楽 遊 び 

 
 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
４
拍
子
８
拍

 
・
３
拍
子
６
拍

 

 
リ
コ
ー
ダ
ー
模
奏

 
・
サ
ミ
ン
グ
を

 
使
っ
て

 

 
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏

 
・
さ
ま
ざ
ま
な

 
種
類
の
音
階

 

 
 

リ
ズ
ム
打
ち

 
・
十
六
分
音
符
を
含

む
 

リ
コ
ー
ダ
ー
模
奏

 
・
♯
ソ
を
含
む

 
 

 
  

リ
コ
ー
ダ
ー
模
奏

 
・
低
い
ド
を
含
む

 

歌 声 づ く り 

「
さ
く
ら
 
さ
く
ら
」

 
「
ゆ
か
い
に
歩
け
ば
」

 
 

発
表
曲
よ
り
抽
出

 「
札
幌
の
空
」
 

・
姿
勢
の
確
認
 

・
口
形
の
確
認
 

・
息
を
流
す
 
・
母
音
唱
 

 
・
息
の
使
い
方
や
母
音
の
響
き
を
意
識
し
た
歌
詞
唱
 

・
呼
吸
法
の
確
認
 

・
「
ホ
」
で
歌
う
 

・
「

ホ
」

で
歌

う
 

・
お

腹
の

使
い

方
を

意
識

し
た

斉
唱

 
 

・
声

の
重

な
り

を
意

識
し

た
部

分
二

部
合

唱
 

 
 

・
声
の
重
な
り
や
高
い
声
の
響
き
を
意
識

し
た
部
分
二
部
合
唱
 

「
は
じ
め
の
一
歩
」
 

「
札
幌
の
空
」
 

・
声
の
響
き
を
意
識
し
た
斉
唱
 

・
歌
詞
の
内
容
に
合
っ
た
強
弱
を
意
識
し

た
斉
唱
 

・
声
の
重
な
り
を
意
識
し
た
部
分
二
部
合
唱

 
・
高
い
声
の
響
き
を
意
識
し
た
斉
唱

 
・

「
デ
ィ
」
で
歌
う
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《
 第

３
学
年

 
音
楽
科
年
間
指

導
計
画
 
》

 
１

 
学

年
の

目
標

】
 

（
１

）
進

ん
で

音
楽

に
か

か
わ

り
、

音
楽

活
動

へ
の

意
欲

を
高

め
、

音
楽

経
験

を
生

か
し

て
生

活
を

明
る

く
潤

い
の

あ
る

も
の

に
す

る
態

度
と

習
慣

を
育
て

る
。

 
（

２
）

基
礎

的
な

表
現

の
能

力
を

伸
ば

し
、

音
楽

表
現

の
楽

し
さ

を
感

じ
取

る
よ

う
に

す
る

。
 

（
３

）
様

々
な

音
楽

に
親

し
む

よ
う
に

し
、

基
礎

的
な

鑑
賞

の
能

力
を

伸
ば

し
、

音
楽

を
味

わ
っ

て
聴

く
よ

う
に

す
る

。
 

２
 

評
価

の
観

点
 

（
１

）
〈

音
楽

へ
の

関
心

・
意

欲
・
態

度
〉

進
ん

で
音

楽
に

か
か

わ
り

､音
や

音
楽

に
対

す
る

関
心

を
も

ち
、

音
楽

表
現

や
鑑

賞
の

学
習

に
自

ら
取
り

組
も
う

と
す

る
。

 
（

２
）

〈
音

楽
表

現
の

創
意

工
夫

〉
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
を

聴
き

取
り

、
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

よ
さ

や
面

白
さ

な
ど

を
感

じ
取
り

な
が
ら

、
音

楽
表

現
を

工
夫

し
、

ど
の

よ
う

に
表

す
か

に
つ

い
て

思
い

や
意

図
を

も
っ

て
い

る
。

 
（

３
）

〈
音

楽
表

現
の

技
能

〉
音

楽
表

現
を

す
る

た
め

の
基

礎
的

な
技

能
を

伸
ば

し
、

歌
っ

た
り

楽
器

を
演

奏
し

た
り

、
音

楽
を

つ
く

っ
た
り

し
て

い
る

。
 

（
４

）
〈

鑑
賞

の
能

力
〉

音
楽

を
形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
を

聴
き

取
り

、
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

よ
さ

や
面

白
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
な

が
ら

､
楽

曲
の

特
徴

や
演

奏
の

よ
さ

に
気
付

き
味

わ
っ

て
聴

い
て

い
る
。
 

 
 
 
 
 
  

 
 

Ａ
 

 
表

 
 

現
 

Ｂ
 

鑑
 

賞
 

 
 

 
 

 
 〔

 
共

 
通

 
事

 
項

 
〕

 

歌
唱

の
活

動
 

器
楽

の
活

動
 

音
楽

 
づ

く
り

 
鑑

賞
の

活
動

 
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
 

音
楽

の
仕

組
み

 

ア
 

イ
 

ウ
 

エ
 

ア
 

イ
 

ウ
 

エ
 

ア
 

イ
 

ア
 

イ
 

ウ
 
音 色 

リ ズ ム 

速 度 

旋 律 

強 弱 

音 の 重 な り 

音 階 や 調 
拍 の 流 れ や フ レ ー ズ 

反 復 

問 い と 答 え 

変 化 

聴 唱 ・ 視 唱 （ ハ 長 調 ） 

歌 詞 の 内 容 ・ 曲 想 

呼 吸 ・ 発 音 の 仕 方 

互 い の 歌 声 ・ 副 次 的 旋 律 

聴 奏 ・ 視 奏 （ ハ 長 調 ） 

曲 想 

音 色 

互 い の 楽 器 の 音 ・ 副 次 的 旋 律 

即 興 的 に 表 現 

音 を 音 楽 に 構 成 

曲 想 と そ の 変 化 

楽 曲 の 構 造 

楽 曲 の 特 徴 や 演 奏 の よ さ 

学
期

 
月

 
題

 
 

材
 

時
間

 
教

 
 

 
 

 
材

 

Ⅰ
 

(
2
1
) 

４
 

 
す

て
き

な
声

で
 

３
 

(
共

)
春

の
小

川
 

こ
の

山
光

る
 

小
さ

な
世

界
 

校
歌

 
○
 

◎
 

◎
 

○
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
◎
 

○
 

  
◎
 

  
  

  
○
 

  
  

  
４

 
 

こ
ん

に
ち

は
リ

コ
ー

ダ
ー

 
３

 
♪

ゆ
か

い
な

ま
き

ば
 

♪
シ

シ
シ

で
お

は
な

シ
 

♪
に

じ
色

の
風

船
 

♭
リ

コ
ー

ダ
ー

は
歌

う
 

○
 

○
 

 
 

○
 

○
 

◎
 

○
 

  
  

  
○
 

○
 

◎
 

○
 

  
◎
 

 
  

  
  

  
◎

 
  

５
 
楽

ふ
と

ド
レ

ミ
 

３
 

ド
レ

ミ
の

歌
  

♪
キ

ラ
キ

ラ
お

ひ
さ

ま
 

◎
 
〇

 
〇

 
◎

 
◎

 
〇

 
〇

 
〇

 
 

 
 

 
 

○
 

 
 

〇
 

◎
 

 
◎

 
〇

 
 

 
 

５
 

 
に

っ
ぽ

ん
の

う
た

 
み

ん
な

の
う

た
(
1
)
 

１
 

(
共

)
茶

つ
み

 
○
 

◎
 

○
 

○
 

  
  

  
  

  
  

  
 

 
  

◎
 

 
 

 
  

  
◎
 

拍
 

 
  

  
５

 
６

 
せ

ん
り

つ
と

音
色

 
６

 
森

の
子

も
り

歌
 

♭
ユ

モ
レ

ス
ク

 
♭

白
鳥

 
○
 

◎
 

◎
 
◎

 
○
 

○
 

○
 

○
 

 
 

◎
 
◎

 
◎

 
◎

 
 

 
◎

 
○
 

 
 

○
 

◎
 

 
◎

 

６
 

７
 
く

り
返

し
て

重
ね

て
 

４
 

♪
♭

ま
ほ

う
の

チ
ャ

チ
ャ

チ
ャ

 
 

 
 

 
○

 
○

 
○
 

◎
 

 
 

 
 

 
○
 

◎
 

 
 

○
 

◎
 

 
 

◎
 

 
 

７
 
め

ざ
せ

楽
器

名
人

(
1
)
 

１
 

♪
か

え
り

道
 

♯
せ

ん
り

つ
を

つ
く

ろ
う

 
 

 
 

 
○

 
 

○
 

 
〇

 
 

 
 

 
○

 
 

 
◎
 

 
 

 
 

 
 

 

Ⅱ
 

(
2
0
) 

９
 

 
に

っ
ぽ

ん
の

う
た

 
み

ん
な

の
う

た
(
2
)
 

１
 

(
共

)
う

さ
ぎ

 
◎
 

◎
 

◎
 

○
 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

  
  

◎
 

  
  

○
 

  
  

  
  

９
 

め
ざ

せ
楽

器
名

人
(
2
)

 
３

 
♪

レ
ッ

ツ
ゴ

ー
ソ

ー
レ

ー
 

♪
あ

く
び

の
う

た
 

♪
冬

さ
ん

、
さ

よ
う

な
ら

 
 

 
 

 
○
 

 
◎
 

◎
 

 
 

 
 

 
◎
 

 
 

 
 

◎
 

 
 

 
 

 

９
 

1
0
 

世
界

の
歌

め
ぐ

り
(
1
)

 
３

 
♭

日
本

や
世

界
の

子
ど

も
の

歌
 

十
五

夜
さ

ん
の

も
ち

つ
き

 
陽

気
な

か
じ

や
 

○
 

◎
 

○
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

○
 

○
 

◎
 

 
◎

 
 

◎
 

 
 

 
◎

 
拍

 
 

 
 

1
0
 

 
に

っ
ぽ

ん
の

う
た

 
み

ん
な

の
う

た
(
3
)
 

３
 

(
共

)
ふ

じ
山

 
○
 

◎
 

◎
 

○
 

  
  

  
  

  
  

  
 

 
◎
 

  
  

〇
 

〇
 

  
  

◎
 

フ
 

 
  

  
1
0
 

世
界

の
歌

め
ぐ

り
(
2
)
 

２
 

雪
の

お
ど

り
 

マ
ン

ガ
ニ

、
雨

と
お

ど
ろ

う
 

○
 

◎
 

○
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 

 
◎
 

 
◎

拍
 

○
 

 
 

1
1
 

え
ん

そ
う

の
く

ふ
う

 
３

 
♪

せ
い

じ
ゃ

の
行

進
 

♭
聖

者
の

行
進

 
○

 
○

 
○

 
○

 
○

 
◎

 
◎

 
◎

 
 

 
○

 
○

 
◎

 
〇

 
 

 
 

○
 

◎
 

 
 

 
◎

 
 

1
1
 

 
音

楽
の

き
き

ど
こ

ろ
 

１
 

♭
組

曲
「

ア
ル

ル
の

女
」

か
ら

 
メ

ヌ
エ

ッ
ト

 
フ

ァ
ラ

ン
ド

ー
ル

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
◎

 
○

 
◎

 
◎

 
 

 
◎

 
 

 
 

 
◎

 
 

◎
 

1
2
 
森

の
音

楽
を

つ
く

ろ
う

 
４

 
♭

ピ
ー

タ
ー

と
お

お
か

み
 

♯
よ

び
か

け
っ

こ
で

森
の

音
楽

を
つ

く
ろ

う
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 

◎
 

○
 

○
 

◎
 

◎
 

 
◎
 

○
 

◎
 

 
 

 
○
 

◎
 

 

Ⅲ
 

(
1
9
) 

１
 

２
 
み

ん
な

で
つ

く
ろ

う
 

お
別

れ
音

楽
会

 
４

＋
１

２
 
学

年
演

奏
曲

 
◎
 

◎
 

◎
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
◎
 

 
 

◎
 

◎
 

◎
 

 
○
 

 
 

 

３
 

気
持

ち
を

合
わ

せ
て

 
３

 
♪

パ
フ

 
○
 

○
 

○
 

○
 

○
 

◎
 

○
 

◎
 

 
 

 
 

 
◎
 

 
○
 

 
◎
 

◎
 

 
○
 

○
 

 
○
 

合
計

時
間

数
 

６
０

 
主

要
教

材
：

ｺ
ﾞ
ｼｯ

ｸ
(

そ
の

他
明

朝
)
（

共
）

：
共

通
教

材
 

♪
：

器
楽

 
♯

：
音

楽
づ

く
り

 
♭

：
鑑

賞
 

３
 

８
 

５
 

５
 

１
 

２
 

３
 

４
 

１
 

２
 

５
 

３
 

４
 

８
 

３
 

１
 

９
 

３
 

６
 

１
 

４
 

３
 

３
 

２
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《
 第

４
学
年

 
音
楽
科
年
間
指

導
計
画
 
》

 
１

 
学

年
の

目
標

】
 

（
１

）
進

ん
で

音
楽

に
か

か
わ

り
、

音
楽

活
動

へ
の

意
欲

を
高

め
、

音
楽

経
験

を
生

か
し

て
生

活
を

明
る

く
潤

い
の

あ
る

も
の

に
す

る
態

度
と

習
慣

を
育
て

る
。

 
（

２
）

基
礎

的
な

表
現

の
能

力
を

伸
ば

し
、

音
楽

表
現

の
楽

し
さ

を
感

じ
取

る
よ

う
に

す
る

。
 

（
３

）
様

々
な

音
楽

に
親

し
む

よ
う
に

し
、

基
礎

的
な

鑑
賞

の
能

力
を

伸
ば

し
、

音
楽

を
味

わ
っ

て
聴

く
よ

う
に

す
る

。
 

２
 

評
価

の
観

点
 

（
１

）
〈

音
楽

へ
の

関
心

・
意

欲
・
態

度
〉

進
ん

で
音
楽

に
か

か
わ

り
､音

や
音

楽
に

対
す

る
関

心
を

も
ち

、

音
楽

表
現

や
鑑

賞
の

学
習

に
自

ら
取
り

組
も
う

と
す

る
。

 

（
２

）
〈

音
楽

表
現

の
創

意
工

夫
〉
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
を

聴
き

取
り

、
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

よ
さ

や
面

白
さ

な
ど

を
感

じ
取
り

な
が
ら

、
音

楽
表

現
を

工
夫

し
、

ど
の

よ
う

に
表

す
か

に
つ

い
て

思
い

や
意

図
を

も
っ

て
い

る
。

 
（

３
）

〈
音

楽
表

現
の

技
能

〉
音

楽
表

現
を

す
る

た
め

の
基

礎
的

な
技

能
を

伸
ば

し
、

歌
っ

た
り

楽
器

を
演

奏
し

た
り

、
音

楽
を

つ
く

っ
た
り

し
て

い
る

。
 

（
４

）
〈

鑑
賞

の
能

力
〉

音
楽

を
形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
を

聴
き

取
り

、
そ

れ
ら

の
働

き
が

生
み

出
す

よ
さ

や
面

白
さ

な
ど

を
感

じ
取

り
な

が
ら

､
楽

曲
の

特
徴

や
演

奏
の

よ
さ

に
気

付
き

味
わ

っ
て

聴
い

て
い

る
。
 

 
 
 
 
 
  

 
 

Ａ
 

 
表

 
 

現
 

Ｂ
 

鑑
 

賞
 
 

 
 

 
 

 〔
 

共
 

通
 

事
 

項
 

〕
 

歌
唱

の
活

動
 

器
楽

の
活

動
 

音
楽

 
づ

く
り

 
鑑

賞
の

活
動

 
音

楽
を

形
づ

く
っ

て
い

る
要

素
 

音
楽

の
仕

組
み

 

ア
 

イ
 

ウ
 

エ
 

ア
 

イ
 

ウ
 

エ
 

ア
 

イ
 

ア
 
イ

 
ウ

 
音 色 

リ ズ ム 

速 度 

旋 律 

強 弱 

音 の 重 な り 

音 階 や 調 

拍 の 流 れ や フ レ ー ズ 
反 復 

問 い と 答 え 

変 化 

聴 唱 ・ 視 唱 （ ハ 長 調 ） 

歌 詞 の 内 容 ・ 曲 想 

呼 吸 ・ 発 音 の 仕 方 

互 い の 歌 声 ・ 副 次 的 旋 律 

聴 奏 ・ 視 奏 （ ハ 長 調 ） 

曲 想 

音 色 

互 い の 楽 器 の 音 ・ 副 次 的 旋 律 

即 興 的 に 表 現 

音 を 音 楽 に 構 成 

曲 想 と そ の 変 化 

楽 曲 の 構 造 

楽 曲 の 特 徴 や 演 奏 の よ さ 
学

期
 

月
 

題
 

 
材

 
時

間
 

教
 

 
 

 
 

材
 

Ⅰ
 

(
2
1
) 

４
 

 
に

っ
ぽ

ん
の

う
た

 
み

ん
な

の
う

た
(1

) 
４

 
(
共

)
さ

く
ら

さ
く

ら
 

は
じ

め
の

一
歩

 
 

♭
さ

く
ら

変
そ

う
曲

 
校

歌
 

 
○
 

◎
 

○
 

 
  

  
  

  
  

  
◎

 
〇

 
◎

 
◎

 
  

  
◎
 

  
  

〇
 

 
  

  
  

４ ５
 

ひ
び

け
歌

声
 

４
 

プ
パ

ポ
 

♭
「

サ
ウ

ン
ド

 
オ

ブ
 

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

」
か

ら
 

 
○
 

◎
 

○
 

 
 

 
 

 
 

〇
 
〇

 
◎

 
◎

 
 

 
◎

 
○
 

 
 

○
 

 
 

 

５
 

 
ひ

ょ
う

し
と

せ
ん

り
つ

 
４

 
エ

ー
デ

ル
ワ

イ
ス

 
♭

ト
ル

コ
行

進
曲

 
メ

リ
ー

さ
ん

の
羊

 
ラ

バ
ー

ス
コ

ン
チ

ェ
ル

ト
 

♭
メ

ヌ
エ

ッ
ト

 
 

○
 

 
○

 
○

 
◎

 
 

○
 
○

 
  

  
◎

 
○

 
◎

 
○

 
  

○
 

◎
 

◎
 

○
 

 
◎
 

○
 

  
○

 

６
 
に

っ
ぽ

ん
の

う
た

 
み

ん
な

の
う

た
(2

) 
２

 
(
共

)
ま

き
ば

の
朝

 
○
 

◎
 

◎
 
○

 
  

 
  

  
  

  
 

 
 

〇
 

  
 

◎
 

〇
 

  
 

◎
 

 
 

 

６
 
め

ざ
せ

楽
器

名
人

 
１

 
♪

ハ
ロ

ー
サ

ミ
ン

グ
 

♪
「

も
の

の
け

姫
」

か
ら

 
 

 
 

 
〇

 
 

◎
 
〇

 
 

 
 

 
 

◎
 

 
 

 
 

〇
 

 
 

 
 

 

６
 

か
け

合
い

と
重

な
り

 
２

 
♭

「
水

上
の

音
楽

」
か

ら
ア

ラ
 
ホ

ー
ン

パ
イ

プ
 

♪
ア

ラ
 
ホ

ー
ン

パ
イ

プ
 

 
 

 
 

 
○

 
○

 
◎

 
 

 
〇

 
◎

 
○

 
○

 
 

○
 

 
○

 
◎

 
 

 
◎

 
◎

 
 

６
 

７
 

音
階

か
ら

音
楽

を
つ

く
ろ

う
 

４
 

♯
音

階
か

ら
音

楽
を

つ
く

ろ
う

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
〇

 
◎

 
 

〇
 

 
 

 
〇

 
〇

 
〇

 
 

◎
 

 
◎

 
 

 

Ⅱ
 

(
2
0
) 

９
 

せ
ん

り
つ

と
音

色
 

４
 

ゆ
か

い
に

歩
け

ば
 

と
ん

び
 

 
 

〇
 
〇

 
◎

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
◎

 
 

 
◎

 
〇

 
 

 
〇

 
 

〇
 

 

９
 

に
っ

ぽ
ん

の
う

た
 

 
み

ん
な

の
う

た
(3

) 
２

 
(
共

)
も

み
じ

 
 

 
◎

 
〇

 
◎

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 

 
 

 
 

◎
 

 
 

〇
 

 
 

1
0
 

1
1
 

日
本

の
リ

ズ
ム
・
世

界
の

リ
ズ

ム
 

６
 

ソ
ー

ラ
ン

ぶ
し

 
♯

お
は

や
し

の
リ

ズ
ム

や
せ

ん
り

つ
で

遊
ぼ

う
 

♭
葛

西
ば

や
し

 
♭

サ
ム

ル
ノ

リ
 

♭
サ

ン
バ

の
音

楽
 

♪
お

ど
れ

サ
ン

バ
 

〇
 
〇

 
◎

 
 

 
◎

 
 

〇
 
◎

 
〇

 
◎

 
〇

 
◎

 
◎

 
◎

 
 

〇
 

 
〇

 
 

 
◎

 
 

 

1
1
 

1
2
 

え
ん

そ
う

の
く

ふ
う

 
８

 
♪

ラ
 
ク

ン
パ

ル
シ

ー
タ

 
ズ

ン
ガ

リ
ガ

リ
 

♯
音

の
組

み
合

わ
せ

や
進

み
方

を
選

ん
で

音
楽

を
つ

く
ろ

う
 

 
〇

 
 

〇
 

 
◎

 
〇

 
◎

 
〇

 
◎

 
 

 
 

〇
 

〇
 

 
 

◎
 

◎
 

 
〇

 
 

◎
 

 

Ⅲ
 

(
1
9
) 

１
 

２
 
み

ん
な

で
つ

く
ろ

う
 

お
別

れ
音

楽
会

 
４

＋
１

２
 
学

年
演

奏
曲

 
 

◎
 

◎
 
◎

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 

〇
 

〇
 

◎
 

◎
 

◎
 

 
◎

 
 

 
 

３
 

音
楽

の
き

き
ど

こ
ろ

 
１

 
♭

ノ
ル

ウ
ェ

ー
舞

曲
第

２
番

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
◎

 
◎

 
◎

 
〇

 
 

◎
 

◎
 

 
 

 
〇

 
 

 
◎

 

３
 
気

持
ち

を
合

わ
せ

て
 

２
 

♪
こ

き
ょ

う
の

春
 

 
 

 
 

〇
 
〇

 
◎

 
◎

 
 

 
 

 
 

◎
 

 
 

 
 

◎
 

 
 

 
 

 

合
計

時
間

数
 

６
０

 
主

要
教

材
：

ｺ
ﾞ
ｼ
ｯ
ｸ
(

そ
の

他
明

朝
)
（

共
）

：
共

通
教

材
 ♪

：
器

楽
 

♯
：

音
楽

づ
く

り
 

♭
：

鑑
賞

 
０

 
４

 
５

 
２

 
１

 
２

 
２

 
３

 
１

 
２

 
４

 
２

 
５

 
８

 
１

 
１

 
７

 
３

 
５

 
１

 
３

 
３

 
２

 
１
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《
第
５
学
年
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
年
間
計
画
》
 

《
第
６
学
年
 
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
年
間
計
画
》
 

月
 

  

 
４
月
 
 
 
 
 
 
５
月
 
 
 
 
６
月
 
 
 
 
 
 
 
７
月
 
 
 
 
 
 
９
月
 
 
 
 
 
 
１
０
月
 
 
 
 
 
 
 
１
１
月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
２
月
 
 
 
 
 
 
１
月
 
 
２
月
 
 
３
月

 

題
材

名
 

（
時

数
）

 

に
っ
ぽ
ん
の
う
た

 
み
ん
な
の
う
た
(1
) 

（
３
）

 

音
の
重
な
り
と
ひ
び
き
 

（
４
）

 

ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の

 

み
り
ょ
く

 

（
６
）

 

「
山
の
生
活
」
の
う
た
 

ひ
び
き
合
い
を
生
か
し
て
（
２
）

 

に
っ
ぽ
ん
の
う
た

 
み
ん
な
の
う
た
(2
) 

（
３
）

 

日
本
の
音
楽

・
世
界
の

音
楽

（
５
）

 

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ

の
音
楽
を
つ
く
ろ
う
 

（
３
）

 

気
持
ち
を
合
わ
せ
て
 

（
４
）

 
音
楽
の
き
き
ど
こ
ろ

 
（
２
）

 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

 
お
別
れ
音
楽
会

 
（

16
）

 

音
楽
に
思
い
を
こ
め
て
 

に
っ

ぽ
ん

の
う

た
 み

ん
な

の
う

た
(3

) 
（
２
）

 

題
材

の
目
標

  
旋
律
や
リ
ズ
ム
の
特
徴
か
ら
、楽

曲
の
よ
さ
を
感
じ
取
り
、
歌
詞
の
表
す
情

景
を
想
像
し
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
 

 音
の
重
な
り
や
和
声
の
響
き
、
音
階

や
調
か
ら
、
和
音
や
低
音
が
旋
律
と
重

な
る
響
き
の
面
白
さ
や
美
し
さ
を
感
じ

取
り
、
声
や
音
を
合
わ
せ
て
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 
 
  

音
色
の
変
化
か
ら
、
声
や
音

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
響
き
の

面
白
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取

り
、
味
わ
っ
て
聴
い
た
り
声
を

合
わ
せ
て
表
現
し
た
り
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
 

 
曲
想
に
合
っ
た
表
現
を
工
夫
し
て
歌
い
「
山
の

生
活
」
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

   
拍
の
流
れ
や
フ
レ
ー
ズ
、
音
楽
の
縦
と
横
の
関

係
か
ら
、
曲
想
を
感
じ
取
り
、
掛
け
合
い
の
面
白

さ
や
音
の
重
な
り
の
美
し
さ
を
生
か
し
て
演
奏
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
旋
律
や
強
弱
の
特
徴
か
ら
、日

本
歌
曲
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取

っ
て
、情

景
を
想
像
し
な
が
ら
響
き

の
あ
る
歌
い
方
で
歌
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
音
色
や
旋
律
、
音
階
や
調
か
ら
、
日
本

の
民
謡
や
子
も
り
歌
、
世
界
の
音
楽
の
よ

さ
や
面
白
さ
を
感
じ
取
り
、
音
楽
の
特
徴

を
生
か
し
て
表
現
し
た
り
、
味
わ
い
な
が

ら
聴
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

 
合
わ
せ
方
を
工
夫
し
て
音
楽
づ
く

り
を
し
た
り
、
味
わ
っ
て
聴
い
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
  

音
の
重
な
り
や
和
声
の
響
き
、
音
楽

の
縦
と
横
の
関
係
か
ら
、
曲
の
よ
さ
や

特
徴
を
感
じ
取
り
、
互
い
の
音
を
聴
き

合
い
、
心
を
合
わ
せ
て
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
反
復
や
問
い
と
答
え
、
速
度
か
ら
、

曲
想
や
そ
の
変
化
を
感
じ
取
り
、
楽
曲

の
構
造
を
理
解
し
て
聴
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

音
の
重
な
り
や
和
声
の
響
き
、

音
楽
の
縦
と
横
の
関
係
か
ら
、

曲
想
を
感
じ
取
り
、
歌
詞
の
内

容
を
生
か
し
て
表
情
豊
か
に
歌

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

 
旋
律
、音

の
重
な
り
や
和
声
の
響
き
か
ら
曲
想
を
感

じ
取
り
、歌

詞
の
内
容
を
生
か
し
て
表
情
豊
か
に
歌
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
リ
ズ
ム
、拍

の
流
れ
や
フ
レ
ー
ズ
か
ら
、曲

想
を
感

じ
取
り
、情

景
を
想
像
し
な
が
ら
言
葉
の
抑
揚
に
気
を

付
け
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

モ
ジュ

ール
学習

で 
扱

う要
素や

仕組
み 

音
色
 
旋
律
 
拍
の
流
れ
 

音
色

 
音
の
重
な
り

や
和
声
の

響
き

  
 
音
色
 
強
弱
 

音
の

重
な

り
や

和
声

の
響

き
 

拍
の
流
れ
や
フ
レ
ー
ズ
 

音
楽
の
縦
と
横
の
関
係
 

音
色
 
強
弱
 
旋
律

 
音
色
 
旋
律
 

音
階
や
調
 

リ
ズ
ム
 
反
復
 

音
楽
の
縦
と
横
の
関
係
 

音
楽
の
縦
と
横
の
関
係
 

音
の

重
な

り
や

和
声

の
響

き
 

音
色
 
旋
律

 
音

の
重

な
り

や
 

和
声

の
響

き
 

音
色
 
強
弱
 
旋
律
 

モ ジ ュ ー ル 学 習 

音 楽 遊 び 

 

リ
コ
ー
ダ
ー
模
奏
 

・
サ
ミ
ン
グ
 

 
 

 

リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
 

・
日
本
の
音
階
 

・
ふ
し
づ
く
り
 

「
ク
ラ
ッ

プ
 

フ
レ

ン
ズ

」
 

・
速
さ
を

変
え

て
 

・
強
弱
を

変
え

て
 

・
重
ね
方

を
変

え
て

 

 

 
 

 

歌 声 づ く り 

「
心
か
ら
心
へ
」

 
・
姿
勢
の
確
認
 

・
口
形
の
確
認
 

・
息
の
流
し
方
の
確
認

 

 
「
心
か
ら
心
へ
」
 

・
息
を
流
す
 
・
リ
ッ
プ
ロ
ー
ル
 
・
母
音
唱
 

・
息
の
使
い
方
や
母
音
の
響
き
を
意
識
し
た
歌
詞
唱

  

「
心
か
ら
心
へ
」
 

・
息
を
流
す
 
・
リ
ッ
プ
ロ
ー
ル
 
・
母
音
唱
 

・
息
の
使
い
方
や
母
音
の
響
き
を
意
識
し
た
歌
詞
唱

 ・
発
表
曲
よ
り
抽
出

 「
心
か
ら
心
へ
」
 

・
息
を
流
す
 ・

リ
ッ
プ
ロ
ー
ル
 ・

母
音
唱
 

・
息
の
使
い
方
や
母
音
の
響
き
を
意
識
し
た

  
歌
詞
唱

 
・
息
を
流
す
 
・
リ
ッ
プ
ロ
ー
ル
 
・
母
音
唱
 
 
 

・
息
の
使
い
方
や
母
音
の
響
き
を
意
識
し
た
歌
詞
唱

 

 
 

「
花
の
お
く
り
も
の
」
 

・
声
の
響
き
を
合
わ
せ
た
輪
唱
 

「
赤
と
ん
ぼ
」
 

・
歌
詞
に
合
っ
た
柔

ら
か
い

 声
を
意
識
し
た
斉

唱
 

「
ま
っ
か
な
秋
」
 

・
歌
詞
に
合
っ
た
柔
ら
か
い

  
声
を
意
識
し
た
斉
唱
 

「
君
を
の
せ
て
」
 

・
声
の
重
な
り
や
響
き
を
意
識
し
た
二
部
合
唱
 

「
冬
げ
し
き
」
 

・
フ
レ
ー
ズ
の
ま
と
ま
り
を
生
か
し
 

 
た
斉
唱
 

月
 

 
４
月
 
 
 
 
 
 
 
５
月
 
 
 
 
６
月
 
 
 
 
 
 
７
月
 
 
 
 
 
 
９
月
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１
０
月
 
 
 
 
１
１
月
 
 
 
 
 
１
２
月
 
 
 
 
 
 
１
月
 
 
２
月
 
 
３
月

 

題
材

名
 

（
時

数
）

 

に
っ
ぽ
ん
の
う
た

 
み
ん
な
の
う
た
(1
) 

（
２
）

 

音
の
重
な
り
と
ひ
び
き
 

（
３
）

 
ひ
び
き
合
い
を
生
か
し
て
 

（
７
）

 
演
奏
の
み
り
ょ
く
 

（
３
）

 

に
っ
ぽ
ん
の
う
た

 
み
ん
な
の
う
た
(2
) 

（
２
）

 

音
楽
の
き
き
ど
こ
ろ
 

（
２
）

 

ド
ロ
ー
ン
を
も
と
に
 

音
を
組
み
合
わ
せ
て
 

音
楽
を
つ
く
ろ
う
 

（
４
）

 

豊
か
な
表
現
を
求
め
て
 

（
５
）

 
私
た
ち
の
国
の
音
楽

 
（
４
）

 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

 
お
別
れ
音
楽
会

 
（

16
）

 

音
楽
に
思
い
を
こ
め
て
 

（
２
）

 

題
材

の
目
標

 

旋
律
や
フ
レ
ー
ズ
の
ま
と
ま
り
か
ら

楽
曲
の
よ
さ
や
美
し
さ
を
感
じ
取
り
、

歌
詞
の
内
容
や
曲
想
を
生
か
し
て
歌
う

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

音
階
や
調
の
変
化
、
音
の
重
な
り
や

和
声
の
響
き
か
ら
、
楽
曲
の
よ
さ
や
美

し
さ
を
感
じ
取
り
、
曲
想
を
生
か
し
た

表
現
を
工
夫
し
、
各
声
部
の
音
や
全
体

の
響
き
に
気
を
付
け
て
、
表
現
し
た
り

聴
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。
 

音
の
重
な
り
や
和
声
の
響
き
、
反
復

か
ら
、
和
音
が
循
環
す
る
楽
曲
の
面
白

さ
を
感
じ
取
り
、
演
奏
し
た
り
聴
い
た

り
、
音
楽
の
仕
組
み
を
生
か
し
て
つ
く

っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

速
度
や
強
弱
、
フ
レ
ー
ズ
に
よ
る
曲

想
の
変
化
を
感
じ
取
り
、
楽
曲
の
構
造

や
特
徴
を
理
解
し
て
表
現
し
た
り
、
聴

い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

音
色
や
フ
レ
ー
ズ
の
ま
と
ま
り
か

ら
、
旋
律
の
特
徴
を
感
じ
取
り
、
情
景

を
想
像
し
な
が
ら
、
歌
声
や
歌
い
方
に

気
を
付
け
て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
 

音
楽
の
縦
と
横
の
関
係
や
反
復
、
音

色
か
ら
、
楽
器
同
士
の
関
わ
り
に
よ
る

音
楽
の
面
白
さ
を
感
じ
取
り
、
曲
の
構

成
や
特
徴
に
着
目
し
て
聴
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
 

リ
ズ
ム
の
特
徴
や
反
復
、
音
楽
の
縦

と
横
の
関
係
か
ら
楽
曲
の
雰
囲
気
を
感

じ
取
り
、
音
の
組
み
合
せ
方
に
着
目
し

て
聴
い
た
り
、
全
体
の
構
成
に
見
通
し

を
も
っ
て
音
楽
を
つ
く
っ
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

特
徴
あ
る
リ
ズ
ム
や
問
い
と
答
え
、

音
楽
の
縦
と
横
の
関
係
か
ら
、
楽
曲
の

雰
囲
気
を
感
じ
取
り
、歌

声
や
歌
い
方
、

強
弱
を
工
夫
し
、
曲
想
に
合
っ
た
表
現

を
し
た
り
、
味
わ
っ
て
聴
い
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

音
色
や
旋
律
、
反
復
か
ら
日
本
の
伝

統
音
楽
の
特
徴
を
感
じ
取
り
、
情
景
を

思
い
浮
か
べ
 な

が
ら
表
現
し
た
り
、聴

い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

音
の
重
な
り
や
和
声
の
響
き
、
音
楽

の
縦
と
横
の
関
係
か
ら
、
曲
想
を
感
じ

取
り
、
歌
詞
の
内
容
を
生
か
し
て
表
情

豊
か
に
歌
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

速
度
や
強
弱
、
音
の
重
な
り
や
和
声
の
響

き
か
ら
、
曲
想
を
感
じ
取
り
、
歌
詞
の
内
容

を
生
か
し
て
表
情
豊
か
に
歌
っ
た
り
、
聴
い

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

モ
ジュ

ール
学習

で 
扱

う要
素や

仕組
み 

音
色
 
旋
律
 
フ
レ
ー
ズ
 

強
弱

 
音
階
や
調

 
音
の
重
な
り

や
和
声
の

響
き

 
反
復
 

音
の
重
な
り

や
和
声
の

響
き
 
音
色
 
強
弱
 
フ
レ
ー
ズ

 
音
色
 
強
弱
 
旋
律

 
 

反
復
 
 

音
楽
の
縦
と
横
の
関
係

 
リ
ズ
ム
 
反
復
 

音
楽
の
縦
と
横
の
関
係

 
音
楽
の
縦
と
横
の
関
係
 

音
の

重
な

り
や

和
声

の
響

き
 

音
色
 
旋
律

 
音

の
重

な
り

や
和

声
の

響
き

 
音
色
 
強
弱
 
旋
律
 

モ ジ ュ ー ル 学 習 

音 楽 遊 び 

 

リ
コ
ー
ダ
ー
模
奏
 

・
♯
ソ
を
含
む
 

・
ハ

長
調

と
イ

短
調

の
響

き
の
違
い
 

リ
コ
ー
ダ
ー
模
奏
 

・
サ
ミ
ン
グ

 
 

 
 

・
リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

  
リ
コ
ー
ダ
ー
演
奏
 

・
日
本
の
音
階
 

・
ふ
し
づ
く
り
 

 
 

歌 声 づ く り 

「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ
い
」

 
・
姿
勢
の
確
認
 

・
口
形
の
確
認
 

・
息
の
流
し
方
の
確
認

 

 
「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ
い
」

 
・
息
を
流
す
 
・
リ
ッ
プ
ロ
ー
ル
 
・
母
音
唱
 

・
息
の
使
い
方
や
母
音
の
響
き
を
意
識
し
た
二
部
合
唱

  
「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ
い
」

 
・
発
表
曲
よ
り
抽
出

 
「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ
い
」
 

・
息
の
使
い
方
や
母
音
の
響
 
 
  
 

  
き
を
意
識
し
た
二
部
合
唱
 

・
息
を
流
す
 
・
リ
ッ
プ
ロ
ー
ル
 
・
母
音
唱
 

・
息
の
使
い
方
や
母
音
の
響
き
を
意
識
し
た
二
部
合
唱

 
・
息
の
使
い
方
や
母
音
の
響
き
を
意
識
し
た
二
部
合
唱
 

 
 

「
ロ
ッ

ク
 マ

イ
 ソ

ウ
ル
」
 

・
声

の
重

な
り

を
意

識
し

 
た
合
唱
 

「
語
り
合
お
う
」
 

・
演
奏
形
態
を
工
夫
し
た
 
 
 

 
合
唱
奏

 

「
わ
れ
は
海
の
子
」
 

・
フ
レ
ー
ズ
の
ま
と
ま
り
を
生
か
し
た
斉
唱

 
「
ふ
る
さ
と
」
 

「
ふ
る
さ
と
」
 

・
声

の
重

な
り

や
響

き
を

意

識
し
た
ア
カ
ペ
ラ
 

・
声

の
重

な
り

や
響

き
を

意
識
し
た
二
部
合
唱
 

・
声

の
重

な
り

や
響

き
を

意
識
し
た
二
重
唱
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 《

 第
５
学

年
 

音
楽

科
年

間
指
導

計
画

 》
 

 １
 
学
年
の
目
標

 
 （

１
）
創
造
的
に
音
楽
に
か
か
わ
り
、
音
楽
活
動
へ
の
意
欲
を
高
め
、
音
楽
経
験
を
生
か
し
て
 

 生
活
を
明
る
く
潤
い
の
あ
る
も
の
に
す
る
態
度
と
習
慣
を
育
て
る
。

 
 （

２
）
基
礎
的
な
表
現
の
能
力
を
高
め
、
音
楽
表
現
の
喜
び
を
味
わ
う
よ
う
に
す
る
。

 
 （

３
）
様
々
な
音
楽
に
親
し
む
よ
う
に
し
、
基
礎
的
な
鑑
賞
の
能
力
を
高
め
、
音
楽
を
味
わ
っ

 
  

 
て
聴
く
よ
う
に
す
る
。

 
 ２

 
評
価
の
観
点

 
 （

１
）
〈
音
楽
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度
〉
創
造
的
に
音
楽
に
か
か
わ
り
、
音
や
音
楽
に
対
す

 
  

 
る
関
心
を
も
ち
、
音
楽
表
現
や
鑑
賞
の
学
習
に
自
ら
取
り
組
も
う
と
す
る
。

 
 （

２
）
〈
音
楽
表
現
の
創
意
工
夫
〉
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
聴
き
取
り
、
そ
れ
ら
の

 
  

 
働
き
が
生
み
出
す
よ
さ
や
面
白
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
音
楽
表
現
を
工
夫
し
、
ど

 
  

 
の
よ
う
に
表
す
か
に
つ
い
て
思
い
や
意
図
を
も
っ
て
い
る
。

 
 （

３
）
〈
音
楽
表
現
の
技
能
〉
音
楽
表
現
を
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
技
能
を
高
め
、
歌
っ
た
り
、

 
  

 
楽
器
を
演
奏
し
た
り
、
音
楽
を
つ
く
っ
た
り
し
て
い
る
。

 
 （

４
）
〈
鑑
賞
の
能
力
〉
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素
を
聴
き
取
り
、
そ
れ
ら
の
働
き
が
生

 
  

 
み
出
す
よ
さ
や
面
白
さ
な
ど
を
感
じ
取
り
な
が
ら
、
楽
曲
の
特
徴
や
演
奏
の
よ
さ
を
理
解

 
  

 
し
、
味
わ
っ
て
聴
い
て
い
る
。

 

  
 
  
  
 
 
 
Ａ
 
 
表
 
 
現

 
 Ｂ

 
鑑
 
賞

  
 
 
 
 
 
 〔

 
共
 
通
 
事
 
項
 
〕

 

歌
唱
の
活
動

 
器
楽
の
活
動

 
音
楽

 
づ
く
り

 
鑑
賞
の
活
動

 
音
楽
を
形
づ
く
っ
て
い
る
要
素

 
音
楽
の
仕
組
み

 

ア
 

イ
 

ウ
 

エ
 

ア
 

イ
 

ウ
 

エ
 

ア
 

イ
 

ア
 

イ
 

ウ
 
音 色 

リ ズ ム 

速 度 

旋 律 

強 弱 

音 の 重 な り や 和 声 の 響 き 

音 階 や 調 

拍 の 流 れ や フ レ ー ズ 

反 復 

問 い と 答 え 

変 化 
音 楽 の 縦 と 横 の 関 係 

聴 唱 ・ 視 唱 （ ハ 長 調 ・ イ 短 調 ） 

歌 詞 の 内 容 ・ 曲 想 

呼 吸 ・ 発 声 の 仕 方 ・ 響 き 

各 声 部 の 歌 声 ・ 全 体 の 響 き 

聴 奏 ・ 視 奏 （ ハ 長 調 ・ イ 短 調 ） 

曲 想 

楽 器 の 特 徴 

各 声 部 の 楽 器 の 音 ・ 副 次 的 旋 律 

即 興 的 に 表 現 

音 を 音 楽 に 構 成 

曲 想 と そ の 変 化 

楽 曲 の 構 造 

楽 曲 の 特 徴 や 演 奏 の よ さ 

学
期

 
月

 
題
 
 
材

 
時
間

 
教
 
 
 
 
 
材

 

Ⅰ
 

(
15
) 

４
 

に
っ
ぽ
ん
の
う
た

 
  
み
ん
な
の
う
た
(1
) 

３
 

 (
共

)
こ

い
の

ぼ
り

 
レ

ッ
ツ

 
テ

イ
ク

 
ア

 
チ

ャ
ン

ス
心
か
ら
心
へ
 
校
歌
 

 
◎

 
〇

 
◎

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

◎
 

 
◎

 
〇

 
 

 
○

拍 
 

 
 

 

５
 

 音
の
重
な
り
と
ひ
び
き

 
４
 

 ♪
茶
色
の
小
び
ん

 
♪
こ
き
ょ
う
の
人
々
 

 
 

 
 

◎
 

 
〇

 
◎

 
 

 
 

 
 

〇
 

 
〇

 
 

 
◎

 
◎

 
 

 
 

 
〇

 
５ ６
 

ア
ン

サ
ン

ブ
ル

の
み

り
ょ

く
 
６

 
♭
い
ろ
い
ろ
な
合
唱
 
ハ
ロ
ー
・
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
 ブ

ル
ー
 

♭
組
曲
カ
レ
リ
ア
か
ら
「
行
進
曲
風
に
」
 

花
の
お
く
り
も
の
 
 

〇
 

〇
 

◎
 

◎
 

 
 

 
 

 
 

〇
 

◎
 

◎
 

◎
 

 
 

〇
 

○
 

◎
 

 
〇
 

〇
 

〇
 

◎
 

○
 

７
 

 「
山

の
生

活
」

の
う

た
 

２
 

 遠
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 《

 第
６
学

年
 

音
楽
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年

間
指
導

計
画
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目
標
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潤
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。
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。
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。
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。
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。
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図工・美術分科会 

 

粘り強く追求し 色や形で想いを豊かに表現する子ども 

 

 

愛知教育大学附属岡崎小学校  原田 健一 

 

 

 

 

Ⅰ 目 的 

１ はじめに 

 図画工作科・美術科は，情操を養うという大きな役割を担っている。「美しいな」「きれいだな」

と感じる子どもの感性を磨くことは，情操を養う上で大切なことだと言える。制作において，子

どもたちが表す色や形には，その子なりの見方や感じ方がある。その見方や考え方を拡げていく

ことが感性を磨くことになり，ひいては情操を養うことにつながると考える。制作において，教

師が一方的に表現の仕方を教え込むことで，自信をもたせることはできるだろう。しかし，子ど

もの色や形に対する見方や感じ方を拡げるには教師の一方的な教え込みだけでは限界があるので

はないか。その子なりの見方や感じ方を拡げていくには，その子が自分の表現の追求に継続的な

意欲をもつとともに，仲間の表現の追求にも目

を向け，そのよさを実感しながら新たな視点を

もって自分の追求を見直していくことが必要だ

と考える。自分と仲間の表現への追求を比べる

なかで，子どもたちは色や形への見方や感じ方

を拡げていくのである。では，どのように仲間

の表現への追求に目を向けさせていけばよいの

だろうか。仲間の表現を見てまねをすることは

あるかもしれないが，その追求をよいと感じ，

新たな追求の視点として意識し，自分の追求を

見直していくことは難しい。これは，「みんな違

ってみんないい」という芸術特有の考えがある

からなのかもしれない。そこで，本校の図画工

作科では対象に出会い学級全体がもつ共通した

感情を「想い」とし，「想い」を具現するための

制作をしていく必要があると考えている。共通

の想いがあるからこそ，子どもたちがかかわり

合う場において，必要感をもって仲間の追求に

も目を向け，新たな視点をもって自分の追求を

見直していくことができるだろう。 
 右図は，本校の図画工作科における子どもの

学びの意識図である。問題解決をしていくなか

で，自分たちで追求する問題を生み出す「問い
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を生むかかわり合い」，仲間とかかわり合いながら追求を見直していく「追求を見直すかかわり合

い」，自己の追求を振り返り，そのよさを感じるための「核心に迫るかかわり合い」の３つのかか

わり合いが構想されている。これらのかかわり合いを，子どもの問題解決の意識に沿って講じて

いくことで，より深い学びが期待できると考える。 
 
２ 図画工作科で目指す子どもの姿と問題解決学習の概要について 

 
                  粘り強く追求し 色や形で想いを豊かに表現する子ども 

 
 子どもたちが「人・物・こと」に出会ったとき，学級全体に強い感情が生まれ，自分たちで何

かしたいと考えるときがある。図画工作科では，こうした子どもたちの意識を，「想い」と定義し

ている。想いをもった子どもたちは，何らかの方法で実現させようと，行動に移そうと考えてい

く。そして，想いの実現につながりそうな造形美に出会うと，その造形美にある色や形を感じ，

「こんな感じに（色や形を）表したい」と考え始める。これを，「自分の想い」と定義している。 
 子どもたちが自分の想いを抱いたとき，かかわり合う場（問いを生むかかわり合い）を設定す

る。自分の想いを伝え合うなかで，「色や形をこんな感じで使っていくとよさそうだ」という問題

意識が交わされる。そして，自分の想いを表していくために必要な追求の視点（造形要素）が見

えてくる。例えば，「形」，「色」，「大きさ」などであり，これが単元で身につけていく力となる。

このかかわり合いを通し，自分の想いの具現のために「形」「色」「大きさ」いう視点で追求を進

めていくようになる。 
 子どもたちは，追求を進めるなかで，これまでの表現でよいのかと迷いが生じたり，懸命に追

求するがゆえに客観的に自分の表現を見られなくなったりしてしまうことがある。そうしたとき，

自分の表現のよさや，よりよくなるところを作品を介して伝え合い，もう一度自分の表現を見直

す場（追求を見直すかかわり合い）をもつ。子どもは，自分や仲間の追求のよさを感じながら，

自分の想いを具現化するための，よりよい追求は何かと考え始める。この時，子どもたちの思考

は，自分の想いに立ち返りながら，自分の追求と仲間の追求を比較し，試し，自分なりに納得し

ながら自分の追求を見直しているものと考える。そして，はっきりとした見通しをもって力強く

動き始める。このような，かかわり合いにおける追求の見直しがあるからこそ，子どもたちは視

野を広げながらより粘り強く追求を進め，単元で培うべき確かな学びの深まりに結びつくものと

考えている。 
 作品完成後，その表現のよさを伝え合ったり他者から称賛の評価を受けたりするようにする。

子どもたちは自分の追求に強い喜びを抱くようになる。このとき，その喜びを伝え合いながら追

求を振り返る場（核心に迫るかかわり合い）をもつ。そうすることで，子どもたちは自分の追求

に達成感や満足感を抱くようになる。 
 このような学びの流れのなかで，子どもは色や形に対する見方や考え方，感じ方を拡げ，その

子らしい色や形で，自分の想いを豊かに表現することができるようになると考えている。そして，

それらの追求で得た学びを，生活に生かしていこうとする姿を引き出すことができると考える。 
 
３ 本研究で明らかにしたいこと 

 子どもたちが，粘り強く追求し豊かな表現をしていくためには，先で述べた問題解決学習の３

つのかかわり合いにおいて効果的な支援を打つ必要がある。効果的な支援とは，「問いを生むかか

わり合いを通し力強く追求に向かうことができるもの」，「追求を見直すかかわり合いを通し，制

作に見通しをもち力強く制作に向かっていくことができるもの」，「核心に迫るかかわり合いを通

し自分の追求のよさを感じることができるもの」と考える。 
 本研究では，こうした３つのかかわり合いにおける具体的な教師支援の在り方について，探っ

ていきたい。 
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Ⅱ 方 法 

１ 子どもをとらえ願いをかける 

 日々の様子や生活日記，作品や制作の様子などから子どもをとらえ，どのような子どもにした

いか願いをかけた。 
（１）真由美のとらえ 

  ・実際に試しながら，自分の考えをもったり，さらに調べてみたいと考えたりする。 
  ・自分がしたいことと，仲間が考えていること，自分たちがめざしていることを多面的に考え

ながらやっていきたいことを選択しようとする。 
  ・他者の立場に立って自分の追求を見直し，粘り強く取り組むことができる。 
  ・「動物」を取り上げた教材は，興味があり，より身近に感じることができる。 
  ・想像して描く表現において，大きく描いたり，中心に据えたりするなどの工夫は見られるが，

描きたいものの特徴をつかんで表現したり，描くもの同士のバランスや位置関係を考えて描

こうとするまでには至っていない。 
  ・見て描く表現において，描きたいものを平面的に表現することはできるものの，立体的な特

長を生かして表現するまでには至っていない。 
（２）真由美への願い 

    想像して描く表現において，主役となるものについては大きく描いたり中心に据えたりす

るなどの工夫を見せた真由美が，全体に配置されるものの位置や大きさの関係までも考えな

がら表現できるようになってほしい。また，見て描く表現において，平面的ではなく，立体

的に表現できるようになってほしい。 
    真由美は，自分がしたいことと，仲間が考えていること，自分たちがめざしていることを

多面的に考えながら，やっていきたいことを選択することができる。さらに，くすのき学習

では，低学年のことを考えながら粘り強く追求する姿を見せた。こうした真由美のとらえか

ら，相手を意識した作品づくりに取り組むことで，自分の想いに迫る表現を幅広い視点から

考えながら，粘り強く追求してほしい。さらに，「動物」を取り上げた教材を扱うなかで，よ

り意欲的に制作に向かってほしいと考えた。 
（３）４年３学級のとらえ 

  ・低学年のことを考えながら，意欲的に活動に向かう姿が見られる。 
  ・２年生時のくすのき学習で，うさぎを教室で飼った経験をもつ子どもが３分の１程在籍する。

夏休みの課題において，動物の飼い方，捨てられた動物について書いたり調べたりしている

子どもが多いことなど，動物に関心を寄せる子どもが多い。 
  ・見て描く表現において，描きたいものを大きく描いたり，真ん中に描いたりするなど，大き

さや位置に目を向けることができる。しかし，描こうとするものの形の特徴をつかみ，粘り

強く表現するところまでは至っていない。ただ，描くものによっては，角度を変えたり描き

込んだりするなど，その形の特徴を表そうとする子どもの姿も見られる。 
（４）４年３学級への願い 

    見て描く活動において，描きたいものの形の特徴をじっくりと見たり感じたりしながら，

粘り強く表現していけるようになってほしい。また，想像して描く活動において，色や形か

ら伝わる感じを表したいイメージと照らし合わせながら，明確な根拠をもって取捨選択した

り組み合わせたりできるとよい。また，「自分」から「低学年」へと目を向け始めた子どもた

ちが，相手を意識した作品づくりに取り組むことで，より制作意欲を高めていけるとよい。 
 
２ 教材を選定する 

 真由美や学級にかけた願いを具現するため，以下の要素を含む教材を考えることにした。 
  ・描こうとするもののを表現していくなかで，「位置」「大きさ」「向き」の工夫を必然的に考え
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ていけるもの。 
  ・描こうとするものを，立体的なものとしてつかみ，表現していくことができるもの。 
  ・抵抗なく，何度も試しながらつくりかえていけるもの。 
  ・他者を意識しながら，制作に取り組めるもの。 
  ・身近な動物を扱ったもの。 
  
このような要素を含んだ教材を選定するなかで，自分たちが教室で飼う２羽のうさぎを，作品

を通して他者に伝えていく内容の単元が浮かんできた。さらに，重ね絵による表現にすることで，

以下のような教材性が見込めると考えた。 
   
・手前のうさぎと，奥のうさぎの位置を自由に変えたり手軽につくり替えたりすることが可能

なため，それぞれのうさぎの大きさや位置を試しながら考えることができる。 
  ・別の平面上で２羽のうさぎを表すことを考えるため，必然的に手前と奥を意識するようにな

る。そして，「２羽のかわいい表情を大きく表したい」「少し重なる方が仲のよい感じが出る」

「奥のうさぎの顔が，手前のうさぎの方を向いて会話しているようにしたい」などのように，

うさぎの関係を想像しながら，大きさや，位置，向きに目を向ける姿が期待できる。 
 
３ 追求を見通す 

 ２羽のうさぎ（コカゲ，クロ）を購入した「うさぎの丘」店に隣接するうざぎカフェでは，う

さぎ好きの人たちが集まり，うさぎの話をして交流している。この場を見学した子どもたちは，

自分たちのうさぎを，カフェに集まる人に伝えたいと想いをもつだろう。そして，「２匹の動物の

重ね絵」の参考作品に出会う。カフェにうさぎの絵が飾ってあったことを振り返り，２羽のうさ

ぎの重ね絵をつくり，店内に飾らせてもらえないかと考えるようになるだろう。試作では，「大好

きなうさぎの体を大きく描きたい」と大きさに注目する子ども，「寄り添って仲良くしている感じ

にしたい」と位置や向きに注目する子どもが出てくるだろう。そこで，問いを生むかかわり合い

を行う。かかわり合いにおいて，自分の想いを伝え合いながら，大きさや体の向き，位置につい

て考えるなかで，「大きさや位置，向きを考えてクロとコカゲの様子を伝えたい」と問いをもつだ

ろう。  
 本制作を始めた子どもたちは，大きさや体の向き，位置という視点で追求していくだろう。そ

して，自分の作品に満足すると「うさぎカフェに飾れそうだ」と考え始めるだろう。一方で，飾

ることに不安をもつ子どももいるだろう。そこで，教室に飾るようにし，互いの作品を見合いア

ドバイスをし合うようにする。子どもたちは，仲間にアドバイスをするとき，これまでの追求を

振り返りながら，自分の表現のよさを意識していくと考える。また，アドバイスの内容から，ど

う見直せばよいか悩む子どもも見られるだろう。そこで，追求を見直すかかわり合いを行う。子

どもたちは，大きさや体の向き，位置の視点で追求してきた工夫を語るだろう。このとき，重ね

絵でできる奥行きの違いから，手前と奥を表すための大小の工夫や，斜めから見たような向きを

表そうとしている子どもを取り上げ語らせる。また，工夫をする前と後を比較しながら見る活動

を取り入れる。そうすることで，重ね絵に表れる手前と奥の位置関係までも意識した大きさや向

きの工夫を考えることの必要性を実感するだろう。その後，アドバイスを順位づけながら整理す

ることで，これまでの追求のよさや新たな追求の視点に目を向けながら，それらを客観的に判断

し，明確な見通しをもって再び追求に向かっていくだろう。 
 完成した作品は，「いいね！活動」を通し，仲間と見合ったり，うさぎカフェの店長さんに見て

もらったりし称賛してもらえるようにする。その上で，核心に迫るかかわり合いを行う。このか

かわり合いにおいて，仲間や店長さんから認めてもらったうれしさと，自分の想いに迫るために

考えてきた工夫をつなげていくことで，子どもたちは自分の追求に達成感や満足感を得るだろう。 
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４ 単元の構想「位置や大きさ考えて アピールするよ みんなが大好き ２羽の重ね絵」 
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５ 支援について 

問いを生むかかわり合い前後の支援   （構想図：※１※２対応） 

  自分の想いをもって力強く追求に向かえるように，学級全体の意識が向くような「人・物・ 

  こと」に出会わせ，造形美にふれるようにする。そして，自分の想いを表すために必要な表 

  現をかかわり合いで知ることができるようにする。 
 
追求を見直すかかわり合い前後の支援  （構想図：※３※４※５対応） 

  自分の想いにより迫るための新たな制作の道筋が見えるようにするために，かかわり合いで  

  知り得た仲間の表現を試したり，アドバイスカードを見直したりする。 

 
核心に迫るかかわり合い前後の支援  （構想図：※６※７対応） 

  自分の追求に達成感や満足感をもたせるために，いいねカードを用いた相互鑑賞や他者から 

  称賛される場を設定し，自分や仲間のよさを認め合えるようにする。さらに，他者評価で得 

  た喜びをもとに，今までの自分たちの追求のよさは何かをかかわり合いながらふり返るよう 

  にする。 
 
６ 検証の仕方について 

  今回設定した単元における問題解決学習の過程において，５で示した支援を講じるとともに，

真由美の変容を表現や授業記録などから追い，目指す子どもの姿に迫れているかを検証する。 
 
７ 実践と考察 

（１）問いを生むかかわり合い前後の場面 

  自分の想いをもって力強く追求に向かえるように，学級全体の意識が向くような「人・物・ 

  こと」に出会わせ，造形美にふれるようにする。そして，自分の想いを表すために必要な表 

  現をかかわり合いで知ることができるようにする。 

  
教室で飼っているクロとコカゲの飼育の仕方について学ぶために，うさぎを提供してもらった

「うさぎの丘（うさぎペットショップ専門店）」に出かけた子どもたち。そこで，隣接するうさぎ

カフェの存在を知った。そして，オーナーから，「うさぎカフェには，うさぎ好きな人が集まって

交流をしている」という話を聞いた。この事実を知った陽樹は「クロとコカゲのことも知っても

らいたい」と話し，それに賛同する子どもたちの姿が見られた。学級全体が「クロとコカゲを，

うさぎカフェに来るお客さんに伝えたい」という想いをもったことがうかがえた。 
 どんな方法で伝えようかと考えていた子どもたちに，２匹の動物（リス）をモチーフにした重

ね絵の作品（造形美）に出会わせた。作品を見た子どもたちは，「ハグしていて親子みたい」と２

匹の関係を考えたり「２匹の様子が飛び出して見えるから心に残る」と

重ね絵の特徴を感じたりしていた。そして，「クロとコカゲを重ね絵にし

て表してみたい」と子どもたちの制作が始まった。 

試作① 

真由美は，試作①を制作し始めた。「仲良いように見える」から，２羽の仲のよさを表そうと自

分の想いをもっていることがわかる。そして，クロを正面向き，コカゲを横向きで描いた。「ぴょ

ーんとクロのほうに」を合わせて考えると，真由美がコカゲがクロにとびつく様子を，向きや位

私は，森でクロがチモシーを食べていて，コカゲがチモシー（※うさ
ぎのえさ）をもらっている絵をかきました。コカゲが，ぴょーんとクロ
のほうにいってるという仲良いように見える工夫をしました。（食欲の
秋）コカゲだけでなく，クロと二羽で食べているのも工夫です。 
                                 (10月 27日 真由美の学習記録) 
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置を意図的に表そうとしていることがわかる。真由美のように，自分の想いを表すために向きや

位置の工夫を考え始める子どもの姿が見られ始めた。また，大きさの工夫にも目を向ける子ども

もいた。そこで，自分の想いを表すために，向きや位置，大きさという視点をもって追求できる

ようになってほしいと願い，問いを生むかかわり合いを行った。 

真由美が，試作①について発言した際，晃一が「（２羽のうさぎを）もっと大きくした方がよい」

と述べた。教師は，そのやりとりを取り上げ，「どれくらい大きくした方がいい」と出て，真由美

の試作①の横に，晃一の考える大きさを示すように促した。すると佳奈８２で「あんなに４分の

１使っちゃったら」と反論した。晃一の示した図は，佳奈にとっては，背景が見えにくくなり，

大きすぎると感じたからであろう。このかかわり合いを通し，大きさに目を向け始める子どもの

姿が見られた。 
問いを生むかかわり合い後，真由美はクロとコカゲの表現の仕方を考え始めた「目立たせまし

た」から，問いを生むかかわり合いを通し，「大きさを変えると絵の雰囲気が変わる」ことに目を

向け始めたことがうかがえる。以上のことから，真由美は仲のよさを伝える２羽の様子を表すた

めには，２羽の向き，位置，大きさが必要だと考えながら，見通しをもって追求を始めたようだ。 
 
（２）追求を見直すかかわり合い前後の場面 

  自分の想いにより迫るための新たな制作の道筋が見えるようにするために，かかわり合いで 

  知り得た仲間の表現を試したり，アドバイスカードを見直したりする。 

  
追求が進むにつれ「ウサギカフェに飾れそうだ」と考える子どもと「この作品では，まだ自分

の想いは伝わらない」と考える子どもが出てきた。こうした子どもたちの声を取り上げ，作品を

教室に飾り，互いの考えを伝え合えるようにした。そして，自分の表現を見直していく新たな視

点をもたせたいと考え，追求を見直すかかわり合いを行うことにした。真由美には，子どもたち

が意識し始めている「手前と奥」の工夫に目を向けることが，追求を見直す大きな視点になるこ 
とに気づいてほしいと願った。 

佳奈８２ 晃一君の案に質問で，真由美さんは森のイメージなんだけど，森だったら必ず，木を描
かなければいけなくて，でも，あんなに４分の１使っちゃったら，木がこんなに細くな
っちゃう。            （10月 29日 問を生むかかわり合い授業記録） 

私は，様子は前といっしょで，森でクロがコカゲとチモシーを分け合っているという様子の絵で
す。工夫は，いっしょにチモシーを食べて仲良くしていたり，顔を少し大きくして目立たせました。
それぞれが見ているのは，おたがいです。向き合ってはいないけど目だけ合っています。その理由
は，おたがいを向いていないと仲が悪いように私は見えてしまうかもしれないから，目を合わせて
この２羽は仲が良いんだよ，おたがいをおぼえてかしこいんだよということを伝えたいです。じっ
さいに仲良しかはわかりませんが，かしこいということはあってると思います。                  

(11月６日 真由美の学習記録) 

太陽２４ ぼくは，ドキドキ感であって，奥と，手前というのが表されてて，紗彩さんの作品はか
くれんぼをイメージしていて奥，手前を木で表して，プラス木を使って隠れているよう
に見せて，ぼくはいいと思いました。 

－<略>－ 
佳奈６４ 千紗さんのやつは，わざとなのかわかんないけど，クロが斜めになっていて，コカゲが

クロの頭で隠れてて，大きくするとクロとコカゲが目立って風景だけ目立つんじゃなく
て，クロとコカゲの主人公が見えて，あと，クロとコカゲが重なってるから，近づいて
いる，近づいているとまあまあだなと思うけど，離れてたら絶対仲が悪いって思われる
けど，重なってるから，もっと仲がいいっていうふうに見える。             

（11月 18日 追求を見直すかかわり合い 授業記録） 
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かかわり合い後，太陽 24「奥，手前」佳奈 64「クロとコカゲが重なって」

という発言を取り上げ，「奥行きを考えることで絵の雰囲気が変わってくる

ね」と投げかけ，かかわり合いで出た仲間の考えを試すようにした。真由

美はパーツが移動できる試作⑤を使って，重ねたり離したりしながら試し

ていた。 
  制作に入る前に，作品を教室に飾った段階で書かせた仲間へのアドバイ

スカードを「これから考   試作⑤ 

えていきたい工夫」を視点に整理するように

指示した。真由美は，「２羽を近づけたらもっ

と仲良くみえる」という内容のアドバイスを

１番多く選択した。２番目は，「大きくすると

もっと目立つ」という内容であった。 

「ちかづける」「大きさをかえる」から，位置や大きさに目を向けていることがわかる。位置や大

きさについてこれまで追求してきた真由美が，なぜもう一度工夫して考えてみたいと考えている

のだろうか。それは，かかわり合いで話題になった「奥行き」という視点をふまえ，近づけたり

大きくしたりして試してみたことで，「前の作品よりも良くなった」と実感したからであろう。そ

して，アドバイスカードを整理する過程において，位置や大きさを変えることが，「奥行き」を出

す表現につながり，自分の想いをより表せるだろうと見通しをもったからである。真由美が「奥

行き」の出せる表現が大切だと感じている根拠は，かかわり合い以後の追求の姿に大きく表れた。 
追求の様子を見守っていると加奈子は，試作⑧において，今までこだわってきた「えさを分け

合っている様子」から「かけっこをし合っている様子」に変えていったのである。試作⑦までこ

だわってきた「えさを分け合っている様子」のままでは，「手前とおく」を十分に生かすことがで

きないと考えたからである。「うつぶせのやつ（※試作⑦）か４つ目のやつ（※試作⑧）がいい」

と決めかねているのは，奥行きまでを生かした走り合っている場面か，今まで自分がこだわって

きたチモシーを分け合っている場面か，ど

ちらが自分の想いを表す表現になるか粘り

強く追求している姿であると言える。真由

美は，試作⑧に近い表現を選び本制作に向

かった。 
「クロは大きくコカゲは小さく」「クロが手

前でコカゲがおく」から，２羽を大小と前

後で表すことで，手前と奥をしっかりと表

現できる「遠近法」で表現しようとしていることがわかる。二羽が走っている場面にしたことで，

奥行きをより強調することができるようになったと考えていることがわかる。ここには「奥とて

まえ」までも含めて，大きさにこだわってきた真由美のこだわりを感じることができる。真由美

真由美さんへ 
もすこしくっつけた
ほうがいいよ。やった
らもっとなかよしに
みえるよ  直也 

真由美さんへ 
仲良くしたいんだっ
たらもう少しくっつ
けたほうがいいと思
う      和志 

     第一位に選んだアドバイス 

私は，もう少し２羽をちかづけるということと大きさをかえる（大きく）ということを工夫して
いきたいです。理由は，仲良く見せる，目立たせることができるからです。じっさいにやってみた
ら前の作品よりも良くなったのでよかったです。              (11月 24日 真由美の学習記録) 

私は，４パターンくらい写真をとりました。はみだすくらい大きいクロとコカゲがチモシーをわ
けあっているようすの絵やうつぶせのえ（※試作⑦）や新しく作ったクロとコカゲがかけっこをし
ているの（※試作⑧）をかきました。  －<略>－ 
 私は，この４つを写真に撮ってもらいましたが，うつぶせのやつ（※試作⑦えさを分け合ってい
る絵）か４つ目のやつ（※試作⑧）がいいと思いました。    (11月 26 日 真由美の学習記録) 
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創太３３ ぼくは，まず，大きさって言うのを加えて，仲良しって言うのを伝え
たいんですけど，まず迫力，後ろからやってくるという，奥行きと，
たとえば，この同じ大きさの賞状でも近くにあるのと遠くにあるのと
では，大きさがちっちゃいのと大きいのとで違うから奥行きとかを考
えて，だいたいどの位置からやってくるというのを，クロを高くして，
ここからコカゲがやってくるっていう感じで，奥行きっていうのと大
きさと，あと，真ん中にいるとかぶさる感じだから，後ろからやって
くるっていう感じで位置も加えて，ここの向きは前から見た感じと，
ここはこっちを向いてて，こっちに行く感じ，というので，位置とか
向きとか大きさっていうことをやってみました。  

－<略>－ 
将太４５ 美乃里さんに似てて，仲良しって視点でつくりました。初めの頃は横

向きだったけど，でも，顔をうさぎカフェのお客さんに見せるために
前向きにしました。工夫したところでよかったことは，ここを，クロ
とコカゲをすこし重ねたから，オーナーさんにも，仲良しって言うと
ころが伝わったと思います。 

（12月 9 日 核心に迫るかかわり合い授業記録） 

は，「２羽が仲良し」だということを伝えるには，クロとコカゲが向き合っている様子が大切だと

考えてきた。だからこそ大きく表現を変えた本作品でも「目だけ」は大切にしたいと考えたので

はないだろうか。 

 このような粘り強い追求がみられたのは，「奥行き」を生かした表現をかかわり合い後に試した

ことで，そのよさを感じ，アドバイスカードを整理するなかで，自分の想いをより表すには，「位

置」「大きさ」「向き」に加え，「奥行き」まで考えていくことが必要だと考えた真由美の追求への

見直しがあったからだといえる。 
 
（３）核心に迫るかかわり合い前後の場面 

  自分の追求に達成感や満足感をもたせるために，いいねカードを用いた相互鑑賞や他者から 

  称賛される場を設定し，自分や仲間のよさを認め合えるようにする。さらに，他者評価で得 

  た喜びをもとに，今までの自分たちの追求のよさは何かをかかわり合いながらふり返るよう 

  にする。 

 

 本制作が完成すると，「もう一度教室に飾りたい」「最初にオーナーさんに見てもらいたい」と

いう声が上がった。そこで，いいね活動とオーナーさんからコメントをもらう場を設定した。こ

こでは，互いに表現のよいところを認め合ったり，称賛してもらえるようにした。子どもたちは，

仲間やオーナーから認められたことで，自分の工夫が見る人に伝わった喜びを感じていた。そこ

で，核心に迫るかかわり合いを行った。このかかわり合いを通し自分の今までの追求をふり返っ

たり，それが伝わったことを伝え合ったりすることで，追求に満足感や達成感を感じるとともに，

「重なりまで含んだ位置関係や大きさ」，「手前と奥まで意識した向き」という視点で表現を工夫

することのよさを感じ，これからの生活に生かせるようにしていきたいと願った。 

創太完成作品                                 

将太完成作品

「そうた君とにてて」「作品に入れなかった位置の工夫」からは，仲間の作品と自分の作品を見比

べながら，共通点や違っている点を考えていることがわかる。創太は，かかわり合いにおいて「後

ろからやってくるという，奥行き」と述べた。これは，真由美が考えてきた，前後の様子を表す

工夫に近いものである。真由美は，この創太の工夫を自分と似てると感じながら，その工夫のよ

私は，コカゲをひとまわり大きくしました。理由は，クロは大きくコカゲは小さくして遠近法を
使いました。だけど，コカゲがクロとくらべると小さかったからです。向きは試作品と同じで顔（目）
だけおたがいを向いています。私は，クロとコカゲを仲良く見せたいので，今までずっとそうして
きたからです。位置は，クロが手前でコカゲがおくです。絵が大きいので重なります。なので，ク
ロが上（※画面上では下）にくるようにします。        (12月２日 真由美の学習記録) 
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真由美の完成作品 

さを改めて感じていることがうかがえる。また，将太のように両方を正面向きにして，重ねると

いう方法は，「作品に入れなかった位置の工夫」とし，改めて「手前と奥」を生かした表現のよさ

を感じていたのである。 

 このかかわり合いを通し，真由美は今までの自分の追求をふり返ったり，伝わった喜びを交

流したりしながら，「位置」や「大きさ」，「向き」や「奥行き」という視点で考えてきた自分の追

求に，達成感や満足感を抱くことができた。 
 

Ⅲ 結 果 

 以下は，真由美の振り返り作文である。 

４年生２学期単元「位置や大きさ考えて アピールするよ 

みんなが大好き ２羽の重ね絵」において，「自分たちが飼育

する２羽のうさぎ（クロとコカゲ）の様子を，うさぎカフェ

に来るお客さんに伝えたい」と想いをもった子どもたち。真

由美は，重ね絵によって「２羽の『仲良し』な様子を伝えた

い」と自分の想いをもち追求を進めた。真由美は，「仲良し」

な様子を伝えるために，チモシー（えさ）を分け合っている

クロとコカゲの様子を描いていた。いつも学級で２羽のお世

話をしていた真由美だからこそ，２羽にえさをやる場面を思

い浮かべたのだろう。そして，２羽が向き合って食べている

ように表現することで「仲良し」な様子が伝えられそうだと考えていた。しかし，追求を進める

なかで，チモシーを分け合っている様子から，２羽が走っている様子へと表す場面を変更するこ

とに決めた。これは，追求を見直すなかで，「クロが前，コカゲが後ろ」にすることで，手前と奥

を生かすことのできる「走っている様子」を表すことが自分の想いをより表現できそうだと考え

たからである。「さらになかよく」からは，「仲良し」をより表せる表現は何かと追求していった

真由美の粘り強い姿勢がうかがえる。完成作品を見ると，２羽が仲良く走っている様子を表現す

るために，クロを手前（画面下）に大きく表現し，コカゲを後ろ（画面上）に少し小さくして表

している。本単元を通し，真由美はうさぎの大きさや位置関係，体の向きに，手前と奥という視

私は，今日は言えなかったけど，そうた君とにてて大きさと向きを工夫しました。それで仲のよ
さを伝えるために，遠近法のことと，目の向きだけ合わせた，ということを発言したかったです。
（遠近法→かけっこの様子を伝えるため→かけっこの仲良し→目だけ合わせる→かけっこしてて
も目が合ってる→仲良しということになるから）それと，ほかのみんなの意見もよかったです。し
ょうた君は私が作品に入れなかった位置の工夫がすごかったです。(12月９日 真由美の学習記録) 

私は，最初はチモシー（※うさぎのえさ）を仲良く二羽が分け合っている絵だったけれど，二羽
が仲良く走っている（かけっこしてる）絵にしました。変えた理由は，チモシーを分けてる絵でも
よかったけど，二羽で遊んでるとさらになかよくみえたからです。そのために，私は走ってるよう
にも見えるけど，仲良く見えるようにもなる工夫をしました。クロが前，コカゲが後ろに来るよう
にして遊んでいるかんじを出し，目の向きだけ合わせたりして遊んでてもずっと仲良し！というか
んじを出しました。他の子の考えを知って思ったことだけど，私が考えてなかった工夫もあって，
２羽重ねるという考えもいいなと思いました。私が，試作品で，まだチモシーの絵だったとき，ち
さちゃんの絵をヒントにしてこの絵にしようと思いました。これがきっかけでした。 
 悩んだことは，大きさです。本番をかき始めたとき，遠近法を使うとはきめてかいていました。
それで，できあがったとき，クロはちょうどいいけど，コカゲが小さくて目立ちませんでした。だ
から，大きくしました。クロがかなり大きくて，遠近法を使ってても小さいほう（コカゲ）が目立
ってよかったです。私が一番伝えたかったことが仲良しさで，オーナーさんもほめてくれたし，い
いねカードにもかいてありました。一番伝えたかったことなのでよかったです！  

                       （12月９日 真由美の振り返り作文） 
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点を加えて追求していった。「一番伝えたかったことなのでよかった」には，自分の表現が仲間や

うさぎカフェのオーナーに伝わった喜びと，自分の想いを伝えるために何度も見直してきた追求

に対する達成感や満足感が表れている。 
 本実践において，真由美のように，大きさや向き，位置関係に奥行きという視点で，自分の想

いに近づく表現を粘り強く追求し，豊かに表現する子どもの姿がみられたのである。 
 

Ⅲ まとめ 

１ 課題について 

 ・問いを生むかかわり合いにおいて，大きさの工夫に目を向ける子どもは見られたものの，  
  大きくした方がよいか，小さくした方よいか二者択一で話が進んでしまった。どんな理由で 
  その大きさがよいと思ったかを伝え合うようにすることで，「大きさを考えるよさ」をより 
  感じることにつながったのではないか。 
 ・追求を見直すかかわり合いにおいて，かかわり合い後に話題に上がった様々な「奥と手前の 
  表現」を試す活動を設けてしまった。そのため，何をどう試せば良いか混乱する子どもが見 
  られた。今回のかかわり合いでは，「手前と奥で向き合わせる」「重ねる」という工夫 に絞 
  って，試すようにした方が良かった。 
 ・核心に迫るかかわり合いにおいて，仲間の作品と比べながら話したことで，「奥と手前」  
  を考えることの表現のよさに目を向けることができた。ただ，完成作品を試作①と比較する 
  ことで，今までの追求のよさを感じさせることができたのではないだろうか。また，自分の 
  表現が伝わった気持ちを伝え合えるようにすることで，追求への満足感や達成感をもたせる 
  必要があると感じた。 
 
２ おわりに 

 今回，３回のかかわり合いにおける支援について考えてきたが，こうしたかかわり合いをいか

に子どもたちが仲間の考えや表現を知りたいと感じたときに講じていくかが大切だと感じた。そ

のためには，子どもの力強い追求のエネルギーを生んでいる「想い」をいかに抱かせるか，また

追求においてその「想い」をいかに意識させるかを考えていく必要があると感じた。 
 今後も，「粘り強く追求し 色や形で想いを豊かに表現する子ども」を目指し，研究を進めてい

きたい。 
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運動経験から得られた経験知。 

運動経験から得られた経験知を基に課題を解決しようとする姿。 

保健体育分科会 

附属学校の体育授業研究 
 

 

【附属名古屋小学校】                  橋本浩司・加藤康博・水谷佳弘・林瑛一 

Ⅰ ２年間の研究の概要 

 体育科では、生涯にわたって運動に親しむための基礎を小学校期で培い、各種の運動の楽しさや喜びを

味わわせ、運動好きな子どもを育てることを目標としている。そのためには、子ども自身に必要な運動経

験を十分に積み重ねさせていくことが大切であると考える。そして、体を動かした運動経験から得られた

経験知注）を基に課題を解決しようとさせていく。そこで、体育科では「これからの社会を生き抜く子」

に迫るために、平成 26年度に「必要な力」と「必要な力を発揮した姿」を、次のように設定した。 

 

 

 

 

 

「これからの社会を生き抜く子」に迫るために、単元構成の工夫を行った。この工夫を図ることで、「こ

れからの社会を生き抜く子」に迫ることができたと考える。以下に、これらの考えを取り入れた学習の流

れと指導方法の工夫を示す。 

体育科では、これまで主運動、「もとの運動」、振り返りの三つの学習活動で単元構成がされてきた。運

動領域には自分の身体をコントロールする感覚形成の領域と、ゲームで自分が何をすればよいかを身に付

ける認識形成の領域があり、領域ごとに課題の形成や解決のさせ方に違いがある。そこで、それぞれの領

域によって、子どもたちが経験知を基に課題を解決しようとするためには、単元構成を変える必要がある

と考えた。それにより、子どもたちはどの運動領域においても、経験知を得ることができ、経験知を基に

課題を解決しようとすることができた。 

感覚形成の領域では、子どもたちの動きを高めやすくするために、運動の内容のまとまりごとに、単元

の学習内容を考える必要がある。そして、子どもたちは課題を形成するためにまず、主運動に取り組む。

次に、主運動で形成された課題や子どもたちの動きの高まりは、それぞれ異なるため、その後必要な経験

知を得るために、子どもたちは「もとの運動」や主運動の場を選ぶことができるように単元構成の工夫を

してきた。感覚形成の単元構成を中学年のマット運動を例にして、以下に示す。 

 

【感覚形成の領域における 中学年：器械運動（マット運動）の単元の流れ】 

 

認識形成の領域では、攻防におけるチームの課題を形成させるために、ゲームのルールや行い方を理解

した上で、チームの特徴を把握しなければならい。そのため、ゲームを数多く経験させる必要がある。そ

こで、単元の前半で、主運動のゲームに十分取り組ませることで攻防におけるチームの課題が形成される

と考える。そして、単元の後半では、経験知を基に課題を解決するために、チームで必要な「もとの運動」

時数 第１時 第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 

学習内容 
前転技 後転技 倒立技 

課題形成 課題解決 課題形成 課題解決 課題形成 課題解決 

学
習
活
動 

主運動 「もとの運動」 主運動 「もとの運動」 主運動 「もとの運動」 

「もとの運動」 
主運動 

「もとの運動」 
主運動 

「もとの運動」 
主運動 

主運動 主運動 主運動 

振り返り 

必要な力 

必要な力を発揮した姿 
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を選んで取り組んだり、主運動のゲームに取り組んだりすることができるように単元構成を工夫してきた。

認識形成の単元構成を高学年のボール運動を例にして、以下に示す。 

 

注）経験知：経験したことで得た知識。特に作業現場で培われた、勘や感覚などとして体得された知識。（実用日本語表現辞典） 

【認識形成の領域における高学年ボール運動（ゴール型・ハンドボール）の単元の流れ】 

 

Ⅱ ２年間の研究から捉えた改善点 

 感覚形成の領域である高学年の陸上運動のハードル走では、「もとの運動」や主運動で課題を解決しよう

と意欲的に取り組むものの、その運動の行い方が課題を解決することに役立つのか見通しがもてなかった

り、動きが高まっているかどうかに気づけなかったりして動きの高まりが停滞している子どもの様子が一

部で見られた。振り返りで、課題を解決できるようになった子どもは動きを全体の前で披露したり、気づ

きを発表したりすることができた。すると、動きの高まりが停滞していた子どもは、振り返りによって、

どのように体を動かすとよいか動きの高め方に気づき、もう一度自分の取り組んでいた動きを振り返った

り、動きながら確認したりする様子が見られた。しかし、振り返りが一単位時間の学習のまとめとして位

置づけられていたため、気づきからもう一度動きを試して取り組ませる時間を十分に確保することができ

なかった。それにより、子どもたちの中から「友だちの動きを見て、分かったから今からやってみたい。」

「こうすると、上手くいくんだ。」と、振り返り後すぐに、運動に取り組ませることにより、得られたであ

ろう経験知を積み重ねることができずに、次時の体育の学習まで待たなければならなかった。 

認識形成の領域である、中学年のボール運動ネット型ゲームでは、振り返りが一単位時間の学習のまと

めとして位置づけられていたため、チームで確認した動きや作戦をすぐに主運動で試して取り組ませる時

間を十分に確保することができなかった。そのため、「話し合った動きを今からゲームで試してみたい。」、

「この作戦だと相手に勝てそうだ。」と、振り返り後すぐに、運動に取り組ませることにより、得られたで

あろう経験知を積み重ねることができずに、次時の体育の学習まで待たなければならなかった。 

 これらのことから、振り返り後すぐに、子どもたちの動きを修正したり、改善したりする時間を確保す

ることができれば、一単位時間の中で経験知をさらに得られることができるのではないかと考えた。 

 

【チームアプローチによる大学と附属名古屋小学校の連携】   

鈴木一成・上原三十三・森勇示・山下純平・縄田亮太・成瀬麻美（愛知教育大学） 

平成 27 年度に引き続き，28 年度大学教育研究重点配分経費でのプロジェクトとして、①公開授業、②

教育実習、③学会及び地域研究会、④名古屋キャンパス内での取組の 4 点について鈴木一成と附名小の４

名の教員による共同的調査研究を継続実施した。成果としては，①は現存の体育部会に大学教員も同席し

たり、授業構想段階から授業づくりや単元中での授業省察を実施したりすることができたことである。特

に，大学と附名小の関係は従来の１対１ではなく，保健体育講座が体育授業活性化を目指して，６名の大

学教員がチームとしてアプローチする手法（チームアプローチ）が構築されつつあることが大きな成果で

ある。他教科部会への広がりを模索していきたい。課題としては，④の附名小の体育授業実践を軸とした

附属幼稚園と附属名古屋中学校との関連（幼小中名古屋運動プログラムの開発）については，小中大連携

による体育授業研究会を開催することはできたが，附属幼稚園との連携は残念ながら実現できていない。

また，②について体育の指導内容と指導方法を切り口に教育実習生指導の充実を図ること，③は愛教大体

育学会・愛知体育研究会及び各地区研究会との連携を引き続き模索することが今後の課題である。 

時数 第１時 第２時 第３時 第４時 第５時 第６時 第７時 第８時 

学習内容 オリエンテーション 攻防についての課題形成 攻防についての課題解決 

学
習
活
動 

ゲームの紹介 

学習の進め方

について 
主運動 主運動 主運動 

「もとの運動」

の紹介 

主運動 主運動 「もとの運動」 

「もとの運動」 「もとの運動」 

主運動 
主運動 主運動 主運動 

主運動 

振り返り 
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【附属岡崎小学校】                       野村勝美・杉浦健次郎・中西裕也 

１ はじめに 

子どもたちは，新たな運動に出会ったとき，「楽しそうだ」「やってみたい」と興味をもち，その運

動に夢中になって取り組んでいく。そして，繰り返し運動にかかわっていくなかで，「もっとできるよ

うになりたい」「うまくなりたい」と，記録の向上，競技やゲームの勝利，よりよい演技をめざし，運

動を楽しもうとする。子どもたちの意識をとらえ，子どもたちの追究の意欲を高めていけられるような

教師のはたらきかけについて考えてきた。なかでも，子どもがもった考えや動きを，実際の動きにどう

結びつけるか，考えと動きをつなぐ教師のはたらきかけについて考えながら実践してきた。 

体育科では，昨年度の２学期実践より，じっくりと考える場，冷静に見つめる場のそれぞれに試す場

を設けることにした。試技を行う前と行った後の動きの感じ「できそうだった」「もう少し〇〇すれば」

というものを確かめることにより，子どものめざす動きのイメージを身体でより鮮明にすることができ

るのではないかと考えたからである。附属小での実践では，鬼遊び・ゲームと表現リズム遊びの２領域

に取り組んできたが，仲間との連係が不可欠な教材であったため，低学年においても自分の考えや動き

を仲間の考えや動きと合わせることまでもねらってしまってきた。そのため，自分の動きの感じを頭だ

けでなく，もっと自身の身体で感じられるような体験を多く積ませることが必要であると強く感じた。

そこで，本実践では，器械・器具を使った運動遊びという個人の運動での実践を通して，教科論に基づ

く教師のはたらきかけを検証することで，今後の研究の方向性を見出していきたいと考える。 

 

２ 体育科で求める子どもの姿 

めざす動きがわかり仲間とともに自分の動きを拡げ高めていく子ども体育科では，めざす動きの具体

的なイメージをもち，自分の動きをめざす動きに近づけていくために，何をどうすればよいのかという

見通しをもって追究していく。そして，仲間とともに自分の動きを振り返ったり，新たな動きを取り入

れたりしながら，自分の動きを拡げ高めていく子どもの姿を求めている。 

平成28年度２学期の第２学年実践「とんでまわってころがってつないでつくるよ－エアマットランド

－」では，海の生き物のみたいな動きをつくるために，自分の体の使い方を工夫しながら，跳ぶ，回る，

転がるなどの動きに高低や緩急の変化をつけ，動きを拡げたり高めたりしていく。また，エアマット，

エアロール，セーフティマットのそれぞれの場に応じた動きを考えることで，動きをつなげたり，組み

合わせたりしていく。さらに，仲間の考えや動きを見つめ取り入れるなかで，自分の考えや動きにこだ

わりもちながら仲間とともにいろいろな動きをつくり出して運動することに楽しさを感じる子どもの姿

を求める。 

 

３ 「学びの自覚」促す教師支援 

（１）見通しをもって追究に動き始める姿を引き出すために 

① 今の自分の動きを映像で見つめさせることで，自分の考えと実際の動きのずれを感じられるよ

うにする。【じっくり考える教師支援】 

② 自分の考えと実際の動きとのずれを感じたタイミングで，動きに対する仲間の気づきにふれさ

せることで，自分の考えや動きを振り返えられるようにする。【冷静に見つめる教師支援】 

（２）よりよい判断・決定をし，見通しをもって追究に向かう姿を引き出すために 

③ 自分の考えと動きや，自分の動きと仲間の動きを映像で比較したり，仲間の考えを試したりし

て，自分の考えと仲間の考えの共通点や相違点を明確にすることで，自分の動きに対するこだわ

りに気づけるようにする。【じっくり考える教師支援】 

④ 仲間の動きに対する考えにふれ，新たな視点をもったタイミングで，もう一度仲間の考えを試

すことで以前の自分の動きとの違いを感じられるようにする。【実感的・体感的教師支援】 

⑤ 試しや実際のゲームのなかで，仲間の考えを繰り返し試すことで，自分の考えや動きを見つめ

られるようにする。【冷静に見つめる教師支援】 
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（３）学びの深まりを見つめ，自己の成長を実感する姿を引き出すために 

⑥ これまでの動きと今の動きを映像によって比較することで，動きの拡がりや高まりを感じられ

るようにする。【じっくり考える教師支援】 

⑦ 自分の動きや仲間の考えのよさを感じたタイミングで，仲間の動きを試したり，自分の考えを

磨いたりするなかで，さらに動きを拡げ高められるようする。【冷静に見つめる教師支援】 

 

４ 授業の実際（一部） 

（1）「とんで まわって ころがって つないでつくるよ －エアマットランド－」の概要 

授業の実際の一部を紹介する。「（３）学びの深まりを見つめ，自己の成長を実感する姿を引き出す

ために」の「⑥これまでの動きと今の動きを映像によって比較することで，動きの拡がりや高まりを感

じられるようにする。【じっくり考える教師支援】」に関する内容である。 

リズムや速さ，強さという視点で，自分なりの体の使い方を工夫することで，高く跳べそうだとはっ

きりとした見通しをもった子どもたちは，より海の生き物みたいな動きづくりを始めた。さらに，目線

や『くるっ」というタイミングという新たな視点に気づき，自分の動きを見直し始めた子どももいる。

リズムだけでなく速さと強さのよさを感じた夢彩は，その考えをイルカ回転の動きに生かすことで高い

ジャンプを生み，イルカ空中回転へと動きを高める姿が見られた。リズムを入れることで海の生き物み

たいな動きになりそうだと考えた梨衣紗は，イチ・ニ・サーンのリズムでジャンプすることで，クラゲ

の動きに近づけようと工夫する姿が見られた。葵は，助走の速さが必要だと考え，助走をつくるために

前方に進む動きだけではなく，後方へ移動する動きを工夫したり，駿真は，海の生き物の動きに合わせ

て速さを変化させることのよさを感じ工夫したりする姿が見られた。 
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(2) 単元完了時カリキュラム 

 単元完了時のカリキュラムをまとめたものを下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-体育（野村）２ -

※１

※３

④

単元完了時カリキュラム（１９／１９時間完了）
○ひとり調べの時数 ◎かかわり合いの時数 問い ◇事前学習 ◆ほりおこし

【単元前の子どもの姿】
・自分なりに体の使い方を意識しながら運動に取り組むことのよさを感じ始めている子ども。
・仲間の考えや動きのよさに目を向け，自分の動きに取り入れながら仲間とともに運動することの楽しさを感じている子ども。

［教師支援］
エアマットで遊んだよ◇ アシカ・イルカショーを見たよ◆ ◇ エアマットにひたり込む時間を

・いっぱい跳んでうれしかったよ ・ｲﾙｶｼﾞｬﾝﾌﾟはすごい迫力があったよ 十分に確保し，エアマットで跳ね
・友だちと一緒に跳んで楽しかったよ ・ｱｼｶのﾊﾞﾗﾝｽを見てびっくりしたよ ることや仲間と一緒に運動する楽

エアマットランドで遊んでみよう しさに目を向けられるようにした。
・ｸﾗｹﾞｼﾞｬﾝﾌﾟをしたよ ・ｴｱﾛｰﾙをｴﾋﾞｼﾞｬﾝﾌﾟで跳び ・ｲﾙｶｼﾞｬﾝﾌﾟでﾎﾞｰﾙ ◆ 水族館でアシカ・イルカショー
・ﾋﾄﾃﾞ回りをしたよ 越えたよ を頭で触ったよ を見る機会を設け，倒立やジャン
・ｱｼｶﾊﾞﾗﾝｽをしてからｸﾗｹﾞｼﾞｬ ・ｴｱﾛｰﾙでｲﾙｶ後ろ水しぶき ・ｲﾙｶ回転でﾎﾞｰﾙを足で触っ プなどの海の生き物の動きにふれ，

ﾝﾌﾟをしたよ 回りをしたよ たよ 躍動感や迫力を味わうなかで，全
問いを生むかかわり合い 身を使って運動することは楽しい

という意識をほりおこした。
※１ 自分の考えと実際の動きのず

れを鮮明にするために，それぞれ
が自分の考える動きができたとこ
で，自分の動きを映像で見つめる
場を設けた。

自分の体の使い方を工夫して，海の生き物の動きをいっぱいつくりたいな ※２ 見通しをもって追究に動き出せ
るように，動きに対する仲間の気づ

向き 大きさ 種類 体の使い方 きをかかわらせることで，自分の考
・縦回転から横回 ・高く跳ぶよ ・ﾊﾞﾗﾝｽの動きも ・足裏で強く踏むといい えや動きを振り返られるようにし
転にしたよ 入れたよ よ た。海の生き物の動きを意識しなが

・後ろ向きに跳ぶ ・大きく回るよ ・跳ぶ種類を増や ・膝を使って跳ぶよ ら自分の体の使い方を工夫すること
よ したよ ・跳ぶときのリズムが大事だよ で，いろいろな動きをつくることが

できるという見通しをもてるように
自分や仲間の動きを映像で見るよ ① した。

・どうしてあの子は海の生き物みたいな動きになっているのかな ※３ 自分の考えに迫れているのかを
・あの子の考えを知りたいな ・あの子の動きを試してみたいな はっきりさせるために，自分が考え

仲間の考えを試してみるよ ① ている海の生き物の動きと自分の動
・あの子の考えはわかったけれど，うまくできないな きを映像で見比べた。さらに，自分
・できるようになると，他の場所や違う動きに使えそうだな の動きと仲間の動きを映像で比較し
追究を見直すかかわり合い た。その後，海の生き物の動きに見

える仲間のリズムを意識して動くと
いう考えを試す場を設定すること
で，自分の考えとの共通点や相違点
を明らかにした。

☆ 以前の動きとの違いを感じるこ
とができるようにするために，リズ
ムだけでなく強さや速さという考え
を知ったところで，もう一度仲間の
考えを試した。

※４ めざす動きを見出せるようにす
リズム 強さ タイミング 動きのつなぎ るために試しや練習を通して自分の

・ｸﾗｹﾞｼﾞｬﾝﾌﾟをｲﾁ･ﾆ ・踏み込む強さを変 ・跳んだらすぐにくる ・ｲﾙｶ空中回りの前に 動きを見つめられるようにした。
ｻｰﾝのﾘｽﾞﾑで跳ん えて高さを調整す っと頭を入れて背中 後ろｲﾙｶｼﾞｬﾝﾌﾟを入 ※５ 出会わせた直後の映像と現在の
でｻｰﾝで高く跳ぶ るよ を丸めながら空中で れて助走を調節する 動きの映像を見比べ，動きの拡がり
よ 速さ 回るよ よ や高まりを感じられるようにした。

・ﾘｽﾞﾑを意識してス ・生き物の種類によ ・腰がｴｱﾛｰﾙについた ・ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸのﾊﾞﾗﾝｽを ※６ 自分の動きや他の考えのよさを
ムーズに動きをつ って回転の速さを らｴｱﾏｯﾄを手で突き 初めにやると安定し 感じたところで，さらに動きを拡げ
なげるよ 変えるよ 放すよ てできるよ 高められるようにするために，動き

自分の動きを映像で見るよ ① の変化やつなぎを工夫している子ど
・たくさんの海の生き物の動きができるようになったよ もの動きを見るようにし，新たな考
・イルカ空中回りもできるようになって本物みたいな動きになっていたよ えを試す場を設けた。
核心に迫るかかわり合い

２の３エアマットランド発表会を開こう ②
・高いジャンプやゆっくり大きい回転でイルカみたいでかっこいいね
・連続して跳んだり回ったり転がったりできるようになってうれしいな
・仲間のいろいろな動きを見てまねして，いっぱい動きをつくれて楽しかったよ

【単元後の子どもの姿】
・運動感覚を大切にしながら自分の体の使い方を工夫して自分の動きを拡げ高めていく子ども。
・自分の考えや動きにこだわりをもちながら仲間とともに動きをつくり出して運動することの楽しさを感じる子ども。

※ ２
ジャンプ 回転 バランス

イルカジャンプ エビジャンプ ヒトデ回り アシカバランス
・前回転ばかり ・おしりや膝で ・大きくしたい ・片足立ちでふらつく

→横回転 跳ぶ →足を伸ばす →よろけない

☆
＜リズムを試して思ったこと＞

リズム 強さ 速さ
・トトトト・トーン ・ドンと足の裏で強く ・だんだん速く

・ドーンとかかと ・速いと低くなる
＜リズム・強さ・速さを試して思ったこと＞

・強さと速さを合体させて，跳ぶときに目線も意識するとよさそうだよ
・トトトトはだんだん速くしてドンと足の裏全体で強く跳ぶと高く跳べたよ

リズムや強さ，速さを意識すると海の生き物みたいな動きになりそうだよ ※ ４

○①

＜エアマットランドの動きで工夫したこと＞
動きの変化 動きのつなぎ

ﾋﾄﾃﾞ回り ｲﾙｶ回り ｸﾗｹﾞｼﾞｬﾝﾌﾟ ・後ろｼﾞｬﾝﾌﾟや半回転を動きを
・小さく→大きく ・速いとゆっくり ・ｲﾁ･ﾆ･ｻｰﾝの つなぐよ

ﾘｽﾞﾑ ・ﾊﾞﾗﾝｽの動きを入れるよ

動きの変化やつなぎも意識するともっと海の生き物みたいになるね ※ ６

④

○①

③

○①

※ ５
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５ 成果（〇）と今後の課題（●） 

（１）見通しをもって追究に動き始める姿を引き出すために 

〇 低学年の体つくり運動では，表現リズム遊びの領域と同様に，まず子どもたちに共通の思いをも

たせることが重要であると感じた。それは，低学年は，なりきったり真似したりしながら追究して

いくからである。そのためには，体育の学習環境づくりや，本物の動き（昨年度実践のフープ花火

では打ち上げ花火の映像，海の生き物の映像）により，具体的なイメージをもたせることが有効で

あったと考える。 

● 自分なりの動きができたタイミングで，自分の考えと実際の動きを映像で見比べたが，自分の考

えと動きを十分に振り返るまでには至らなかった。海の生き物みたいな動きという視点があいまい

であったため，実際の海の生き物の映像と自分の考えを比べたうえで，自分の考えと実際の動きを

見比べるという段階を踏む必要があった。そうすることで，自分の考えや動きを振り返ることがで

きた。 

● 体つくり運動における問題解決学習の流れを検討していく必要性を感じた。 

（２）よりよい判断・決定をし，見通しをもって追究に向かう姿を引き出すために 

〇 １回目は，仲間の動きを確かめてみる，２回目は，新たな視点をもって試すという２回の試しに

より，よりめざす動きの具体的なイメージをもつことができた。 

● 個人種目においては，ふれあいプール，ウミガメコーナー，イルカプールの一連の動きのなかで

跳ぶ動作を試さなくてもよかったかもしれない。一連の動きのなかで試させたことにより，視点が

ぼやけてしまったと考える。しかし，イルカプールの場だけでの試しでは，参観者にエアマットラ

ンドの全容を見せることができない。参観者の部分は，最初にエアマットランドの全容を見せて授

業を始めるという授業展開にすれば解消できる。 

（３）学びの深まりを見つめ，自己の成長を実感する姿を引き出すために 

● 核心での試しも，今までの試し同様に，子どもが試してみたい考えや動きをそれぞれの場（ふれ

あいプール，ウミガメコーナー，イルカプール）で行ったため，さらに子どもたちが追究を進める

授業になった。核心に迫る授業であるため，次時の発表会に向けて一連の流れのなかで試させたほ

うがよかった。 

● 器械・器具を使った運動遊びだったからかもしれないが，子どもたちのさらに動きを拡げ高めよ

うとする意識が高く，追究意欲が続き，実践終了のタイミングがつかめなかった。発表会の期日を

決め，ここまでに完成させるというのは子どもの意識をとらえた授業ではなかったかと思う。 

● 子どもたちは，海の生き物みたいな動きをいっぱいつくって，つなげたいなという思いをもちな

がらも，もっと動きを極めたいという思いが強かった。上記の問題解決学習の流れとかかわるが，

この領域についてしっかり勉強をしていく必要性を感じた。 

 

６ おわりに 

子どもたちの考えと動きをつなぐための教師支援，とくに試しについて，試す場や試し方を考え実践

してきた。実践を通して，子どもの意識をとらえることと，子どもの動きを見取ることの大切さを痛感

した。学習記録や授業記録，対話から子どもの意識をとらえてきたが，やはり子どものことばだけでは

不十分であり，不正確な部分もある。そのため，子どもの動きを見る目をもつことが重要であると感じ

た。教師が子どもの考えと，実際の子どもの動きを看取り，考えと動きが一致したタイミングで教師支

援（映像で見比べる，かかわり合い，試技）をうつことで，より効果的に，子どもたちがよりめざす動

きの具体的なイメージをもち，追究を進めていくことができるのではないかと考える。子どもたちが，

問題解決に向けて，高い追求意欲をもって主体的に運動に取り組んでいけるように，引き続き，よりよ

い教師支援について考えていきたい。 
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【附属名古屋中学校】                       榊原章仁・板野仁志・渡辺美穗 

Ⅰ 保健体育科が目指す子ども像 

 保健体育科では，目指す子ども像を「運動の楽しさや喜びを味わうことができる子ども」に設定し，

研究に取り組むこととした。「運動の楽しさや喜び」とは，それぞれの運動の特性に応じた，「競争し

て勝ちたい」「できるようになりたい」という挑戦しようとする楽しさや，自己の課題を解決した成果

によって得られる喜びのことである。この楽しさや喜びを味わわせるためには，まず，技能ポイントを

身に付ける感覚形成の領域では基礎的な運動の技能を知識として，戦術を身に付ける認識形成の領域で

は戦術に関わる動きを知識として理解させる。そして，それらの知識を理解し，技能として身に付けて

いる運動経験を伴った知識になるよう活動に取り組ませる。次に，運動経験を伴った知識を活用させて，

自己の課題を設定させていく。そして，その解決に向けて適切な活動の仕方を決定させて運動に取り組

ませていく。このように活動をさせていくことで，技能ポイントや戦術を身に付けることにつながり，

目指す子ども像に近づけられると考えた。 

 なお，知識については，「言葉や文章などの明確な形で表出することが可能な形式知だけでなく，勘

や直感，経験に基づく知恵などの暗黙知を含む概念であり，意欲，思考力，運動の技能などの源となる

ものである」１）とあるが，本校保健体育科では，「コツ」は，知識とは分けて考える。それは，「コツ」

は，「動感２）：どのようにしたらうまくいくのかを感覚的に示すもの」とあるように，感覚形成の領域

において基礎的な運動の技能を身に付けるための自己の体の動きの感覚をつかみやすくするものであ

ると考えたからである。 

【知識と技能，運動経験を伴った知識の関係】 

Ⅱ 育みたい資質や能力 

  保健体育科における目指す子ども像に近づけるために，「自己の動きを分析する力（運動経験を伴っ

た知識を活用して課題を設定する）」と「活動を決定する力（繰り返し活動に取り組んだ上で活動を決

定する）」の能力を育んでいくことが必要であると考えた。自己の動きを分析して自己の課題を設定し

たり，その解決に向けて適切な活動を決定したりするためには，ペア又はチームでの学び合う活動が必

要である。学び合う活動をさせることで，学んだ知識の理解が更に深まり，運動経験を伴った知識を身

に付けやすくなると考えたからである。 

Ⅲ 資質や能力を育むための手だて 

 保健体育科では，資質や能力を育むために，次の三つの手だてを設定した。 

(1) 単元の学習の流れ 

  単元を「運動に出合う」「運動に親しむ」「振り返る」の三つの場に分けた。 

  単元の前半の「運動に出合う」は，試しの運動やゲーム，スキルアップドリル，タスクゲームなど

を通して基礎的な運動の技能や戦術に関わる動きという知識を身に付けながら，技能ポイントや戦術

を学ぶ場である。この場では，ＩＣＴを用いて記録したものを提示して動きや空間の様子を客観的に

捉えさせ，基礎的な運動の技能や戦術に関わる動きという知識を子どもたちから引き出す。そして，

それらを運動経験の伴った知識として身に付けさせることで，「運動に親しむ」での自己の動きを分

析して自己の課題を設定し，その解決に向けて適切な活動を決定する際に，運動経験を伴った知識を

活用することができると考えた。 

 

基礎的な運動の技能
（知識：スキル１）

基礎的な運動の技能
（知識：スキル３）

基礎的な運動の技能
（技能：スキル１）

技能ポイント

わかる

基礎的な運動の技能
（知識：スキル２）

基礎的な運動の技能
（技能：スキル２）

基礎的な運動の技能
（技能：スキル３）

できる

わかる

できない

運動経験を伴った知識 運動経験を伴った知識ではない

わからない

できる

「コツ」 「コツ」

感覚形成の領域（陸上競技，器械運動など）

「コツ」

戦術に関わる動き
（知識：スキル１）

戦術に関わる動き
（知識：スキル３）

戦術に関わる動き
（技能：スキル１）

戦術

わかる

戦術に関わる動き
（知識：スキル２）

戦術に関わる動き
（技能：スキル２）

戦術に関わる動き
（技能：スキル３）

できる

わかる

できない

運動経験を伴った知識 運動経験を伴った知識ではない

わからない

できる

認識形成の領域（球技：「ゴール型」，「ネット型」，「ベースボール型」）
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   単元の後半の「運動に親しむ」は，スキルアップドリルや対戦

ゲームなどを通して，自己の動きを分析して自己の課題を設定し，

その解決に向けて適切な活動を決定して運動に取り組ませるこ

とで，技能ポイントや戦術を身に付ける場である。この場では，

まず，学び合う活動を通して運動経験を伴った知識を活用して，

自己の動きを分析して自己の課題を設定させる。次に，自己の課

題の解決に向けて，課題練習に繰り返し取り組ませる中で，ＩＣ

Ｔを用いて記録したものや仲間から伝えられたことを情報とし

て学び合う活動をさせ，適切な活動を決定させた。 

  単元の終末の「振り返る」は，学んだ知識を基に振り返り，運

動の特性を振り返らせる場である。この場では，単元を通してどのような取組によって，技能ポイン

トや戦術を身に付けることにつながったのかをつかませる。そして，本単元で学んだことを次単元以

降で学習する領域や内容と関連させて活用できるようにさせていった。 

 (2) 批判的思考を用いる場面の設定 

    「運動に親しむ」で，自己の課題の解決に向けて適切な活動を決定するために，批判的思考の四つ

のプロセスを用いた学び合う活動を設定した。ＩＣＴを用いて記録したものや仲間から伝えられたこ

とを情報とし，その情報をそのまま受け入れるのではなく，活動の内容が自己の課題を解決するため

の適切な活動になっているのかどうかを繰り返し試させた。そうすることが，「もっとよい動きはな

いだろうか」と自分の活動を振り返ることにつながり，技能ポイントや戦術を身に付けやすくなると

考えた。 

   まず，ＩＣＴを用いて記録したものや，仲間から伝えられたことについて把握させた（情報の明確

化）。次に，学んだ知識を基に，その情報が技能ポイントや戦術を身に付ける動きになっているのか

を比較させたり，どのようにすれば技能ポイントや戦術が身に付くのかを整理させたりさせた（推論

の土台の検討）。なお，比較させるとは，「運動に出合う」で学んだ知識と伝えられた動きや空間の

様子との違いを比べることである。また，整理させるとは，学んだ知識を基に技能ポイントや戦術を

身に付けるために必要な動きを取捨選択させたことである。そして，話合いを通して取り組んでいる

課題練習の内容が自己の課題を解決するための活動になっているのか繰り返し試させる（推論）。最

後に，課題の解決に向けて適切な活動を決定させた（行動決定）。 

【「運動に親しむ」における批判的思考の四つのプロセス】 

(3) ＩＣＴの活用 

  ＩＣＴを活用して記録したものを提示することで，動きや空間の様子を客観的に捉えることができる

と考えた。まず，「運動に出合う」において，試しの運動やゲームの中で，身に付けさせたい基礎的な

運動の技能や戦術に関わる動きという知識について，その動きや空間の様子が現れている場面を教師が

ＩＣＴを用いて記録し，記録したものをスキルアップドリルやタスクゲームの中で提示した。提示する

ことで，動きや空間の様子を客観的に捉えさせることができる。また，提示しながら教師が基礎的な運

動の技能や戦術に関わる動きという知識について子どもたちから引き出しながら確認をすることで，運

【ＩＣＴを用いて映像を 

見ながら学び合う子ども】 

 

推論情報 明確化 推論の土台の検討 行動決定

･ＩＣＴを用いて記録

したもの

･仲間から伝えられ

たこと

･ＩＣＴを用いて記録
したものや仲間から
伝えられたことを把
握する

･伝えられた動きや空間の様子が技
能ポイントや戦術を身に付ける動
きになっているのかを比較したり，
どのようにすれば技能ポイントや
戦術が身に付くのかを整理したり
する

･取り組んでいる課題
練習の内容が自己
の課題を解決するた
めの活動になってい
るのか，繰り返し試さ
せる

･課題の解決に向け
て適切な活動を決定

する
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動経験を伴った知識として身に付けやすくなると考えた。次に，「運動に親しむ」の一時間目において

も，基礎的な運動の技能や戦術に関わる動きという知識について，その動きや空間の様子が現れている

場面を記録したものを提示した。そこでは，提示したものについて，「運動に出合う」のスキルアップ

ドリルやタスクゲームで学んだ知識を子どもたちに確認しながら，自己の課題の解決に向けて適切な活

動を決定する場面における学び合う活動の仕方を説明した。 

 なお，ＩＣＴを用いて画像や映像として記録をさせるのか又は教師が記録をするのかは，領域及び内

容，学年に応じて決めた。さらに，記録したものを，ＩＣＴを用いて提示するのか又は紙に印刷して提

示あるいは配布をするのかについても領域及び内容，学年に応じて決めた。 

４ 資質や能力が育まれたかの評価について 

学級全体の傾向を見取り，資質や能力が子どもたちにどの程度育まれたかを評価することで，手だて

の有効性を検証した。また，全体の傾向が顕著に表れている子どもを抽出生徒とし，その変容を見取る

ことで手だての有効性を検証した。 

抽出生徒の設定は，基本的には前単元の「運動に出合う」での技能と知識・理解の観点で全体の傾向

が顕著に表れている子どもを選ぶこととした。それは，「運動に出合う」で学んだ基礎的な運動の技能

や戦術に関わる動きという知識を理解し，技能として身に付けている運動経験を伴った知識を活用させ

ることで，自己の課題の設定やその解決に向けて適切な活動を決定することができると考えたからであ

る。 

○ 「自己を分析する力」を育むことができたのかを，設定された自己の課題の記述内容と取組の様子

の観察から見取っていった。なお，記述内容については評価指標を用いて評価した。 

○ 「活動を決定する力」を育むことができたのかを，自己の課題を解決するために決定した活動の記

述内容と取組の様子の観察から見取っていった。なお，記述内容については，評価指標を用いて評価

した。また，授業の過程において，子ども達の実態を把握し，授業の内容を修正していくことは授業

の成果を高める上で必要なことである。そこで，上記の変容を見取っていくことに加えて，授業の振

り返りの時間にアンケート形式で行わせる形成的授業評価３）の結果をフィードバックしながら授業を

構成するようにし，手だてが有効であったのかを検証した。 

Ⅳ 成果と課題 

    これまで３年間研究に取り組む中で以下のような成果と課題が明らかになった。 

  １年次では，単元の学習の流れについては成果を得ることができ，批判的思考の場面の設定について

は課題をもつことができた。認識形成の領域において，単元の前半である「運動に出合う」で，戦術に

関わる動きという知識をタスクゲームⅠとⅡで関連させ，１時間の授業の中で一つの知識を強調したり，

前時と本時で関連づけたりして学ばせることで，各単元で学ばせたい戦術に関わる動きという知識につ

いての理解を深めさせることにつながった。そして，単元の後半の「運動に親しむ」での自己の課題の

設定の際に批判的思考の場面を位置づけ，「運動に出合う」で学んだ戦術に関わる知識を活用させて自

己の課題を設定することができた。しかし，批判的思考の場面の学習活動を，自己の課題を設定し適切

な活動を決定することにしたが，前研究シリーズの言語活動と同様の学び合う活動になっており，意識

的に吟味する姿は見られなかった。具体的には，自己の課題については，運動経験を伴った知識を活用

させて設定することができており，自己の動きを分析する際に意識的に吟味させる必要はなかったとい

うことである。そこで，２年次に向けて批判的思考を用いる場面の位置づけを見直していく課題が明ら

かになった。 

  ２年次では，批判的思考を用いる場面の設定とＩＣＴの活用についての成果を得た。「運動に出合う」

において，学ばせたい戦術に関わる動きという知識についてその動きや空間の様子が現れている場面を

教師がデジタルカメラを用いて連続画像として記録し，記録したものをモバイルプロジェクターや紙面

で提示したことで，動きや空間の様子を子どもたちに共有させたり，客観的に捉えさせたりすることが

でき，戦術に関わる動きという知識についての理解を深めさせることができた。また，批判的思考を用

いる場面を，自己の課題を設定した後の，適切な活動を決定する場面としたことで，課題練習の中で何

を解決しようとしているのかが具体的に撮影された画像を用いて適切な活動になっているのかどうか
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を意識的に吟味させることができた。そして，ここで用いた連続画像は客観的に動きを捉えさせるもの

として有効であった。しかし，記録したものを見てチームで話合わせることは，その記録した画像が何

を撮影したものなのかを分析することが必要になり，その分析に時間がかかってしまっていた。そこで，

記録した画像を用いる際には，どの場面のどの動きのことを言っているのかをつかむことをねらいとし，

全ての画像や映像を見て自分たちの動きを振り返るようなことは必要なかった。このことから，ＩＣＴ

の活用の仕方，特に画像や映像の用い方について再考し，その活用の方法を工夫するという課題が残っ

た。 

  ３年次は，これまでの研究の成果と課題を基に，「運動に親しむ」における批判的思考の学習活動の

中でＩＣＴをどのように活用していくのかを明確にし，様々な単元で手だての有効性を検証した。「運

動に親しむ」における批判的思考の学習活動を四つのプロセスの中の「推論」での活動を課題練習とし

てきた。そこでは，課題の解決につながる動きを繰り返し行わせることができ，活動の決定で具体的な

記述をさせることにつながった。それは，ＩＣＴで記録したものを活用させる際に，記録したもの全て

を振り返らせるのではなく，自分たちの戦術に関わるものについてのみの映像を共有化した上で課題練

習に取り組ませてきたからである。認識形成の領域である球技においては，チームの仲間と連係して活

動することが多いので，戦術を達成するためにはどんな動きをするとよいのかということを共有して活

動に取り組ませる必要がある。そのためにはＩＣＴの活用が不可欠であるが，他学年においてＩＣＴを

用いることの有効性は十分に見いだせていない。批判的思考を用いた学び合う活動については，三学年

の学習内容を系統づけたものにすることはできているが，ＩＣＴをどのように活用させていくのかとい

うことは明確になっていない。今後も実践を重ね，最終年次に向けて，批判的思考の中で用いるＩＣＴ

の活用の方法を明確にしていきたい。 

引用参考文献 

 １） 文部科学省『中学校学習指導要領（平成 20年９月）解説－保健体育編－』東山書房，2008年，16ページ 

 ２） 「体育科教育」編集部『体育科教育 2010年１月号』大修館書店，2010年，13ページ 

 ３）高橋健夫『体育授業を観察評価する 授業改善のためのオーセンティック・アセスメント』明和出版，2003年） 

 

【名古屋キャンパスにおける小中大連携による体育授業研究会の試行的実践】 

鈴木一成(愛知教育大学) 榊原章仁(附名中) 橋本浩司・水谷佳弘(附名小) 中嶋悠貴(大学院)  

名古屋キャンパスは附属幼稚園と附属名古屋小・中学校の三校園が名古屋市東区の同じ敷地内にある。

物理的な条件が整っている一方で，三校園の連携による体育授業研究は未だ実現できていない。現状は，

附名小と附名中はそれぞれが独立して体育授業研究を実施している。加えて，これらの体育授業研究は，

大学側の研究方針に基づくものではなく，附名小と附名中が独自の立場から率先して取り組んできている。

こうした状況をふまえ，愛知教育大学では第３期中期目標として「附属学校に関する目標」を設定してい

る。具体的には，大学の持つ多様な人的・物的資源を生かして，それぞれの附属学校の特色ある教育研究

を支援すること，附属学校における教育実践の成果を大学教育のカリキュラムに反映させたり，大学にお

ける教育研究の成果を附属学校のカリキュラムに反映させたりして，大学と附属学校との教育研究の相互

乗り入れを活発化することで一体的な教員養成を行うことなどが挙げられている。こうした愛知教育大学

の中期目標の達成はもとより，附名小と附名中の研究開発を大いに推進するためにも，体育授業研究の活

性化を図るための附属名古屋キャンパスにおける事例の提案が急務である。そこで，体育授業研究の活性

化を図るための現実可能で持続可能な名古屋キャンパスでの連携の第一歩として，附属名古屋中学校の校

内公開授業及び校内授業研究会に，附属名古屋小学校の教員２名，大学院学生（現職教員）１名，大学教

員１名および附属名古屋中学校他教科教員が参加して体育授業研究会を開催することができた。この取り

組みは，現実可能かつ持続可能という観点で，新たなに会を立ち上げたものではなく，既存の会を基点に

して校内体育授業研究会の実施日と内容を情報交換して，実施可能とした事例であった。今後も附属名古

屋小・中学校と大学の連携（小中大連携）及び幼稚園との関連事例を蓄積していきたいと考える。 
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【附属岡崎中学校】                        山本泰弘・馬場健介・角谷諭 

 

 

 

 

 

附属岡崎中学校実践報告

＜実践Ⅰ＞「彩～irodori～附中 和太鼓」（体つくり運動）

１ 本時における問題や目標を共有する姿

みんなで掛け合いを楽しむためには、受ける準備を整え、パスをスムーズにつないでいくことが大切だ。今

度は学級全員で掛け合いをしてもっと楽しみたい

２ 教師のてだて

①交流の楽しさを見つけ出す四チームの掛け合い合戦

声や体の動きを工夫してつながる楽しさを味わうこ

とができるように、①四つのチーム間で掛け合い合戦

を行う。

３ 授業の実際

前時の授業日記の中で黄②DKは、掛け合いの楽しさ

を感じながらも、スムーズにつながっていかないこと

に問題意識を抱いていることがわかる。そして、もっ

と掛け合いをして、つなぐ感覚をみんなで味わうこと

ができるようにしたいという思いを記述していた。

そこで本時では、更に声や体の動きを工夫して、つな

がる楽しさを味わうことができるように、四つのチー

ム間で掛け合い合戦を行った。

練習時間の中で黄色チームは、他のチームとも掛け

合いを積極的に行っていた。その中で黄②DKは、相手

のチームがどんな動きをするのか観察をしていた。

意見交流では、つなぐ楽しさを味わうために必要な

要素と、今後の目標について意見が出された。HR１、

パスを送る相手を先生が示さず、自分たちで掛け合い

をつなげることができて楽しかったと発言した。自分

たちでつなげることが楽しいと考えていることがわか

る。また、MK２は仲間が後から補助をしてくれて拍が

とりやすかったし、とても楽しかったと発言している。

援護射撃をする楽しさという観点は、NA３やOR４、MN

６、NS８も言及している。更に、受け手や送り手の工

夫をするという観点からは、OR４は次の人はパスを受

け取ろうと準備していることに注目をした発言をして

いる。FT５も、相手のことをよく観察しておき、自分

たちがどのタイミングで合わせるのかを考えて合わせ

ることができたと発言している。そしてIH７は、アイ

コンタクトを送ってくれるグループがあって、とても

やりやすかったと発言した。黄②DKの授業日記にも、

前のチームが何をするか集中して準備をしていると、

どこで始めればよいかわかるし、重ねる部分をつくる

ことができたと記述している。

今後の目標については、MK２が文化祭に向けて、最

終的にはクラスで一つのものをつくっていきたいと発

言している。NS８も、文化祭でもつながる楽しさを学

習発表で全校に伝えたいと発言している。NA３は、つ

ながった時の雰囲気がとても心地よくて、もっとたく

さんやりたいと発言した。

これらのことより、てだて①は有効であったといえる。

４ 今後の授業・研究推進について

子どもの追究を充実させていくためには、出会う段

階において、行う種目について理解を深めることが大

切である。単元後半の思いや考えを共有するうえで、

あらためてそれが重要であると感じた。問題解決学習

過程の授業をダイナミックに展開するため、各段階で

行うことを精選するとともに、時間をかけて追究させ

るポイントを明確にしていきたい。

黄②DKの授業日記（10月７日）
掛け合いをやってきて、つながる感覚が楽しいことは

わかった。でも、なかなかスムーズにつながっていかな
い。もっと掛け合いをして、つなぐ感覚をみんなで味わ
うことができるようにしたい。

時間 発言者 授業記録

43 HR１ パスを送る相手を先生が示さず、自分
たちで掛け合いをつなげることができ
て楽しかった。

MK２ 今まで自分たちのチームはとても苦戦
してきたけど、みんなが後から補助を
してくれて拍もとりやすかったし、と
ても楽しかった。今回の単元は楽しむ
ことが目標だったので、今日は楽しく
できたことはよかった。これからも文
化祭に向けて、最終的にはクラスで一
つのものをつくっていきたい。

44 NA３ 私たちがたたいているときに、周りの
仲間が後から援護射撃をしてくれてと
てもやりやすかったし、楽しかった。
また、つながった時の雰囲気がとても
心地よくて、もっとたくさんやりたい
と思った。

OR４ 私も最初はきちんとつなげることがで
きるか心配だったけれど、後からたた
いているグループのパフォーマンスを
目立たせてくれる援護射撃がでてき
て、つながっていく感が嬉しかった。
次につなげる人は声や目線を送って伝
えるようにし、次の人はそれを受け取
ろうと準備をしていることが素敵だっ
たと思う。

45 FT５ 正直合わせにくいチームもあったけ
ど、相手のことをよく観察しておき、
自分たちがどのタイミングで合わせる
のかを考えて合わせることができた。
つながったときは本当に楽しかった。

MN６ 援護射撃は自分の中で邪魔になるとい
う印象があった。だからやれなかった。
でも、相手のこと考えて、引き立たせ
るような援護射撃の楽しみ方を今後は
研究していきたい。

46 IH７ 自分たちがやる前に、アイコンタクト
を送ってくれるグループが多くあっ
て、とてもやりやすかった。和太鼓を
やるうえで、思いやりが必要なことが
わかった。

NS８ アシストは自分も邪魔になってしまう
のではないかと思っていた。でも、そ
れがつながっていく楽しさになってい
った。文化祭でもつながる楽しさを学
習発表で全校に伝えたい。

47 NW９ つながっていくということが今まであ
まりなかったので、こうやってつなが
っていくことが嬉しいと初めて思っ
た。動きをつくるときは苦労したけれ
ど、楽しかったし、クラスとしてここ
までやれたことがよかった。

黄②DKの授業日記（10月８日）
今日の四チーム掛け合いは楽しかった。前のチームが

何をするか集中して準備していると、どこで始めればよ
いかわかるし、重ねる部分もつくることができた。相手
の動きを理解しておくことが重要だと思った。
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＜実践Ⅱ＞「アタック、羽根を操れ」（ボールゲームⅣ・キャッチインディアカ）
１ 本時における問題や目標を共有する姿

攻撃パターンから得点を取るためには、四人の連携した動きを考えなければならないと問題を共有し、練習

や試合を行う

２ 教師のてだて

①新たな視点を見つけ出す映像の提示
「チームで考えた攻撃パターンで得点を取るには」というテーマで意見交流を行う。その後、連携した動きが

大切だと気づくように、空いたスペースを守ろうとするレシーバーの動きや、テンポのよい三段攻撃をしている
映像を提示し、意見交流を設定する。

３ 授業の実際

前時の授業日記から、HMが、「互いがカバーしたりす
ることで、攻撃パターンを作っていきたい」（10月５日

授業日記）と書いていた。前時終了後の教師との対話
では、四人全員がフォローした動きをしないと、攻撃
パターンが成功しない。もっと攻撃パターンの精度を
上げたいと言っていた。

そこで本時は、チームで考えた攻撃パターンで得点

を取るにはというテーマで意見交流を全体で行った。
NYの、攻撃パターンを作ったが決まらない。攻撃を成

功させるためにはどうしたらよいか考えたいと書いた
授業日記を取り上げる。その後、教師が①攻撃パター
ンを成功させるためには、連携した動きが大切だと気

づくように、空いたスペースを守ろうとするレシーバ
ーの動きや、テンポのよい三段攻撃をしている映像を
提示し、意見交流を設定した。一つ目の映像を見てNA

４（5分）が、後ろの人の構えがないが、ミスなくテン
ポよく行っていると言い、YM７（７分）が役割が決ま
っているので速い攻撃ができると発言した。その後、

二つ目の映像を見て、TM８（８分）は、
どこにボールが来てもいいようにみんなで動いている

と言い、KY９（８分）も、みんながフォローし合って
いて、どこにボールが飛んできても対処できるように
なっていると発言をした。更に、HM13（11分）は、打
ち返した後も、みんなで次に対応できるようにするこ

とが大切だと発言し、攻撃パターンを成功させるため
には、連携した動きが大切だと気づき、チームでの意
見交流に向かった。

その後、チームでの意見交流の場では、HMの班は、

HT15(13分)が、四人みんなでやることが大切だ。四人
の連携が大事だと言っていた。それを受けて、HM16(14
分)は、みんなでフォローして連携を大切にしていこう
とチームに投げかけ、HT17(14分)が、前二人にして、
セッターとアタッカー。後ろは、スペースをつめる動

きをしていこうと言い、チーム練習を始めた。
試合では、HTがスパイクを打つために前に行くと、

HMが、自分のポジションを上げる姿が何度も見られた。
また、前後の連携だけではなく、左右の連携にも気を

配り、ポジションに対する指示を出す姿も見られた。
その日のHMの授業日記には、四人の連携を常に意識

して試合をすることの大切さがわかったと書かれてい
た。攻撃パターンを成功させるためには、連携した動

きが大切だと気づくよう映像を提示したことで、四人
が連携した動きを考え始めたことがわかる。よって、
てだて①は有効であったと考える。
４ 今後の授業・研究推進について

今後は、他クラスとの交流戦に向けて、多様な攻撃
パターンを使い、勝つための戦術を考えさせていきた
い。また、子どもの授業記録をしっかり見取り、思い
や考えの焦点かについて研究していきたい。

HMの授業日記（10月５日）
いつ自分のところにくるかわからないので、構えて反

応を速くしていきたい。飛んでくるボールに反応できず、
落ちるのを眺めている場面があった。声をかけたり、お
互いがカバーしたりすることで、攻撃パターンを作って
いきたい。

時間 発言者 授業記録

＜前時の授業日記＞

１ 教師 攻撃パターンを作ったが決まらない。
攻撃を成功させるためにはどうしたら
よいか考えたい。
＜全体での意見交流＞

４ NM３ 後ろが何もしていないので、後ろにボ
ールが来たらミスが出そう。後ろの人
がレシーブできるよう構える。

５ NA４ 後ろの人の構えがないが、ミスなくテ
ンポよく行っている。

６ NI６ 速い攻撃をしたかったので、トスを低
く上げてもらい攻撃した。

７ YM７ 自分のチームは、キャッチしてからが
遅く、読まれてしまう。役割が決まっ
ているので速い攻撃ができる。

８ TM８ ポジションが決まっていて、どこにボ
ールが来てもいいようにみんなで動い
ている。

８ KY９ みんながフォローし合っていて、どこ
にボールが飛んできても対処できるよ
うになっている。

９ NY10 分担が決まっているので、スムーズな
動きができる。

９ YM11 キャッチする人が決まっているけで、
キャッチしそこねても大丈夫な動きを
している。

11 HM13 いつ自分の所に飛んできてもいいよう
に構えることと、打ち返した後も、み
んなで次に対応できるようにすること
が大切。
＜チームでの意見交流＞

13 HT15 四人みんなでやることが大切だ。四人
の連携が大事だ。

14 HM16 みんなでフォローして、連携を大切に
していこう。

14 HT17 前二人にして、セッターとアタッカー。
後ろは、スペースをつめる動きをして
いこう。

HMの授業日記（10月８日）
今日の試合は、勝つことができた。それも、お互いが

声を掛け合うことでフォローし合うことができたからだ
と思う。四人の連携を常に意識して試合をすることの大
切さがわかった。
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技術分科会 

 
 

自ら学ぶ子どもの姿を求めて 
－高等部３年 情報科「修学旅行を紹介しよう」の実践を通して－ 

 

愛知教育大学附属特別支援学校 種村 修一 

 
 
 

 

１ はじめに 

 本校では，本年度，子どもの持てる力を生かす学習活動の在り方について研究を進めてきた。子どもの

持てる力を，夢中になって活動しているときに用いている「発揮している力」と，「発揮している力」のほ

かにすでに経験していて，持てる力となっている「身につけている力」に整理した。そして，子どもが「発

揮している力」を用いて夢中になって活動しているとき，子どもが自ら考えたり，工夫したりする状況を

つくることで，子どもは，授業において「発揮している力」に「身につけている力」を合わせて用いて，

生活に生かすことができる知識や技能を確かに身につけることができると考え，実践に取り組んだ。 
 
２ 子どもをとらえる 

（１） 夢中になって活動する生徒Ａ 

ふようタイムの「自己紹介の練習をしよう」の学習の時間，

生徒Ａは，自己紹介を書いたプリントとタブレットパソコンを

机に置くと，「先生，見てください。」と言って,教師を見る。

教師が「いいですよ。」と言って，生徒Ａの隣に行くと，生徒

Ａは，タブレットパソコンで教師が用意しておいた画像フォル

ダから，エグザイルのメンバー全員が写っている画像を選択す

る。タブレットパソコンの画面を教師に見せた生徒Ａは，自己

紹介を書いたプリントを見て，「僕は，エグザイルが好きです。

エグザイルのメンバーのアツシさんが好きです。」と言う。続

けて，生徒Ａは，タブレットパソコンで教師が用意しておいた

画像フォルダから，モリコロパークの全景が写っている画像を選択する。タブレットパソコンの画面を教

師に見せた生徒Ａは，自己紹介を書いたプリントを見て，「高３で楽しかったことは，モリコロパークに

行ったことです。芝生広場でサッカーをしました。」と言う。タブレットパソコンを机に置いた生徒Ａは，

教師の顔を見て，「どうですか。」と言う。教師が「いいですね。すてきな自己紹介になりそうですね。」

と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言って，にっこりする。 

 

（２） 生徒Ａの「情報科における今の姿」をおさえ，「情報科における期待する姿」を設定する 

生徒Ａが夢中になって活動する中で，繰り返し見せる様子を見てみると，生徒Ａは，説明文の内容に合

う画像を見せるために，内容の全体像がわかる画像を選んでいることがわかる。この様子から，生徒Ａが

説明文の内容に合わせて，提示する画像の大きさを変えることができれば，効果的な情報の提示の仕方が

できるようになるのではないかと見通し，生徒Ａの「情報科における今の姿」を説明文に合わせて画像を

【表示させた画像を教師に見せる】 
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提示するとき，全体像がわかる画像を使うとおさえる。 

また，生徒Ａのタブレットパソコンの使い方を見つめると，自分でタブレットパソコンを使ってフォル

ダから画像データを選んでいることから，生徒Ａの「発揮している力」を「タブレットパソコンを使って

必要な画像データを選ぶことができる」ととらえる。さらに，学校生活における別の場面で，生徒Ａは，

国語の学習で，教師が遠足で見学する建物について説明する文章を読んだ後，その建物について質問した

とき，建物の特徴や様子を答えることができる。また，教師と一緒にタブレットパソコンで画像を見ると

き，学級の生徒が並んで写っている集合写真をピンチアウトして，自分や友達の画像を拡大表示させる様

子が見られる。これらの様子から，生徒Ａの「身につけている力」を，「説明文の中に書かれている具体物

の特徴や様子をとらえることができる」，「画像をピンチアウトして，一部分を拡大表示させることができ

る」ととらえる。これらのことから，生徒Ａが夢中になって活動する中で，自ら考えたり，工夫したりし

て，「発揮している力」に「身につけている力」を合わせて用いることができれば，説明文の内容に合わせ

てタブレットパソコンの画面をピンチアウトして，中心的な部分を拡大表示した画像を提示することがで

きると考える。そこで，「情報科における期待する姿」を説明文に合わせて画像を提示するとき，説明文の

中心となる部分を拡大したものも使うと設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生徒Ａの学習活動を用意する 

はじめに，生徒Ａが夢中になって活動する様子からとらえた「人・もの・こと」を取り入れて，生徒Ａ

が「発揮している力」を用いて，「情報科における今の姿」を表すことができるように，説明文の内容に合

う画像をタブレットパソコンで選んで提示するという生徒Ａが夢中になる活動を用意する。次に，生徒Ａ

が夢中になって選んだ画像を教師に見せているとき，生徒Ａが「身につけている力」を用いているときの

様子からとらえた「人・もの・こと」を取り入れて，生徒Ａが提示した画像を貼った掲示板の近くに，別

の画像を貼る場所をつくり，掲示板に貼る画像の枚数を増やす状況をつくる。そこに，教師が掲示板を指

差して「○○はどのようになっていますか。」と特徴的な部分について質問するという「身につけている力」

を用いるための支援をする。そうすることで，生徒Ａは，「情報科における期待する姿」に迫ることができ

ると考える。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

生徒Ａの学習活動 

 

自ら考えたり，工夫したりする状況 
掲示板に貼る画像の枚数を増やす 

「身につけている力」を用いるための支援 

教師が掲示板に貼られた写真を見て，「○○はどのようになっていますか。」と，その写

真の特徴的な部分を指差す。 

生徒Ａが「身につけている力」を用いているときの様子からとらえた「人・もの・こと」 

・ 一緒に画像を見る教師  ・ 特徴的な部分がある画像  ・ 説明文を聞く活動 

「人・もの・こと」 

・ 画像の保存と表示が可能なタブレットパソコン ・ 教師が用意した説明文に合う画像データ 

生徒Ａが夢中になる活動 

説明文の内容に合う画像をタブレットパソコンで選んで提示する 

ＳＳの「情報科における期待する姿」 

説明文に合わせて画像を提示するとき，説明文の中心となる部分を拡大したものも使う。 

ＳＳの「情報科における今の姿」 

説明文に合わせて画像を提示するとき，全体像がわかる画像を使う。 

ＳＳの「発揮している力」 

タブレットパソコンを使って必要な

画像データを選ぶことができる 

ＳＳの「身につけている力」 
・ 説明文の中に書かれている具体物の
特徴や様子をとらえることができる 

・ 画像をピンチアウトして，一部分を拡
大表示させることができる 
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提示するとき，全体像がわかる画像を使うとおさえる。 

また，生徒Ａのタブレットパソコンの使い方を見つめると，自分でタブレットパソコンを使ってフォル

ダから画像データを選んでいることから，生徒Ａの「発揮している力」を「タブレットパソコンを使って

必要な画像データを選ぶことができる」ととらえる。さらに，学校生活における別の場面で，生徒Ａは，

国語の学習で，教師が遠足で見学する建物について説明する文章を読んだ後，その建物について質問した

とき，建物の特徴や様子を答えることができる。また，教師と一緒にタブレットパソコンで画像を見ると

き，学級の生徒が並んで写っている集合写真をピンチアウトして，自分や友達の画像を拡大表示させる様

子が見られる。これらの様子から，生徒Ａの「身につけている力」を，「説明文の中に書かれている具体物

の特徴や様子をとらえることができる」，「画像をピンチアウトして，一部分を拡大表示させることができ

る」ととらえる。これらのことから，生徒Ａが夢中になって活動する中で，自ら考えたり，工夫したりし

て，「発揮している力」に「身につけている力」を合わせて用いることができれば，説明文の内容に合わせ

てタブレットパソコンの画面をピンチアウトして，中心的な部分を拡大表示した画像を提示することがで

きると考える。そこで，「情報科における期待する姿」を説明文に合わせて画像を提示するとき，説明文の

中心となる部分を拡大したものも使うと設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生徒Ａの学習活動を用意する 

はじめに，生徒Ａが夢中になって活動する様子からとらえた「人・もの・こと」を取り入れて，生徒Ａ

が「発揮している力」を用いて，「情報科における今の姿」を表すことができるように，説明文の内容に合

う画像をタブレットパソコンで選んで提示するという生徒Ａが夢中になる活動を用意する。次に，生徒Ａ

が夢中になって選んだ画像を教師に見せているとき，生徒Ａが「身につけている力」を用いているときの

様子からとらえた「人・もの・こと」を取り入れて，生徒Ａが提示した画像を貼った掲示板の近くに，別

の画像を貼る場所をつくり，掲示板に貼る画像の枚数を増やす状況をつくる。そこに，教師が掲示板を指

差して「○○はどのようになっていますか。」と特徴的な部分について質問するという「身につけている力」

を用いるための支援をする。そうすることで，生徒Ａは，「情報科における期待する姿」に迫ることができ

ると考える。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

生徒Ａの学習活動 

 

自ら考えたり，工夫したりする状況 
掲示板に貼る画像の枚数を増やす 

「身につけている力」を用いるための支援 

教師が掲示板に貼られた写真を見て，「○○はどのようになっていますか。」と，その写

真の特徴的な部分を指差す。 

生徒Ａが「身につけている力」を用いているときの様子からとらえた「人・もの・こと」 

・ 一緒に画像を見る教師  ・ 特徴的な部分がある画像  ・ 説明文を聞く活動 

「人・もの・こと」 

・ 画像の保存と表示が可能なタブレットパソコン ・ 教師が用意した説明文に合う画像データ 

生徒Ａが夢中になる活動 

説明文の内容に合う画像をタブレットパソコンで選んで提示する 

ＳＳの「情報科における期待する姿」 

説明文に合わせて画像を提示するとき，説明文の中心となる部分を拡大したものも使う。 

ＳＳの「情報科における今の姿」 

説明文に合わせて画像を提示するとき，全体像がわかる画像を使う。 

ＳＳの「発揮している力」 

タブレットパソコンを使って必要な

画像データを選ぶことができる 

ＳＳの「身につけている力」 
・ 説明文の中に書かれている具体物の
特徴や様子をとらえることができる 

・ 画像をピンチアウトして，一部分を拡
大表示させることができる 

４ 題材を決定する 

（１） 高等部３年の子どもたちの「情報科における期待する姿」 

 

（２） 題材の概要 

高等部３年の子どもたちの「情報科における期待する姿」を考えると，パソコンを使って文書を作成し

たり，タブレットパソコンを使ってWebページの検索をしたり，地図や撮影した画像を見たりする活動が必

要であると考える。 

また，高等部３年の子どもたちには，夢中になって活動するとき，作成した文書を教師に見せたり，検

索した画像を友達に見せたりする姿が見られる。

また，旅行雑誌の写真を見たり，鉄道の写真が

載った本を見たり，パンフレットやカタログの

写真を見たりする様子も見られる。さらに，現

場実習激励会や運動会の練習で，２年生に実習

の内容や種目を説明する姿も見られる。 

そこで，「修学旅行を紹介しよう」という題材

を決定し，リーダー（Ｔ１）や友達，お兄さん

（Ｔ２）と一緒に，修学旅行の見学地の城や建

造物の画像を検索したり，目的地の行き方を調

べたり，紹介文を作成したりして，２年生に修

学旅行を紹介する掲示板をつくる活動を行う。 

 

名 前 「情報科における期待する姿」 

生徒Ａ 説明文に合わせて画像を提示するとき，説明文の中心となる部分を拡大したものも使う。 

生徒Ｂ 画像データの仕分けをするとき，写っているものごとに分けたフォルダに入れる。 

生徒Ｃ 
音声アシスタント機能を使って Webページの検索をするとき，キーワードとなる単

語を二つ言う。  

生徒Ｄ 
タブレットパソコンを使って写真を順に見るとき，右にスワイプして前の写真も表

示する。 

生徒Ｅ パソコンを使って文字を入力するとき，［ENTER］のキーを右手の小指で押す。 

生徒Ｆ 
タブレットパソコンを使って画面に画像を表示するとき，画像が大きく写る向きに

タブレットパソコンの向きを変える。 

生徒Ｇ パソコンを使って文書の題字を作成するとき，本文と違う大きさにする。 

生徒Ｈ 
タブレットパソコンを使って検索した画像について話すとき，画面を聞き手側に向

ける。 

生徒Ｉ  パソコンを使って文字を入力するとき，[Ａ]のキーを，左手で押す。 

生徒Ｊ 
資料を使って調べた内容をパソコンで文書にまとめるとき，資料から必要な部分を

抜粋する。 
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５ 授業構想（５／９時間） 

時間 本時の流れ  生徒Ａ 

 

  ０ 

 

  １ 

 

２ 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３３ 

 

 ３５ 

 

◇ はじめのあいさつをする。 

 

◇ お兄さん（Ｔ２）の話を聞く。 

 

◇ リーダー（Ｔ１）の話を聞く。 

 

◇ 修学旅行を紹介する掲示板に必要な情報

を集める。 

 

・ 見学施設を説明する文章に合う画像を

選ぶ。 

 

・ 見学施設の写真を整理する。 

 

・ 見学施設の場所を調べる。 

 

・ 見学施設の画像を検索する。 

 

・ 修学旅行の行程表を作成する。 

 

・ 見学施設の展示物の画像を検索する。 

 

・ 掲示板の題字を作成する。 

 

 ・ 見学施設の説明文を作成する。 

 

 

◇ 完成した文書や選んだ画像をプリント

アウトして，掲示板に貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ リーダーの話を聞く。 

 

◇ 終わりのあいさつをする。 

 

生徒Ａの「情報科における期待する姿」 
修学旅行で見学する施設の説明文に合わせ

て画像を提示するとき，説明文の中心となる部
分を拡大したものも使う。 

生徒Ａの「情報科における今の姿」 
説明文に合わせて画像を提示するとき，全

体像がわかる画像を使う。 

生徒Ａの 

「発揮している力」 

タブレットパソコ

ンを使って必要な画

像データを選ぶこと

ができる 

生徒Ａの 
「身につけている力」 

・ 説明文の中に，特
徴や様子が書かれて
いることがわかる 

・ 画像をピンチアウ
トして，一部分を拡
大表示させることが
できる 

「身につけている力」を用いるための支援 

○ リーダーが掲示板に貼られた写真を見て，

「○○はどのようになっていますか。」とその

写真の特徴的な部分を指差す。 

生徒Ａの学習活動 

自ら考えたり，工夫したりする状況 
掲示板に貼る画像の枚数を増やす 

生徒Ａが「身につけている力」を用いているときの 
様子からとらえた「人・もの・こと」 

・ 一緒に画像を見る教師   
・ 特徴的な部分がある画像 
・ 説明文を聞く活動 

生徒Ａが夢中になる活動 
修学旅行で見学する施設の説明文に合う

画像を，タブレットパソコンで選んで印刷し
提示する 
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５ 授業構想（５／９時間） 

時間 本時の流れ  生徒Ａ 

 

  ０ 

 

  １ 

 

２ 

 

 ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

３３ 

 

 ３５ 

 

◇ はじめのあいさつをする。 

 

◇ お兄さん（Ｔ２）の話を聞く。 

 

◇ リーダー（Ｔ１）の話を聞く。 

 

◇ 修学旅行を紹介する掲示板に必要な情報

を集める。 

 

・ 見学施設を説明する文章に合う画像を

選ぶ。 

 

・ 見学施設の写真を整理する。 

 

・ 見学施設の場所を調べる。 

 

・ 見学施設の画像を検索する。 

 

・ 修学旅行の行程表を作成する。 

 

・ 見学施設の展示物の画像を検索する。 

 

・ 掲示板の題字を作成する。 

 

 ・ 見学施設の説明文を作成する。 

 

 

◇ 完成した文書や選んだ画像をプリント

アウトして，掲示板に貼る。 

 

 

 

 

 

 

 

◇ リーダーの話を聞く。 

 

◇ 終わりのあいさつをする。 

 

生徒Ａの「情報科における期待する姿」 
修学旅行で見学する施設の説明文に合わせ

て画像を提示するとき，説明文の中心となる部
分を拡大したものも使う。 

生徒Ａの「情報科における今の姿」 
説明文に合わせて画像を提示するとき，全

体像がわかる画像を使う。 

生徒Ａの 

「発揮している力」 

タブレットパソコ

ンを使って必要な画

像データを選ぶこと

ができる 

生徒Ａの 
「身につけている力」 

・ 説明文の中に，特
徴や様子が書かれて
いることがわかる 

・ 画像をピンチアウ
トして，一部分を拡
大表示させることが
できる 

「身につけている力」を用いるための支援 

○ リーダーが掲示板に貼られた写真を見て，

「○○はどのようになっていますか。」とその

写真の特徴的な部分を指差す。 

生徒Ａの学習活動 

自ら考えたり，工夫したりする状況 
掲示板に貼る画像の枚数を増やす 

生徒Ａが「身につけている力」を用いているときの 
様子からとらえた「人・もの・こと」 

・ 一緒に画像を見る教師   
・ 特徴的な部分がある画像 
・ 説明文を聞く活動 

生徒Ａが夢中になる活動 
修学旅行で見学する施設の説明文に合う

画像を，タブレットパソコンで選んで印刷し
提示する 

 

生徒Ｃ  生徒Ｅ 

  

生徒Ｃの「情報科における期待する姿」 
音声アシスタント機能を使って見学施設の

場所を検索するとき，キーワードとなる単語を
二つ言う。 

生徒Ｃの「情報科における今の姿」 
音声アシスタント機能を使って Web ページ

の検索をするとき，キーワードとなる単語を
一つ言う。 

生徒Ｃの 

「発揮している力」 

音声アシスタント

機能を使うことがで

きる 

生徒Ｃの 

「身につけている力」 

・ Web ページのキー

ワード検索で，関連

する二つの単語を入

力することができる 

「身につけている力」を用いるための支援 

○ ホワイトボードに，見学施設の名称を記し

たカードの他に，所在地の県名を記したカー

ドを貼る。 

生徒Ｃの学習活動 

自ら考えたり，工夫したりする状況 
複数ある同名の検索場所から，一つの場所

に絞り込む 

生徒Ｃが「身につけている力」を用いているときの 

様子からとらえた「人・もの・こと」 

・ 検索する項目を質問する教師 

・ 複数のキーワードを入力すると特定できる検索項目 

生徒Ｃが夢中になる活動 

修学旅行で見学する施設の場所を調べる 

生徒Ｅの「情報科における期待する姿」 

パソコンを使って文字を入力するとき，

［ENTER］のキーを右手の小指で押す。 

生徒Ｅの「情報科における今の姿」 
パソコンを使って文字を入力するとき，

［ENTER］のキーを右手の人差し指で押す。 

生徒Ｅの 

「発揮している力」 

キーボードでロー

マ字入力することが

できる 

生徒Ｅの 

「身につけている力」 

・ ホームポジション

に指を置くことがで

きる 

 

「身につけている力」を用いるための支援 

○ キーボードの［ENTER］のキーに，ホーム

ポジションの小指の位置に貼ったシールと

同じ色のシールを貼る。 

生徒Ｅの学習活動 

自ら考えたり，工夫したりする状況 
ホームポジションに指を置いてから文字の

入力を始める 

生徒Ｅが「身につけている力」を用いているときの 

様子からとらえた「人・もの・こと」 

・ ホームポジションのある第２段キーを使う文字が使

われた原稿 

・ 原稿を見て文字を入力する 

生徒Ｅが夢中になる活動 

修学旅行の行程表を作成する 
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６ 授業の実際と考察 

（１）「発揮している力」を用いて夢中になって活動する生徒Ａ（２／９の時間） 

情報の授業が始まると，生徒Ａは，「リーダー，今日は何をしますか。」と言った。リーダーが，「今日

も修学旅行を紹介する掲示板をつくりますよ。見学する場所のことをたくさん調べて，すてきな掲示板をつ

くりましょう。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言った。 
掲示板をつくる活動が始まると，生徒Ａは，掲示板に取り付けてある錦帯橋の音声ガイドのボタンを押し

た。生徒Ａは，「錦帯橋は，300年以上も前につくられました。木が網目のように組み合わされてできていま

す。日本の有名な橋，ベスト３の内の一つです。」と説明文が流れている間，ボタンに耳を近づけた。音声

ガイドが終わると，生徒Ａは，タブレットパソコンで錦帯橋の画像データの入ったフォルダを開いた。そし

て，生徒Ａは，画面を人差し指で左にスライドして，錦帯橋の画像を順に表示させた。途中でスライドして

いる人差し指を止めて，画面を見た生徒Ａは，再び画面を左にスライドして順に画像を表示させることを繰

り返した。フォルダ内の最後の画像を表示させた生徒Ａは，今度は人差し指を右にスライドし，逆順に画像

を表示させた。画面を右に数回スライドした生徒Ａは，錦帯橋の全景が写った画像を１枚表示させ，じっと

見た。そして，生徒Ａは，タブレットパソコンを持つと，リ

ーダーの近くに来て，「どうですか。」と言って，タブレッ

トパソコンの画面を見せた。リーダーが，「いいですね。橋

の様子がよくわかる写真ですね。」と言うと，生徒Ａは，に

っこりした。 
自分の席に戻った生徒Ａは，画面の印刷アイコンをタップ

し，選んだ錦帯橋の画像をプリントアウトした。そして，生

徒Ａは，プリンタから出てきた画像を，掲示板の［錦帯橋］

のタイトルの下に掲示した。リーダーが，「掲示板ができて

いきますね。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言ってに

っこりした。 

 生徒Ａは，錦帯橋の音声ガイドを聞くと，タブレットパソコンの画面をスライドして画像を順に表示さ

せ，錦帯橋の画像を選択して提示した。この姿は，生徒Ａが「タブレットパソコンを使って必要な画像デ

ータを選ぶことができる。」という発揮している力を用いて，夢中になって活動した姿だと考える。そして，

これは，生徒Ａが日常生活の中で，夢中になって活動する様子からとらえた「人・もの・こと」を取り込

んだ題材を用意したことで見せた姿であると考える。また，間近に迫った修学旅行先について調べる活動

を取り入れたことや，掲示板の作成を計画したことも，生徒Ａが夢中になれる活動につながったと考える。

その中で，生徒Ａは，「説明文に合わせて画像を提示するとき，全体像がわかる画像を使う。」という「情

報科における今の姿」を見せていた。 
 日常の夢中になって活動している様子から，生徒Ａの「発揮している力」をとらえ，日常と同じような

「人・もの・こと」を授業の中に取り込むことで，授業の中でも，生徒Ａが夢中になって活動し，「情報科

における今の姿」を，繰り返し表出することができた。 
 
（２）自ら考えたり，工夫したりする状況の中で，夢中になって活動する生徒Ａ（３／９の時間） 

情報の授業が始まり，リーダーが掲示板を指差して，「写真を貼るスペースがまだありますね。」と言う

と，生徒Ａは，「今日も写真を選びますか。」と言った。リーダーが「はい。今日もすてきな掲示板をつく

りましょう。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言った。 
掲示板をつくる活動が始まると，生徒Ａは，掲示板に取り付けてある錦帯橋の音声ガイドのボタンを押し

た。そして，説明文が流れている間，ボタンに耳を近づけた。音声ガイドが終わると，生徒Ａは，タブレッ

トパソコンで錦帯橋の画像データの入ったフォルダを開いた。そして，生徒Ａは，画面を人差し指で左にス

ライドして，錦帯橋の画像を順に表示させた。途中でスライドしている人差し指を止めて，画面を見た生徒 
Ａは，顔を上げると，掲示板の前時に選んだ画像を見た。再び画面を見た生徒Ａは，タブレットパソコンを

持つと，リーダーの近くに来て，「どうですか。」と言って，タブレットパソコンの画面を見せた。リーダ

【選択した画像をリーダーに見せた生徒Ａ】 
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６ 授業の実際と考察 

（１）「発揮している力」を用いて夢中になって活動する生徒Ａ（２／９の時間） 

情報の授業が始まると，生徒Ａは，「リーダー，今日は何をしますか。」と言った。リーダーが，「今日

も修学旅行を紹介する掲示板をつくりますよ。見学する場所のことをたくさん調べて，すてきな掲示板をつ

くりましょう。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言った。 
掲示板をつくる活動が始まると，生徒Ａは，掲示板に取り付けてある錦帯橋の音声ガイドのボタンを押し

た。生徒Ａは，「錦帯橋は，300年以上も前につくられました。木が網目のように組み合わされてできていま

す。日本の有名な橋，ベスト３の内の一つです。」と説明文が流れている間，ボタンに耳を近づけた。音声

ガイドが終わると，生徒Ａは，タブレットパソコンで錦帯橋の画像データの入ったフォルダを開いた。そし

て，生徒Ａは，画面を人差し指で左にスライドして，錦帯橋の画像を順に表示させた。途中でスライドして

いる人差し指を止めて，画面を見た生徒Ａは，再び画面を左にスライドして順に画像を表示させることを繰

り返した。フォルダ内の最後の画像を表示させた生徒Ａは，今度は人差し指を右にスライドし，逆順に画像

を表示させた。画面を右に数回スライドした生徒Ａは，錦帯橋の全景が写った画像を１枚表示させ，じっと

見た。そして，生徒Ａは，タブレットパソコンを持つと，リ

ーダーの近くに来て，「どうですか。」と言って，タブレッ

トパソコンの画面を見せた。リーダーが，「いいですね。橋

の様子がよくわかる写真ですね。」と言うと，生徒Ａは，に

っこりした。 
自分の席に戻った生徒Ａは，画面の印刷アイコンをタップ

し，選んだ錦帯橋の画像をプリントアウトした。そして，生

徒Ａは，プリンタから出てきた画像を，掲示板の［錦帯橋］

のタイトルの下に掲示した。リーダーが，「掲示板ができて

いきますね。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言ってに

っこりした。 

 生徒Ａは，錦帯橋の音声ガイドを聞くと，タブレットパソコンの画面をスライドして画像を順に表示さ

せ，錦帯橋の画像を選択して提示した。この姿は，生徒Ａが「タブレットパソコンを使って必要な画像デ

ータを選ぶことができる。」という発揮している力を用いて，夢中になって活動した姿だと考える。そして，

これは，生徒Ａが日常生活の中で，夢中になって活動する様子からとらえた「人・もの・こと」を取り込

んだ題材を用意したことで見せた姿であると考える。また，間近に迫った修学旅行先について調べる活動

を取り入れたことや，掲示板の作成を計画したことも，生徒Ａが夢中になれる活動につながったと考える。

その中で，生徒Ａは，「説明文に合わせて画像を提示するとき，全体像がわかる画像を使う。」という「情

報科における今の姿」を見せていた。 
 日常の夢中になって活動している様子から，生徒Ａの「発揮している力」をとらえ，日常と同じような

「人・もの・こと」を授業の中に取り込むことで，授業の中でも，生徒Ａが夢中になって活動し，「情報科

における今の姿」を，繰り返し表出することができた。 
 
（２）自ら考えたり，工夫したりする状況の中で，夢中になって活動する生徒Ａ（３／９の時間） 

情報の授業が始まり，リーダーが掲示板を指差して，「写真を貼るスペースがまだありますね。」と言う

と，生徒Ａは，「今日も写真を選びますか。」と言った。リーダーが「はい。今日もすてきな掲示板をつく

りましょう。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言った。 
掲示板をつくる活動が始まると，生徒Ａは，掲示板に取り付けてある錦帯橋の音声ガイドのボタンを押し

た。そして，説明文が流れている間，ボタンに耳を近づけた。音声ガイドが終わると，生徒Ａは，タブレッ

トパソコンで錦帯橋の画像データの入ったフォルダを開いた。そして，生徒Ａは，画面を人差し指で左にス

ライドして，錦帯橋の画像を順に表示させた。途中でスライドしている人差し指を止めて，画面を見た生徒 
Ａは，顔を上げると，掲示板の前時に選んだ画像を見た。再び画面を見た生徒Ａは，タブレットパソコンを

持つと，リーダーの近くに来て，「どうですか。」と言って，タブレットパソコンの画面を見せた。リーダ

【選択した画像をリーダーに見せた生徒Ａ】 

 

ーが，「前回とは違う向きから撮影された写真を選ぶことができましたね。」と言うと，生徒Ａは，にっこ

りした。続けてリーダーが，画面に表示された画像の橋のアーチを指差して，「この部分は，どうなってい

るのですか。」と言うと，生徒Ａは，「ここですか。」と言って，画面を指差した。リーダーが「はい。」

と言うと，生徒Ａは，「木でできています。」と言った。リーダーが「そうなんですね。」と言って，音声

ガイドのボタンを押して説明文を流すと，生徒Ａは，リーダーの隣で，ボタンに耳を近づけた。そして，リ

ーダーが「木が網目のように組み合わさっているそうですね。」と言って，再び画面に表示された画像の橋

のアーチを指差すと，生徒Ａは，「はい。」と言った。リーダーが掲示板を指差して，「まだ写真が貼れる

ので，次の画像も選んでくださいね。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言って，自分の席に戻った。 
生徒Ａは，２枚目の画像をプリントアウトして掲示すると，再び，錦帯橋の画像データの入ったフォルダ

を開いた。そして，生徒Ａは，画面を人差し指で左にスラ

イドして，錦帯橋の画像を順に表示させた。生徒Ａは，人

差し指を速く動かしたり，ゆっくり動かしたりすることを

繰り返した後，画面をスライドしている人差し指を止める

と，リーダーの近くに来て，「どうですか。」と言って，

タブレットパソコンの画面を見せた。リーダーが「今度は，

橋の裏側が見える写真なので，木が網目のように組み合わ

さっている様子がよくわかりますね。」と言うと，生徒Ａ

は，にっこりした。 

３／９の授業では，掲示板に貼る２枚目の画像を選ぶとき，生徒Ａは，音声ガイドを再び聞いてからフ

ォルダを開いた。また，前時に掲示した画像を見てからタブレットパソコンの画面を見て，画像を順に表

示させていた。これらのことから，生徒Ａは，１枚目の画像とは違う画像を選ぶために，どんな画像にし

たらよいかを考えたり，説明文に合った画像を選ぼうとしたりしていたと考える。掲示板に貼る画像の枚

数を増やしたことで，生徒Ａが自ら考えたり，工夫したりする状況をつくることができたと考える。 
３／９の授業では，生徒Ａが２枚目以降の画像を選ぶ場面で，リーダーが掲示板に貼られた１枚目の画

像の橋のアーチの部分を指差して，「この部分は，どうなっているのですか。」と，声かけによる支援を行

った。生徒Ａは，画面をピンチアウトすることはしなかったが，３枚目に橋の裏側が見える画像を選んだ。

このことは，生徒Ａが説明文に合う画像を選ぼうとした姿の表れであると考える。 
 

（３）自ら考えたり，工夫したりする生徒Ａ（５／９の時間） 

情報の授業が始まり，リーダーが前時までの子ども一人一人の活動の様子を順に紹介した。リーダーが掲

示板にある生徒Ａが選んだ画像を指差し，「生徒Ａくんは，説明文に合う写真を見つけることができました。」

と言うと，生徒Ａは，にっこりした。そして，リーダーが掲示板を指差し，「今日もすてきな掲示板をつく

りましょう。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言った。 
掲示板をつくる活動が始まると，生徒Ａは，掲示板に取り付けてある厳島神社の音声ガイドのボタンを押

した。生徒Ａは，「厳島神社は，海に浮かんでいるように見え

る，珍しい神社です。赤い大きな鳥居が有名です。」と説明文

が流れている間，ボタンに耳を近づけた。音声ガイドが終わる

と，生徒Ａは，タブレットパソコンで厳島神社の画像データの

入ったフォルダを開いた。そして，生徒Ａは，画面を人差し指

で左にスライドして，厳島神社の画像を順に表示させた。画面

を数回スライドした生徒Ａは，桜の季節の厳島神社の全景が写

った画像を１枚表示させ，じっと見た。そして，生徒Ａは，タ

ブレットパソコンを持つと，リーダーの近くに来て，「どうで

すか。」と言って，タブレットパソコンの画面を見せた。リ
【音声ガイドを聞いて画像を選んだ生徒Ａ】 

 

【３枚目に選んだ橋の裏側が見える画像】 
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ーダーが，「いいですね。本当に海に浮かんでいるように見えますね。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」

と言ってにっこりした。そして，リーダーが「次の画像も楽しみです。」と言って，掲示板の空いているス

ペースを指差すと，生徒Ａは，「はい。」と言って，自分の席に戻った。自分の席に戻った生徒Ａは，選ん

だ厳島神社の画像をプリントアウトし，掲示板の［厳島神社］のタイトルの下に掲示した。そして，すぐに

自分の席に戻ると，再び厳島神社の画像データの入ったフォルダを開き，画面をスライドして画像を選ぶこ

とを始めた。生徒Ａは，画面を人差し指で数回左にスライドして，フォルダ内の最後の画像を表示させると，

タブレットパソコンを持って掲示板の前に立った。そして，音声ガイドのボタンを押した。生徒Ａは，説明

文が流れている間，画面をじっと見た。音声ガイドが終わると，生徒Ａは，画面を左や右に数回スライドさ

せ，神社の社が写っていて鳥居が画面の右端にある画像と，鳥居が画面の中央に写っていて，神社の社が鳥

居の間から小さく見える画像を交互に表示させた。 
 修学旅行１日目の掲示板が完成に近づいたため，授業の開始時に，前時までの子ども一人一人の活動を

紹介した。このことによって，子どもに全体としてどんな掲示板ができるのかをイメージさせることがで

きたと考える。また，１日目と同じ掲示板が修学旅行の４日目までの合計４枚でき上がることもイメージ

でき，子どもに活動の見通しをもたせることができたと考える。 
５／９の授業では，生徒Ａは，２枚目の画像を選ぶとき，鳥居の位置が違う２枚の写真を交互に表示さ

せた。これは，生徒Ａが説明文に合う画像はどちらなのかを自ら考えていた姿であると考える。 
 

（４）「発揮している力」に「身につけている力」を合わせて用いて，「情報科における期待する姿」に迫

った生徒Ａ（７／９の時間） 

情報の授業が始まり，リーダーが，「掲示板の完成が近づいてきましたね。今日から修学旅行４日目

の掲示板をつくりましょう。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言った。 
掲示板をつくる活動が始まると，生徒Ａは，掲示板に取り付けてある姫路城の音声ガイドのボタンを

押した。生徒Ａは，「姫路城の壁は真っ白です。姫路城の石垣の斜面は，扇を広げたような形になって

います。」と説明文が流れている間，ボタンに耳を近づけた。音声ガイドが終わると，生徒Ａは，タブ

レットパソコンで姫路城の画像データの入ったフォルダを開いた。そして，生徒Ａは，画面を人差し指

で左にスライドして，姫路城の画像を順に表示させた。フォルダ

内の姫路城の画像を一通り最後まで表示させた生徒Ａは，今度は

人差し指を右にスライドし，逆順に画像を表示させた。画面を右

に数回スライドした生徒Ａは，姫路城の天守閣の全景が写った画

像を１枚表示させ，じっと見た。そして，生徒Ａは，タブレット

パソコンを持つと，リーダーの近くに来て，「どうですか。」と言

って，タブレットパソコンの画面を見せた。リーダーが，「いい

ですね。お城の様子がよくわかる画像ですね。」と言うと，生徒

Ａは，にっこりした。続けて，リーダーが「お城の壁はどうなっ

ていますか。」と言うと，生徒Ａは，「お城の壁は真っ白です。」

と言って，画面上の天守閣の最上階辺りの壁を指差した。リーダ

ーが，「壁の色ですか。」と言うと，生徒Ａは，画面上に右手の人

差し指と親指を置き，画面をピンチアウトした。そして，生徒Ａ

は，天守閣の上下に写っていた空と石垣の部分が画面上から無く

なる大きさに拡大表示させると，画像をプリントアウトした。そ

して，プリントアウトした画像を教師に見せると，天守閣の最上

階の壁を指差して，「ここです。」と言った。リーダーが，「なる

ほど，真っ白ですね。」と言うと，生徒Ａは，にっこりした。 
  
生徒Ａは，最初に選んだ姫路城の天守閣の画像を，空と地面の部分が無くなるまで拡大表示させる姿を

【画面をピンチアウトした生徒Ａ】 

 

【生徒Ａが提示したピンチアウトした画像】 
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ーダーが，「いいですね。本当に海に浮かんでいるように見えますね。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」

と言ってにっこりした。そして，リーダーが「次の画像も楽しみです。」と言って，掲示板の空いているス

ペースを指差すと，生徒Ａは，「はい。」と言って，自分の席に戻った。自分の席に戻った生徒Ａは，選ん

だ厳島神社の画像をプリントアウトし，掲示板の［厳島神社］のタイトルの下に掲示した。そして，すぐに

自分の席に戻ると，再び厳島神社の画像データの入ったフォルダを開き，画面をスライドして画像を選ぶこ

とを始めた。生徒Ａは，画面を人差し指で数回左にスライドして，フォルダ内の最後の画像を表示させると，

タブレットパソコンを持って掲示板の前に立った。そして，音声ガイドのボタンを押した。生徒Ａは，説明

文が流れている間，画面をじっと見た。音声ガイドが終わると，生徒Ａは，画面を左や右に数回スライドさ

せ，神社の社が写っていて鳥居が画面の右端にある画像と，鳥居が画面の中央に写っていて，神社の社が鳥

居の間から小さく見える画像を交互に表示させた。 
 修学旅行１日目の掲示板が完成に近づいたため，授業の開始時に，前時までの子ども一人一人の活動を

紹介した。このことによって，子どもに全体としてどんな掲示板ができるのかをイメージさせることがで

きたと考える。また，１日目と同じ掲示板が修学旅行の４日目までの合計４枚でき上がることもイメージ

でき，子どもに活動の見通しをもたせることができたと考える。 
５／９の授業では，生徒Ａは，２枚目の画像を選ぶとき，鳥居の位置が違う２枚の写真を交互に表示さ

せた。これは，生徒Ａが説明文に合う画像はどちらなのかを自ら考えていた姿であると考える。 
 

（４）「発揮している力」に「身につけている力」を合わせて用いて，「情報科における期待する姿」に迫

った生徒Ａ（７／９の時間） 

情報の授業が始まり，リーダーが，「掲示板の完成が近づいてきましたね。今日から修学旅行４日目

の掲示板をつくりましょう。」と言うと，生徒Ａは，「はい。」と言った。 
掲示板をつくる活動が始まると，生徒Ａは，掲示板に取り付けてある姫路城の音声ガイドのボタンを

押した。生徒Ａは，「姫路城の壁は真っ白です。姫路城の石垣の斜面は，扇を広げたような形になって

います。」と説明文が流れている間，ボタンに耳を近づけた。音声ガイドが終わると，生徒Ａは，タブ

レットパソコンで姫路城の画像データの入ったフォルダを開いた。そして，生徒Ａは，画面を人差し指

で左にスライドして，姫路城の画像を順に表示させた。フォルダ

内の姫路城の画像を一通り最後まで表示させた生徒Ａは，今度は

人差し指を右にスライドし，逆順に画像を表示させた。画面を右

に数回スライドした生徒Ａは，姫路城の天守閣の全景が写った画

像を１枚表示させ，じっと見た。そして，生徒Ａは，タブレット

パソコンを持つと，リーダーの近くに来て，「どうですか。」と言

って，タブレットパソコンの画面を見せた。リーダーが，「いい

ですね。お城の様子がよくわかる画像ですね。」と言うと，生徒

Ａは，にっこりした。続けて，リーダーが「お城の壁はどうなっ

ていますか。」と言うと，生徒Ａは，「お城の壁は真っ白です。」

と言って，画面上の天守閣の最上階辺りの壁を指差した。リーダ

ーが，「壁の色ですか。」と言うと，生徒Ａは，画面上に右手の人

差し指と親指を置き，画面をピンチアウトした。そして，生徒Ａ

は，天守閣の上下に写っていた空と石垣の部分が画面上から無く

なる大きさに拡大表示させると，画像をプリントアウトした。そ

して，プリントアウトした画像を教師に見せると，天守閣の最上

階の壁を指差して，「ここです。」と言った。リーダーが，「なる

ほど，真っ白ですね。」と言うと，生徒Ａは，にっこりした。 
  
生徒Ａは，最初に選んだ姫路城の天守閣の画像を，空と地面の部分が無くなるまで拡大表示させる姿を

【画面をピンチアウトした生徒Ａ】 

 

【生徒Ａが提示したピンチアウトした画像】 

 

見せた。これは，生徒Ａが「タブレットパソコンを使って必要な画像データを選ぶことができる」という

「発揮している力」に，「説明文の中に，特徴や様子が書かれていることがわかる」や「画像をピンチアウ

トして，一部分を拡大表示させることができる」という「身につけている力」を合わせて用いて，説明文

の中心となる部分を拡大した画像も使うことができるようになった姿と考える。その結果，生徒Ａは，「情

報科における期待する姿」に迫ることができた。 
 

７ 成果と課題 

（１）研究の成果 

説明文に合わせて画像を提示するとき，全体像がわかる画像を使っていた生徒Ａは，題材「修学旅行を

紹介しよう」の授業を通して，説明文の中心となる部分を拡大したものも使うことができた。 

この授業では，生徒Ａに，「説明文の内容に合う画像をタブレットパソコンで選んで提示する」という

夢中になる活動を用意し，その中で，「掲示板に貼る画像の枚数を増やす」という自ら考えたり，工夫した

りする状況をつくり，教師が掲示板に貼られた写真を見て，「○○はどのようになっていますか。」と言い，

画像をピンチアウトして，一部分を拡大表示させることができるという「身につけている力」を用いるた

めの支援をするという学習活動を用意した。すると，７／９の授業で，姫路城の天守閣の全景が写った画

像を１枚表示させている生徒Ａの隣で，教師が「お城の壁はどうなっていますか。」と言うと，生徒Ａは，

「お城の壁は真っ白です。」と言って，天守閣の最上階辺りの壁を指差した。また，教師が「壁の色ですか。」

と言うと，生徒Ａは，画面をピンチアウトして，天守閣の上下に写っていた空と石垣の部分が画面上から

無くなる大きさに拡大表示させ，プリントアウトして提示した。これらの姿は，生徒Ａが，説明文に合う

画像を提示するにはどうしたらよいかを考え，「タブレットパソコンを使って必要な画像データを選ぶこと

ができる」という「発揮している力」に，「説明文の中に書かれている具体物の特徴や様子をとらえること

ができる」，「画像をピンチアウトして，一部分を拡大表示させることができる」という「身につけている

力」を合わせて用いたから表れたと考える。 

以上のように，子どもが夢中になって活動する中で，自ら考えたり，工夫したりする状況をつくり，「身

につけている力」を用いるための支援をすることは，子どもが「発揮している力」に「身につけている力」

を合わせて用いて，「領域・教科における期待する姿」に迫るために有効であると考える。 

 

（２） 今後の課題 

＊ 授業を通して身につけた知識や技能を，よりその後の生活に生かすことができる確かな力としていく

ためには，どのような活動や支援が有効であるか追究していく必要がある。 

＊ 子ども一人一人がさらに夢中になって活動し，生活に生かすことができる知識や技能を身につけてい

ける単元・題材の在り方について追究していく必要がある。 
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家庭分科会 

 

対象を深く見つめ これからのくらしを よりよくしようとする子ども 

をめざした小学校家庭科 

～５年生単元「手早く作るよ アイデアたっぷり ペアのための手作り弁当」 

の実践を通して～ 

愛知教育大学附属岡崎小学校  青木久美子   

幸田町立豊坂小学校      本多 宣子 

愛知教育大学家政教育講座   山根 真理 

 

１ はじめに 

 本稿は2016年10月から12月にかけて，愛知教育大学附属岡崎小学校５年３学級で行った家庭科の授業

「手早く作るよ アイデアたっぷり ペアのための手作り弁当」の実践報告である。 

 2016年度，附属岡崎小学校では，「自らの意思で判断・決定していく子ども  ～追究の見通しをもつ

子どもの姿を支える」を研究主題に，

授業実践に取り組んだ。また，本校の

家庭科では，「対象を深く見つめ これ

からのくらしを よりよくしようとす

る子ども」を求める子どもの姿として

考えている。今年度本研究は４年目を

迎え，問題解決学習において追究活動

のなかで，自分や仲閒の思いや考えの

よさを実感したり体感したりすること

で子どもの気づきは感覚を伴った根拠

になると考え，これに対応する支援を

「実感的・体感的教師支援」とし，右

図にあるような問題解決学習の展開図

をもとに授業実践に取り組んだ。 

 本単元の「手早く作るよ アイデア

たっぷり ペアのための手作り弁当」

で子どもたちは，ペアに喜んでもらう

ための弁当について追究し，弁当づく

りに取り組んだ。（ペアとは，附属岡崎

小学校２年３学級の子である） 

 家庭科では，「機能性，利便性，効率

性，快適性，健康面，安全面といった

―102―



家庭分科会 

 

対象を深く見つめ これからのくらしを よりよくしようとする子ども 
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からのくらしを よりよくしようとす

る子ども」を求める子どもの姿として

考えている。今年度本研究は４年目を

迎え，問題解決学習において追究活動

のなかで，自分や仲閒の思いや考えの

よさを実感したり体感したりすること

で子どもの気づきは感覚を伴った根拠

になると考え，これに対応する支援を

「実感的・体感的教師支援」とし，右

図にあるような問題解決学習の展開図

をもとに授業実践に取り組んだ。 

 本単元の「手早く作るよ アイデア

たっぷり ペアのための手作り弁当」

で子どもたちは，ペアに喜んでもらう

ための弁当について追究し，弁当づく

りに取り組んだ。（ペアとは，附属岡崎

小学校２年３学級の子である） 

 家庭科では，「機能性，利便性，効率

性，快適性，健康面，安全面といった

論理的な視点」や「楽しさ，うれしさ，おいしさ，癒しといった心情的な視点」から，対象を深く見つめ，

これからのくらしを よりよくしようとする子どもの姿を求めていく。子どもたちは「ペアのために」と

いう思いをもち，何を工夫していくことがペアに喜んでもらえるか考える。ペアの嗜好を知り弁当作りに

取り入れるなかで，さらに何を工夫していったらよいか考える。好きな物を入れたりおいしさだけを工夫

したりするだけでなく，ペアのことを思った時に，元気になってもらいたい健康になってほしいと栄養面

などについても考える。生活経験のなかで得てきた視点に基づいて工夫していくが，自分が気づいてない

視点が出てくる。これについて，仲間と試食し合ったりアドバイスをもらったりすることで，気づくよう

になる。工夫について追究していくなかで，「こうすればもっとよくなりそうだ」と自分の調理について，

改善するための新たな視点のよさが実感できるように「実感的・体感的な教師支援」を行い，さらに追究

の見通しがもてるようにする。今回の実践では，特にこの教師支援について研究に取り組んだ。 

 本稿は，授業者である青木が実践記録（１～５）を執筆し，それに助言者である本多，山根のコメント

（６）を加える形で作成した。 

 

２ 実践の概要 

（１）実施期間 2016年10月～2016年12月 

 

（２）実施学年 愛知教育大学附属岡崎小学校 ５年３学級29名（男子15名 女子14名） 

 

（３）目標 

 実践にあたり，２つの目標を設定した。 

① 調理されたものには，作り手の思いが込められ多様な形があるなかで様々な工夫がされていること

に気づき，食に対する見方や考え方を拡げ，自分の生活に合った工夫の仕方を見つけてこれからの

食生活に生かしていく子どもにしたい。 

② ペアのための弁当作りを通して，材料や調理方法について考えることにより，調理には，嗜好やお

いしさだけでなく，利便性や安全性なども大切であることに気づき，それらの視点を大切にして調

理することのできる子どもにしたい。 

 

（４）子どもをとらえる 

  高学年として半年を過ごし，ペアとのつながりを感じるようになってきた子どもたち。運動会に向け

たお守り作りでは，ペアのことを思い，喜んでもらいたいとていねいに縫ったり，スパンコールなどで

飾りをつけたりして工夫する姿が見られた。１学期に取り組んだ「家族が喜ぶカレー作り」では，初め

て本格的な調理に挑戦し，家族のために食事作りをする喜びを味わった。そこでは，味や具，食感や栄

養バランスを考えて調理することが大切だと考える姿が見られた。林間学校で行ったカレーライス作り

の様子を見てみると，食べやすさや食感を考えて野菜を切る姿が見られた。そうしたなか，駿斗は次の

活動開始の時間が迫ってきていたことから，「早く切らないと間に合わないよ」と班の仲間に声をかけ，

急いで調理を進めていく姿が見られた。このことから，調理を行ううえで，時間という視点に目を向け

始めている子どもたちがいることがうかがえた。このような子どもたちが，さらに仲を深めたいと考え

ているペアに対し，つながりがもてるような調理の活動をするなかで，味や具，食感や栄養バランスに

加えて，限られた時間のなかで作るという視点にも目を向けられるようになってほしいと願った。 

 

（５）教材を選定する 

子どもたちへの願いを具現するため，「ペアのための弁当作り」を教材に選定した。本教材には次の

ような教材性があると考えた。 
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（６）単元を見通す 

 弁当作りに出会った子どもたちは，弁当作りの楽しさと考えたおかずについて思うように作ることがで

きない難しさを感じつつも，ペア交流で大切にしている「ペアに何かしてあげたい」という気持ちと重な

り，「ペアのためにお弁当を作ってみたいな」と思うようになるだろう。そして弁当作りで工夫したこと

やペアとのつながりを伝え合うなかで，「自分が作ったお弁当でペアを喜ばせたい」という問いが生まれ

るだろう。 

 問いをもった子どもたちは，ペアのことを考えながら，ペアの嗜好や盛り付けなどの視点をもち，入れ

るおかずや調理方法の工夫について追究を始めるだろう。いつも作ってもらっている家族の弁当をイメー

ジし，家族にアドバイスをもらい，弁当作りをする子どももいるだろう。また，弁当作りの特性から，限

られた時間のなかで弁当作りに取り組んでみると，多くの種類のおかずを作ることが難しくなることから，

短時間で完成できる調理方法を工夫したり，加工食品を使って作ったりし，作りたい弁当に近づけること

に目を向けていくだろう。自分の弁当ができ，仲間がどんな工夫をしているのか知りたくなった姿が見ら

れたとき，追究を見直すかかわり合いを行う。追究を見直すかかわり合いでは，ペアが喜ぶ弁当にするた

めに工夫したことを伝え合うなかで，嗜好や盛り付けの工夫について述べるだろう。また，弁当だからこ

そ大切な手早く調理するための工夫や食べる人のことを考えて安全に作るための工夫があることを語る子

どももいるだろう。そのとき，手早く作ることや安全面を考えている仲間の調理の工夫の様子を見たり試

食したりするようにする。そうすることで，嗜好やおいしさだけではなく，利便性や安全性という視点も

ふまえて考えていくことが，ペアを喜ばせるためには大切なことであると，はっきりとした見通しをもっ

て追究する姿を引き出したい。自分が納得できる弁当ができたところで，ペアに食べてもらい，ペアが笑

顔で食べている姿を見たり感想をもらったりし，これまでの学習を振り返り，伝え合うことで自己の成長

を感じられるようにする。 

 単元終了後には，食に対する学びが，ペアに生かせたことに喜びを感じるとともに，多様な視点をもち，

これからの食生活をよりよくしていこうとすることができるようになるだろう。 

 

（７）単元構想 

   次項参照 

   ※単元構想にある「教師支援」について実践の様子をまとめていく。 

 

 

 

 

 

 

 

本単元における教材の教材性 

・炒める茹でるなどの基礎的・基本的な調理技能を身につけることができるだけでなく，弁当作り 

で考える必要がある盛り付けや調理時間，食の安全性について考えながら，１食分の調理を学習 

することができる。 

・手作りの弁当をペアに食べてもらう状況が生まれることで，つながりのあるペアに喜んでもらう 

ための弁当の工夫を考えようとする問題意識が生まれ，追究に向かうことができる。 

・ペアのためにいろいろな工夫を考えるが，限られた時間で調理をする必要性があり，作りたい弁

当のイメージに近づけることが難しい。そのため，食材や調理方法についての工夫を考えること

により，子どもたちの調理の工夫の幅を拡げることができる。 
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で考える必要がある盛り付けや調理時間，食の安全性について考えながら，１食分の調理を学習 

することができる。 

・手作りの弁当をペアに食べてもらう状況が生まれることで，つながりのあるペアに喜んでもらう 

ための弁当の工夫を考えようとする問題意識が生まれ，追究に向かうことができる。 

・ペアのためにいろいろな工夫を考えるが，限られた時間で調理をする必要性があり，作りたい弁
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※２

④

※ ６

④

④

※３

※５

※４

☆

⑥

※１

単元構想 （２１時間完了）

○ひとり調べの時数 ◎かかわり合いの時数 問い ◇事前学習 ◆ほりおこし
【単元前の子どもの姿】

・カレー作りを通して，調理のポイントが味や具や食感，栄養バランスであることを追究し，このポイントを生かして調理に取

り組みたいと考えている子ども。

・食に対する学びが，家族に生かせたことに喜びを感じている子ども。

［教師支援］

調理実習について振り返ろう◆ お弁当の思い出を伝え合おう◆ ◆ １学期に取り組んだ調理実習の楽

・何度も挑戦しておいしくできた ・手作りの弁当はおいしい しさや食べてもらう喜びを伝え合い

・おいしいと言われてうれしかった ・ペアと一緒に食べて楽しかった 自分が作ったものを食べてもらうこ

ペア交流について考えよう◆ とがよかったという意識をほりおこ

・ペアが喜ぶことを考えたい ・ペアと一緒に公園へ行きたい す。

マイ弁当を作ってみよう ◆ 弁当の思い出を話すことで，手作

・色のバランスをよくしたよ ・お母さんはすごいな りの弁当が温かさやうれしさを感じ

・彩りや栄養を考えて具を入れたよ ・ペアに作ってあげたいな るものであるという意識をほりおこ

問いを生むかかわり合い す。

できたこと こうしたいな 作ること ◆ ペアとの交流について振り返り，

・色合いや栄養バランスを考え ・栄養を完ぺきに ・楽しかった ペアとの交流をもっと増やしていき

た ・ペアのために見た目をきれ ・量の調節が大変 たいという気持ちを伝え合いながら

・色合いよく作れた いに ・お母さんはすごい ペアに対して何ができるか考えよう

とする意識をほりおこす。

ペアが喜ぶお弁当を作りたいな ※１ ペアに自分が作った弁当を食べ

てもらいたいという意識を高めるこ

好み 栄養 調理 とができるように，ペアにかかわる

・色合いをよくしたよ ・チーズでカルシウムが ・２つの具を一緒に焼いたら 考えを取り上げ，大切にしたいこと

・味を調節したよ とれるように 早くできる をキーワードで表すようにする。

・おにぎりをウサギの形にして ・野菜を入れて栄養バラ ・自分で作る物をもっと増や ※２ どのようなお弁当を作るのか,
かわいくしたよ ンスをよくした したいな 追究の見通しがもてるように，ペア

追究を見直すかかわり合い についての調査活動を行ったり，弁

＜ペアが喜ぶお弁当作りをしてきて思ったこと＞ 当作りの調理方法について調べたり

見た目 調理の工夫 栄養 する場を設ける。

・桜エビで色合い ・手作りが大切 ・魚の缶詰でカルシウム ※３ グループのなかで，自分や仲間

・色合いは栄養素と関係 ・食べやすくした ・しらすでカルシウム の調理のよさに気づくことができる

・カレー粉で食中毒防止 ように，仲間の弁当を試食する場を

設け，互いの調理の工夫を知ること

弁当作りには手早く作る工夫や安心して食べられるように作る工夫も大切だね ができるようにする。

☆ 自分が取り組んできた弁当作り

好み・手早く・安心 栄養・手早く・安心 のなかでは気づいていない新たな視

・昆布や梅干しも入れて，食中毒の防止をし ・人参は家で小さく切って下準備をして 点のよさが実感できるように，仲間

たよ おくとじっくり炒められたよ が取り組んでいた調理の工夫の様子

・小さく切ると食べやすくもなるし火が通り ・栄養のことも考えながらおかずを決めて， を見たり，工夫して作ったおかずを

やすいから食中毒防止にもなるよ 炒めものにカレー粉を使ったよ 試食したりする。

お弁当を作ってペアと一緒にピクニックへ行こう ※４ 自分の調理をよりよくする方法

・ふたを開けた時に「おいしそう，すごい」と喜んでくれて本当に良かった について見通しがもてるように，試

・すごく緊張したけど「おいしい」と言ってもらえてうれしかった 食やかかわり合いでの意見をもとに

核心に迫るかかわり合い 今後どのように追究していくのかを

＜お弁当作りを通して考えたこと＞ 視点に，学習記録を書く。

わかったこと・できるようになったこと これからやりたいこと ※５ 自分の追究に達成感や満足感を

・手早くつくれるようになった ・食中毒防止にカレー粉を使いたい 味わうことができるようにペアに食

・五大栄養素をそろえて作った ・１回でも早く作れるようにしたい べてもらう場を設定し仲間と互いに

・食中毒防止ができるようになった ・弟に作りたい 追究のよさを認め合うようにする。

・作れるものが増えた ・時間を意識して作りたい ※６ 自己の成長を客観的に振り返る

手早く作ることや安心して食べてもらうことも大切にして食事を作っていきたいな ことができるように，自分の追究を

振り返り，学んだことや生活に生か

・カレー粉以外にも酢などを使って食中毒に気をつけたい したいことを学習記録に書く。

・家族に喜んでもらえるように何か作りたい

【単元後の子どもの姿】

・調理のポイントが味や具や食感，栄養バランスであることだけでなく利便性や安全性なども大切であることに気づき，多様な

視点をもって食事づくりができる子ども。

・食に対する学びが，ペアに生かせたことに喜びを感じるとともに，より生活が豊かになるように活動しようとする子ども。

○①

○①

○①
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３ 授業の実際 

 １学期に取り組んだ調理実習について振り返り，誰かのために食事作りをする喜びが思い出された。そ

して，また調理をしたいという気持ちをもった子どもたち。そこで，いろいろな調理方法に取り組むこと

ができる弁当作りに出会わせた。カレーの実習で学んだ見た目のよさについて考えた子どもや，栄養につ

いて考えた子ども，弁当作りならではの時間について意識する子どもも出てきた。また，高学年になって，

ペア交流を楽しみにしており，「もっとペアに～したいな」という思いをもち，ペアとの絆を深めたいと

考えている子どもたち。そこで，問いを生むかかわり合いを行うことにした。弁当作りについてのポイン

トを伝え合い，食べてもらう相手への思いや願いを引き出すなかで，ペア交流についての振り返りで出て

きた「ペアのためにお弁当を作って出かけたい」という意識とかかわらせ，ペアが喜んで食べてくれる弁

当にするにはどうすればよいかという問題意識を鮮明にすることができるのではないかと考えた 

初めての弁当作りに取り組んだ子どもたちは，カレー作りで学んだ調理の工夫が視点となった。カレー

作りでは，主に味や食感，栄養バランスについての追究に取り組み，追究を見直すかかわり合いのところ

で，「見た目」の視点が加わった。弁当作りでは，この「見た目」が子どもたちの最初の視点として出てき

た。ペアに自分が作った弁当を食べてもらうために，ペアが喜ぶようなお弁当を作りたいと考えた子ども

たち。そのために必要な弁当作りのキーワードとして，「見た目（色合い・盛り付け方）」「栄養バランス」

「量」「食べやすさ」が出てきた。 

 

 10月 24日 問いを生むかかわり合い 授業記録 

Ｔ   ７９    これさ，みんなお弁当作りの大切なことを言ってくれたんだけど，どうしてこれをするといいのかな。 

知子  ８０    そういうとこに，線が引いてあったり丸がかいてあったりするところに気をつければ，友美ちゃんが言って

たように，より完璧なお弁当に近づく。 

Ｔ      ８１    すごいね。より完璧なお弁当。どうしてより完璧なお弁当にする方がいいのかな。 

10月 24日 問いを生むかかわり合い 授業記録 

幹也  ７    今度は，事前に教えてもらったりして，調味料とかどれくらい入れたらいいか教えてもらって 

            作って，ペアが今度食べるからいっぱい好きな物を入れたり，調味料とか辛いとかちょう 

            どいい感じにしたいです。 

         －〈略〉－ 

健太 ２０    ぼくは前に作った時は自分ためで，お肉ばっかり入れちゃって，それで法子さんとちょっと似 

            てて，色合いがなんか悪かったけど，今度ペアのために作るときは，ペアが野菜が嫌い 

            かもしれないけど，自分が色合いのいい物を選んで，これ食べれる？とか聞いて，それ 

            が無理だったら他の物にしてあげて，もちろん味も大事だけど見た目もおいしそうに見えた 

            方がペアも喜ぶから色合いも良くしたいです。 

         －〈略〉－ 

知子 ２８    私は作るときに気をつけたことは，色合いをよくすることと栄養バランスを考えました。理由 

            は，色合いも良くて栄養バランスがいいと，体にいいしおいしそうに見えるから。 

－〈略〉－ 

友美 ３１    私は知子さんと少し似ているんですけど，五大栄養素のカルシウムが入った料理をちゃん 

            と作れなかったので，今度作るときはカルシウムがちゃんと入ってる料理を一品ぐらい作れ 

            たらいいなと思っています。  
                

教師支援１ 

※１ ペアに自分が作った弁当を食べてもらいたいという意識を高めることができるようにペアにか

かわる考えを取り上げ，大切にしたいことをキーワードで表すようにする。 
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３ 授業の実際 

 １学期に取り組んだ調理実習について振り返り，誰かのために食事作りをする喜びが思い出された。そ

して，また調理をしたいという気持ちをもった子どもたち。そこで，いろいろな調理方法に取り組むこと

ができる弁当作りに出会わせた。カレーの実習で学んだ見た目のよさについて考えた子どもや，栄養につ

いて考えた子ども，弁当作りならではの時間について意識する子どもも出てきた。また，高学年になって，

ペア交流を楽しみにしており，「もっとペアに～したいな」という思いをもち，ペアとの絆を深めたいと

考えている子どもたち。そこで，問いを生むかかわり合いを行うことにした。弁当作りについてのポイン

トを伝え合い，食べてもらう相手への思いや願いを引き出すなかで，ペア交流についての振り返りで出て

きた「ペアのためにお弁当を作って出かけたい」という意識とかかわらせ，ペアが喜んで食べてくれる弁

当にするにはどうすればよいかという問題意識を鮮明にすることができるのではないかと考えた 

初めての弁当作りに取り組んだ子どもたちは，カレー作りで学んだ調理の工夫が視点となった。カレー

作りでは，主に味や食感，栄養バランスについての追究に取り組み，追究を見直すかかわり合いのところ

で，「見た目」の視点が加わった。弁当作りでは，この「見た目」が子どもたちの最初の視点として出てき

た。ペアに自分が作った弁当を食べてもらうために，ペアが喜ぶようなお弁当を作りたいと考えた子ども

たち。そのために必要な弁当作りのキーワードとして，「見た目（色合い・盛り付け方）」「栄養バランス」

「量」「食べやすさ」が出てきた。 

 

 10月 24日 問いを生むかかわり合い 授業記録 

Ｔ   ７９    これさ，みんなお弁当作りの大切なことを言ってくれたんだけど，どうしてこれをするといいのかな。 

知子  ８０    そういうとこに，線が引いてあったり丸がかいてあったりするところに気をつければ，友美ちゃんが言って

たように，より完璧なお弁当に近づく。 

Ｔ      ８１    すごいね。より完璧なお弁当。どうしてより完璧なお弁当にする方がいいのかな。 

10月 24日 問いを生むかかわり合い 授業記録 

幹也  ７    今度は，事前に教えてもらったりして，調味料とかどれくらい入れたらいいか教えてもらって 

            作って，ペアが今度食べるからいっぱい好きな物を入れたり，調味料とか辛いとかちょう 

            どいい感じにしたいです。 

         －〈略〉－ 

健太 ２０    ぼくは前に作った時は自分ためで，お肉ばっかり入れちゃって，それで法子さんとちょっと似 

            てて，色合いがなんか悪かったけど，今度ペアのために作るときは，ペアが野菜が嫌い 

            かもしれないけど，自分が色合いのいい物を選んで，これ食べれる？とか聞いて，それ 

            が無理だったら他の物にしてあげて，もちろん味も大事だけど見た目もおいしそうに見えた 

            方がペアも喜ぶから色合いも良くしたいです。 

         －〈略〉－ 

知子 ２８    私は作るときに気をつけたことは，色合いをよくすることと栄養バランスを考えました。理由 

            は，色合いも良くて栄養バランスがいいと，体にいいしおいしそうに見えるから。 

－〈略〉－ 

友美 ３１    私は知子さんと少し似ているんですけど，五大栄養素のカルシウムが入った料理をちゃん 

            と作れなかったので，今度作るときはカルシウムがちゃんと入ってる料理を一品ぐらい作れ 

            たらいいなと思っています。  
                

教師支援１ 

※１ ペアに自分が作った弁当を食べてもらいたいという意識を高めることができるようにペアにか

かわる考えを取り上げ，大切にしたいことをキーワードで表すようにする。 

海斗  ８２    最終的な目的であるペアにお弁当を食べさせるというので，ペアが喜ぶために。 

健太  ８３    海斗君に似ててもちろん味だけがおいしくてももちろん喜ぶと思うんだけど，今は言わないようにしてたけ

ど，それに色合いが加わったら，もっとペアが喜ぶから，海斗君と同じでペアが喜ぶから。 

Ｔ    ８４    これに色合いも加えたいということね。 

 キーワードを表したことにより，知子80「より完璧な」からも，このポイントをもとに追究を進めてい

こうとする手だてになったことがうかがえる。また，海斗82「ペアが喜ぶために」から対象をはっきり意

識していることもわかる。 

子どもたちは仲間の考えを聴き，沙希子「私は栄養のことはそんなに深く考えてなかったので，参考に

したい」のように，あまり意識していなかったポイントについても意識して追究に向かおうとする姿が見

られた。ペアが喜ぶための弁当作りについては，弁当を作ってペアと一緒にピクニックへ行くことを目標

に取り組むため，出発に間に合わせるために時間的な制約が出てくる。また，日常の弁当作りにおいても，

朝の忙しい時間で行われるため今回の弁当作りについては，40分という時間の制約を設けた。 
 

 

 

 

 

 １学期実践で取り組んだ「家族のためのカレー作り」では，対象が家族になり，作りたい家族の嗜好調

査を行った。嗜好を聴いたり普段の食生活の様子を見たりして，これをもとにカレー作りに取り組んだ。

そのため，弁当作りについても，対象であるペアの嗜好について調査するなかで，弁当作りのどんなポイ

ントを大切にして作っていくとよいか，また，どんな具材が使えたりどんなおかずが作れるのか調べたり

考えたりする時間や場を設け，自分なりの視点をもって弁当作りに取り組めるようにした。 

子どもたちは，ペアのための初めての弁当作りで，まずは聞き取り調査からわかったペアの好きな物を

中心に弁当に入れる具を考え，そして，その具材を使って何が自分に作れるのか考え，弁当作りの計画を

立てた。沙希子は，ペアの好きな物を中心に具材を考え，見た目をポイントにして計画を考えた。 
 
 
 
 

弁当作りでは，各班を４名程度にし，追究している視点や新たな視点に

基づいてアドバイスができるようにメンバーを考えた。また，実習中にも

２人ずつのペアになり，片方の手伝いをしながら調理の様子を見ることに

よって，仲間の調理のよさにも気づけるようにした。１回目の弁当作りで

は，沙希子のグループには，色合いや栄養素について考えている知子や健

太が入り，この視点からアドバイスができるように，メンバーを組んだ。 

10月 25日 沙希子の学習記録 

 私は，色合いのことなどを考えていたけど，みんなの意見を聞いていたら，作るスピードのことも言っていって，そこまで考

えてなかったです。私は丁寧にできるからゆっくり作った方がいいと思います。あと，奈央ちゃんが言っていた栄養バラン

スも大切だなと思いました。私は栄養のことはそんなに深く考えてなかったので，参考にしたいです。  

教師支援２ 

※２ どのような弁当を作るのか追究の見通しがもてるように，ペアについての調査活動を行ったり，

弁当作りの調理方法について調べたりする場を設ける。 

10月 26日 沙希子との対話記録 

Ｔ          沙希子さんは，ペアが喜ぶ弁当にするためにどんな工夫をしたのかな。 

沙希子     私は，ペアのれいなちゃんが好きなスパゲティを入れようと思っています。見た目もきれいだ 

            から。あと，れいなちゃんが食べやすいように，卵焼きやハンバーグは小さく切りたい。 

教師支援３ 

※３ グループのなかで，自分や仲間の調理のよさに気づくことができるように仲間の弁当を試食す

る場を設け，互いの調理の工夫を知ることができるようにする。 

沙希子が作った１回目の弁
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沙希子は，知子「もう少しおかずの種類を増やした方がいい」，健太「見

た目をよくした方がいい」のアドバイスにより，次の弁当作りへのポイ

ントが明確になった。ただ，おかずを増やしたい思いはあるが 40分で作

る時間の問題もあり，卵焼き作りがまだうまくいかない沙希子にとって，

時間のかかる手作りの物を増やすことは難しい。しかし，ペアが好きな

スパゲティははずせないため，冷凍食品のスパゲティに粉チーズをかけ

ることと，以前に作っていて入れると栄養も見た目もよくなると感じている枝豆を入れることにより，栄

養面と色合いの面の両方を満たす方法を考えた。２回目の弁当作りのグループには，栄養面について考え

ながらも手作りを大切にして手際よく調理を進める由佳や真彦をグループに入れ，栄養面や調理の方法に

ついて弁当作りの工夫がさらに深められるようにした。 

 １回目の弁当作りで見た目をよくするために，色合いを改良し仲間にも認めてもらったことで，学習記

録にも「色合いがよくなった」と自信をもったことがうかがえる。さらに，幹也や由佳から「ビタミンを

入れた方がいい」とアドバイスされたことで，次の弁当作りでは栄養面について考える手だてとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 27日 沙希子へのアドバイスカード 

知子     卵焼きが甘かった。2 年生にはちょうどいい味だと思う。もう少しおかずの種類を増やした 

         方がいい。 

優       卵焼きが焦げていたから気をつけた方がいい。少し甘かった 

健太     味はおいしいけど，見た目が赤が多くておいしそうに見えなかったから見た目をよくした方が 

         いい。その方がペアが喜ぶ。 

慶       ハンバーグがやわらかかった。 

ペアが喜ぶ弁当作り 1回目 平成 28年 10月 27日 沙希子の学習記録 

枝豆をれいなちゃんの好きなスパゲティにしたら，アドバイスのカードに赤色が多いと書いてあったので，粉チ

ーズをかけてみたりおかずを入れるカップの色を変えたりして色合いをよくしたいです。あと，緑色のものを入れ

たいしおかずの種類も増やしたいので，また枝豆を入れたいです。それと，卵焼きが焦げたのでお母さんにアドバ

イスをもらってきれいに作れるようにしたいです。 

10月 31日 沙希子へのアドバイスカード 

真彦     ウインナーがタンパク質で栄養がいい。ウインナーが赤で色合いがいい。 

幹也     タンパク質があって良いと思う。けど，ビタミンも入れた方がいい。 

由佳     栄養はだいたいいいけど，ビタミンを入れた方がいい。 

ペアが喜ぶ弁当作り２回目 平成28年10月31日 沙希子の学習記録 

卵焼きがこげたりはしなかったけど，ぐちゃぐちゃになってしまったので，家とかで練習したりしてうまく作れるよう

になりたいです。あと，枝豆を入れたら緑が増えたので，色合いがよくなったなと思います。あと，ビタミンとカル

シウムが全くなかったのでれいなちゃんが食べやすくて苦手じゃないものを入れたいなと思いました。     

11月 4日 沙希子へのアドバイスカード 

幹也     色合いもよく，タンパク質もあってとてもよいと思う。タコさんウインナーに味を付けてみてはどう 

         かな。 

由佳     色合いはいい。五大栄養をもそろってきたけど，少し赤が少ない気がする。 

真彦     色合いがよくて栄養バランスが全部そろってる。肉も椰子もバランスがいい。 

明美     ケチャップが卵焼きにかかっていて，枝豆がスパゲティの上にのっていたので，もう少しカッ 

         プに入れて分けた方がいいと思う。 

沙希子が作った２回目の弁当 
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沙希子は，知子「もう少しおかずの種類を増やした方がいい」，健太「見

た目をよくした方がいい」のアドバイスにより，次の弁当作りへのポイ

ントが明確になった。ただ，おかずを増やしたい思いはあるが 40分で作

る時間の問題もあり，卵焼き作りがまだうまくいかない沙希子にとって，
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スパゲティははずせないため，冷凍食品のスパゲティに粉チーズをかけ
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10月 27日 沙希子へのアドバイスカード 
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由佳     栄養はだいたいいいけど，ビタミンを入れた方がいい。 
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卵焼きがこげたりはしなかったけど，ぐちゃぐちゃになってしまったので，家とかで練習したりしてうまく作れるよう

になりたいです。あと，枝豆を入れたら緑が増えたので，色合いがよくなったなと思います。あと，ビタミンとカル

シウムが全くなかったのでれいなちゃんが食べやすくて苦手じゃないものを入れたいなと思いました。     

11月 4日 沙希子へのアドバイスカード 

幹也     色合いもよく，タンパク質もあってとてもよいと思う。タコさんウインナーに味を付けてみてはどう 

         かな。 

由佳     色合いはいい。五大栄養をもそろってきたけど，少し赤が少ない気がする。 

真彦     色合いがよくて栄養バランスが全部そろってる。肉も椰子もバランスがいい。 

明美     ケチャップが卵焼きにかかっていて，枝豆がスパゲティの上にのっていたので，もう少しカッ 

         プに入れて分けた方がいいと思う。 

沙希子が作った２回目の弁当 

 
 
 
 
 
 
 
３回目の弁当作りを終え，自分が追究してきたことについて仲間に褒めてもらうことにより，自分の追

究のよさを実感することができたことがうかがえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
３回の弁当作りを通して，沙希子は「見た目（色合い）」「栄養」

「食べやすさ」「味」にこだわり，ペアが喜ぶための弁当作りにつ

いて追究してきた。調理のポイントになる視点について追究が深ま

り，ペアが喜ぶための弁当に近づいてきた。しかし食事作りにおい

て大切な「食の安全」について考える子どもは，あまりいなかった。

そこで，これまでの工夫の視点であった味や見た目，栄養や食べや

すさに加えて，食の安全性という新たな工夫の視点も考えながらペ

アが喜んで食べてくれる弁当を安全に作っていこうとする姿を引き

出したいと考え，追究を見直すかかわり合いを行った。 

 
 

 

 

 

追究を見直すかかわり合いでは，ペアが喜ぶ弁当を作って工夫したことを伝え合い，弁当作りの工夫に

ついて見直していった。安全に食べてもらうための工夫も大切であることの意見が出てきたところで，食

中毒を予防するために一手間かけた調理に取り組み，試食を行った。 

11月 15日 追究を見直すかかわり合い 授業記録 

健太  ４４  ぼくは最初はカレー粉が食中毒の予防の効果があることは知っていたけど，カレー粉とウイン

ナーは合わないじゃないかなと思ってたんだけど，ふつうのウインナーよりもおいしかったし，予

防できるんだったら一石二鳥だから，これからぼくは実際にお弁当にウインナーを入れてるか

ら，これから幹也君みたいにカレー粉を使いたい。 

海斗  ４５  ぼくは前先生からもらったプリントでカレー粉が食中毒を防ぐって書いてあって，カレー粉なんて

お弁当のなかで何に使うんだろうって思ってたんだけど，ここでウインナ－に使えるってわかっ

たから，実際にぼくはウインナーを使ってるからそれに入れてみたい。 

11月４日ペアが喜ぶお弁当作り３回目 沙希子の学習記録 

最初に作ったお弁当と今日作ったのを比べると，栄養面や色合い，おかずの種類などがたくさん改良され

ているなと思いました。卵焼きも初めの方は形とか失敗が多かったけど，最近になるとだんだん上達してい

ったので，嬉しかったです。今日作ったお弁当は，私的にもうまくできたし，グループの人にもほめてもら

ったので良かったです。れいなちゃんに食べてもらう日までには，もっと上手に作れるようにして，れいな

ちゃんが満足できるようなお弁当を作りたいです。 

11月７日 ３回の弁当作りを通して思ったこと 

 私はれいなちゃんにおいしくお弁当を食べながら健康に元気になってほしいので，れいなちゃんがおいしく食

べられるような食材で五大栄養素をそろえました。ビタミンを野菜のふりかけでとれるようにしたり，スパゲテ

ィに粉チーズをかけてカルシウムをとれるようにしました。あとはれいなちゃんが食べやすいようにハンバーグ

や卵焼きを一口サイズに切ったりしました。それと，れいなちゃん（２年生の子）がおいしいと思えるように卵

焼きの砂糖の量を増やしました。40 分以内に作れるようにするためには，火を最初に作った時より強めにした

り待ってる時間は他のおかずを準備したり切ったりしてました。困っていることは，卵焼きの形が少し悪いとい

うこととほんの少しだけ焦げてしまうことです。でも，家をふくめて５回ほどやってだんだん慣れてきているの

で見た目をよくするためにもアドバイスをもらったり家で練習したりしたいと思います。盛り付けも少し時間が

かかるので，40分以上時間がかからないようにおかずを早くていねいに作りたいです。 

実感的・体感的教師支援 

☆ 自分が取り組んできた弁当作りのなかでは気づいていない新たな視点のよさが実 感できるよ

うに，仲間が取り組んでいた調理の工夫の様子を見たり，工夫して作ったおかずを試食したりする

ようにする。 

沙希子が作った３回目の弁当 
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理久斗 ４６   ぼくはカレー粉もおいしかったけど，醤油をかけた方が合うと思った。 

志穂  ４７  カレー粉を入れたときに調節が難しかったからあまり味がしなかった。難しかった。 

           －〈略〉－ 

Ｔ     ６５  じゃあちょっと時間になってしまったので，最後に，またねこれから金曜日にもお弁当作りをし 

てくんだけど，こっからどんなことを気をつけて，お弁当作り，今日の授業を通してやっていった

らいいかなっていうこと，ちょっと教えてもらっていいかな。 

法子   ６６  殺菌効果があるっていったからそういうなんか，友美ちゃんが言ってたんだけど，おにぎりに梅

を入れるといいって聞いたから，前もやったんだけど，少ししか入れてなかったから今度はもう

ちょっと多くした方がいいと思った。 

海斗   ６７   今まで五大栄養素のことばかり考えて，そういう食中毒とかそういう殺菌系は考えたことがな

かったから，そういうのも考えて，栄養もちゃんととれて，それから食中毒とかも防げるようなお

弁当を作りたい。 

Ｔ    ６８   一つ加わったねえ。 

幹也  ６９   僕は，カレー粉をまぶしていいと思ったけど，知子さんが言ったように確かに 2 年生の子は, 

ちょっと5年生とは違って，確かに辛いと思っちゃうかもしれないから，そこら辺を, もうちょっとい

っぱいあると思うからネットとかで調べて作りたい。 

今回の実感的・体感的支援の方法については，一手間かけるだけで簡単に食中毒予防ができる実感を味

わわせたいと考え，実際に調理を全員が取り組めるようにした。調理に取り組むことで，「簡単にできる」

ことを感じ，「これならやってみようかな」，「他にカレー粉を活用できる方法はないかな」，「食中毒

を予防できる他の方法は何があるかな」と，考えをもたせ，拡げられるようにすることをねらいに考えて

いた。健太や海斗のように「カレー粉を使ってみたい」という意識をもち，カレー粉を活用していくこと

に目が向いていく子どももいたが，理久斗「醤油の方がいい」のように他の味についての意見が出たり，

志穂「調節が難しかった」のように，カレー粉の扱いに難しさを感じている子どもも出てきた。カレー粉

を使うことについて，意見が出てきたが，海斗67「食中毒とかも防げるようなお弁当を作りたい」，幹也

69「（食中毒防止の方法について）ネットとかで調べて作りたい」のように，「食の安全」についての視

点が加わった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沙希子の学習記録「食中毒予防のことも考えたい」から，沙希子が自分の

調理について，改善していく視点を明確にしたことがわかる。この活動を通

して，沙希子がペアのために作る弁当について必要なことに加え，仲間との

かかわりで気づいた，食べてもらう相手のことを考えて，安全を考えた調理

が必要であると，よりよい判断・決定をし，今後の弁当作りに対してはっき

りとした見通しをもった姿を見ることができた。 

 

 

 

 

教師支援４ 

※４ 自分の調理をよりよくする方法について見通しがもてるように，試食やかかわり合いでの意

見をもとに，今後どのように追究していくのかを視点に，学習記録に書くようにする。 

11月 15日 沙希子の学習記録 

 私は幹也君のウインナーにカレー粉をつけるというアイデアがいいなと思いました。（ウインナーに味もついてお

いしいし，食中毒も防げるから）私も仕切りをきちんとしたり，冷ましてからお弁当箱に入れたり，火をちゃんと通

したりはしてきたので，大翔君や真奈ちゃんが言っていたように，これまで以上に気を付けてれいなちゃんが健康で

いられるお弁当を作りたいです。食材で食中毒予防のことも考えたいです。 

沙希子の4回目の弁当作りの計画にある，喜んでくれるための工夫 
・五大栄養素をれいなちゃんが食べやすいもの（好きな物）でそろえる      ・色合いをよくする 

・れいなちゃんが食べやすいように食材を小さくする    ・食中毒予防（カレー粉・しきり・火を通す・冷ます） 

沙希子が作った４回目の弁当 
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理久斗 ４６   ぼくはカレー粉もおいしかったけど，醤油をかけた方が合うと思った。 

志穂  ４７  カレー粉を入れたときに調節が難しかったからあまり味がしなかった。難しかった。 
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Ｔ     ６５  じゃあちょっと時間になってしまったので，最後に，またねこれから金曜日にもお弁当作りをし 

てくんだけど，こっからどんなことを気をつけて，お弁当作り，今日の授業を通してやっていった

らいいかなっていうこと，ちょっと教えてもらっていいかな。 

法子   ６６  殺菌効果があるっていったからそういうなんか，友美ちゃんが言ってたんだけど，おにぎりに梅

を入れるといいって聞いたから，前もやったんだけど，少ししか入れてなかったから今度はもう

ちょっと多くした方がいいと思った。 

海斗   ６７   今まで五大栄養素のことばかり考えて，そういう食中毒とかそういう殺菌系は考えたことがな

かったから，そういうのも考えて，栄養もちゃんととれて，それから食中毒とかも防げるようなお

弁当を作りたい。 

Ｔ    ６８   一つ加わったねえ。 

幹也  ６９   僕は，カレー粉をまぶしていいと思ったけど，知子さんが言ったように確かに 2 年生の子は, 

ちょっと5年生とは違って，確かに辛いと思っちゃうかもしれないから，そこら辺を, もうちょっとい

っぱいあると思うからネットとかで調べて作りたい。 
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を予防できる他の方法は何があるかな」と，考えをもたせ，拡げられるようにすることをねらいに考えて

いた。健太や海斗のように「カレー粉を使ってみたい」という意識をもち，カレー粉を活用していくこと

に目が向いていく子どももいたが，理久斗「醤油の方がいい」のように他の味についての意見が出たり，

志穂「調節が難しかった」のように，カレー粉の扱いに難しさを感じている子どもも出てきた。カレー粉

を使うことについて，意見が出てきたが，海斗67「食中毒とかも防げるようなお弁当を作りたい」，幹也

69「（食中毒防止の方法について）ネットとかで調べて作りたい」のように，「食の安全」についての視

点が加わった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沙希子の学習記録「食中毒予防のことも考えたい」から，沙希子が自分の

調理について，改善していく視点を明確にしたことがわかる。この活動を通

して，沙希子がペアのために作る弁当について必要なことに加え，仲間との

かかわりで気づいた，食べてもらう相手のことを考えて，安全を考えた調理

が必要であると，よりよい判断・決定をし，今後の弁当作りに対してはっき

りとした見通しをもった姿を見ることができた。 

 

 

 

 

教師支援４ 

※４ 自分の調理をよりよくする方法について見通しがもてるように，試食やかかわり合いでの意

見をもとに，今後どのように追究していくのかを視点に，学習記録に書くようにする。 

11月 15日 沙希子の学習記録 

 私は幹也君のウインナーにカレー粉をつけるというアイデアがいいなと思いました。（ウインナーに味もついてお

いしいし，食中毒も防げるから）私も仕切りをきちんとしたり，冷ましてからお弁当箱に入れたり，火をちゃんと通

したりはしてきたので，大翔君や真奈ちゃんが言っていたように，これまで以上に気を付けてれいなちゃんが健康で

いられるお弁当を作りたいです。食材で食中毒予防のことも考えたいです。 

沙希子の4回目の弁当作りの計画にある，喜んでくれるための工夫 
・五大栄養素をれいなちゃんが食べやすいもの（好きな物）でそろえる      ・色合いをよくする 

・れいなちゃんが食べやすいように食材を小さくする    ・食中毒予防（カレー粉・しきり・火を通す・冷ます） 

沙希子が作った４回目の弁当 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

追究を見直すかかわり合い後の弁当作りでは，沙希子は，カレー粉を使

ったり，しきりを使ったり火をよく通したりするなど，食中毒防止の工夫

に取り組んだ。沙希子の「安心できるお弁当になった」から，心も体も安

心して食べられる弁当になったという自信をもち，本番前最後の弁当作り

への意欲を高めることができたことがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本番前最後の弁当作りでは，沙希子「自分でも食べやすくなったな」とあるように，自信をもって，本

番の弁当作りに向かおうとする姿をみることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペアが喜ぶための弁当作りをくり返し，作った弁当をもって公園へ行

き，ペアに食べてもらった。沙希子はペアのれいなちゃんが「自分から

すごくおいしいよ」と言ってもらえたことにより，弁当作りについての

喜びを感じることができた。ペアが２年生であるため，弁当のどの部分

がよかったかについてまでは，触れられなかったが，沙希子自身はれい

なちゃんが自分の思いで賞賛を表してくれたことに，「今まで工夫を重

ねてきたかいがあった」と満足感を得ることができたことがわかる。 
 
 

11月 18日 沙希子へのアドバイスカード 

卓也     もう少し盛り付け方を変えた方がいいと思う。例えば卵焼きの切り口を見せる。 

志穂     ソーセージの盛り付けがおもしろいし，栄養や色合いがばっちりだね。 

由佳     枝豆を串に刺して食べやすくした方がいい。 

幹也     枝豆をさしてきれいにした方がいい   

11月 24日 沙希子の学習記録 

 私は，今回枝豆をつまようじにさして，前と比べてみると，自分でも食べやすくなったなと感じたし，盛り付けも

時間がかかったもののきれいにできたのでよかったです。（盛り付け方も前もらったアドバイスをもとに，卵焼きの

入れ方を切り口を見せた） でも卵焼きの形が前と比べると少し悪かったので，もうちょっと家で練習してれいな

ちゃんがおいしそうだと思えるお弁当にしたいです。 

教師支援５ 

※５ 自分の追究に達成感や満足感を味わうことができるようにペアに食べてもらう場を設定し，仲

間と互いに追究のよさを認め合うようにする。 

11月 30日 ペアに弁当を食べてもらった沙希子の感想 

 ペアのれいなちゃんは，私が作ったお弁当を自分からすごくおいしいよと言ってくれて，すぐ食べ終わったので，とてもうれ

しかったです。私がれいなちゃんの好きなスパゲティを入れたり，卵焼きを少し甘めに味付けしたことを特に喜んでいました。

あとは，お弁当箱のふたを開けた時に「おいしそう！すごい」と言ってくれたことがうれしかったです。今まで工夫を重ねてきた

かいがあったなと思ったし，れいなちゃんが喜んでくれて本当に良かったなと思いました。 

11月 18日 沙希子の学習記録 

 私は，今回卵が形・味・焼き加減がちょうどよくて，とってもおいしかった（同じ班の人もほめてくれた）のでとて

もうれしかったです。やっと上手にできたので，次からもキープしていきたいです。あと，初めてウインナーに食中

毒予防でカレー粉をかけて安心できるお弁当になったと思います。盛り付けの時，おかずが余ったので，何か

の量を減らしたいです。 

沙希子が作った５回目の弁当 

ペアに食べてもらった沙希子の弁当 
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ペアが喜ぶための弁当作りに取り組み，自分が作った弁当を食べてもらい，ペアに「おいしい」と言っ

てもらい喜ぶ姿を見て，弁当作りの自信と満足感を得た子どもたち。ここで，核心に迫るかかわり合いを

行った。子どもたちは，これまでの追究を振り返りつつ，今後やっていきたいことを話した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海斗61「作って喜んでもらいたい」からは，弁当作りをくり返し，ペアに食べてもらい喜んでもらった

ことに，自分自身も喜びを感じ満足感を得て，自信をもってまた作りたいという気持ちが表れていること

がわかる。また，海斗65「時間を意識して」からは，実生活で生かしていくことも考えている姿がうかが

える。 

 このように，自分のこれまでの追究のよさをペアや仲間に認めてもらい，考えたことをかかわり合わせ

たことで，自己の成長を自覚し，これからのくらしについて考える子どもたちの姿を引き出すことにつな

がった。  

 

 

 

 

教師支援６ 

※６ 活動への成就感や達成感を味わい始めたところで，自分自身のことや，仲間とのかかわり方や

ペアへのかかわり方について，実践前の自分と比べるかかわり合いをする。その後，成長したこ

とを，振り返り作文に書くようにする。 

12月６日 核心に迫るかかわり合い 授業記録 

貴子  ６０  この前カレー作った時に，カレーが終わったあとに家で作ったから，お弁当で作ったものを家

でおばあちゃんたちに作りたい。 

海斗  ６１  僕はこの前，家族にお弁当を作ってあげる機会があったんだけど，機会を見逃しちゃって。

やっぱり作ってあげた人が食べてるときにおいしいおいしいっていってくれると作った方も作っ

たかいがあると思って，今度旅行へ行くときとかに作れたら作って喜んでもらいたい。 

Ｔ    ６２  じゃあ今ね，これからやりたいことってこういう風につくりたいなって結構出たんだけど，お弁当

作りを通してこういうことわかってきたよね。 

            こういうことわかったり，じゃあ今，こういうことやりたいなということだったんだけど，ちょっとこれ

考えてみて。お弁当作りをしてきたからこそわかったこともあると思うので，それを踏まえてこれ

からの食生活に生かしていきたいこと，どうですか。 

幹也  ６３  僕はカレー粉入りウインナーを作って普通に，味がすごいしておいしかったから，食中毒の予

防にもなるし，すごいおいしかったから普通に朝ご飯の時に食べられそうだから，また作って

みたい。 

Ｔ    ６４  カレー粉をね 

海斗  ６５  今回のお弁当では，時間制限というのがあって４０分間という時間でお弁当を作るというわ

けだから，家で作るときも，時間制限とかはあまりないかもしれないけど時間を意識して作っ

ていきたいです。 

Ｔ    ６６  例えば時間を意識してということは，どういうことを工夫して調理していきたいと思う？ 

海斗  ６７  何かを煮込んでいる時間を１分でも煮込んでたりそういうことをしているんだったら他の物を調

理する切ったり，そういう時間も充分あるんだからそういう工夫をしたい。 
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ペアが喜ぶための弁当作りに取り組み，自分が作った弁当を食べてもらい，ペアに「おいしい」と言っ

てもらい喜ぶ姿を見て，弁当作りの自信と満足感を得た子どもたち。ここで，核心に迫るかかわり合いを

行った。子どもたちは，これまでの追究を振り返りつつ，今後やっていきたいことを話した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海斗61「作って喜んでもらいたい」からは，弁当作りをくり返し，ペアに食べてもらい喜んでもらった

ことに，自分自身も喜びを感じ満足感を得て，自信をもってまた作りたいという気持ちが表れていること

がわかる。また，海斗65「時間を意識して」からは，実生活で生かしていくことも考えている姿がうかが

える。 

 このように，自分のこれまでの追究のよさをペアや仲間に認めてもらい，考えたことをかかわり合わせ

たことで，自己の成長を自覚し，これからのくらしについて考える子どもたちの姿を引き出すことにつな

がった。  

 

 

 

 

教師支援６ 

※６ 活動への成就感や達成感を味わい始めたところで，自分自身のことや，仲間とのかかわり方や

ペアへのかかわり方について，実践前の自分と比べるかかわり合いをする。その後，成長したこ

とを，振り返り作文に書くようにする。 

12月６日 核心に迫るかかわり合い 授業記録 

貴子  ６０  この前カレー作った時に，カレーが終わったあとに家で作ったから，お弁当で作ったものを家

でおばあちゃんたちに作りたい。 

海斗  ６１  僕はこの前，家族にお弁当を作ってあげる機会があったんだけど，機会を見逃しちゃって。

やっぱり作ってあげた人が食べてるときにおいしいおいしいっていってくれると作った方も作っ

たかいがあると思って，今度旅行へ行くときとかに作れたら作って喜んでもらいたい。 

Ｔ    ６２  じゃあ今ね，これからやりたいことってこういう風につくりたいなって結構出たんだけど，お弁当

作りを通してこういうことわかってきたよね。 

            こういうことわかったり，じゃあ今，こういうことやりたいなということだったんだけど，ちょっとこれ

考えてみて。お弁当作りをしてきたからこそわかったこともあると思うので，それを踏まえてこれ

からの食生活に生かしていきたいこと，どうですか。 

幹也  ６３  僕はカレー粉入りウインナーを作って普通に，味がすごいしておいしかったから，食中毒の予

防にもなるし，すごいおいしかったから普通に朝ご飯の時に食べられそうだから，また作って

みたい。 

Ｔ    ６４  カレー粉をね 

海斗  ６５  今回のお弁当では，時間制限というのがあって４０分間という時間でお弁当を作るというわ

けだから，家で作るときも，時間制限とかはあまりないかもしれないけど時間を意識して作っ

ていきたいです。 

Ｔ    ６６  例えば時間を意識してということは，どういうことを工夫して調理していきたいと思う？ 

海斗  ６７  何かを煮込んでいる時間を１分でも煮込んでたりそういうことをしているんだったら他の物を調

理する切ったり，そういう時間も充分あるんだからそういう工夫をしたい。 

４ 実践後の姿について〈振り返りから〉 

12月６日 沙希子の振り返り作文 

私は最初に作ったれいなちゃんへのお弁当は，色合いのことばかり考えていたけれど，途中からは栄養のことを考えて，

最初，とれなかった栄養をれいなちゃんの好物を考え，スパゲティの上に粉チーズをかけ，カルシウムを取ったり，して改良

を重ねていくたびに，れいなちゃんの健康を考えられるようになりました。その他には，盛り付けの仕方をアドバイスと同じにし

たり，食べやすいようにえだまめを串に刺したり，2等分だったハンバーグを 4等分にしたり，色合いでは食材の色ではなく，

カップの色もバランスよくしました。そして最後には，食中毒を予防するために，ウインナーにカレー粉をつけたり，卵焼きを甘

めにしたりもしました。はじめの方は食中毒予防に火をよく通したり仕切りをきちんとしなかったりしたけど，班の人のアドバイスで

よりよいお弁当になるようにしてきて，最後にれいなちゃんはとても喜んでくれたので，れいなちゃんに喜んでもらうという目標

を達成できたと思ったし，工夫をたくさん考えてきて，その一部をれいなちゃんがほめてくれたことがとてもうれしかったです。れ

いなちゃんはとても喜んでくれたので，私もうれしくなりました。そして，ほとんどの子がこれからやりたいことで家族とかに作り

たいと言っていて私も作りたいと思いました。料理とかもお母さんと一緒に栄養，食べやすさなどを工夫して作ってみたいと

思いました。あと，ペアのためにたくさんの工夫をして，考えた工夫をこれから何かを作る時に生かしたいなと思いました。 

「色合いのことばかり」から，ペアが喜んでもらうために，まずは見た目を大切にしたいと言う思いが

強かったが，弁当作りを繰り返し，仲間の作る様子を見たりアドバイスをもらったりすることにより，食

べてもらう相手の健康についても考えることが喜んでもらうことにつながることに気づくことができた。

さらに，「最後には」には，それまでは，ペアの好みの具材を入れたり，色合いや栄養面，食べやすさを

考えておかずの工夫をしたりすることによさを感じていた沙希子が，食の安全性に対する仲間の考え方や

工夫に触れたことで，心も体も安心して食べられることが本当に相手のことを思うならば必要であると，

対象をより深く見つめ，ペアへの弁当作りに対して考えを深めたことがうかがえる。また，「これから何

かを作る時に生かしていきたい」からは，たくさんの工夫が入った弁当を完成させ，ペアに喜んでもらえ

た経験を通して，自分の食生活に生かし，これからの自分のくらしをよりよくしようとする姿を見ること

ができた。 
 

５ 成果と課題 

子どもたちは，1 学期に「見つけたよ 笑顔になれる具の工夫 家族のためのカレー作り」に取り組ん

でいたため，日常の作り手である母親の大変さや作り手の思いについては考えることができていた。ただ，

カレー作りでは初めて調理をする子も多く，特に技術面で「お母さんはすごい」と感じる子が多く，また，

家族に喜んでもらうためのカレー作りに取り組んだことにより，食感などのおいしさや栄養面については，

食べてもらう人のために作り手が考えてくれていることについて学ぶことができていた。本実践では，食

べてもらう対象が２年生であり，小さい子であるとともに家族でないため特に安全に食べてもらうための

配慮が大切であること，また，お弁当ということで限られた時間のなかで作る必然性があることやいろい

ろな種類のおかずを作る必要性があることなど，カレー作りでは学ぶことができなかった食に対する見方

や考え方について，拡げることができた。また，弁当作りを繰り返すなかで，グループのメンバーを意図

的に変えたり，アドバイス活動を行ったりしたことによって，視点を拡げることができた。 

単元全体の教師支援について，効果的に行うことができたものが多いと考えるが，課題としては，「追

究を見直すかかわり合い」の授業で行った「実感的・体感的教師支援」の取り組み方についてである。効

果的に実感・体感できるやり方として，やはり各自が体験することが必要であるのか，授業時間との関係

もあるため，代表がやっていることを見ることも実感・体感できるのではないだろうかということである。

実感・体感後の各自の考えをかかわらせる時間をしっかりとることができないと，実感・体感したことだ

けに満足し，実感・体感したことでもてた考えが深まらなくなり，新たな追究が表面的なものになってし

まうことになりやすい。そのため，どのような実感的・体感的支援が適切であるのか，考えていくことが

必要である。 
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６ 授業実践に対するコメント 

（１）コメント１                                  本多 宣子 

 小学校学習指導要領家庭科の目標にあるキーワードは，「実践的・体験的な活動を通して，基礎的・基

本的な知識及び技能を身に付ける」こと，「家庭生活を大切にする心情をはぐくみ，生活をよりよくしよ

うとする実践的な態度を育てる」ことである。本研究では，この目標を達成するために，子どもたちの食

の実態をとらえ，子どもたちが意欲的に追究する単元を構想し実践された。本研究のよさについては，主

に下記の３点と考える。 

○単元の目標について 

 作り手の思いや様々な工夫に気づかせることで食に対する見方や考え方を拡げ，自分の生活に合った工

夫を見つけさせることでこれからの食生活に生かしていくことをねらっている。また，材料や調理方法を

考えさせることで，嗜好やおいしさ，利便性や安全性の視点を大切にするねらいが明確にされている。個々

に異なる状況のなかで，子どもたちは多くの視点をもち，よりよい選択をしていく力を育てている。 

○ペアのための弁当作りという教材性について 

 炒める，茹でるなどの基礎的・基本的な調理技能を身につけることはもちろん，弁当という特性のため

に盛りつけや食の安全性を考える必要がある。さらに，ペアと出かける際に持参する「ペアのための弁当」

作りを設定することで，ペアが喜ぶための見た目やおいしさ，栄養面だけでなく，限られた時間で作るこ

とが求められる。そのため調理方法の工夫，加工食品・冷凍食品の活用，食中毒予防にも追究が広がった。 

○教師支援について 

 弁当作りの楽しさと意欲をもたせるために，「マイ弁当作り」に出会わせた。追究においては，見通し

をもって動き始める姿を引き出すために対象の背景にある人や社会についての調査活動と生活経験をもと

にした考えの伝え合いを設定，よりよい判断・決定をして追究をする姿を引き出すためのグループによる

試食と意見交換の場を設定というように，じっくり考えたり冷静に見つめたりする教師支援に取り組んだ。

また，仲間の弁当を調理・試食する場を設定することで，実感的・体感的教師支援に取り組んだ。このよ

うに段階を考慮した適切な教師支援により，子どもたちは確かな考えをもって追究を深めることができた。 
 

 

（２）コメント２                                  山根 真理 

 この単元の授業として二回，授業を見せていただいた。子どもたちが率直に意見を述べあい，懸命に弁

当づくりに取り組む姿に，教師と子どもの信頼関係を感じた。授業後，子どもたちは参観者に対しても率

直な姿を見せてくれた。第一回目の授業後印象的だったのは，「先生，お湯持っていくのは駄目？」と教

師に訊ねる子どもの姿だった。「カップ麺でもいいのではないか」という意味である。 

 この子どもの質問は，現代における「食」の幅の，一方の極をあらわしている。消費社会化が進行した

現代社会では，時間をかけずに簡便にすますことができるインスタント食品がある。また消費社会のなか

では，財力と情報力があれば，贅をつくした，あるいはセンスに満ちた「食」を享受することができる。

もう一方の極には，自家用の米や野菜を中心にした「素性の正しい」食材を自分で丁寧に調理する「食」

の世界がある。しかし後者の「食」の世界も消費社会とは無縁ではなく，安全性をアピールするために「無

添加」「自然」の商標をつけて商品化された食品がでまわる状況も，現代の消費社会のなかに存在する。

家で作る弁当も，このような食をめぐる現代的状況を反映している。「コンビニ弁当」を弁当箱に詰め替

えるだけの弁当から，手間のかかったキャラ弁，料亭顔負けの弁当まで，弁当の可能性もまた幅のあるも

のである。 

 そのなかで授業者が狙ったのは「手早く」「ペアのための」弁当を作ることである。極度に簡便でも手

間がかかるわけでもなく，時間的，物質的制約のなかで日常の食を営み続ける力をつけることが，この「手

早く」という狙いに表れている。もう一つの「ペアのため」という狙いは，「他者」との関係を想定して

調理をする力をつける，ということである。このように考えると授業者の狙いは，現代における食の自立

の本質でありながら，実は大人でも難しい面がある課題なのだが，子どもたちは「弁当」という小さな世
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６ 授業実践に対するコメント 

（１）コメント１                                  本多 宣子 

 小学校学習指導要領家庭科の目標にあるキーワードは，「実践的・体験的な活動を通して，基礎的・基

本的な知識及び技能を身に付ける」こと，「家庭生活を大切にする心情をはぐくみ，生活をよりよくしよ

うとする実践的な態度を育てる」ことである。本研究では，この目標を達成するために，子どもたちの食

の実態をとらえ，子どもたちが意欲的に追究する単元を構想し実践された。本研究のよさについては，主

に下記の３点と考える。 

○単元の目標について 

 作り手の思いや様々な工夫に気づかせることで食に対する見方や考え方を拡げ，自分の生活に合った工

夫を見つけさせることでこれからの食生活に生かしていくことをねらっている。また，材料や調理方法を

考えさせることで，嗜好やおいしさ，利便性や安全性の視点を大切にするねらいが明確にされている。個々

に異なる状況のなかで，子どもたちは多くの視点をもち，よりよい選択をしていく力を育てている。 

○ペアのための弁当作りという教材性について 

 炒める，茹でるなどの基礎的・基本的な調理技能を身につけることはもちろん，弁当という特性のため

に盛りつけや食の安全性を考える必要がある。さらに，ペアと出かける際に持参する「ペアのための弁当」

作りを設定することで，ペアが喜ぶための見た目やおいしさ，栄養面だけでなく，限られた時間で作るこ

とが求められる。そのため調理方法の工夫，加工食品・冷凍食品の活用，食中毒予防にも追究が広がった。 

○教師支援について 

 弁当作りの楽しさと意欲をもたせるために，「マイ弁当作り」に出会わせた。追究においては，見通し

をもって動き始める姿を引き出すために対象の背景にある人や社会についての調査活動と生活経験をもと

にした考えの伝え合いを設定，よりよい判断・決定をして追究をする姿を引き出すためのグループによる

試食と意見交換の場を設定というように，じっくり考えたり冷静に見つめたりする教師支援に取り組んだ。

また，仲間の弁当を調理・試食する場を設定することで，実感的・体感的教師支援に取り組んだ。このよ

うに段階を考慮した適切な教師支援により，子どもたちは確かな考えをもって追究を深めることができた。 
 

 

（２）コメント２                                  山根 真理 

 この単元の授業として二回，授業を見せていただいた。子どもたちが率直に意見を述べあい，懸命に弁

当づくりに取り組む姿に，教師と子どもの信頼関係を感じた。授業後，子どもたちは参観者に対しても率

直な姿を見せてくれた。第一回目の授業後印象的だったのは，「先生，お湯持っていくのは駄目？」と教

師に訊ねる子どもの姿だった。「カップ麺でもいいのではないか」という意味である。 

 この子どもの質問は，現代における「食」の幅の，一方の極をあらわしている。消費社会化が進行した

現代社会では，時間をかけずに簡便にすますことができるインスタント食品がある。また消費社会のなか

では，財力と情報力があれば，贅をつくした，あるいはセンスに満ちた「食」を享受することができる。

もう一方の極には，自家用の米や野菜を中心にした「素性の正しい」食材を自分で丁寧に調理する「食」

の世界がある。しかし後者の「食」の世界も消費社会とは無縁ではなく，安全性をアピールするために「無

添加」「自然」の商標をつけて商品化された食品がでまわる状況も，現代の消費社会のなかに存在する。

家で作る弁当も，このような食をめぐる現代的状況を反映している。「コンビニ弁当」を弁当箱に詰め替

えるだけの弁当から，手間のかかったキャラ弁，料亭顔負けの弁当まで，弁当の可能性もまた幅のあるも

のである。 

 そのなかで授業者が狙ったのは「手早く」「ペアのための」弁当を作ることである。極度に簡便でも手

間がかかるわけでもなく，時間的，物質的制約のなかで日常の食を営み続ける力をつけることが，この「手

早く」という狙いに表れている。もう一つの「ペアのため」という狙いは，「他者」との関係を想定して

調理をする力をつける，ということである。このように考えると授業者の狙いは，現代における食の自立

の本質でありながら，実は大人でも難しい面がある課題なのだが，子どもたちは「弁当」という小さな世

界を完成させようと「40分」の時間制限のなかで，繰り返し懸命に，弁当を作り続けていた。 

 研究授業終了後に，何人かの子どもたちに「弁当，楽しい？」と訊ねてみた。目を輝かせて「楽しい」

という答えが返ってきた。何が楽しいかと問うと，「自由に作れる」「工夫できる」「カレーは地味だが

色取りとか考えられる」という答えである。 

 附属小学校の子どもたちは塾や習い事など，忙しい生活を送っている子どもが多い。そのような忙しい

生活のなかで，家でも練習をしたりしながら，飽くことなく弁当づくりの改善を重ね，「見た目」から栄

養，さらに安全性へと，食を成り立たせる多様な要素への気づきを深めていく子どもたちの姿をみて，「何

故弁当づくりがこれほどまでに子どもたちを惹きつけるのか」という疑問をもった。 

 まったくの仮説だが，カレーや鍋など，共食を前提にした調理ではなく，弁当という「個人」単位の食

の形において自分の世界を作ること，その小さな作品性のある世界の「創作」を繰り返し，子ども同士で

語り合うことで「ペア」という他者を想定した社会性のある調理に向かっていく筋道があるのではないか，

と考えた。子どもたちの生活は忙しく，５年生ともなると塾や習い事など，スケジュールをこなす時間が

生活時間の多くをしめている。学校以外の外出先ではスマートフォンで親から「遠隔操作」されることも，

珍しくないだろう。そのようななかで，個としての自立と「他者」との関係を育むことの時間・空間的条

件という点で，現代的な難しさがあるように思う。そのなかで，まずは「個」の世界を納得できるまで作

り，そのうえで「他者」に向かう道筋が有効であるのかもしれない。授業者の狙いとは少しずれるかもし

れないが，現代の子どもたちの自立と「他者」との関係性の育ちの道筋についても考えさせられる授業実

践だった。 
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英語分科会 

 

 

『英語表現』指導についての提案 
―より効果的なインプット・アウトプットを模索して― 

 
 
 

愛知教育大学附属高等学校   加古久光・川上佳則・鈴木隆弘・ 

平岩加寿子・福西広子・山口 誠 

 
 
 
Ⅰ はじめに―この研究実践がめざすもの― 

「英語の授業は英語で行うことを基本とする」旨の学習指導要領は当初はセンセーショナルな受け止

め方をされたものの、特に「コミュニケーション英語」においては、ハンドアウト等をふんだんに使用

しながらその趣旨に沿った方法論も定着しつつあり、見慣れた日常になってきている感がある。本校で

は教育実習においてもそのような授業を推奨し、無理なく実現もしている。 

そんな中、「論理の展開や表現の方法を工夫しながら伝える能力を伸ばす」という目標を持つ「英語

表現」において、自分の考えをまとめ、適切な英語表現を用いて文章にし、さらにそれを発表できるよ

うにするためには、実際にどのような段階を踏まえて指導をしていかなければならないかについて、日々

心を砕くところでもある。まずは「正しい」英文を組み立てるための知識も必要である。それができる

ようになれば、今度は一つ一つの文をつなげて文章にする作業が必要である。さらには内容の流れにつ

いて推敲できる力が必要となり、そのようにしてできた文章をより効果的に相手に伝えられるような発

表力も必要となる。 

３年間を見据えたビジョンの中で上記を実現しようという本校の模索の過程を、「明日からでも役立

つ」比較的平易な提案集としてまとめてみた次第である。お断りしておかなければならないのは、今回

の原稿および授業は、特に理論的な authorityをもととしてその直接的な実現を試みたものでこそない

が、practical なアプローチによる「生徒個々」の変容に関する記述の端緒になればという願いを出発

点とし、そのために、我々英語科教員が積み重ねてきた経験と実践をまとめたものである。 

 
Ⅱ 実践提案集 

日常的な場面で様々な手法を用いて授業を行っている。以下に提案集としてまとめておく。 

１ 高校英語導入期における英文法の調べ学習―「発見・気づき」― 

２ 例文暗記から自由英作文へ―“内容”を伝えるために― 

３ 場面設定トレーニング―文法知識は現実場面の問題解決のツールとして― 
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点とし、そのために、我々英語科教員が積み重ねてきた経験と実践をまとめたものである。 

 
Ⅱ 実践提案集 

日常的な場面で様々な手法を用いて授業を行っている。以下に提案集としてまとめておく。 

１ 高校英語導入期における英文法の調べ学習―「発見・気づき」― 

２ 例文暗記から自由英作文へ―“内容”を伝えるために― 

３ 場面設定トレーニング―文法知識は現実場面の問題解決のツールとして― 

 

 

４ 英文と日本文の違いへの気づき―英作文の障壁を取り除く試み― 

５ ミニ・プレゼンテーション―心理的負担を減らして多くの回数を― 

６ 教科書の内容を用いた「インプット、のちアウトプット、ときどき応用」 

７ クラスメイトの作文に興味津々―Peer Reviewによるリライティングの試み― 

 

提案１：高校英語導入期における英文法の調べ学習―「発見・気づき」― 

 英文を組み立てるための知識としての文法は、やはりどこかで明示的な形であるにせよ、扱う必要が

あろう。ただ、文法そのものが目的化しないように注意する必要があり、なおかつ伝えたいことを伝え

るための「ツールとしての文法」を、できれば自ら理解しようとする機会も設けたい。文法指導といえ

ば教員がまず説明するイメージがあるが、生徒自らが関心を持って参考書等にあたり、自ら発見できる

ようなプロセスを授業の前段として設定し、授業においてその成果が確認できるような手順を整える必

要がある。そのために、下に示すような簡単なハンドアウトを事前に準備し、家庭において各自が調べ、

学校ではグループ内で互いに発表し合う。このような自ら発見しまとめてゆく作業は、その後の学習全

般の基本的態度としても重要ではないかと思われるのである。ちなみに第１学年で使用する文法参考書

『総合英語Forest[7th Edition]』(桐原書店)を用いている。  
 

Departure 英語表現Ⅰ 英文法研究ワークシート for Lesson 8 受動態 
               年    組    番 氏名                         

     班 ※縦・横は自由。     提出期限 9/7(昼)  

 
提案２：例文暗記から自由英作文へ―“内容”を伝えるために― 

一通り調べ学習をしたとはいえ、生徒によってはこの段階での文法そのものについての理解はまだま

だ不十分で、ましてや習得した文法が自己表現に役立つという実感も薄い。そこでまず基本例文の定着

を図り、それが自然に発話できるようになって、ある程度慣れてきたところで、今度はそれを使って身

の回りのことを表現するために用いるという段階的な指導を行うことにする。最初は機械的な作業にな

ってしまうが、目標はあくまでも構文を使用しての自己表現である。 
Departure English Expression I の各レッスン最初のページには “Expressions” というパートがあ

り、当該レッスンの文法事項がまとめられている。以下は９月２日(金)にLesson 7 Food and Healthを扱

った際の手順である。当該箇所には次の５つの文が挙げられている。Lesson 6に引き続いて助動詞の内

容である。 
 
1) I used to be a night person, and I would often feel tired during the day. 
2) I feel sick.  I may have caught a cold. 
3) Kazuaki looks sleepy.  He must have stayed up late last night. 
4) I should have been more careful about my health. 
5) Would you buy some sugarless drinks for me? 
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(1) 例文暗記はペアワークで行うことが多いが、以下のような手順で行うことが多い。 
① 例文1)を１分で暗記 
② ペアでじゃんけん。勝った方が日本語訳を読み上げ、負けた方が暗記した英文を話す。これを３回

戦行う。済んだペアは着席し、次の文の暗記に取りかかる。 
③ ②のプロセスで５つの文が終わったところで、今度は勝った方がランダムに文を選んで日本語訳を

読み上げ。負けた方は英文を話す。これも３回戦行う。 
(2) こうして一通り例文を習得した後、下のようなハンドアウトを用いて、ペアでどんな内容でもよいの

で、覚えた構文のパターンで文を作らせる。当初は５分ほどを予定していたが、たとえ１文でも推敲す

るのに時間を要し、結果的に１５分ほどになった。 
 
TASK ① 
現在の様子(目の前の現象)と、そこから推測される過去の事柄について自由に書いてみよう。 

 
 
TASK ② 
現在の様子と、それについて後悔・反省していることを書いてみよう。 
 
 

ペアの名前：                                                          

ex. Team Departure 

 
(3) 作った文を板書させる。黒板には奇数番のペアはTASK①の文、偶数番のペアはTASK②の文を書く。

①と②を合わせてペアの数だけの文が並ぶことになる。 
 生徒が板書したものを以下に載せておく。文法的な誤りも散見されるが、「助動詞＋have＋過去分詞」

に関わる部分以外は、あまり細かく訂正せずに内容面に注目し、関心を向けさせた。 
 
① Mr. Yamaguchi wears glasses.  He must have done without glasses when he was young. 
② Mr. Yamaguchi wears glasses.  He should have been more careful about his eyes. 

(Team 元富士中！) 
① He looks sad.  He must have forgot money. 
② I should have done my homework earlier. 

(Team sky blue) 
① Kento is very cool.  He must have been popular with girls when he was young. 
② I feel strongly these days that I should have studied much harder. 

(Team Roast beef) 
① I’m worried.  I may have forgot to lock a door. 
② I bought a strawberry layer cake.  But I should have bought a tart. 

(Team notebook) 
① She has lost her keys.  The keys may have fallen out of her pocket. 
② I was late.  I should have got up at six. 

(Team pen No. 5) 
① That couple looks happy.  They must have had a baby. 
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② My test results are bad.  I should have studied during the test week. 
(Team 消しゴム) 

① She has a beautiful face.  She must have had plastic surgery. 
② I got poor marks.  I should have studied before test. 

(Team GYM) 
① The blackboard is written English.  Before class must have been English class. 
② I haven’t finished my homework yet.  I should have done more earlier my homework. 

(Team シーサー) 
① She looks happy.  She must have won a live ticket. 
② A robber came into my house.  I should have locked the door. 

(Team Ishikawa) 
① I have no money.  I may have consumed money. 
② I should have been study summer vacation assignment step by step. 

(Team マッチョ) 
① He looks sad.  Something bad may have happened to him. 
② He looks sad.  He should have been study more hard. 

(Team 8) 
① She looks happy.  She must have finished her homework. 
② My cat is fat.  She should have walked more hard. 

(Team Blue) 
① He looks happy.  He must have enjoyed party last night. 
② I had not won a game.  I should have practiced more. 

(Team Chiryuppi) 
① Mr. Yamaguchi is cool.  He must have been popular with us. 
② I’m very sleepy.  I should have been more sleep/ 

(Team YAMAYAMA) 
① I am sad.  We may have broken heart yesterday. 
② We broke up yesterday.  I should have been more careful about herself. 

(Team Poor Justin) 
① The character is bad.  I must have slept last class. 
② I have a lot of homework.  I should have chosen other class. 

(Team Mizuki & Aska 13) 
① I’m stomachache.(→ I have stomachache.)  I may have eaten bad food. 
② I can’t answer this question.  I should have studied hard. 

(Team Sana and Kohei) 
① Nara is cold.  It must have snowed in Mt. Yoshino. 
② I called teacher, but he didn’t notice.  I should have called big voice. 

(Team Koshisuka) 
********************************************************************************************************************* 
(4) 最後に教員に続いて全員でchorus readingをする。クラスメイトが考えた文を見ていくことは、後述す

る文章レベルでのPeer Reviewの第一歩としての位置づけもある。 
提案３：場面設定トレーニング―文法知識は現実場面の問題解決のツールとして― 
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 これはある場面を設定し、その場面に適切な発話として、学習した文法内容を使わせようとするもの

である。Departure の各レッスン２ページ目“Get Ready to Express Yourself”のChallenge!のところ

にも「次のような場面で、あなたはどのように英語で話しますか」という問いがある。 

場面設定トレーニングはそれをさらに発展させたものと考えてよい。以下に１例を挙げる。 

 
 

Situation Training [完了形編] 
Situation 01 
あなたは期限までに宿題を終えられなかった。担当の先生に報告しなければならない。叱られるかもしれない。だが、

提出はできなかったけれど、ここまで努力したことは、何とか伝えたい。自分は「やらなかった」わけでも「やりたくな

かった」わけでもないから。Keywords: finish 

 
Situation 02 
友人から映画の誘いを受けたあなた。だが、その映画はすでに２回も観た作品だった。「さすがに３回目は勘弁して欲

しい . . .」あなたは、どうしても断りたい。だけどできるだけ「それなら仕方ないね」と思って欲しいから、言い方を

工夫しないと。Keywords: twice 

 
Situation 03 
 その日、あなたはたまたま一番に帰宅した。帰宅すると、ダイニングテーブルの上には大きくかじられたケーキが。ひ

どいな、これ。ふと、横を見ると、口の周りにクリームをつけた飼い猫が悠然と歩いている。と、母帰宅。「おかえりー、

ってあなた、なに人のケーキ食べてんのよ！！許さんぞ！」激怒する母。隠れる猫。なんとかこの怒りを収めるような説

明をせねば、わたしに明日は、無い。Keywords: when / the cat 

 また、Lesson 7 Food and Healthにおいては「助動詞+ have + 過去分詞」が文法項目として挙がってい

るが、それに関しては以下のような問いかけをした。 

 

① 友人と知立駅で待ち合わせをしているのに、なかなかやって来ない。 

友達の考えられる状況を推測して英文を作ってみよう。 

② 友達が月曜日、とてもうれしそうに(or 悲しそうに)学校にやって来た。 

友達の考えられる状況を推測して英文を作ってみよう。 

 

 このような活動をする場合、ねらいとした構造の文がそのまま出てこないこともある。その際は文脈

に合っている文であればよしとしながらも、「表現の選択肢の１つとしてこのような文も考えられる」

というような説明が必要になろう。遠回りになることもあるが、その結論を急ぎすぎないよう注意が必

要である。目標とする文を習得させたいだけであれば、最初からそのパターンの文の練習のみをすれば

よいことになるからである。それぞれの場面の問題解決のための文を考え出すというのがまず第一義で

あり、その際の文の選択は必然的に多様にならざるを得ない点は留意しておきたいところである。定期

考査にこの種の問題を出題しようとしたときの困難点も、まさにこの点にあると言ってよいのである。 

提案４：英文と日本文の違いへの気づき―英作文の障壁を取り除く試み― 
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 これはある場面を設定し、その場面に適切な発話として、学習した文法内容を使わせようとするもの

である。Departure の各レッスン２ページ目“Get Ready to Express Yourself”のChallenge!のところ

にも「次のような場面で、あなたはどのように英語で話しますか」という問いがある。 

場面設定トレーニングはそれをさらに発展させたものと考えてよい。以下に１例を挙げる。 

 
 

Situation Training [完了形編] 
Situation 01 
あなたは期限までに宿題を終えられなかった。担当の先生に報告しなければならない。叱られるかもしれない。だが、

提出はできなかったけれど、ここまで努力したことは、何とか伝えたい。自分は「やらなかった」わけでも「やりたくな

かった」わけでもないから。Keywords: finish 

 
Situation 02 
友人から映画の誘いを受けたあなた。だが、その映画はすでに２回も観た作品だった。「さすがに３回目は勘弁して欲

しい . . .」あなたは、どうしても断りたい。だけどできるだけ「それなら仕方ないね」と思って欲しいから、言い方を

工夫しないと。Keywords: twice 

 
Situation 03 
 その日、あなたはたまたま一番に帰宅した。帰宅すると、ダイニングテーブルの上には大きくかじられたケーキが。ひ

どいな、これ。ふと、横を見ると、口の周りにクリームをつけた飼い猫が悠然と歩いている。と、母帰宅。「おかえりー、

ってあなた、なに人のケーキ食べてんのよ！！許さんぞ！」激怒する母。隠れる猫。なんとかこの怒りを収めるような説

明をせねば、わたしに明日は、無い。Keywords: when / the cat 

 また、Lesson 7 Food and Healthにおいては「助動詞+ have + 過去分詞」が文法項目として挙がってい

るが、それに関しては以下のような問いかけをした。 

 

① 友人と知立駅で待ち合わせをしているのに、なかなかやって来ない。 

友達の考えられる状況を推測して英文を作ってみよう。 

② 友達が月曜日、とてもうれしそうに(or 悲しそうに)学校にやって来た。 

友達の考えられる状況を推測して英文を作ってみよう。 

 

 このような活動をする場合、ねらいとした構造の文がそのまま出てこないこともある。その際は文脈

に合っている文であればよしとしながらも、「表現の選択肢の１つとしてこのような文も考えられる」

というような説明が必要になろう。遠回りになることもあるが、その結論を急ぎすぎないよう注意が必

要である。目標とする文を習得させたいだけであれば、最初からそのパターンの文の練習のみをすれば

よいことになるからである。それぞれの場面の問題解決のための文を考え出すというのがまず第一義で

あり、その際の文の選択は必然的に多様にならざるを得ない点は留意しておきたいところである。定期

考査にこの種の問題を出題しようとしたときの困難点も、まさにこの点にあると言ってよいのである。 

提案４：英文と日本文の違いへの気づき―英作文の障壁を取り除く試み― 

 

 

 

 

英作文をさせる際、生徒は日本語の順序のまま英単語を並べてしまうことが多い。まずはごく基本的

な文において、英文と日本文とでは何がどのように異なっているかに気づかせる作業も必要である。以

下の例では、英語に直せるように日本文そのものを言い換える練習をし、その習慣づけをねらった第一

歩のハンドアウトである。 
 

 
なぜ私達は「言いたいこと」，「伝えたいこと」を英文に直せないのか 

１ 日本語を英語にしてみよう 

 例 （１）我が輩は猫である。（２）名前はまだない。 

 （１）          （２）           

２ （２）の英作で困った人へ送る３つのルール 

  大前提：日本語をそのまま英語にしようとしてはいけない。というか，無理です。 

 ルール① まずは，「ちゃんとした日本語の文」になるように，言葉を補う 

   ※ちゃんとした日本語の文とは，「主語・動詞が明らかである日本語の文」のこと 

   「名前はまだない」 

 →誰が，何をするのか，省略無しでしっかり表す。  （２）         

   

ルール② 「ちゃんとした日本語の文」を英語の語順に並べ替える 

  「私はまだ（私の）名前がない」 

 →「ちゃんとした日本語の文」をS（主語）＋V（動詞）＋その他 の語順に並べ替える。 

  ※日本語で並べ替えること（２）            

 ここまでやったら，英語に直してみよう。 

（２）                                

 
 また、上の例以外でも、助動詞 used to について次のようなことも考えた。 

 

「以前はよくしたが、今はしていないこと」について、その理由などもあわせて書いてみよう。 
① <日本語で> 

②  <①を英語の語順にしてみよう> 

③ <英語で> 

 

 

 

 

提案５：ミニ・プレゼンテーション―心理的負担を減らして多くの回数を― 

第１学年(Departure使用)では、各レッスン最終ページ “Write on Your Own” の部分で、教科書の

内容に従ってパラグラフを書かせ、それを基にしてプレゼンテーションを行っている。 
生徒にとってはクラスメイトの前でプレゼンテーションを行うことは、とても緊張しハードルの高い

活動である。そこで、“Get Ready to Write” でまずパラグラフを書く下準備の段階から６～７人のグル

ープを作り、話し合いをしながら各自の内容をまとめ、自分がまとめようとしていることについての共

通認識がグループの中で得られることによって、次のグループ内プレゼンへの抵抗感を減らすようにし

ている。 
パラグラフが完成した後は、グループ内で着席したままミニプレゼンを行う。予めパラグラフの内容
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を暗記し、自らの言葉として(オーラル・インタプリテーションのように)述べることができることが目

標であるが、現実には原稿を見ながらになることが多い。 
次に各グループの中で１名を選び、代表としてクラス全体の前でプレゼンテーションを行う。 
１学期の段階ではまだこのプレゼンテーションはパフォーマンステストの位置づけをするには至っ

ていないが、２学期以降は何らかの形で評価に結びつけることも考えたい。本校で過去に用いた評価の

ワークシートは別紙のようである。 
また、自分が書いたパラグラフについて、クラスメイトがチェックし、フィードバックする方法もあ

る。以下がその形式である。 
 
 
Lesson                     CLASS     No.       Name                                   

 

                                                                                                   
 
                                                                                                    
 
                                                                                                    
 
                                                                                                    
 
                                                                                                    
 
                                                                                                    
 
                                                                                                    
 
                                                                                                  

             語  

 

Name    

Topic Sentence    

Supporting Sentences    
Grammar    
Comments 

（日本語でよい） 

   

★Topic Sentence    A：主題は明快である。 

             B：主題はもっと明快であった方がいい。 

              C：主題は全く何を言いたいのかわからない。 

★Supporting Sentences    A：支持文は十分に主題を支えていて、論理的に並んでいる。 

（理由・事実・具体例などが入っていて納得できる） 

               B：支持文は主題を支えるには少し不十分である（半分くらい納得できる） 

              C：支持文は全く主題を支えていない。（これでは納得できない） 

★Grammar     A：このレッスンで習った文法を正しく使えている。 

B：このレッスンで習った文法を使ってはいるが、使い方が間違っている。 

C：このレッスンで習った文法を全く使っていない。 

 
提案６：教科書の内容を用いた「インプット、のちアウトプット、ときどき応用」    
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を暗記し、自らの言葉として(オーラル・インタプリテーションのように)述べることができることが目

標であるが、現実には原稿を見ながらになることが多い。 
次に各グループの中で１名を選び、代表としてクラス全体の前でプレゼンテーションを行う。 
１学期の段階ではまだこのプレゼンテーションはパフォーマンステストの位置づけをするには至っ

ていないが、２学期以降は何らかの形で評価に結びつけることも考えたい。本校で過去に用いた評価の

ワークシートは別紙のようである。 
また、自分が書いたパラグラフについて、クラスメイトがチェックし、フィードバックする方法もあ

る。以下がその形式である。 
 
 
Lesson                     CLASS     No.       Name                                   

 

                                                                                                   
 
                                                                                                    
 
                                                                                                    
 
                                                                                                    
 
                                                                                                    
 
                                                                                                    
 
                                                                                                    
 
                                                                                                  

             語  

 

Name    

Topic Sentence    

Supporting Sentences    
Grammar    
Comments 

（日本語でよい） 

   

★Topic Sentence    A：主題は明快である。 

             B：主題はもっと明快であった方がいい。 

              C：主題は全く何を言いたいのかわからない。 

★Supporting Sentences    A：支持文は十分に主題を支えていて、論理的に並んでいる。 

（理由・事実・具体例などが入っていて納得できる） 

               B：支持文は主題を支えるには少し不十分である（半分くらい納得できる） 

              C：支持文は全く主題を支えていない。（これでは納得できない） 

★Grammar     A：このレッスンで習った文法を正しく使えている。 

B：このレッスンで習った文法を使ってはいるが、使い方が間違っている。 

C：このレッスンで習った文法を全く使っていない。 

 
提案６：教科書の内容を用いた「インプット、のちアウトプット、ときどき応用」    

 

 第2学年の英語表現Ⅱでは、UNICORN 2（文英堂）を使用している。当教科書の構成として、UNIT 
2では文法や構文を説明する機会はほとんどない。 

【インプット】 
 各課のトピックに合わせて、対話やスピーチの場面に応じた表現を含むキーセンテンスの暗唱、使用頻

度の高いキーフレーズの音読練習をする。インプットを確実にするため、授業では暗唱のための音読や小

テストに多くの時間を割く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【インテイク】 

インプットした項目が随所にちりばめられた 120～180 語程度の文章を読んだり聞いたりして、その中

から必要な情報を抜き出す要約の演習をする。この活動は、我々が母語を用いて日常的に行っていること

であり、また、センター試験の対策としても有効である。出版社の提供するハンドアウト集を用いて容易

に準備ができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【アウトプット】 
 習得した語句や表現を用いて、意見文を書く。第2学年では、ただの感想文にならないよう、各課のト

ピックに合った社会的問題を論じるように指導している。また、キーセンテンスやキーフレーズは定期考

査で重点的に出題する。考査では、教科書の構成と同様に(そして授業の構成と同様に)、文法を問う問題

は極めて少ない。また、日本語で答える問題はほぼない。英語で表現することを目的としている。 
【アプリケーション】(場合に応じて) 
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 習得した内容を実際の場面で活用する練習としてスキットを行う。例に挙げる課では、教科書本文の場

面を再現またはアレンジして、グループで発表した。この活動のポイントは、(1)分量を少なくすること、

(2)普段から、文(章)を感情を込めて、もしくは説明口調で音読する練習をすること、(3)生徒が工夫を加え

られる課に限ること(本課は理系の生徒が化学の知識を組み込みやすい)、の3点である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提案７：クラスメイトの作文に興味津々―Peer Reviewによるリライティングの試み― 

 生徒は１年生から継続して、レッスン毎にライティング活動をさせてきたが、とにかく書くこと、自分
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 習得した内容を実際の場面で活用する練習としてスキットを行う。例に挙げる課では、教科書本文の場

面を再現またはアレンジして、グループで発表した。この活動のポイントは、(1)分量を少なくすること、

(2)普段から、文(章)を感情を込めて、もしくは説明口調で音読する練習をすること、(3)生徒が工夫を加え

られる課に限ること(本課は理系の生徒が化学の知識を組み込みやすい)、の3点である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提案７：クラスメイトの作文に興味津々―Peer Reviewによるリライティングの試み― 

 生徒は１年生から継続して、レッスン毎にライティング活動をさせてきたが、とにかく書くこと、自分

 

の意見を伝えることを優先して、ミスに細心の注意を払うことはしてこず、ライティングを提出した後も、

誤りを指摘するだけで、書き直しなどのフィードバックを行ってこなかった。その結果、生徒は同じミス

を繰り返したり、単純な文のみを使用したりと、大きな成長が見られなかった。 
 その反省から、３年生からPeer Reviewの活動を取り入れた。活動内容は、他の生徒が書いたライティ

ングを３人１組のグループで話し合い、文法、語彙、表現の誤りなどがあれば指摘する。また、あら探し

の活動にならないよう、誤りだけではなく、良い意見や自分では思いつかなかった表現があればそれも伝

えるようにした。そして、そのワークシートを本人に返し、その指摘を自分でさらに吟味し（もちろんそ

こで指摘されていることが全て正しいわけではないが）、リライティングの活動を行う。 
この活動の狙いは大きく３つある。①他の生徒の誤りを見つけることで、自分で同じ誤りを繰り返さな

いようにする。②グループで話し合う際に、伝えることや教えあうことでその知識を定着させる。③受験

勉強で増やした語彙や文法の知識を活用し、それがこの活動で役立っていることを実感する。 
 
● “Exploration of space is a waste of money.”での意見文に対するPeer review 

 

 

Ⅲ まとめ 

 普段本校において日常的に行われている実践を、僭越ながら提案集としてまとめさせて戴いた。すでに

同じような方法論で指導にあたられている学校もおありかも知れない。その意味において、いわゆる理論

的な先進性が不足する内容であろう点、ご容赦願いたい。ただ、我々中等教育に携わる者には長年にわた

る教育の場における経験の蓄積とそこから培われた見識というものがあるはずである。これまでも刻々と

変化を続ける対象に柔軟に対応しながら、置かれた状況に最善の方法を模索してきた。今回は「英語表現」

について、その様な模索の過程をより多くの先生方と共有し、これからに役立てたいとの思いから、表題

のテーマを設定した。今回のテーマに関しては、授業実施者のみならず本校の英語科教員６名全員がアイ

ディアを出し合いながら、全体として事に当たってきたが、日々の教育活動においてもそうすることがい

かに重要か痛感している次第である。 
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道徳・特別活動分科会 

 

新しい時代の「考える道徳教育」のあり方の探究 

 

愛知教育大学附属名古屋小学校： 伊藤昭良 

愛知教育大学附属岡崎小学校： 松井幹宗 

愛知教育大学附属名古屋中学校： 高𣘺𣘺寿典 
愛知教育大学附属岡崎中学校： 志賀充規 

愛知教育大学： 山口匡，黒川雅幸，小嶋佳子，鈴木伸子，高橋靖子， 

藤木大介，下村美刈，中山弘之，野平慎二 

 
まえがき 

 

 不寛容と排外主義の政治が世界各地であからさまに台頭している。経済のグローバル化を主導してきた

国々において，行きすぎたグローバル化に対する不満が，そうした不寛容と排外主義を支持しているのは

皮肉なことである。フランスの思想家ミシェル・フーコーはかつて，「人々は自分たちが何をしているのか

を知っています。なぜそうするのかも知っています。人々が知らないのは，自分たちがしていることが何

をしているのか，なのです」という趣旨のことを述べていた。フーコーの言葉を引用するまでもなく，自

分（たち）がしていることが何をしているのかを知り，考えることは，実は大変に難しい。人間の認識に

はおのずから限りがあるし，上述の皮肉な状況が示すように，人間の心のあり方は自分を取り巻く政治的，

経済的，文化的等々の環境によっても大きく影響される。グローバル化に対して不寛容と排外主義の政治

がどれほどの効果－さらには副作用－をもつのか，を見通すことは至難の業であろう。にもかかわら

ず，敵と味方を二分する単純で勇ましい言葉が，十分に吟味され考え抜かれることもなく支持され，強力

なリーダーシップが求められている。現状はナチス政権の誕生の前夜に似ている，という指摘も数多くな

されている。人間は何度も繰り返し，丁寧に冷静に，歴史から学ぶ必要があると言えるかもしれない。 

 他方，不寛容と排外主義の政治に対する反対の意思表示も数多く示されている。寛容や多様性の尊重が

重要であることは言うまでもない。けれども，その「正解」を題目のように一方的に唱えさえすればいい

というものでもないだろう。寛容という言葉の背後には，おそらく，長い年月にわたる排除や抑圧の苦し

み，等し並に幸せに生きたいという素朴な願い，対立と流血，怨嗟と恩讐等々の実感の，個人的，集合的

な積み重ねがある。敵対者の側にも敵対者なりのものの見方や言い分があるだろう。そうした実感の蓄積

を経てたどり着いた共存のためのひとつの知恵がたとえば「寛容」なのであって，「正解」を問答無用に押

しつけることは，むしろその知恵を理解しない不寛容な態度であるとも言える。2014 年 10 月に出された

中央教育審議会の答申でも，「主体性をもたず言われるままに行動するよう指導したりすることは，道徳教

育が目指す方向の対極にあるものと言わなければならない」，と書かれていた。寛容であれ，他の道徳的な

価値であれ，言葉で表現されるその価値には，思うようにならない自分や他人との，思うようにならない

関わりの歴史が込められている。道徳的な価値を理解するとは，自分なりの実感をもとに，その言葉を自

分なりに理解し（直し），意味づけ（直し）ていく過程を指す，と言えるかもしれない。 

 小学校では平成30年度から，中学校では平成31年度から教科化される道徳では，「考える道徳，議論す

る道徳」への転換が目指されている。表面的，一面的にしか物事を考えない大衆迎合主義にも，同じく意

味を十分に吟味しないまま正答を繰り返し唱える正答主義にも，ともに抗するような道徳教育が，今日ま

すます求められていると言えるだろう。言うは易いことだが，実際には一足飛びには実現できず，まさに

丁寧に取り組んでいくしかない。道徳・特別活動分科会では，大学における授業実践や各附属学校での取

り組みをもとに，大学と附属学校との間で意見交換を重ね，新しい時代の「考える道徳教育」のあり方を

探っている。以下，各学校の取り組みを中心に報告する。 

【附属名古屋小学校】問題解決型道徳授業の探究 
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道徳・特別活動分科会 

 

新しい時代の「考える道徳教育」のあり方の探究 

 

愛知教育大学附属名古屋小学校： 伊藤昭良 

愛知教育大学附属岡崎小学校： 松井幹宗 

愛知教育大学附属名古屋中学校： 高𣘺𣘺寿典 
愛知教育大学附属岡崎中学校： 志賀充規 

愛知教育大学： 山口匡，黒川雅幸，小嶋佳子，鈴木伸子，高橋靖子， 

藤木大介，下村美刈，中山弘之，野平慎二 

 
まえがき 

 

 不寛容と排外主義の政治が世界各地であからさまに台頭している。経済のグローバル化を主導してきた

国々において，行きすぎたグローバル化に対する不満が，そうした不寛容と排外主義を支持しているのは

皮肉なことである。フランスの思想家ミシェル・フーコーはかつて，「人々は自分たちが何をしているのか

を知っています。なぜそうするのかも知っています。人々が知らないのは，自分たちがしていることが何

をしているのか，なのです」という趣旨のことを述べていた。フーコーの言葉を引用するまでもなく，自

分（たち）がしていることが何をしているのかを知り，考えることは，実は大変に難しい。人間の認識に

はおのずから限りがあるし，上述の皮肉な状況が示すように，人間の心のあり方は自分を取り巻く政治的，

経済的，文化的等々の環境によっても大きく影響される。グローバル化に対して不寛容と排外主義の政治

がどれほどの効果－さらには副作用－をもつのか，を見通すことは至難の業であろう。にもかかわら

ず，敵と味方を二分する単純で勇ましい言葉が，十分に吟味され考え抜かれることもなく支持され，強力

なリーダーシップが求められている。現状はナチス政権の誕生の前夜に似ている，という指摘も数多くな

されている。人間は何度も繰り返し，丁寧に冷静に，歴史から学ぶ必要があると言えるかもしれない。 

 他方，不寛容と排外主義の政治に対する反対の意思表示も数多く示されている。寛容や多様性の尊重が

重要であることは言うまでもない。けれども，その「正解」を題目のように一方的に唱えさえすればいい

というものでもないだろう。寛容という言葉の背後には，おそらく，長い年月にわたる排除や抑圧の苦し

み，等し並に幸せに生きたいという素朴な願い，対立と流血，怨嗟と恩讐等々の実感の，個人的，集合的

な積み重ねがある。敵対者の側にも敵対者なりのものの見方や言い分があるだろう。そうした実感の蓄積

を経てたどり着いた共存のためのひとつの知恵がたとえば「寛容」なのであって，「正解」を問答無用に押

しつけることは，むしろその知恵を理解しない不寛容な態度であるとも言える。2014 年 10 月に出された

中央教育審議会の答申でも，「主体性をもたず言われるままに行動するよう指導したりすることは，道徳教

育が目指す方向の対極にあるものと言わなければならない」，と書かれていた。寛容であれ，他の道徳的な

価値であれ，言葉で表現されるその価値には，思うようにならない自分や他人との，思うようにならない

関わりの歴史が込められている。道徳的な価値を理解するとは，自分なりの実感をもとに，その言葉を自

分なりに理解し（直し），意味づけ（直し）ていく過程を指す，と言えるかもしれない。 

 小学校では平成30年度から，中学校では平成31年度から教科化される道徳では，「考える道徳，議論す

る道徳」への転換が目指されている。表面的，一面的にしか物事を考えない大衆迎合主義にも，同じく意

味を十分に吟味しないまま正答を繰り返し唱える正答主義にも，ともに抗するような道徳教育が，今日ま

すます求められていると言えるだろう。言うは易いことだが，実際には一足飛びには実現できず，まさに

丁寧に取り組んでいくしかない。道徳・特別活動分科会では，大学における授業実践や各附属学校での取

り組みをもとに，大学と附属学校との間で意見交換を重ね，新しい時代の「考える道徳教育」のあり方を

探っている。以下，各学校の取り組みを中心に報告する。 

【附属名古屋小学校】問題解決型道徳授業の探究 

１．はじめに 

附属名古屋小学校では，児童が道徳の学習に主体的に取り組めるようにすることや，活発な言語活動の

中で多様な感じ方や考え方に接しながら，自ら考え，自ら学び，よりよく生きるための基盤となる道徳性

を養うことをねらいとして，問題解決型の道徳授業のあり方について探究を進めている。 

 以下では，問題解決型道徳授業の基本的な流れと各段階の解説について報告する。 

 

２．授業の基本的な流れ 

 

３．各段階の解説 

 「礼儀について考える」（小学校高学年，内容項目 B（９））というねらいのもと，資料「女王の晩さん

会」を用いた授業を例に，問題解決型の道徳授業の各段階について解説する。 

 

○資料「女王の晩さん会」あらすじ 

 むかしむかしあるところに，立派なお城に住む女王様がいました。王女はとても元気いっぱいで，自分

がやりたいと思ったことは何でもすぐにやってしまいます。そのため王女はいつも，教育係のじいやにし

かられていました。でも，お城のみんなは王女のことがとても大好きでした。それは，王女がとても優し

い心の持ち主だったからです。 

 ある日のこと，王女は，他の国から呼んだ大切なお客のために晩さん会を開きました。王女は，昔，自

分がまだ小さかった頃の晩さん会のことを思い出しました。晩さん会では，フィンガーボールが出てきま

した。フィンガーボールとは，果物を食べたときに汚れた手を洗うための水が入った入れ物のことですが，

王女はまだ小さかったので，それを知りませんでした。王女は両手でフィンガーボールを持つと，中の水

をぐいっと飲み干しました。顔を上げたとき，王女は自分がとんでもない間違いをしてしまったことに気

がつきました。お客たちは，こっちを見て固まっていましたし，王様と王妃様は真っ赤になってうつむい

ていました。王女は一目散に自分の部屋までかけていきました。（あんな思いはもうたくさん。でも，知ら

なかったんだからしょうがないじゃない。） 晩さん会も終わりに近づき，果物と一緒に運ばれてきたフィ

ンガーボールを見ながら，王女はそんなことを考えていました。 

そのとき，事件が起こりました。招待したお客の一人である遠い国の王子が，フィンガーボールの水を

（１）導入 

・ 本時で扱う道徳的価値に関わる，児童の生活経験を想起させる。 
・ 道徳的価値の意味を尋ねて，課題意識をもたせる。 

（２）展開前段 

・ 人物の心情，人間関係，場面の様子などを基にして，資料の内容を把握させる。 
・ 資料における道徳的問題が何であるか確認する。 
・ 解決策を多面的・多角的に吟味するなかで，価値理解と同時に人間理解や他者理解を深める。 
・ 挙げられた解決策を振り返ることで，道徳的価値について確認する。 
・ 道徳的価値について，自分の特徴などを知り，伸ばしたい自己を深く見つめられるようにする。 

（３）展開後段 

・ 展開前段の内容と自分の現在の生活を関連づけ，道徳的行動を具体的にイメージできるようにす

る。 
（４）まとめ 

  ・ これからの生き方の課題を考えさせ，実現していこうとする思いや願いを深める。 
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飲んでしまったのです。他のお客たちは，びっくりして，一斉に王子の顔を見つめました。さっきまで和

やかだった晩さん会の雰囲気が変わったのを感じ，王女はあわてました。（あの方の国には，きっとフィン

ガーボールがないんだわ！ だから指を洗うものだって知らないのね…） 

 

（１）導入 

発問例：「みなさんが行儀よくしないといけないって思うのは，どんな時ですか？」「なぜ行儀よくしな

いといけないのでしょうか？」 

 

※ 「礼儀」という道徳的価値が大切だということは，どの児童も当然知っていると思うが，その本質的

な意味や，その道徳的価値が大切な理由について考えさせるようにする。 

 

（２）展開前段 

・人物の心情を理解させる場合の発問例：「昔の女王は，どうして部屋まで一目散にかけていったのでしょ

うか？」「遠い国の王子がフィンガーボールの水を飲んだ時，どうして女王は慌てたのでしょうか？」 

・人間関係を把握させる場合の発問例：「女王にとって，遠い国の王子は，どんな人ですか？」 
・道徳的問題を確認する発問例：「ここで問題となっているのは，何でしょうか？」「困っているのは王子

なのかな？」 
 
※ 問い返しなどをすることで，誰がどんなことで困っているのか明らかにし，解決すべき根本的な問題

が何であるか確認する。 
 
☆ 解決策を多面的・多角的に吟味するなかで，価値理解と同時に人間理解や他者理解を深める。 
 
【例① 解決策を考えさせる】 
発問例：「参加してくれたお客さん全員が満足する晩さん会にするために，王女はどうしたらいいのか

ワークシートに書きましょう。また，そうすることで，どんないいことがあるのか，またはどんな困った

ことが起きるのかについても考えましょう。」 
 
※ 解決策だけでなく，その策のメリットやデメリットについても考えさせる。そうして，多面的・多角

的に考えさせることで，道徳的価値の価値理解そのものだけでなく「大切だと分かっていても実際には実

現することが難しい」という人間理解などについても深めることができる。 
 
【例② 人物の行動について検討する】 
発問例：「王女はフィンガーボールの水を飲みましたが，それでよかったのでしょうか。よいと思うな

らその理由を，他の方法があるならその方法と理由をワークシートに書きましょう。 
 

※ 登場人物の行動の是非を問うことで，多面的・多角的に考えさせるという方法もある。 
 
【解決策そのものを吟味させる発問】 
発問例：「「黙って何も見なかったことにする」という解決策だけど，この後も王子は同じことをし続け

るんじゃないかな。それを目にするたびに，他のお客さんたちはどう思うだろうか？」 
 
【解決策のメリット・デメリットをとらえなおさせる発問】 
発問例：「こっそり王子に教えてあげることで，王子は恥をかかずにすむという解決策だけど，とんで
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飲んでしまったのです。他のお客たちは，びっくりして，一斉に王子の顔を見つめました。さっきまで和

やかだった晩さん会の雰囲気が変わったのを感じ，王女はあわてました。（あの方の国には，きっとフィン

ガーボールがないんだわ！ だから指を洗うものだって知らないのね…） 

 

（１）導入 

発問例：「みなさんが行儀よくしないといけないって思うのは，どんな時ですか？」「なぜ行儀よくしな

いといけないのでしょうか？」 

 

※ 「礼儀」という道徳的価値が大切だということは，どの児童も当然知っていると思うが，その本質的

な意味や，その道徳的価値が大切な理由について考えさせるようにする。 

 

（２）展開前段 

・人物の心情を理解させる場合の発問例：「昔の女王は，どうして部屋まで一目散にかけていったのでしょ

うか？」「遠い国の王子がフィンガーボールの水を飲んだ時，どうして女王は慌てたのでしょうか？」 

・人間関係を把握させる場合の発問例：「女王にとって，遠い国の王子は，どんな人ですか？」 
・道徳的問題を確認する発問例：「ここで問題となっているのは，何でしょうか？」「困っているのは王子

なのかな？」 
 
※ 問い返しなどをすることで，誰がどんなことで困っているのか明らかにし，解決すべき根本的な問題

が何であるか確認する。 
 
☆ 解決策を多面的・多角的に吟味するなかで，価値理解と同時に人間理解や他者理解を深める。 
 
【例① 解決策を考えさせる】 
発問例：「参加してくれたお客さん全員が満足する晩さん会にするために，王女はどうしたらいいのか

ワークシートに書きましょう。また，そうすることで，どんないいことがあるのか，またはどんな困った

ことが起きるのかについても考えましょう。」 
 
※ 解決策だけでなく，その策のメリットやデメリットについても考えさせる。そうして，多面的・多角

的に考えさせることで，道徳的価値の価値理解そのものだけでなく「大切だと分かっていても実際には実

現することが難しい」という人間理解などについても深めることができる。 
 
【例② 人物の行動について検討する】 
発問例：「王女はフィンガーボールの水を飲みましたが，それでよかったのでしょうか。よいと思うな

らその理由を，他の方法があるならその方法と理由をワークシートに書きましょう。 
 

※ 登場人物の行動の是非を問うことで，多面的・多角的に考えさせるという方法もある。 
 
【解決策そのものを吟味させる発問】 
発問例：「「黙って何も見なかったことにする」という解決策だけど，この後も王子は同じことをし続け

るんじゃないかな。それを目にするたびに，他のお客さんたちはどう思うだろうか？」 
 
【解決策のメリット・デメリットをとらえなおさせる発問】 
発問例：「こっそり王子に教えてあげることで，王子は恥をかかずにすむという解決策だけど，とんで

もない間違いなんだから，この後の晩さん会の間，ずっと王子は気まずい思いをするんじゃないかな？」 
 
※ 子供達だけでは気づかないこともあるので，教師が発問して解決策について捉えなおさせる。 

 
☆ 挙げられた解決策を振り返ることで，道徳的価値について確認する 
 
※ 解決策のメリットやデメリットを取り上げながら，吟味の中で深まっていった価値理解，人間理解， 
他者理解について確認する。 
 

☆ 道徳的価値に関わる，自分の特徴などを知り，伸ばしたい自己を深く見つめられるようにする 
 
【例① 解決策についての話し合い全体から，道徳的価値についての考えをまとめる（高学年向き）】 
発問例：「話し合いを通して，「礼儀を守る」ということについて考えたことを書きましょう」 

 
【例② 解決策の中から，自分が最もよいと思うものを選ばせる。（低・中学年向き）】 
発問例：「解決策のなかから，自分がもっともよいと思うものをひとつ選びましょう。選んだ理由もワ

ークシートに書きましょう。」 
 
※ 必要なら問い返しなどをして，本時で扱う道徳的価値について，価値理解，人間理解，他者理解がど

のように深まったのかを見とるようにする。 
 
（３）展開後段 

【例① 導入の生活経験を取り上げて，具体的な行動を考えさせる】 

発問例：「授業のはじめに「礼儀」を守る場面がいろいろあがりましたが，どのように行動すればいい

のかな。理由もつけて発表しよう」 
 
【例② 児童の関心が高い特定の生活経験を取り上げて，具体的な行動を考えさせる】 
発問例：「児童会が挨拶運動を始めたけど，どうすることが礼儀を守ることになるのかな？」 

 
【例③ 自己評価させ，理由を書かせる】 
発問例：「今日の授業を通して，礼儀を守るということがどれくらいできているか振り返ってみましょ

う。また，どうしてそのように思ったのか理由を書きましょう。 
 
※ 展開前段で深めた道徳的価値は，具体的にどのような形で表現されることになるのか考えさせる。具

体的な行動を役割演技で取らせて，その理由を尋ねるという方法もある。 
 
（４）まとめ 

【例 今後の課題を書かせる】 
発問例：「今日の授業を通して，礼儀正しくするためには，今後どのようなことに気をつけて生活して

いけばよいと思いますか。理由とあわせてワークシートに書きましょう。」 
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○道徳ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
４．おわりに 

問題解決型の道徳授業は，児童が道徳的に考える力を身につける上で有効な方法である。ただし，解決

すべき問題を児童が的確に把握し，適切な解決方法を共同で探り，自らの生活の見直しに結びつけるため

には，児童の的確な実態把握，発問の工夫，問い直しや切り返しの工夫などが必要である。さらに探究を

深めていきたい。

 なお，参考までに，本校の道徳教育全体計画を次頁に掲載する。 
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                                                      学 校 の 教 育 目 標                  
  日本国憲法                          ○健康で心が豊かな子                                        時代や社会の要請 
  教育基本法                          ○まことを求めて助け合う子                                  児童の実態 
  学校教育法                          ○よく考え実践する子                                        保護者や地域の願い 
  学習指導要領                        ○人を敬い助け合う子                                        教師の願い 
                                                                         
                                                                                                
                                                                                                                 
         特  別  活 動                       道 徳 教 育 の 重 点 目 標                           各 教 科 
  ○学級生活の充実と向上に関わ        ○よく考え、自分の力で判断し、約束やきまりを守って行        ○指導内容・方法の改善、充実 
   る活動を通して、進んで問題          動できる児童を育てる。（自立心・自律性）                  を図り、児童一人一人の感じ 
   を解決し、温かい人間関係を        ○相手のことを思いやり、互いに協力し合って、進んで仕         る力、考える力の育成に努め 
   築こうとする態度と集団の中          事ができる児童を育てる。（他者を思いやる心）              る。 
   で自己を正しく生かす能力や        ○生命を尊重し、自然環境や社会福祉などに目を向け、こ        ○児童一人一人の個性、能力に 
   態度の育成を図る。                 れらを大切にする児童を育てる。（生命尊重）                 応じた指導の展開に努めると 
   （学級活動）                                                                                   ともに、相互に協力し合い、 
  ○児童の意見、発想を大切にし                                                                     励まし合う学習態度の育成に 
   て、学校生活における諸問題                       各 学 年 の 指 導 の 重 点                    努める。 
   の解決を図ることにより、自        低  ◎挨拶などの基本的な生活習慣を身に付けること          ○各教科の指導内容、教材等で、 
   主的、実践的な態度や協力性、          ◎善悪を判断し、してはならないことをしないこと、         道徳教育に深く関わるものを 
   思いやりの心を育てる。            学   社会生活上のきまりを守ること                   通して、道徳性の育成に努め 
   （委員会活動）                        ○みんなのことを考え、仲良く助け合うこと                  る。 
  ○共通の興味関心を追求する活        年  ○生命を大切にすること                       ○見学、実験、観察、グループ 
   動を通して、個性を伸ばし、                                                                     学習、共同製作などの学習方 
   豊かな人間関係を育てる。          中  ◎善悪を判断し、正しいと判断したことを行うこと           法や学習形態を通して、道徳 
   （クラブ活動）                        ◎集団や社会のきまりを守り、公徳心をもって行動す        性の啓発を行う。 
  ○豊かな体験の場を設けて、主        学   ること                            ○指導する教師の行動や態度を 
   体的に参加させることによ              ◎思いやりの心をもち、友達と互いに信頼し、協力し、       通して、望ましい人間関係の 
   り、集団への所属感を深め、        年   助け合うこと                      あり方を感化していく。 
  協力性、責任感、勤労意欲等      ○自然や生命の尊さを受け止め、大切にすること 
   を育成する。（学校行事）                                                              
                             ◎法やきまりの意義を理解して進んで守ること           総 合 学 習 
                                      高  ◎相手の考え方や立場を理解して支え合うこと                                             
        生 活 指 導                    ◎集団生活の充実に努めること                                 
                                      学  ◎伝統と文化を尊重し、それらを育んできた我が国と 
                                    郷土を愛するとともに、他国を尊重すること                                        
                                      年  ○社会に奉仕する喜びを知り、公共のために努力しよ 
                                         うとすること                                                    
                        
                                                                         
                                             道 徳 の 時 間 の 指 導                 
            
                                                       
                                                                   
                                                                      
                                             

                  
                                       

 
外国語活動 

                                       
 
 
                                                                                            
                                                                                                             
                                                                                                             
       教 育 環 境 の 整 備                     豊 か な 体 験                          家庭・地域等との連携 
   児童の豊かな心を育て、道徳的実践意         全教育活動において、道徳的実践を促         学校、家庭、地域三者の相互理解を深 
欲を高めるよう、心に響く環境づくりを        したり、道徳的実践力を培ったりするた        め、交流を密にし、協力体制を整える。  
する。                                     めの豊かな体験の場を充実する。               

                                              ・保護者、地域の方々の人材活用 
・児童と教師、児童相互の望ましい人間        ・人、物、自然とのふれあい                  ・附小っ子だより、学年・学級通信、学  

    関係づくり                             ・各教科の学習                               校ＷＥＢサイトに相互性をもたせる 
  ・言語環境の改善、充実                      ・特別活動の学習                            ・公開授業  
  ・校舎、校庭の美化                          ・総合学習                          ・附属幼稚園、附属中学校との連携 
  ・道徳資料の整備                                                             
                                                                          

愛知教育大学附属名古屋小学校 平成28年度道徳教育全体計画 
 

○児童が、自らを振り返って、成長を実感したり、課題
や目標を見付けたりすることができるよう工夫する。 

○道徳性を養うことの意義について、自らが考え、理解
し、主体的に学習に取り組めるようにする。 

○多様な感じ方や考え方に接する中で、考えを深め、判
断し、表現する力などを育めるようにする。 

・指導のねらいに即して、問題解決的な学習、道徳的行
為に関する体験的な学習等を適切に取り入れるなど、
の指導方法の工夫 

・自分の考えを基に話し合ったり書いたりするなどの言
語活動の充実 

 

○ＡＬＴ等の協力を得て外国語 
にふれたり、外国文化に親し 
んだりする体験を充実する。 

・ 

○児童相互、児童と教師の心の 
交流を図り、望ましい生活習 
慣を身に付けた児童の育成に 
努める。 

○児童の行動面のみでなく、内 
面に働きかける指導の手だて 
を工夫する。 

○児童が意欲をもって取り組む 
ことができる実践目標を設定 
する。 

○学校、家庭、地域が一貫した
指導姿勢をもつための方法を
探る。 

 

○自己の生き方について考え
ることができる子に迫るた
めに、自己の伸長に必要な
資質や能力、さまざまな対
象との交流を支える方法的
な資質や能力、まわりを認
識し自分との関わり方の決
定に働く資質や能力を育
む。 

○自然体験活動や社会体験活
動、異年齢集団の組織的活
動などを通して、望ましい
人間関係についての体験の
充実を図るとともに、主体
的に問題に取り組む態度を
養う。 
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【附属岡崎小学校】 

 
１．目 的 

平成 30年度から道徳が教科化されることを見通して，本校ならではの特色ある道徳の授業展開

のあり方を模索し，構築する。 
＜基本的な考え方＞ 

「この資料だったらどのように発問をするのか」というように，資料に応じて発問を工夫する

ことで本音を出し合い，素直な気持ちを伝え合える場としたい。実際の生活のなかから，道徳

的価値観に対して，いろいろな見方や考え方，感じ方があるということを知り，自分の考えや

行動を見つめるような授業のあり方がのぞましいと考える。 
 
２．方 法 

(1) 道徳の授業のあり方について，意見交流する場を設ける。（実習前に各担任が明るい心を使い，

授業を公開し協議を行う。） 
・どのようなポイントを押さえて授業を実習生に見せるのか。 

・実習生用の指導案見本にポイントを書き込んだものを作成。 
(2) 平成 30年の道徳の教科化に向けて，めざす道徳の授業について考える。 
 
３．結 果 

(1) 道徳の授業のあり方について 

①教材について 

・基本は「明るい心」の資料を使う。時期や子どもたちの実態にあっている資料であれば有効で

あると思う。 

・教育実習生への指導も加味しているため，ひねらずに，「明るい心」を基にいわゆる典型的な道

徳の授業を行うようにしてはどうか。 
 【導入→資料提示→登場人物の心情にそって考える→自分に返す→まとめ】 
・モラルジレンマを「明るい心」などを使用して行う場合は，価値感の教え込みにならないよう

に本文の使用部分を一部にするなど工夫する。(資料を全部使用するとモラルジレンマの授業に

ならないことがある。） 
 
②授業展開について 

・発問を工夫する。（「主人公の○○さんは，最初と比べて何が変わったのかな。」） 
・中心発問にする場面の設定。（意見が対立する場ではなく，主人公がより高い道徳的価値観につ

いて考えたり，気づいたりする場面を取り上げることとする） 
・資料への興味を促したり，子どもの実生活とのかかわりが見えたりするような導入の工夫。 
・資料の効果的な提示方法（分割提示，読み聞かせ，ペープサート，紙芝居，場面絵の活用，吹

き出し，一部空欄）の工夫。 
・本時で扱う指導項目に迫っていける主発問の設定。 
（資料の登場人物の立場や状況から子どもが考えを語る発問と，自分自身の経験と照らし合わ

せて考えを述べる発問の区別。） 
・最後の教師の説話の扱い方の検討（一方的な説話で終わってしまうことがないように，教師の

体験，願いなど語っていくなかで，本時のねらいの根底にある道徳的価値を深めるためにはど

うしていけばいいか考えたい。） 
 
③板書のまとめ方について 

・附属の特色を出すために，「はさみ（項目立て）」を活用してもよいと思うが，難しい点はある。 
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【附属岡崎小学校】 

 
１．目 的 

平成 30年度から道徳が教科化されることを見通して，本校ならではの特色ある道徳の授業展開

のあり方を模索し，構築する。 
＜基本的な考え方＞ 

「この資料だったらどのように発問をするのか」というように，資料に応じて発問を工夫する

ことで本音を出し合い，素直な気持ちを伝え合える場としたい。実際の生活のなかから，道徳

的価値観に対して，いろいろな見方や考え方，感じ方があるということを知り，自分の考えや

行動を見つめるような授業のあり方がのぞましいと考える。 
 
２．方 法 

(1) 道徳の授業のあり方について，意見交流する場を設ける。（実習前に各担任が明るい心を使い，

授業を公開し協議を行う。） 
・どのようなポイントを押さえて授業を実習生に見せるのか。 

・実習生用の指導案見本にポイントを書き込んだものを作成。 
(2) 平成 30年の道徳の教科化に向けて，めざす道徳の授業について考える。 
 
３．結 果 

(1) 道徳の授業のあり方について 

①教材について 

・基本は「明るい心」の資料を使う。時期や子どもたちの実態にあっている資料であれば有効で

あると思う。 

・教育実習生への指導も加味しているため，ひねらずに，「明るい心」を基にいわゆる典型的な道

徳の授業を行うようにしてはどうか。 
 【導入→資料提示→登場人物の心情にそって考える→自分に返す→まとめ】 
・モラルジレンマを「明るい心」などを使用して行う場合は，価値感の教え込みにならないよう

に本文の使用部分を一部にするなど工夫する。(資料を全部使用するとモラルジレンマの授業に

ならないことがある。） 
 
②授業展開について 

・発問を工夫する。（「主人公の○○さんは，最初と比べて何が変わったのかな。」） 
・中心発問にする場面の設定。（意見が対立する場ではなく，主人公がより高い道徳的価値観につ

いて考えたり，気づいたりする場面を取り上げることとする） 
・資料への興味を促したり，子どもの実生活とのかかわりが見えたりするような導入の工夫。 
・資料の効果的な提示方法（分割提示，読み聞かせ，ペープサート，紙芝居，場面絵の活用，吹

き出し，一部空欄）の工夫。 
・本時で扱う指導項目に迫っていける主発問の設定。 
（資料の登場人物の立場や状況から子どもが考えを語る発問と，自分自身の経験と照らし合わ

せて考えを述べる発問の区別。） 
・最後の教師の説話の扱い方の検討（一方的な説話で終わってしまうことがないように，教師の

体験，願いなど語っていくなかで，本時のねらいの根底にある道徳的価値を深めるためにはど

うしていけばいいか考えたい。） 
 
③板書のまとめ方について 

・附属の特色を出すために，「はさみ（項目立て）」を活用してもよいと思うが，難しい点はある。 

 【特長】 
・板書で子どもの意見（価値観）を分類することができる。 
【問題点】 
・発問ごとに，「はさみ（項目立て）」をしていくと，内容が深まらない。かかわり合う時間が

なくなる。 
・心情の変化を追いにくくなってしまう。 
【対策案】 
・事前に資料読みの時間をとり，教師が子どもの意識を見取り，本時は，ひとつの発問に対し

て，はさみを使って授業をするという「２時間連続」をする形を検討。 
 ・ジレンマ資料の際は，「はさみ」を活用し，対立的な板書にする。 
 
④ワークシートについて 

・基本は最後の感想のみでよい。（子どもは何を学んだか確認をする場，教師は子どもが徳目に迫

ることができたか確認をする場にするため。） 
・必要があれば，発問に対してすぐに答えられない場合は，じっくり考えて文章を書く活動を入

れることもよいと考える。 
・書く活動を入れることによって，子ども自身が考えを深めたり，整理したりする機会を設ける

ためには有効。（書くポイント絞ったワークシート：吹き出しを利用して登場人物の気持ちを考

える。） 
・まとめ（終末）における本時の学びや子どもの本音を引き出す学習記録の書かせ方（扱う項目，

学年の発達段階に応じて）の工夫。 
（例：１年：身の回りを整え，物を大切にする気持ちを高める。１－(1) 節度，自制，自立 → 
自分の物への手紙を書かせる。） 

 
⑤その他 

・より多くの子どもたちに授業に参加させる工夫として，板書に示された意見のなかで，自分が

一番共感した意見にネームプレート（マグネット）を貼るなど自分や他者の思考の見える化を

図る。 
 
(2) めざす道徳の授業について 

①道徳的価値の深化 

 道徳の時間を行うにあたって，読み物資料を扱うことが多い。しかし，発問の質によっては，

読み物のあらすじを追うだけになったり，気持ちだけを追って，その裏側にある道徳的価値につ

いての理解まで到達できなかったりする場面に遭遇する。 
 例えば，本時のねらいを「相手のことを思いやり，進んで親切にすること」（内容項目「親切，

思いやり」，第３学年及び第４学年）と設定し，読み物資料の内容が，主人公が，お年寄りが荷物

を重そうに持っている姿を目撃して（出来事），「重い荷物を持ってあげる」という姿（行動）を

とるまでであったとする。道徳の授業では，「重い荷物を持ってあげた時の気持ちを考えよう」「運

び終わった後の気持ちを考えよう」と主人公の気持ちの部分を考えること，また，お年寄りの気

持ち（感情）を考えて，「お年寄りが重たくて大変そうにしているから（持ってあげる）」という

やりとりが多くなることが予想される。しかし，気持ちのところでのやりとりに留まってしまい，

設定した本時のねらいに到達できないことがある。 
 そこで，気持ちを確かめた上で，さらにその気持ちを生み出すこととなった「考え」の部分に

迫るように手立てを考えることによって，本時のねらいに迫りたいと考える。例えば，「なぜ主人

公は重い荷物を持ってあげようとしたのか」「どうしてお年寄りを助けようとするの」などの発問

によって，気持ちがつながる考えについて確かめることができ，「『相手のことを思いやる』とは」
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「『進んで親切にすること』とは」など道徳的価値について深く迫ること（道徳的価値の深化）が

できると考えられる。 
 
②発達段階から ～自己理解と他者理解～ 
 読み物資料を用いた授業を展開する上で，自分自身と登場人物の視点が大切になる。そこで，

表１を参考にし，授業で扱う際の視点整理を行い授業で活用する。 
 

表１ セルマンの役割取得（社会的視点取得）の発達段階 

 3-5 歳 自己中心的役割取得 

自分の視点と他者の視点を区別することが難しい。同時に，他者の身体的特性を心理面と区別

することが難しい。同じ状況でも，自分の見方と他者の見方が必ずしも同じでないことがある

ことに気づかない。 
6-7 歳 主観的役割取得 

自分の視点と他者の視点を区別して理解するが，同時に双方を関連付けることができない。ま

た，他者の意図と行動を区別して考えられるようになることから，行動が意図的かそうでない

かを考慮するようにもなる。ただし，「他者が笑っていれば幸せだ」といった表面的な行動から

感情を判断するところがある。 
8-11 歳 二人称相応的役割取得 

他者の視点に立って自分の思考や行動について内省できる。したがって，外見と自分だけで知

る現実の自分という２層が存在することを理解し，社会的な交渉もそうした２層性で営まれて

いるがために，人の内省を正しく理解するのは限界があることを認識できるようになる。 
12-14 歳 三人称相互的役割取得 

自分と他者の視点の外，すなわち，第三者的視点をとることができるようになる。自分と他者

の観点の外から，自分と他者の視点や相互作用を互いに調節し，考慮することができるように

なる。 
15-18 歳 一般化された他者としての役割取得段階 

多様な視点が存在する状況で自分自身の視点を理解する。人のなかにある無意識の世界を理解

する。互いの主観的視点がより深い，象徴的レベルで存在するものと概念化しているため，「言

わなくても明らかな」といった深いところで共有された意味を認識する。 
 
1) 低学年での工夫 

 低学年では，登場人物の視点から「〇〇はどんな気持ちだったのか」という迫り方と，主人公

に自分の視点を重ね「自分だったらどうするか」といった迫り方が考えられる。授業内では登場

人物間の視点は移動させず，一人に焦点を当て，その行動や感情を考えることによって，道徳的

諸価値についての理解を深めることが多くなると考えられる。 
 
2) 中学年での工夫 

 中学年では，登場人物の一人に焦点を当てて展開することは同様であるが，そのなかに「相手

の立場に立って考える」場面を位置付けることを意識する。 
 

3) 高学年での工夫 

 高学年以降では，複数の価値が対立する場面（モラルジレンマ）を取り扱うことで，第三者的

な視点から行為や感情を考える場を設定する必要があると考える。 
 
 このように，道徳的価値観に迫るために，発達段階をふまえ，さらなる手だての必要性を感じ，

その有効な手だてを明らかにするために実践を重視していきたい。また，道徳の教科化における

道徳授業のあり方を追究していきたいと考えている。 
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「『進んで親切にすること』とは」など道徳的価値について深く迫ること（道徳的価値の深化）が

できると考えられる。 
 
②発達段階から ～自己理解と他者理解～ 
 読み物資料を用いた授業を展開する上で，自分自身と登場人物の視点が大切になる。そこで，

表１を参考にし，授業で扱う際の視点整理を行い授業で活用する。 
 

表１ セルマンの役割取得（社会的視点取得）の発達段階 

 3-5 歳 自己中心的役割取得 

自分の視点と他者の視点を区別することが難しい。同時に，他者の身体的特性を心理面と区別

することが難しい。同じ状況でも，自分の見方と他者の見方が必ずしも同じでないことがある

ことに気づかない。 
6-7 歳 主観的役割取得 

自分の視点と他者の視点を区別して理解するが，同時に双方を関連付けることができない。ま

た，他者の意図と行動を区別して考えられるようになることから，行動が意図的かそうでない

かを考慮するようにもなる。ただし，「他者が笑っていれば幸せだ」といった表面的な行動から

感情を判断するところがある。 
8-11 歳 二人称相応的役割取得 

他者の視点に立って自分の思考や行動について内省できる。したがって，外見と自分だけで知

る現実の自分という２層が存在することを理解し，社会的な交渉もそうした２層性で営まれて

いるがために，人の内省を正しく理解するのは限界があることを認識できるようになる。 
12-14 歳 三人称相互的役割取得 

自分と他者の視点の外，すなわち，第三者的視点をとることができるようになる。自分と他者

の観点の外から，自分と他者の視点や相互作用を互いに調節し，考慮することができるように

なる。 
15-18 歳 一般化された他者としての役割取得段階 

多様な視点が存在する状況で自分自身の視点を理解する。人のなかにある無意識の世界を理解

する。互いの主観的視点がより深い，象徴的レベルで存在するものと概念化しているため，「言

わなくても明らかな」といった深いところで共有された意味を認識する。 
 
1) 低学年での工夫 

 低学年では，登場人物の視点から「〇〇はどんな気持ちだったのか」という迫り方と，主人公

に自分の視点を重ね「自分だったらどうするか」といった迫り方が考えられる。授業内では登場

人物間の視点は移動させず，一人に焦点を当て，その行動や感情を考えることによって，道徳的

諸価値についての理解を深めることが多くなると考えられる。 
 
2) 中学年での工夫 

 中学年では，登場人物の一人に焦点を当てて展開することは同様であるが，そのなかに「相手

の立場に立って考える」場面を位置付けることを意識する。 
 

3) 高学年での工夫 

 高学年以降では，複数の価値が対立する場面（モラルジレンマ）を取り扱うことで，第三者的

な視点から行為や感情を考える場を設定する必要があると考える。 
 
 このように，道徳的価値観に迫るために，発達段階をふまえ，さらなる手だての必要性を感じ，

その有効な手だてを明らかにするために実践を重視していきたい。また，道徳の教科化における

道徳授業のあり方を追究していきたいと考えている。 
 
 

【附属名古屋中学校】 

 
１．本校における「道徳の時間」の在り方 

  本校ではこれまで，道徳的価値を自覚させ，深めさせることをねらって，「道徳の時間」の授業の在り方

について研究を進めてきた。その中で特に，道徳的価値を自覚させ，深めさせるための授業や道徳的心情

を育むための授業の方法について明らかにしてきた。 
「道徳の時間」が子どもたちにとっていきて働く時間となるためには，１時間だけの単発の指導だけで

終わってしまったり，扱う価値に対する思考がその時間だけで完結してしまったりしては不十分であると

考える。様々な価値が関連して子どもたちの道徳性がどのように養われたのか，「道徳の時間」で扱った価

値が，他の教科や行事をはじめとした体験的活動を通してどのように自覚されていったのかなど，道徳性

の変容が長い期間で子どもたちに意識付けられることが大切である。そこで，年間の取組の中で，(1)「道

徳の時間」の意義の確認（目的意識をもたせる）（道徳オリエンテーションの設定）→ (2)「道徳の時間」

での道徳的価値の自覚や各自の価値観の高まり（授業）→ (3)「道徳の時間」において養われた道徳性の

確かめ（振り返り）という「道徳の時間」の流れを作ることで，年間を通して子どもたちの道徳性を養う

とともに，子どもたちの道徳性の変容を捉えていくこととする。 
 
２．具体的な手だて 

(1) 「道徳オリエンテーション」の実施 

「道徳の時間」が子どもたちにとって主体的な活動の時間として機能するためには，「子どもたち自身

が『道徳の時間』をどのように使い，どのように自分の生き方について考え，自己と向き合う時間にして

いくのか，つまり基本的な時間の在り方を子どもたち自身のものにしていかなければいけない」（七条正典

「対談 人間性教育への展望」より）と述べられており，そのためには授業開きとしての「道徳オリエン

テーション」が大切になってくる。この時間では，主として，以下に掲げる「道徳の時間」の目的やそれ

を進めていく上で大切なこと（共通理解をしておくべき事柄）を意識付けたり確認させたりすることが目

的となる。 

この目的を達成するためには，こうした事柄について教師が単に伝えるだけでなく，以下のような活動

と組み合わせることが効果的であると考える。 

また，「道徳ファイル」や「私たちの道徳」についての使用方法や授業の進め方について子どもたちに

説明する時間としても活用していく。 
 
(2) 年間計画に基づいた道徳の時間 

学習指導要領では「第２に示す内容項目はいずれの学年においてもすべて取り上げること」と示されて

いる。そこで，道徳年間計画を作成し，それに基づいて全内容項目の実施をしていく。また，重点的な内

【「道徳の時間」の目的やそれを進めていく上で大切なこと】 
  ○ 「道徳の時間」は自分にとってよりよい生き方を追究する時間であること。 
  ○ 多様なものの感じ方や考え方が存在することに気付き，人間としての成長を目指す時間で 
   あること。 
  ○ 一人一人が感じたことや考えたことを自由に表現でき，周囲もそれを受け止め，考えてい 
   く姿勢が大切であること。 

○ 子どもたちの「道徳の時間」に対する意識を取り上げ，話し合う。  
○ 「道徳の時間」がいきて働いた例（体験）を語る。 
○ 子どもたちが現時点でもっている「道徳的価値」を書かせる（発表させる）。 
 ※ 「私たちの道徳」を活用することもできる。 
○ ある事例によって，各自がもっている道徳的価値観の違いを出させ，それに気付かせる。 

―135―



容項目（本校においては，本校の目指す子ども像より「希望と勇気，克己と強い意志」「自主，自立，自由

と責任」「思いやり，感謝」とした）については各学年で年間２時間扱う計画とした。 
また，授業を行っていく上で，道徳教育の指導計画の見直しや内容項目の充実等を図るため，内容項目実

施確認表を作成し，記入をしていく。記入については，道徳の時間ごとに「使用した資料が充実している

か」を判断し，「その内容項目の資料が充実している」場合は○，「その内容項目の資料の開発を要望する」

場合には×を記述する。×があるものを中心に，次年度の開発項目を決定していく。 
これに関連して，学習指導要領では「全教師が協力して道徳教育を展開する」と示されている。そこで，

学級担任が道徳の時間を行うことが原則であるが，他の教師も協力して指導に当たることで，指導の充実

を図っていく。その際，魅力的な教材の開発や活用を図るため，昨年度の内容項目実施表に基づき，新規

に開発が必要と考えられる内容項目（手持ちの資料が古くなったものや扱いにくいもの）について，担任，

副担任は，作成した１実践以上の指導案，ワークシート等の紙面やデータを来年度に引き継いでいく形を

とっている。 
 
(3) 「道徳ファイル」の活用について 

「道徳の時間」で扱った資料やワークシート等を道徳ファイルに綴じさせ，適切な時期にそれを用いた

「振り返りの時間」を設定する。適切な時期とは，学期の終了時，行事の後，学年の最後など様々な場面

が考えられるが，その時期は振り返る「道徳的価値」によって変わってくる。また，担任の担当教科の学

習内容と関連付けて，以前の「道徳の時間」で扱った「道徳的価値」について考えさせることも有効であ

る。加えて，３年間継続してファイルに綴じさせておくことで，３年生の時点での価値観と１年生のとき

の価値観とを比較させて，その変容を捉えさせることも可能になってくる。ただし，「道徳の時間」の役割

から，振り返らせるものは子どもたちの道徳性の変容や扱った「道徳的価値」にかかわる価値観であるこ

とが大切である。 
 
(4) 「私たちの道徳」の活用について 

     今後，道徳は「特別の教科道徳」と位置付けられ，教科書の使用，評価を行うことが求められる方

向である。教科書が作成されるため読み物資料を使用した道徳の授業力の向上が必須となるであろう。「私

たちの道徳」に掲載されている読み物資料は，過去の実践事例も多くあり，教科書にも扱われる可能性が

十分にある。そこで，掲載されている九つの読み物資料を使用する内容項目を年間計画に当てはめ，「私た

ちの道徳」を使用して授業を行うこととした。 
 
(5) 校内研修の充実 

昨年度，現職教育の中で道徳に関する研修の時間を設けた。講師の先生をお招きし，道徳の模擬授業な

らびに授業についての検討会，道徳の学校教育における位置付けや，教科化に向けた考え方などについて

お話を伺った。 
 
(6) 道徳用教材の整備，充実，活用について 

道徳の資料（ＤＶＤや，参考文献，副教材）は職員室のロッカーにおき，適宜閲覧，使用可能である。 
 
３．教科化への課題 

道徳の教科化に向けて，本校では再編された内容に準じた指導と教材の開発，指導法をまとめる作業を

進めてきた。それらの取組により，本校教員の道徳に対する意識が高まったことは一つの成果といえる。

しかし，読み物資料を活用した教材についての開発は進んでいるが，体験的な学習や問題解決的な学習に

関する教材の開発が十分に進んでいない。それらの指導法についても，まだまだ確立されているとは言え

ない現状がある。また，評価についても，どのような形の評価にしていくのか，どのように一人一人の道

徳性の成長を見取るのか，まだまだ議論が十分に行われていない現状である。 
今後も，教科化に向けて，より一層の教材開発を全教員が進めていくことと，評価方法の具体化につい
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容項目（本校においては，本校の目指す子ども像より「希望と勇気，克己と強い意志」「自主，自立，自由

と責任」「思いやり，感謝」とした）については各学年で年間２時間扱う計画とした。 
また，授業を行っていく上で，道徳教育の指導計画の見直しや内容項目の充実等を図るため，内容項目実

施確認表を作成し，記入をしていく。記入については，道徳の時間ごとに「使用した資料が充実している

か」を判断し，「その内容項目の資料が充実している」場合は○，「その内容項目の資料の開発を要望する」

場合には×を記述する。×があるものを中心に，次年度の開発項目を決定していく。 
これに関連して，学習指導要領では「全教師が協力して道徳教育を展開する」と示されている。そこで，

学級担任が道徳の時間を行うことが原則であるが，他の教師も協力して指導に当たることで，指導の充実

を図っていく。その際，魅力的な教材の開発や活用を図るため，昨年度の内容項目実施表に基づき，新規

に開発が必要と考えられる内容項目（手持ちの資料が古くなったものや扱いにくいもの）について，担任，

副担任は，作成した１実践以上の指導案，ワークシート等の紙面やデータを来年度に引き継いでいく形を

とっている。 
 
(3) 「道徳ファイル」の活用について 

「道徳の時間」で扱った資料やワークシート等を道徳ファイルに綴じさせ，適切な時期にそれを用いた

「振り返りの時間」を設定する。適切な時期とは，学期の終了時，行事の後，学年の最後など様々な場面

が考えられるが，その時期は振り返る「道徳的価値」によって変わってくる。また，担任の担当教科の学

習内容と関連付けて，以前の「道徳の時間」で扱った「道徳的価値」について考えさせることも有効であ

る。加えて，３年間継続してファイルに綴じさせておくことで，３年生の時点での価値観と１年生のとき

の価値観とを比較させて，その変容を捉えさせることも可能になってくる。ただし，「道徳の時間」の役割

から，振り返らせるものは子どもたちの道徳性の変容や扱った「道徳的価値」にかかわる価値観であるこ

とが大切である。 
 
(4) 「私たちの道徳」の活用について 

     今後，道徳は「特別の教科道徳」と位置付けられ，教科書の使用，評価を行うことが求められる方

向である。教科書が作成されるため読み物資料を使用した道徳の授業力の向上が必須となるであろう。「私

たちの道徳」に掲載されている読み物資料は，過去の実践事例も多くあり，教科書にも扱われる可能性が

十分にある。そこで，掲載されている九つの読み物資料を使用する内容項目を年間計画に当てはめ，「私た

ちの道徳」を使用して授業を行うこととした。 
 
(5) 校内研修の充実 

昨年度，現職教育の中で道徳に関する研修の時間を設けた。講師の先生をお招きし，道徳の模擬授業な

らびに授業についての検討会，道徳の学校教育における位置付けや，教科化に向けた考え方などについて

お話を伺った。 
 
(6) 道徳用教材の整備，充実，活用について 

道徳の資料（ＤＶＤや，参考文献，副教材）は職員室のロッカーにおき，適宜閲覧，使用可能である。 
 
３．教科化への課題 

道徳の教科化に向けて，本校では再編された内容に準じた指導と教材の開発，指導法をまとめる作業を

進めてきた。それらの取組により，本校教員の道徳に対する意識が高まったことは一つの成果といえる。

しかし，読み物資料を活用した教材についての開発は進んでいるが，体験的な学習や問題解決的な学習に

関する教材の開発が十分に進んでいない。それらの指導法についても，まだまだ確立されているとは言え

ない現状がある。また，評価についても，どのような形の評価にしていくのか，どのように一人一人の道

徳性の成長を見取るのか，まだまだ議論が十分に行われていない現状である。 
今後も，教科化に向けて，より一層の教材開発を全教員が進めていくことと，評価方法の具体化につい

て，学校内で議論を進めていく必要がある。そして，学校全体でこれまでの取組をいかしながら実践を積

み重ねていく。 
 
 
【附属岡崎中学校】 

 
１．本校の道徳指導体制 

 本校の道徳主任は，研究部・教科指導部の下に置かれ，道徳主任が道徳教育推進教諭となり，各学級担

任に道徳教育の推進をはたらきかけている。 

 

２．教育実習生の事前指導・事後指導 

 本校では，６月と１０月に多くの教育実習生を受け入れている。主に愛知教育大学の学生であるが，他

大学の実習生の場合もある。本校では教育実習生に道徳の授業づくりの参考になるように，各学年で授業

公開を行い，事前指導を行う。また，実習生の研究授業後の事後指導も行う。具体的には以下のように行

っている。 

 

(1) 授業公開について 

実習生の事前指導日に各学級で授業公開を行う。実習生は配当学年に行き，担任の授業をみる。担任は

『明るい人生』（発行：愛知県教育振興会）や自分で見つけた題材をもとに，授業を行う。担任は，授業づ

くりのポイントとなる子どもの実態に適した題材を選び，板書や発問の仕方など，実習生の参考となるよ

うに意識した授業を行う。 

 

(2) 事前指導について 

道徳主任が道徳教育について，全体指導を行う。各学級では，担任が中心となり，授業づくりの説明を

行う。題材に対し，どのような発問が適しているのか，板書で意識すべきことなどを指導する。その後，

研究授業までの間に何度も指導案の検討を行ったり，担任の指導のもと模擬授業を行ったりして，実習生

が自信をもって研究授業に臨めるようにしている。 

 

(3) 事後指導について 

研究授業は，実習生が配当された学年の教師全員で授業を観察し，事後指導を行う。研究授業後は，実

習生同士で協議会を行い，自分たちの授業を振り返る時間を設ける。その後，学級ごとに授業を観察した

教師のところへ行き，指導を受ける。複数の教師からさまざまな視点でよかったところと修正すべきとこ

ろについて直接指導を受けることで，実習生はそれぞれの授業実践を反省することができる。そして，自

分の教科の授業に生かそうとしている。 

  

３．道徳の教科化にむけて 

 本校では教科の授業における研究を重視している。そのため，道徳の授業については，今後の教科化に

向けて，校内でも議論が始まったばかりであるというのが実態である。愛知県では『明るい人生』の発行

など，題材については充実していると考えている。今後の教科化にむけて，教師が子どもの実態に適した

題材を選べるように，共有化・データベース化など，さまざまな準備を進めていく必要があると感じてい

る。特に，題材の共有化・データベース化は教師の負担軽減においても重要な課題のひとつであると考え

る。『明るい人生』だけではなく，多くの題材や実践例を教師が手軽に手に入れられる環境づくりができる

とよい。それにより，教師の負担が減り，その分を子どもの実態により適した題材で授業することにつな

がる。民間のサイトに頼らず，大学のホームページから，資料を確保できるようにしていただけるなどの

工夫があってもよいだろう。 
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養護分科会 

 

 

附属学校における健康診断の実態と課題 
 

 

愛知教育大学 養護教育講座 山田浩平、福田博美、岡本陽、古田真司 
愛知教育大学附属名古屋小学校 小出雪恵、同附属岡崎小学校 平井さとみ 
同附属名古屋中学校 森 慶恵、同附属岡崎中学校 下林瑞枝、 
同附属高等学校 大野志保、同附属特別支援学校 川西せつ子、 
 
 

 

Ⅰ 問題と目的 

 人間の一生をその社会的、生物的特徴からい

くつかに分類し、それらの各時期をライフステ

ージと呼んでいるが、我が国ではそれぞれのラ

イフステージで種々の保健活動が行われてい

る。そのうち、幼稚園から大学までの時期が対

象となるのが学校保健活動である。この学校保

健の特性には、児童・生徒等の学習を保障する

ことが挙げられ、児童生徒が学校で教育活動に

専念できるように、その土台として健康管理活

動を推進していくことである。つまり、教師は

子どもの学習権を保障するために、机の高さ、

部屋の明るさ、部屋の温度や湿度などの環境管

理と、身体測定や健康診断、体力測定などの本

人の健康状態の管理（主体管理）をする必要が

あり、これらをまとめて保健管理と呼んでいる。

この保健管理の主要項目が健康診断である。 

 学校における健康診断は、児童生徒等の健康

の保持増進を図り、学校教育の円滑な実施とそ

の成果の確保に資するため、極めて重要である。 

平成 6 年に健康診断の検査項目が大幅に改正

されて以来、近年の児童生徒等を取りまく健康

環境の大きな変化を踏まえ、今後の健康診断の

在り方について検討する必要が生じ、平成

24~25 年度に「今後の健康診断の在り方等に

関する検討会」が文部科学省に設置された。ま

た平成 26 年 4 月には学校保健安全法施行規則

の一部が改正され、平成 28 年度より改定され

た健康診断が施行されることになった。なお、

改正内容のうち次の 3 点が主要な項目である。 

1.座高、寄生虫の有無の検査を必須項目から

削除すること。 

2.四肢の状態を必要項目に追加して四肢の形

態及び発育並びに運動器の機能状態に注意

すること。 

3.保健調査の実施を小・中・高等学校と高等

専門学校の全学年に変更したこと。 

 さらに、改正における留意点としては、次の

2 つが挙げられている。 

1.学校における健康診断は家庭における健康

観察を踏まえて学校生活を送るにあたり支

障があるかどうかについて疾病をスクリー
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ニングすることと、健康課題を明らかにす

ることで健康教育に役立てる、という 2 つ

の役割があり、学校関係者や保護者間で共

通の認識を持つこと。 

2.色覚の検査を未実施のまま就職等に際し不

利益を受けることのないよう保健調査等を

通じて積極的に保護者等への周知を図るこ

と。 

 これらの改定を受け、本分科会では、平成

28 年度より実施の健康診断、特に改定項目に

ついて附属学校でどのように実施したのか（実

施するのか）を振り返り、今後の健康診断のあ

り方について検討することを目的とした。 

 

 

Ⅱ 方法 

 分科会は、2016 年 8 月 3 日に養護教育１号

棟１階 第 2 演習室にて行われた。分科会参加

者は、愛知教育大学附属学校（小学校２校、中

学校２校、高等学校１校、特別支援学校１校）

の専任養護教諭と、愛知教育大学養護教育講座

の専任教員 3 人であり、附属学校における健康

診断の実施内容について議論をした。 

 

 

Ⅲ 結果及び考察 

１．附属名古屋小学校での健康診断 

１）実施前における工夫 

 健康診断の項目の変更に伴い、各学校医の先

生方に問診内容の見直し・改訂を依頼し、保健

調査用紙を新しい様式に変更した。また、健康

診断の項目の変更点について、職員会議で他の

教職員に周知した。さらに、現２～６年生分の

健康診断票の「座高」「寄生虫卵」を削除し、

「脊柱・胸郭」の項目に「四肢」を書き加えて

もらった。 

２）運動器検診（四肢の状態）の検査について 

 内科検診に四肢の検査が加わったことによ

り、授業時間内に健康診断が終わらない可能性

があったため、事前に保護者に、帰宅時間が遅

くなるかもしれないことを、担任を通して伝え

た。また、四肢の検査について、対象の人数が

多い場合、授業時間内に健康診断が終わらない

可能性がある。 

３）成長曲線（肥満度曲線）の活用について 

 工夫点としては、成長曲線を活用することが

できるよう、発育測定後に家庭に配付する「成

長の記録」の様式を変更し、成長曲線を保護者

が記入することができるようにした。また、保

護者には「ほけんだより増刊号」により、成長

曲線の記入の仕方やグラフの見方について知

らせ、周知した。 

 しかしながら、健康診断プログラムを使用し

てスクリーニングを行ったが、成長期に入り急

に背が伸びたり体重が増えたりした子どもた

ちが全員拾われることになり、対象人数がとて

も多くなってしまった。一方、肥満度曲線につ

いては、担当の校医によって判断の規準が違う

ため、健康診断結果が校医によって差が出てき

てしまった。先に判断の基準まで統一させてお

くべきだった。 

 

２．附属岡崎小学校での健康診断 

１）運動器検診（四肢の状態）の検査について 

 問診票は岡崎市教育委員会が作成したもの

をいただけた。健康診断時の学校医による検診

は、内科検診と兼ねたため、時間がかかること

を心配したが、事前に学校医に問診票のコピー

を送り、検診が必要な児童をピックアップして

おくことで、検診にかかった時間は昨年度と同
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じくらいにおさまった。 

 運動器検診の事後措置について、保護者にお

知らせはしたものの、今後どのように保健管理

をしていけばよいのか不明である。 

２）成長曲線（肥満度曲線）の活用について 

 保健ソフト「えがお」を昨年度より導入して

いただいたので、成長曲線を簡単に作成するこ

とができた。作成した成長曲線を学校医に見て

いただき、要受診と判断された児童にお知らせ

をした。 

 成長曲線の事後措置について、保護者にお知

らせはしたものの、今後どのように保健管理を

していけばよいのか不明である。 

３）座高とぎょう虫卵検査について 

 座高の測定はなくても問題はなかったが、ぎ

ょう虫卵検査については昨年度まで、陽性の児

童が若干名いたため、陽性の子を発見できなく

なった。 

４）色覚検査について 

 平成 28 年 9 月から 10 月にかけて実施予定

である。今年度は、検査開始年度となるため、

全学年に色覚検査の希望調査を取り、検査を希

望した児童のみ検査する予定でいる。その際、

学校眼科医と相談し方法を決めた。なお、色覚

検査に使用する色覚検査表が非常に古い（昭和

60 年の石原式）。 

 色覚検査についても、事後措置はどのように

すればよいか不明である。 

 

３．附属名古屋中学校での健康診断 

１）実施前における工夫 

 (1) 情報収集 

 近隣の公立小中学校の動向を把握するため、

名古屋市教育委員会に依頼をして教育委員会

主催の健康診断説明会に参加し、情報を収集し

た。また、名古屋地区附属学校園の養護教諭で

勉強会をもち、情報収集や実施方法の検討をす

るとともに共通理解を図った。そして、保健調

査票など新たに必要となる共通の文書を、協力

して作成した。 

(2) 理解促進 

 平成 28 年度の健康診断を円滑に行うことが

できるよう、27 年度に教職員や保護者、生徒

の変更についての理解を深めるための機会を

もち、変更に関する周知を図った。また、教職

員には、文書で変更について周知するとともに、

職員会議の折に文書と口頭による補足説明を

行った。 

 なお、保護者については保健調査や健康観察

など家庭の協力の重要性が増したことを踏ま

え、変更点の理解と検診の事前保健調査の記入

などの協力を得る工夫をした。そのひとつとし

て、平成 27 年度の学校保健委員会で健康診断

の変更についての議題を設定し、養護教諭がパ

ワーポイントと配布資料で具体的な方法など

を説明した後、各学校医が専門的な見地からの

解説を行った。また、その内容をほけんだより

にまとめ、全校生徒、保護者対象に配布した。 

生徒対象には、健康診断変更に関する掲示資料

を作成し、ほけんだよりの発行に合わせて保健

室前の掲示板に掲示して、生徒が見て学ぶこと

ができるようにした。 

(3) 学校医との連携 

 例年の事前打ち合わせに加え、各学校医と健

康診断の変更についての相談の機会を設けて、

次年度からの実施方法や保健調査票、保護者へ

の文書の様式などを検討し、準備を進めた。そ

して、前述の学校保健委員会では、専門的な見

地から変更の意図や検診の意味、実施方法など

について解説をしていただくよう依頼した。 
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２）実施時の工夫 

(1) 運動器検診（四肢の状態）の検査について 

 従来の内科検診の内容に新たに四肢の状態

の検査を加えても、内科検診実施のための時間

には制約がある。そこで、限られた時間でも必

要な生徒には学校医による視触診の時間と内

容を十分確保できるよう、検診を円滑に行うた

めに必要となる情報の確保とその活用を工夫

した。 

 まず、家庭での保護者と生徒本人によるチェ

ックを行いやすいように、イラストを活用して

保健調査票を作成した。また、回収した保健調

査にチェックがあった生徒は、保健体育科や部

活動担当教員と連携をして、その項目に関わる

日ごろの学校での活動の様子を確認した。 

 それらの情報を整理して、内科検診開始前に

学校医へ報告、補足説明を行う時間を取ること

で、検診の時間を確保した。また、学校医によ

る視触診の必要がある生徒の人数をあらかじ

め学校医に伝え、検診に必要な時間の見通しを

学校医がもつことができるようにした。 

(2) 色覚検査について 

 眼科検診前に色覚に関する内容のほけんだ

よりを配布して、保護者と生徒に色覚や色覚検

査について周知を図り、検査を希望する者には

申し出によりこれを実施することを知らせた。

周知する内容や検査の実施については、学校医

と相談をして慎重に決めた。 

 検査を希望した生徒には、プライバシーの保

護に注意を払い、眼科検診終了後にその機会を

もった。検診実施に当たっては、受診を希望す

るに至った生徒や保護者の気持ちの理解に努

め、検診後の事後措置、健康相談を学校医や担

任と連携をして進めた。 

３）今後の課題 

(1)色覚検査について 

 色覚検査の実施については学校眼科医会の

見解にも幅があり、近隣の公立小中学校におい

ても検査希望の確認方法や検査希望があった

場合の対応も様々である。先天的色覚異常は遺

伝によるもののため、検査の実施にあたっては

プライバシーの保護と十分な健康相談が大切

である。しかし、校内での検査には限界もあり、

実施の有無も含め検討の必要がある。 

(2)有効な保健調査の実施と保護者の負担軽減 

 限られた時間における検診の充実には、事前

の保健調査で有効な情報を得ることが欠かせ

ない。しかし、内容を充実するための質問項目

の増加や検診毎の調査の実施は、保護者の負担

を増やしたり、調査の形骸化につながったりす

る危険性もある。検診に有効な情報を得るため

に、必要十分な量と質の確保と方法の検討が、

保健調査実施には必要である。 

 

４．附属岡崎中学校での健康診断 

１）運動器検診（四肢の状態）の検査について 

 利点としては、脊柱側弯・スポーツ障害の早

期発見と部活動自粛など、自己管理に役立った。

例えば、膝関節、腰の痛みで要受診になった生

徒がいた。 

 しかし、問題点として学校医によって所見の

基準にばらつきがあったことや（市内数校に聞

いた結果）、学校医からどの程度で要受診と判

断するのかが難しいといわれたこと、運動器は

整形専門の医師に見てもらった方が良いので

はと言われたこと、例年よりも検診の時間が

30 分程多くかかったこと、これに加えて、項

目をマニュアル通りに行うと 30 分延長では終

わらないことが挙げられた。 

 今後は、養護教諭が検診前に保健調査票をも
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とに問診を行うことで時間の短縮を図るなど

の工夫をする必要がある。 

２）成長曲線（肥満度曲線）の活用について 

 利点としては、成長曲線・肥満度曲線の変化

はグラフで示されるので生徒も保護者も理解

しやすいこと、グラフにリアルに表れるので生

徒の意識が高まり自己管理に役立つこと、低身

長がわかりやすいが挙げられた。 

 しかし、問題点としては体質的な肥満・やせ

か単純性肥満か病的肥満・やせかをグラフから

読み取らせるには説明が必要であること、結果

の入力→成長曲線作成→データ読み取り→学

校医検診→受診お勧め、といった流れで進めて

いきたいが、データを読み取るのにかなりの時

間がかかってしまうこと、学校行事との関係で

4 月前半に内科検診を行うために内科検診に

は間に合わなかったこと、運動や生活習慣の改

善により体重を減らした場合でも病的やせと

出てくるのでその生徒の生活を考慮しデータ

を読み取る必要があること、身体測定のデータ

を入力するのにかなりの時間と労力が必要、と

いった意見が挙げられた。 

 

５．附属高等学校での健康診断 

１）運動器検診（四肢の状態）の検査について 

 保健調査票に整形外科の項目を追加して実

施した。その際、四肢の状態に異常があり、専

門医に通院中の生徒については、内科検診時に

学校医に報告した。 

２）成長曲線（肥満度曲線）の活用について 

 愛知県教育委員会より、「愛知県では平成 28

年度から小中学生に成長曲線、肥満曲線を作 

成していく方針である。県立学校では、特別支

援学校が対象となる」との指導を受けた。 

３）色覚検査について 

 まだ実施をしていないが、今年度の実施につ

いて検討中である。 

４）健康診断の事後措置について 

 健康診断の結果、異常が認められた生徒に関

しては、21 日以内に結果の通知とともに受診

を勧める文書を配布した（例年と同様）。異常

が認められない生徒に関しては、「平成 28 年

度健康診断結果のお知らせ」として、検診項目

すべて（受診報告の有無も含む）を一覧表にし

て、保護者会で配布した。 

 

６．附属特別支援学校での健康診断 

１）運動器検診（四肢の状態）の検査について 

 工夫した点については、昨年度の 1 月の身体

測定において変更点を全教員に知らせ、動きの

事前練習とスクリーニングを行った。さらに、

練習時には、動きを写真で示したカードを用意

し、視覚的な支援を行った。このカードを使っ

て、４月の身体測定の直前に担任が動きの確認

をし、身体測定時に再度スクリーニングを行っ

た。その結果を内科検診で学校医にお知らせし、

受診の必要があるかどうかを相談した。 

 一方で困ったこととしては、動きが正確に実

施できない、静止の状態を維持できない、どの

程度を勧告の範囲とするか、健康診断として必

要なことと本校の子どもたちにとって必要な

ことを区別する必要がある。 

 運動器検診の意義としては、「成長段階の過

程にある児童生徒等の脊柱・胸郭・四肢・骨・

関節の疾病及び異常を早期に発見することに

より、心身の成長・発達と生涯にわたる健康づ

くりに結び付けられる」ことであるが、特別支

援学校の運動器検診の意義を明確にする必要

があった。本稿では「疾病及び異常の早期発見

と捉えるとともに、すべての健康診断が子ども
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たちの健康の保持増進を図るために、日々の継

続的な行動観察の大切さを痛感した。 

 

７．各附属学校での共通点 

 本年度より一部健康診断の項目が変更され

たが、このことに伴って事前の準備段階では、

教育委員会主催の健康診断説明会に参加した

り、所属地区の附属学校園の養護教諭で勉強会

を実施したりして情報収集を行なっていた。ま

た、変更された健康診断を円滑に行うことがで

きるように教職員や保護者、生徒に変更に関す

る周知がなされていた。さらに、各学校医と健

康診断の変更についての相談の機会を設けて、

施方法や保健調査票、保護者への文書の様式な

どを修正していた。 

 一方、健康診断の変更項目である成長曲線の

活用については、発育測定後に家庭に配付する

「成長の記録」の様式を変更したり、成長曲線

を保護者が記入することができるようにして

いた。さらに保護者には「ほけんだより増刊号」

により、成長曲線の記入の仕方やグラフの見方

について伝えるといった工夫がなされていた。 

 運動器検診の四肢の状態の検査については、

検査の実施の時間には制約があるため、限られ

た時間でも必要な生徒には学校医による視触

診の時間と内容を十分確保できるよう工夫が

なされていた。 

 これらに対し、色覚検査の実施にあたっては、

まだほとんどの学校が実施していなかったが、

学校眼科医会の見解にも幅があり、近隣の公立

小中学校においても検査希望の確認方法や検

査希望があった場合の対応も様々であった。ま

た、検査の実施にあたってはプライバシーの保

護と十分な健康相談が大切であが、校内での検

査には限界もあり、実施の有無も含め検討の必

要があるなどの意見が出された。 

 

Ⅳ まとめ 

 本分科会では、平成 28 年度より実施の健康

診断、中でも改定項目について、附属学校でど

のように行われたのかを把握し、健康診断の充

実を図るために。2016 年 8 月 3 日に愛知教育

大学附属学校（小学校２校、中学校２校、高等

学校１校、特別支援学校１校）の専任養護教諭

と、愛知教育大学養護教育講座の専任教員 3

人で検討した。 

 健康診断内容の変更にあたり、各学校ともに

その事前準備では、勉強会を行ったり、教員間

での理解の促進を行なったり、学校医と内容を

確認したりと、準備がしっかりなされていた。

また、変更項目である成長曲線の活用や四肢の

状態の検査もそれなりに対応して実施がなさ

れていた。しかしながら、色覚検査の実施にあ

たっては、使用する器具やプライバシーの保護

など、多くの検討点を有していることが窺えた。

今後は、これらの検討事項を踏まえて、健康診

断の実施に生かしていただくことを期待する。 
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１．研究の目的 

 近年，グローバル化の進展や技術革新により，子どもたちが成人して社会で活躍する頃には，社会

の在り方が大きく変化する可能性があると言われている。これからの子どもたちには，そうした厳し

い挑戦の時代を乗り越え，伝統や文化に立脚し，高い志や意欲をもつ自立した人間として，他者と協

働しながら価値の創造に挑み，未来を切り開いていく力が必要である。そのためには，教育の在り方

も進化させる必要があり，知識の質・量の改善に加え，「どのように学ぶか」という学びの質や深ま

りを重視することや学びの成果として「どのように力が身に付いたか」という視点が重要になってく

ると言われている。 
 本園では，昨年度まで「『学びと育ち』の連続性を見通した幼児期の教育を考える」を主題に研究

を進めてきた。昨年度までの研究を通して，“友達と一緒に遊びを進めようとする力”は人とかかわ

る力や協同性を育む面からだけでなく，幼児期の学びを支える力の一つとして大切であることを改め

て実感した。幼稚園で学級の一人一人の子どもと教師が，互いに学び合い・育ち合う関係を育み，相

互作用が豊かに働く集団となるようにしていくことが，学級が学びの共同体となり，子ども一人一人

の学びを豊かにしていくことになると考える。そこで，より良い仲間関係を育むことに視点をあてて

研究を進めていきたいと考え，研究主題を｢仲間を大切にする子ども｣と設定した。 
 本研究では，｢仲間を大切にする子ども｣とは，共通の目的をもって取り組む中で，仲間の考えを聞

いたり受け入れたりしながら協力しようとするということとした。また研究を進めるにあたり，「仲

間を大切にする子ども」として目指す子ども像を以下のように定めた。これをもとに，入園から修了

までの３年間で，「仲間を大切にする子ども」として目指す子ども像に育っていく過程を事例から読

み取り明らかにする。 
 ５歳児：共通の目的に向かって，仲間の一員として自分の力を発揮したり，互いの良さや持ち味を

認め合い，協力したりして取り組み，達成感を味わう。 
 ４歳児：気の合う友達と思いを出し合って一緒に遊びを進める楽しさを味わったり，学級の皆で行

動する喜びを味わったりする。 
 ３歳児：気に入った友達や教師と触れ合って遊ぶ心地良さを感じる。 
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２. 研究の方法 

 子どもが教師や友達とかかわって遊ぶことを楽しむ経験の積み重ねが，より良い仲間関係を育む土

台になっていくと考え，今年度は，３歳児，４歳児，５歳児の子どもの姿から，教師や友達とのかか

わりを楽しんだと思われる姿を抽出し，事例検討をすることにした。事例検討を通して，子どもたち

が楽しんでいることの中身や友達への思いや気持ちを読み取り，その場面から考えられる「仲間を大

切にする子どもにつながる経験」と，子どもたちがそうした経験をするために「教師の援助として大

切なこと」について考察する。 
 

３. 研究の内容：事例と考察 

 本年度は，１学期間において３歳児３事例，４歳児４事例，５歳児４事例を収集された。以下に，

３歳児 1事例，４歳児 1事例，５歳児 2事例とそれらの考察を記す。 

 

（１）３歳児事例 「ぼくのもきれいになった！」         ＜５月中旬＞ 

 暑い日が増えてきたため，水や泥に触れて遊べるように，砂場に電車の遊具やスコップに加えて，

数日前から水を張ったたらい，じょうろ，バケツを用意した。子どもたちは，スコップで細長く砂を

掘って道のようにしたり，電車の遊具をつなげて掘った道に走らせたりしていた。また，掘った穴や

好きな場所にじょうろやバケツで水をかけたり，はだしになって砂場に入ったりして，水や泥の感触

の心地良さを感じていた。 
 
 
 砂場ではだしになっていたＡ児が「先生，一緒にトンネ 
ル（道）作ろう」と教師を誘った。教師は「いいよ」と答 
え，Ａ児と同じように道を掘っていると，じょうろの水を 
かけて遊んでいたＢ児がそばに来て，教師とＡ児が作って 
いた道の近くに水をかけた。教師が「あれ，Ｂちゃんのと 
ころから雨が降ってきたみたい」とつぶやくと，近くで電 
車をつなげて遊んでいたＣ児が，教師が作っていた道に電 
車を持って来た。すると，Ｂ児のじょうろの水が偶然電車 
にかかり，Ｃ児は「電車がきれいになった！」と喜んだ。 
「本当だ，Ｃちゃんの電車きれいになったね。うれしいね」 
と教師が声をかけると，Ｃ児は笑顔で再び道に電車を走ら 
せた。 
 それを見たＡ児もつなげた電車を持って来て「こっちに 
もかけて」とＢ児に言った。Ｂ児はそれを聞いて急いで水 
をくみ，Ａ児の電車に水をかけた。すると，電車に付いて 
いた泥が取れ，Ａ児も「ぼくのもきれいになった！」と喜 
んだ。教師が「Ａちゃんの電車もきれいになったね」と言 
うと，Ａ児は笑顔で「うん」と応え，電車を走らせ始めた。 
「Ｂちゃん雨さん，ありがとう」と教師が言うと，Ｂ児は 
ニコッと笑い，再び水をくみに行った。 

 
 

 

 

子どもの内面の読み取り 

Ｂ児は教師が砂場で遊び始め

たことに気付き，教師の近くに

行きたくなった。 

Ｃ児は教師の声が耳に入り，教

師の作っていた道に目が向き，

教師の近くに行って電車を走

らせたくなった。 

Ａ児は教師の言葉を聞き，Ｃ児

の喜んでいる姿を見て，じょう

ろで水をかけているＢ児の存

在が目に入り，自分もＣ児のよ

うに水をかけてもらいたくな

た  

Ｂ児は，自分のしたことを意味

あることと受け止めてもらっ

たと感じ，うれしくなった。 

Ｃ児は電車に付いていた砂が取

れた驚きを教師に分かってもら

い，うれしかった。 

Ａ児は，自分の電車もきれいに

なった驚きを教師に受け止め

てもらい，うれしくなった。 
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＜考察＞ 

 教師に対する親しみの気持ちをもつようになり，教師の

近くや教師と一緒に遊ぼうとする姿が見られるようにな

ってきている。Ｂ児は，“じょうろで水をかける”という

行為を教師に“雨を降らすこと”と意味付けて声をかけて

もらい，自分の行為を快く受け入れられていると感じ，繰

り返し楽しんだ。また，その中で電車に水がかかり喜んで

いる子を見たり，「かけて」と言われたりして周りにいる

友達のことも目に入って来たことだろう。Ｃ児は，自分の

電車に偶然水がかかってきれいになる現象に出会ったこ

とでＢ児の存在が目に入り，Ａ児はＣ児の驚きの声や教師の言葉を聞いたことで，Ｃ児やＢ児の存在

に気付いたことであろう。そして，Ａ児，Ｂ児，Ｃ児はそれぞれ教師に自分の行為や気持ちを受け止

めてもらい，周りにいる友達の存在も自然に目に入ったり，“先生の近くにいると楽しいな”と感じ

たりしたのだと思われる。こうした経験を重ねることで，教師と一緒に遊びたい思いをもち，表そう

としたり，周りにいる子どもの存在を心地良いものと感じたりするようになるのだろうと考える。 

 本事例における「仲間を大切にする子どもにつながる経験」は，「自分のしたことに教師が反応を

してくれたことをうれしく感じる」ことと「教師の近くで遊びながら，周りの子どもの存在を知る」

ことと捉えられた。「教師の援助として大切なこと」は，「子ども一人一人がしていることを意味付け

て言葉にしたり，感じたことを受け止めたりする」ことと考察された。 

 

（２）４歳児事例 「ああ，青組でよかった」           ＜６月上旬＞ 

 ５月上旬に夏野菜の苗を植えた。一人一人が興味をもてるようにしたいと思い，植えるときに一人

ずつ土をかぶせ，水やりをした。また，“みんなで植えた”という雰囲気をうれしく思えるように「み

んなで大きくなあれって魔法をかけよう」と誘って，プランターを囲い，「大きくなあれ，大きくな

あれ！」と声をそろえて言った。 

 
 
 
 Ａ児は，保育室の前にあるナスのプランターを見て「先 
生！ナスが，すごい大きくなっているよ」と保育室にいる 
教師に言った。教師が周りにも聞こえる声で「えっ，どれ 
くらい大きくなったの？ 見に行ってみる」と言って見に行 
くと，Ｂ児やＣ児，Ｄ児たちも寄ってきた。Ａ児が「ほら， 
これが大きい」と教師に見せ，教師が「本当だ，これ大きい 
ね」と手にして言うと，一緒に見ていた子たちも「本当だ， 
大きい！」と口々に言った。 

 Ｃ児「これは，小さいよ」 
 Ｂ児「ナスの葉っぱも大きい」 
 教師「Ｂちゃんの手より大きいね」 
 Ｄ児「ふわふわだよ」 
 教師「気持ちがいいね」 
 Ａ児「もう食べられるかな？」 
 教師「早く食べたいね」 
 Ｂ児「Ｂ，嫌いなんだよね」 
 とそれぞれが言う中で，教師が「そういえば，赤組さんの 
 ナスもできているかな？」と話題にすると，Ａ児とＢ児が 

Ａ児は，発見した喜びや驚きが

大きくて思わず教師に伝えた

り，うれしさを受け止めてもら

いたくなったりした。 

他のことにも目が向き，それぞれ

が感じたことや気付いたことを教

師に聞いて欲しくなった。 
教師が友達の言葉を受け止めて話

したことを聞きながら，自分も感

じたことや思いついたことを話し

て楽しんだ。 

実際に見て，青組にあるナスが大

きくなったことを実感した。 

子どもの内面の読み取り 
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 それぞれに「見てくる」と言って，赤組のプランターまで 
 走った。教師と残った子たちは「どうだろうね」と言いな 
 がら待っていた。 
 赤組のまだ小さいナスを見ると，Ａ児は近くにいた赤組 
の担任に「赤組さんのナスはまだできていないんだね。青 
組さんのは，もう大きいんだよ。ああ，青組でよかった」 
とうれしそうに言った。そして，青組のプランターの前に 
戻ってきて「先生，赤組さんはまだだった！」と言い，Ｂ 
児も後を追って「まだだったよ」と言った。教師が「赤組 

 さんはまだだったんだね」と 言い，Ｃ児が「じゃあ，青組 
 が一番だね」と言うと，Ｃ児の言葉を聞いてＡ児，Ｂ児， 
 Ｄ児はうれしそうにした。Ｄ児が「でも，ピーマンだけまだ 
 小さ いよ」と言うと，Ｂ児が「水あげなきゃ」と慌ててじ 
 ょうろに水を入れ，続いてＡ児，Ｃ児，Ｄ児も一緒に水やり 
 をした。４人は，水をあげながら「早く大きくなるといいね」 
 「水，いっぱいあげないとね」と言い，うれしそうにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜考察＞ 

 ナスを見て葉や実，食べることなど，それぞれが思ったことを教師に話し受け止めてもらう中で，

友達の言葉も耳に入り友達の言葉を受けて話す姿が見られ，子どもたちは教師を囲んでのおしゃべり

を心地良く感じることができた。そして，教師の投げかけをきっかけに他クラスと比較して“青組の

ナスが一番に大きくなった”と知ったことで，どの子も青組のナスの大きさに興味が向き，友達とう

れしい気持ちが重なって心地良くなったように考える。教師と偶然集まった青組の友達とのおしゃべ

りを通して感じたクラスの心地良い雰囲気に加えて，自分たちのナスだけが大きいことを知って感じ

た喜びが，“自分は青組”と実感し，“青組でよかった”という気持ちにつながったと思われる。 

 ピーマンに水やりをする時は，どの子も“ピーマンも早く大きくなって欲しい”と同じ思いでいた。

自分と同じような気持ちで世話をしている友達の言葉を聞いたり，水やりをしたりする姿を見たりし

たことで，“青組の友達”というつながりを心地良く感じることができたと思われる。この経験が，

青組の一員だという感覚をもつことにつながっていくと考える。 

 本事例における「仲間を大切にする子どもにつながる経験」は，「自分のクラスに所属することを

うれしく感じる」ことと，「クラスで育てているものに同じような思いをもってかかわる中で，クラ

スの友達と気持ちが重なるうれしさを感じる」ことと捉えられた。「教師の援助として大切なこと」

は，「周りの子にも伝わるように，驚きや気付きなど子どもの気持ちを受け止め，言葉にする」こと

と「自分のクラスを意識するような投げかけをする」ことと考察された。 

 

友達の言葉を聞いて同じように

動くことで，“ピーマンも大きく

なって欲しい”という思いが重な

り，友達と一緒に水やりをしてい

ることが心地良くなった。 

Ａ児は，青組のナスだけが大きく

なったことを知って，青組に所属

することへのうれしさが増した。 
 
Ｃ児は“青組のナスが一番”と

知り，自分が青組でうれしくな

った。 
 
Ａ児たちは，Ｃ児の言葉に同意

し，自分も青組でうれしい気持ち

になった。 
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（３）５歳児事例 「せっかくだから，もっと大きくしよう」    ＜５月中旬＞ 

 登園後，Ａ児が「先生，トーマスの映画見たことある？」と教師に問いかけ，映画の話題になった

ことから，Ａ児は映画館のチケットを作り，Ｂ児はポップコーンを作るなど，数人の子どもが映画館

をイメージして思い付いたものを作っていた。そんな中，Ｃ児は積み木で囲いを作り，映画館を作り

始めた。 

 

 

 Ｃ児は積み木を運び，三方を壁で囲い，板積み木で天井

を作り，映画館を作っていた。映画館が出来上がると，園

児椅子を２脚運んで来て座席にした。Ｃ児が満足そうに

「出来た」と言ったので，教師が「わあ，すごいね。屋根

もあって本当の映画館みたいだね」と言うと，近くでポッ

プコーンを作っていたＢ児やＤ児も見に来て，「すごいね」

「Ｃちゃん，入ってもいい？」「座りたーい」と言った。

Ｃ児は得意げな表情で「うん，いいよ。こっちから入って

ね」と案内した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｃ児はＢ児とＤ児が座席に座り，周りの様子を見たり，

「すごいね」と言ったりしている様子を見ていたが，「そ

うだ。ちょっと待ってて」と急いで製作コーナーに行き，

上質紙に絵をかくと，「これが映画ってこと」と座席の前

の壁に絵を貼った。Ｂ児とＤ児が「映画だー」と歓声をあ

げていると，Ｅ児やＦ児，Ｇ児たちも集まってきた。「僕

も座りたい」と言い，それを聞いたＣ児が「いいよ。こっ

ちから，順番に座ってね」と案内していると，映画館の一

部の壁が崩れた。その時，近くを通りがかったＨ児が「（細

い面を下にして積み上げてあったため）これだと，きっと

すぐに壊れちゃうよ，もっとこうやって積んだら？」と崩

れたところの積み木を広い面を下にして積み上げた。教師

が「こうやって積むと，丈夫になるのね」とＨ児の考えを

受け止めると，その様子を見ていたＣ児も「そうだね」と

言い，教師の方を見て「それなら，せっかくだからもっと

大きくしよう。先生も手伝って」と言った。教師は「いい

よ。どの形のものがいいかな？」とＣ児に聞きながら積み

木を運んだ。映画館に入って来ていたＢ児やＤ児，Ｅ児，

Ｆ児，Ｇ児たちも，「もっと大きくなったらみんなで座れ

友達が自分の作った映画館に座

っているのを見て，画面がないこ

とに気が付き，作ろうと思った。 

自分のイメージした映画館がで

きてうれしかったが，それを教

師や周りにいた友達も認めてく

れたので，さらにうれしい気持

ちになった。 

 

Ｃ児は自分のしていることに興

味をもってくれる友達がいるこ

とを感じ，うれしく思った。 

崩れてしまったところを直す

なら，もっと大きくすると，来

てくれた友達がみんな入れる

と考えた。 

画面も出来てより映画館らしく

なり，“いいものが出来た”とう

れしくなった。 

×細い面が下 

○広い面が下 

子どもの内面の読み取り 
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るね」「手伝うよ」などと言いながら，積み木を運び手伝

い始めた。Ｃ児が「ここは壁にしてね。映画館は壁がいる

から」「ここには，こうやって柱がいるよ。この形のもの

にしてね」と自分のイメージを伝えると，周りの子どもた

ちも「分かった」と応えたり，「Ｃちゃん，これはこっち

でいい？」とＣ児に聞いたりしながら作っていた。屋根は

板積み木の長さが足りなくなり，教師がアイデアを出して

布を張って作った。 

 映画館が出来上がると，早速客の子どもたちが座った。

Ｃ児は先程よりも大きなケント紙に絵を描いて貼った。完

成した映画館の前の壁は枠抜きのようになっていたので，

Ｆ児が「これはズートピアのだよ」と絵人形を作って持っ

てきた。Ｆ児が絵人形を動かしながら話をしていると，Ｃ

児も「ズートピアいいね」と言った。また，Ｂ児が「そう

だ！映画館なら音楽がいるじゃん」と言い，カセットデッ

キを持ってきて曲を選んでいると，Ｃ児も「そうだね，音

楽もいるね」と言い，カスタネットやミュージックベルな

どを選んで持って来て，Ｂ児やＥ児と一緒に顔を見合せな

がら鳴らしていた。 

 

＜考察＞ 

 Ｃ児は，自分の作った映画館に友達が来てくれたことがうれしく，“映画館”という視覚的に見て

分かりやすい場に集まってきた子どもたちは，映画館に座らせてもらうことをうれしく感じていた。

その後映画館の一部が崩れ，映画館を作り直すことになり，Ｃ児と客になっていた子どもたちの関係

が変化していった。“映画館の人と客”という意識から，映画館を作り直していく中で“映画館を作

り直す人と手伝う人”になり，“映画館を一緒に作り直した友達”へと意識が変わっていったように

思う。そして，映画館が出来上がった喜びを共に感じ，そこで一緒に遊ぶ友達という関係に変わった。 
 Ｃ児は，教師や友達に手伝ってもらったり，認めてもらったりして自分の思いを実現できた喜びを

味わうことが出来た。こうした経験から友達と一緒にする楽しさを積み重ね，友達と思いを出し合っ

て遊ぶ楽しさを味わうことにつながっていくと思われる。 
 本事例における「仲間を大切にする子どもにつながる経験」は，「自分の思いやイメージを友達に

受け入れてもらううれしさを感じ，友達と一緒に遊ぶことを楽しむ」ことと捉えられた。「教師の援

助として大切なこと」は，「子どものしたことやしようとしていることが周りの友達に伝わるように，

作ったものを認めたり，思いやイメージに添って一緒に遊んだりする。周りの子にも伝わるように，

驚きや気付きなど子どもの気持ちを受け止め，言葉にする」ことと考察された。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自分だけでは思い付かないよう

なイメージや発想を出してくれ

る友達がいると，もっと楽しくな

ると感じた。 

 

 自分の“こうしたい”という

思いに合わせて動いてくれる友

達がいることをうれしく感じ、

自分のイメージを伝えたくなっ
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（３）５歳児事例 「明日もやろうな！」             ＜６月下旬＞ 

 隣の黄組の子どもたちが寿司屋をしていたのを近くで見ていたり，客になったりしていたＡ児たち

が，「今日は白組さんでもお寿司屋さんをやろう」と言って，遊戯室で寿司屋を始めた。普段から一

緒に遊ぶことの多いＡ児たちは，舞台の上で「ここを食べるところにしよう」「ここが机で，あっち

側がお客さんで，こっち側がお店屋さんだよな」「そうそう，こっちはお店屋さんしか入れないよね」

「座るところはこっちでいい？」などと言い合いながら，舞台の上の端の部分に積み木を細く並べて

テーブルにし，舞台の下に積み木を並べて椅子にした。そして，年少児を客に呼び，寿司屋になって

注文を聞いたり，寿司を出したりすることを楽しんでいた。しかし，その中でＡ児が「先生，えびが

ないよ」「まぐろもない」と教師に言ったり，Ｂ児も「ちょっといっぱい来すぎ」と教師に言ったり

していたので，子どもたちが感じていることを言い合える場があるといいと思い，年少児が帰った後，

寿司屋をしていた子どもたちを集めた。 

 
 

教師が「お寿司屋さんをやってみて，どうだった？」と

聞くと，Ｃ児が「楽しかった」と言ったり，Ｄ児が「桃組

さん，何回もおかわりしていっぱい食べてたよ」とうれし

そうに言ったりしていた。教師は「そうだよね。桃組さん，

お寿司をいっぱい注文して食べてくれていたものね」と子

どもたちのうれしかった気持ちを受け止めた。 
黙っているＡ児に，「Ａちゃんはどうだった？」と聞く

と，Ａ児は「えびとまぐろが人気だから足りなかった」と

言い，Ｅ児がうなずいていた。Ｂ児が「そうそう，えびと

まぐろはやっぱり人気だもんね」と言うと，Ａ児が「こっ

ちのお客さんもこっちのお客さんもまぐろとかえびとか

頼むから，なくなっちゃった。もっとたくさんいるよ」と

言い，それを聞いていたＥ児も「お客さんが一緒に頼んで

もいいくらいがいいよね」と言った。教師が「それって，

どれくらい？」と聞くと，「うーん…」と考えていたが，

Ａ児が「１０個くらい？」と言うと，Ｄ児が「それで足り

る？」と言い，Ｃ児が「もっといるよ！」と言うと，子ど

もたちは顔を見合わせて「えー！」と言って笑い合った。 
Ｂ児が「それなら，プリンとかも足りなかったよ」と

言うと，Ｃ児が「他にもさ，メニューいっぱいあるよね」

と言った。そこで，教師は「どんなものがあるかな？」と

聞き，たこやいか，きゅうり巻き，鉄火巻き，トロサーモ

ンなど，出てきた寿司の名前をホワイトボードに書いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

困ったと感じても，忙しそうに

動いている友達にはなかなか言

い出せなかったが，教師に場を

作ってもらい，今なら聞いてく

れる，きっとこの子たちなら分

かってくれるという気持ちか

ら，自分の気付いたことを言っ

てみようと思った。 

友達が自分の思ったことを受け

止めてくれると感じ，安心して

自分の考えを話そうと思った。 

一緒になって想像をふくらませ

てくれる友達がいることを感じ

て楽しかった。 

子どもの内面の読み取り 

―150―



「お寿司屋さんって，いっぱいメニューがあるものね。

おいしそう！」と教師が言うと，Ｄ児が「先生，あのさ，

メロンとかスイカとかもあるよ」と言った。Ｂ児も「そう

そう，おうどんとかね」と言うと，Ｄ児も「確かに！」と

言い，Ａ児も「アイスもあるよね」と言うと，スイーツデ

ザート，枝豆，ポテトなど次々とサイドメニューの名前も

挙がった。教師が「いいね，おいしそうなものがたくさん

あるね」と言うと，Ｅ児が「ねえ，一番大事な物が足りな

いよ。しょうゆがないよ」と言い，周りの子どもたちも「本

当だ！」「（しょうゆは）入れ物に入れたらいいよね」と言

った。Ａ児が「そうだ！そしたら，わさび入りのお寿司と，

わさび入りじゃないお寿司があるってことはどう？」と言

うと「いいねえ」「そうしよう」と周りの子どもたちも口々

に言い，うなずいていた。 
Ｂ児が，「今日はさ，お客さんがいっぱい来て大変だっ

たよ」と言うと，「大変だったー」とＣ児も言い，Ａ児が

「今日は，桃組さんも，赤組さんも一緒に来ちゃって大変

だったから，明日は順番に呼びに行こう」と言うと，Ｅ児

も「そうだね」と言った。Ｃ児は「そうだ！ここ（舞台の

壁）とかに『まぐろ』とか書いて貼ろうよ」と言うと，Ａ

児も「そうだね！メニューがあるといいよね」と言い，メ

ニューも作ることになった。教師が「いいね，明日もお寿

司屋さんができそうだね」と言うと，Ａ児は「うん」と満

面の笑みでうなずき，「明日もやろうな！」とＣ児とＤ児

に言って，３人で肩を組みながら保育室へと戻って行った。 
 

 
 

＜考察＞ 

 寿司屋をして遊ぶ中で、Ａ児は感じたことを教師にはつぶやいていたが、友達には伝えられないで

いるようであったので、客が帰って落ち着いた時を見計らって感じたことを出し合う場を設けた。Ａ

児は教師に話すきっかけをつくってもらい、自分の感じたことを言うことが出来た。それを友達に同

調してもらえたと感じ、安心してはっきり思いを伝えることができた。その後教師の「どのくらい？」

「どんなもの？」という投げかけやそれに対する友達の言葉を聞いて、子どもたちは寿司屋に必要な

もののイメージを広げていき、次々に思い付いたり、気付いたりしたことを出し合うことを楽しんだ。

その中でＡ児は「そうそう」と相づちを打って聞いてくれる仲間がいる、きっとこの子たちなら分か

ってくれると感じ、自分からイメージや考えたことを言うことができたのだと思われる。そして、“ま

たこの仲間と一緒に寿司屋をしたい”という思いにつながったのだと考える。このように，遊びの中

で、思いやイメージなどを出し合って話したことは、友達と共通のイメージをもって遊びを進めてい

くことにつながると思われる。 

 本事例における「仲間を大切にする子どもにつながる経験」は，「互いに思いやイメージを出し合

う中で、遊びの仲間というつながりを感じる」ことと捉えられた。「教師の援助として大切なこと」

は，「感じたことを友達に伝えたり、遊びのイメージを広げたりするきっかけになるような投げかけ

をする」ことと考察された。 

 

受け入れられている安心感が高

まり，自分の考えを積極的に出し

たくなった。 

一緒に寿司屋をしている仲間と

しての気持ちが高まり，“明日も

一緒に寿司屋をしたい”と思っ

た。 

受け入れ合える雰囲気があり，

友達の言葉を聞いてさらにイ

メージをふくらませ，関連付け

て自分の思い付くものや気付

いたことを言うことが出来，思

いを出し合うことが楽しいと

感じた。 

―151―



４ 研究のまとめ 

（１） 事例から考察された「仲間を大切にする子どもにつながる経験」と「教師の援助として大切

なこと」 

 １学期間に収集された事例から読み取れた「仲間を大切にする子どもにつながる経験」と「教師の

援助として大切なこと」を以下に集約した。 
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（２）なぜ，今「仲間を大切に」なのか 

 研究協議会（2016.11.10）における各分科会では，「それぞれ自分の園での子どもたちの姿から、

「仲間を大切にする子ども」と思われる姿，「仲間を大切にする子ども」につながるであろうと思わ

れる姿にはどのようなものがあるか，また教師の援助や環境で大事にしていることは何か」と，「子

どもたちが今どのように学級集団をとらえていて，これからどのようにとらえていくのか」について，

バズセッションが行われ，その後，フロアーから興味深い意見が多く出された。 

 なぜ，今「仲間を大切に」が必要なのか。 

 日本社会は，同質思考にとらわれ，異質なものを排除しようとする風潮が根付いている。1990 年

代から，国際化，グローバルなど見える形での多様化が進み，「みんな同じ」から「それぞれ違う存

在」が求められるようになった。異質なものへの理解と寛容が求められている。幼稚園教育要領解説

第２章では，自分と異なる様々な個性をもった友だちと接することの重要性が述べられている。子ど

もたちは，はじめは他児の表面的な特性に気づく（かけっこがはやい，絵がうまいなど）ことから始

まる。次いで，お互いの心情や考え方の特性に関心を向け（こんな考えをもっているかな，気持ちの

優しい◯◯ちゃんならこうするだろう），さらには友だちと心を動かす出来事を共有し，お互いの感

じ方や考え方，行動の仕方などに関心を寄せ，それらが行き交うことを通して，自他の気持ちが異な

ることに気づく。そして，自分の視点でなく相手の視点で考える力が備わっていくとされている。ま

た，アメリカのアンチバイアス教育では，「子どもは，３−４歳までに自分が何者であるかということ

について，肯定的あるいは否定的な社会のメッセージを吸収している」とされているように， 今，

仲間を大切に思う気持ち（思い）と，仲間を大切に思うことを大切に思う気持ち（価値）の両面から，

幼児期の子どもたちの発達を見つめ，その発達を支えていくことが求められている。 

 では，どのような経験が必要なのだろうか。教師がどんな経験を大切に捉えていく必要があるのか。 

 違うものという意識が生まれる場面，葛藤や折り合いをつける場面の積み重ね,挑戦的な課題に向

き合う場面，役割を引き受ける場面，小さな良心が傷む場面，このような内容にかかわるエピソード

が様々に語られた。 

 今後の研究の進め方への示唆が得られた。 

 

（文責：鈴木裕子） 

―153―



部
　

　
会

分
　

　
科

　
　

会

国
語

分
科

会
◎

丹
藤

　
博

文
佐

藤
　

洋
一

◯
増

田
　

光
香

○
本

多
　

克
行

○
上

條
　

聡
○

熊
谷

　
等

○
岩

﨑
　

知
博

中
田

　
敏

夫
有

働
　

　
裕

澤
野

　
佑

輔
山

盛
　

誠
治

松
山

　
宜

申
志

賀
　

正
章

竹
内

　
美

奈
子

教
科

教
育

砂
川

　
誠

司
水

野
　

晋
吾

　
横

井
　

祐
亮

森
　

　
卓

也
戸

田
　

康
代

矢
野

　
哲

史
田

部
　

翔
理

青
木

　
宏

羽
横

井
　

健

代
表

浜
野

　
健

太
渡

邉
　

寛
吾

 丹
藤

　
博

文
書

写
・
書

道
分

科
会

◎
木

村
　

博
昭

衣
川

　
彰

人
○

山
盛

　
誠

治
○

川
瀬

　
英

幹

社
会

科
分

科
会

土
屋

　
武

志
青

嶋
　

　
敏

○
鈴

木
　

光
城

○
髙

井
　

規
行

○
三

村
　

将
行

○
安

井
　

文
一

伊
吹

　
憲

治

　
近

藤
　

裕
幸

◎
真

島
　

聖
子

前
野

　
協

太
松

井
　

幹
宗

大
河

内
信

博
伊

倉
　

　
剛

小
田

原
健

一

中
妻

  
雅

彦
鈴

木
　

健
二

大
羽

　
佳

洋
　

後
藤

　
俊

輔
○

酒
井

　
類

吉
田

　
健

太
郎

沼
山

季
代

典
財

田
　

由
紀

田
中

　
博

章

算
数

・
数

学
分

科
会

◎
佐

々
木

徹
郎

山
田

　
篤

史
○

繁
野

　
敬

介
○

加
藤

　
良

彦
○

髙
槗

　
寿

典
小

笠
原

　
真

青
山

　
和

宏

飯
島

　
康

之
志

水
　

　
廣

小
林

　
達

也
大

谷
　

信
一

山
中

　
啓

○
小

林
　

克
久

天
羽

　
康

小
谷

　
健

司
青

山
　

和
裕

林
　

　
拓

実
梶

田
　

章
浩

川
井

　
健

司
神

谷
　

良
明

橋
本

　
行

洋
　

市
延

　
邦

夫
岩

田
　

晃
治

近
藤

　
義

晃
○

増
田

　
朋

美

井
上

　
歩

高
井

　
吾

朗
水

野
　

将
弘

森
永

　
敦

樹

淺
井

　
暢

宏
須

田
　

庄

井
戸

　
絢

子
竹

内
　

義
浩

植
村

　
英

明
野

崎
　

寛

岸
　

康
弘

佐
久

間
紀

佳

理
科

分
科

会
◎

大
鹿

　
聖

公
星

　
　

博
幸

○
今

井
　

将
○

伊
藤

　
成

将
○

牧
野

　
修

平
○

坂
田

周
一

青
島

　
加

苗

戸
谷

　
義

明
平

野
　

俊
英

　
尾

形
　

卓
也

山
本

　
弘

法
　

森
川

　
晋

平
清

水
　

孝
治

安
形

　
和

之

戸
倉

　
則

正
遠

藤
　

優
介

佐
野

　
雄

一
 

伊
藤

　
一

真
加

藤
　

寛
之

足
立

　
達

彦

渡
邊

　
幹

男
早

瀬
　

義
之

近
藤

　
健

司
伊

藤
　

聖
大

○
小

嶋
　

功

生
活

科
・
総

合
学

習
分

科
会

◎
中

野
　

真
志

野
田

　
敦

敬
○

加
藤

　
大

知
○

河
合

　
泰

宏

加
納

　
誠

司
　

小
嶋

　
智

博
浅

倉
見

枝
子

入
谷

翔
太

郎

音
楽

分
科

会
◎

新
山

王
政

和
國

府
　

華
子

○
長

岡
　

知
里

○
蕃

　
洋

一
郎

○
粥

川
　

宏
輝

○
伊

吹
　

拓
実

小
出

真
規

子
髙

松
　

未
来

　
安

立
　

豊
子

市
江

真
理

子

図
工

・
美

術
分

科
会

◎
杉

林
　

英
彦

礒
部

　
洋

司
○

磯
部

　
裕

一
○

原
田

　
健

一
○

秋
田

　
英

彦
○

谷
　

隼
志

松
本

　
昭

彦
竹

井
　

　
史

土
屋

　
薫

神
門

　
大

知

樋
口

　
一

成
富

山
　

祥
瑞

　
瀬

之
口

真
一

鷹
巣

　
純

永
江

　
智

尚

平
成

２
８

年
度

　
　

愛
知

教
育

大
学

　
大

学
・
附

属
学

校
共

同
研

究
会

　
　

名
　

簿
 

大
　

　
　

　
　

学
名

古
屋

小
学

校
岡

崎
小

学
校

名
古

屋
中

学
校

岡
崎

中
学

校
附

属
高

校
特

別
支

援
学

校
幼

　
稚

　
園

―154―



平
成

２
８

年
度

　
　

愛
知

教
育

大
学

　
大

学
・
附

属
学

校
共

同
研

究
会

　
　

名
　

簿
 

部
　

　
会

分
　

　
科

　
　

会

保
健

体
育

分
科

会
◎

鈴
木

　
一

成
山

下
　

純
平

○
橋

本
　

浩
司

○
野

村
　

勝
美

○
榊

原
　

章
仁

○
山

本
　

泰
弘

沖
永

　
淳

子

教
科

教
育

森
　

　
勇

示
縄

田
　

亮
太

加
藤

　
康

博
杉

浦
健

次
郎

　
坂

野
　

仁
志

馬
場

　
健

介
黒

岡
　

孝
信

上
原

三
十

三
成

瀬
　

麻
美

　
水

谷
　

佳
弘

中
西

　
裕

也
渡

辺
　

美
穂

角
谷

　
諭

堀
田

　
景

子

代
表

坂
田

　
利

弘
　

林
　

　
瑛

一
○

三
井

　
陽

介

 丹
藤

　
博

文

技
術

分
科

会
◎

磯
部

　
征

尊
清

水
　

秀
己

○
糟

谷
　

康
成

○
長

澤
　

啓
介

○
種

村
　

修
一

太
田

　
弘

一
北

村
　

一
浩

近
藤

　
貴

彦

鎌
田

　
敏

之
本

多
　

満
正

家
庭

分
科

会
加

藤
　

祥
子

板
倉

　
厚

一
○

伊
藤

　
寛

之
○

武
田

　
雅

美
○

土
屋

　
美

妃
○

武
藤

　
良

子
○

橋
爪

友
美

子

◎
関

根
　

美
貴

筒
井

　
和

美
　

山
𡶜𡶜

　
𡶜

子
𡶜

木
𡶜

美
子

𡶜
木

香
保

𡶜
早

瀬
　

和
利

山
根

　
真

理

英
語

分
科

会
高

橋
美

由
紀

建
内

　
高

昭
○

澤
野

　
佑

輔
○

廣
川

　
幸

平
○

伊
藤

　
慎

治
天

野
万

喜
男

加
古

　
𡶜

光

◎
稻

葉
み

ど
り

田
口

　
達

也
髙

野
賢

一
郎

○
齋

川
　

浩
川

上
　

佳
則

ﾍ
ﾞネ

マ
　

ジ
ェ

ー
ム

ス
松

井
　

孝
彦

　
岩

塚
　

知
和

大
橋

　
博

幸
鈴

木
　

隆
弘

R
ya

n
,A

n
th

o
n
y 

G
 

栗
林

　
和

徳
平

岩
　

加
寿

子

福
西

　
広

子

○
山

口
　

誠

道
徳

・
特

活
分

科
会

◎
野

平
　

慎
二

小
嶋

　
佳

子
○

伊
藤

　
昭

良
○

松
井

　
幹

宗
○

高
橋

　
寿

典
○

志
賀

充
規

山
口

　
匡

高
橋

　
靖

子
杉

浦
健

次
郎

黒
川

　
雅

幸
藤

木
　

大
介

鈴
木

　
伸

子
下

村
　

美
刈

中
山

　
弘

之

特
別

支
援

教
育

分
科

会
◎

飯
塚

　
一

裕
吉

岡
　

恒
生

○
都

筑
　

　
太

山
上

　
裕

司

福
田

　
博

美
岩

田
　

吉
生

松
岡

　
史

憲
（
近

藤
　

貴
彦

）

杉
浦

　
宏

幸
森

崎
　

博
志

板
倉

　
眞

介
功

刀
　

健
介

田
中

　
都

子
田

中
　

智
子

（
川

西
せ

つ
子

）
神

谷
　

厚
毅

岩
泉

　
厚

史
佐

々
木

淳
志

山
田

　
瑞

紀
四

浦
佐

衣
子

鈴
木

　
巨

裕
小

島
　

千
典

神
谷

　
宜

欣
（
種

村
　

修
一

）

成
田

　
敦

子
生

田
　

和
彦

岡
田

　
裕

之
富

安
　

洋
介

柴
田

　
雅

代
神

谷
　

一
希

伊
藤

　
達

也
亀

山
　

健
二

寺
澤

　
益

実

大
　

　
　

　
　

学
名

古
屋

小
学

校
岡

崎
小

学
校

名
古

屋
中

学
校

岡
崎

中
学

校
附

属
高

校
特

別
支

援
学

校
幼

　
稚

　
園

―155―



平
成

２
８

年
度

　
　

愛
知

教
育

大
学

　
大

学
・
附

属
学

校
共

同
研

究
会

　
　

名
　

簿
 

部
　

　
会

分
　

　
科

　
　

会

養
護

分
科

会
◎

福
田

　
博

美
古

田
　

真
司

○
小

出
　

雪
恵

○
平

井
さ

と
み

○
森

　
慶

惠
○

下
林

瑞
枝

○
大

野
　

志
保

○
川

西
せ

つ
子

○
横

井
　

舞
香

教
科

教
育

後
藤

ひ
と

み
岡

本
　

陽

山
田

　
浩

平

代
表

林
　

　
牧

子
麓

  
洋

介
○

野
崎

三
千

代

 丹
藤

　
博

文
小

川
　

英
彦

新
井

美
保

子
池

田
　

紀
代

美

◎
鈴

木
　

裕
子

野
田

　
敦

敬
磯

村
　

正
樹

井
川

　
典

子

小
林

　
優

子

新
村

　
朋

美

高
大

連
携

◎
渡

邊
　

幹
男

松
本

　
昭

彦
青

山
　

和
宏

川
上

　
佳

則
小

田
原

健
一

○
北

河
　

洋
一

黒
岡

　
孝

信
横

井
　

健
渡

邉
　

寛
吾

安
本

　
太

一
◎

齋
藤

ひ
と

み
○

山
本

　
弘

法
○

森
永

　
敦

樹
野

崎
　

浩
成

梅
田

　
恭

子
大

谷
　

信
一

江
島

　
徹

郎

※
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
　

「
進

路
・
生

徒
指

導
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」
は

平
成

2
7
年

度
末

で
終

了
，

「
い

じ
め

・
不

登
校

・
学

級
崩

壊
」
及

び
「
習

熟
度

・
少

人
数

教
育

」
は

平
成

2
8
年

度
活

動
休

止
と

な
り

ま
す

1
1
2

4
1

3
0

（
実

人
数

）
（
1
1
0
）

（
3
4
）

（
2
7
）

※
　

◎
は

分
科

会
代

表
（
△

は
副

代
表

）
，

○
は

学
校

代
表

を
示

す
。

（
順

不
同

）

※
　

連
絡

先
等

（
０

５
６

６
－

２
６

－
　

　
　

）

＜
2
7
2
3
＞

附
属

名
古

屋
小

学
校

・
幼

稚
園

　
　

玉
井

　
隆

光
＜

8
0
1
1
＞

  
附

属
高

等
学

校
  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

近
藤

　
伸

治
＜

5
8
1
0
＞

＜
2
2
2
3
＞

附
属

岡
崎

小
学

校
　

　
　

　
　

　
　

　
 古

川
ゆ

う
子

　
＜

8
0
1
2
＞

  
附

属
特

別
支

援
学

校
　

　
　

　
　

　
　

川
瀬

　
康

弘
＜

8
0
1
5
＞

＜
2
3
2
5
＞

附
属

名
古

屋
中

学
校

　
　

　
　

　
　

　
兵

頭
　

利
和

＜
8
0
1
3
＞

  
高

度
教

員
養

成
支

援
課

長
　

　
　

　
伊

藤
　

純
一

＜
3
1
8
4
＞

＜
2
4
4
4
＞

附
属

岡
崎

中
学

校
　

　
　

　
　

　
　

　
 伊

藤
　

直
人

　
＜

8
0
1
4
＞

 教
科

教
育

学
研

究
部

門
担

当
　

　
 長

谷
川

由
香

＜
2
3
1
6
＞

特
別

支
援

学
校

幼
　

稚
　

園

幼
児

教
育

及
び

小
学

校
低

学
年

教
育

分
科

会

メ
デ

ィ
ア

・
情

報
教

育

大
　

　
　

　
　

学
名

古
屋

小
学

校
岡

崎
小

学
校

名
古

屋
中

学
校

岡
崎

中
学

校
附

属
高

校

7

（
3
3
）

（
2
2
）

（
3
0
）

（
2
4
）

（
７

）

3
4

2
7

3
0

　
教

職
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
長

　
　

　
 野

田
　

敦
敬

  
国

語
教

育
講

座
　

　
　

　
　

　
　

　
　

丹
藤

　
博

文

　
数

学
教

育
講

座
　

　
　

　
　

　
　

　
　

高
井

　
吾

朗

　
美

術
教

育
講

座
　

　
　

　
　

　
　

　
　

杉
林

　
英

彦
　

　

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

延
べ

参
加

人
数

2
4

―156―



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知教育大学 大学･附属学校共同研究会報告書 

 

発行年月日   平成 29 年 3 月 31 日 

 

編集・発行   愛知教育大学 教職キャリアセンター 

教科教育学研究部門 

〒448-8542 刈谷市井ケ谷町広沢 1 

電話〈0566〉26-2316(ダイヤルイン) 

 

印刷      ツゲ印刷株式会社 




